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巻頭写真

　　五代竹花遺跡J－1号住居跡出土縄文土器

　　　五代竹花遺跡H－8号住居跡出土玉類



序

　前橋市は、北に赤城山、西に榛名山、南西に妙義山の上毛三山がそびえ、

赤城山と榛名山の裾野の間を南北に利根川が流れる水と緑にあふれた地であ

ります。

　前橋市は古代より豊かな文化あふれる地であり、東日本でも優れた内容を

示しています。今から2万8千年前の旧石器を始めとして、8基を数える国

史跡の古墳、関東の華とうたわれた前橋城に関するもの、近代化遺産など多

くの文化財が残されています。

　自然環境に恵まれたこの地では、古代の人々が生活した跡が市内ほぼ全域

に残されています。古代の人々が暮らした家の跡、使った石器や土器などの

道具や、水田跡なども多く、毎年の埋蔵文化財発掘調査により多くの新しい

発見があります。

　五代南部工業団地及び住宅団地が建設されようとしている五代町周辺は赤

城山南麓の自然に恵まれた地であり、周辺では縄文時代からの人々の生活の

跡が残されています。北に接して芳賀東部団地遺跡があり、大規模な集落が

形成されている地区にあたります。

　本年度調査の五代竹花遺跡・五代木福1遺跡・五代伊勢宮1遺跡では、事

業実施に先立ち地区全域の試掘調査を行い、その後発掘調査を実施いたしま

した。

　発掘調査により縄文時代及び古墳時代から平安時代の住居跡、中世の地下

式坑など多くの遺構と遺物を検出し、地区の歴史解明に重要な資料を得るこ

とができました。

　発掘調査にあたりまして、ご協力いただきました市工業課、前橋工業団地

造成組合、地元関係者、厳冬の中調査に従事されました皆様に感謝とお礼を

申し上げます。

平成13年3月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

団長阿部明雄



　　　　　　　　　　　　　例　　言

1．本書は、五代南部工業団地及び住宅団地造成に伴う五代竹花遺跡・五代木福1遺跡・五代伊勢宮1遺跡

　の発掘調査報告書である。

2．調査は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団（団長　阿部明雄）が主体となって実施し、調査実務は委託を受

　けた山武考古学研究所が行った。調査担当者は同研究所員・長井正欣、半澤利枝である。

3．発掘調査及び整理・報告書作成は、平成12年9月1日～平成13年3月16日の期間で実施した。

4．遺跡は群馬県前橋市五代町内に所在し、各遺跡の遺跡コード・面積は下記の通りである。

　　五代竹花遺跡……遺跡コード：12C22　’面積：4，880㎡

　　五代木福1遺跡……遺跡コード：12C23　面積：11，785㎡

　　五代伊勢宮1遺跡……遺跡コード：12C26　　面積：3，800㎡

5．本書の編集実務は山武考古学研究所が行い、同研究所員・長井正欣が担当した。執筆は、序章1を齊木

　一敏（前橋市教育委員会）、付章を（株）古環境研究所、その他を長井が行った。

6．調査に関わる資料は一括して前橋市教育委員会文化財保護課が保管している。

7．発掘調査・整理作業に携わった方々は下記の通りである。

　　天野晴治　石田貴弘　磯洋子　糸井重信　今成勝子　宇田有紀　宇津木明子　梅山淳　大久保喜義

　　大島徳重　荻原末松　落合忠雄　小野沢絹子　金子正男　樺沢美枝　神山祐吉　木下雅文　久家輝夫

　　小出拓磨　後藤加津枝　後藤貞良　小林恭子　小林光子　小屋千代子　近藤和子　斉藤賢一　白石彰

　　新保梅男　高田進弘　竹生正明　都丸主女作　根岸栄子　真下もと子　松村タカ子　宮下哲之

　　茂木美雪　森村修一　渡辺永造　綿貫晃　綿貫瑛一　和南城康夫

　　　　　　　　　　　　　凡　　例
1．本書で使用した地形図の発行者・縮尺は各図キャプション脇に示した。

2．遺構挿図の縮尺は、竪穴住居跡・土坑の平面図及び土層図・エレベーション図を1／60縮尺、炉跡・カマ

　ド等を1／30縮尺を基本として掲載し、各挿図にはスケールを付してある。また、図中の北方位は座標北

　であり、国家座標値（第IX系）は各遺跡全体図中に示してある。

3．遺構の規模は基本的に中軸線上で計測し、竪穴住居跡は壁面下端で、土坑は上端での数値である。床面

　積は原図をもとにデジタルプラニメーターを用いた3回計測平均値である。長（主）軸方位は座標北を基

　準とした振れを示し、複数のカマドが検出された竪穴住居跡については最も古いと想定されたカマド方

　向を主軸とした。また、土層図・エレベーション図の基準線数値は標高を示す。

4．古墳時代及び奈良・平安時代等の遺構埋没土中で確認された白色軽石については、現地調査時には榛名

　山ニツ岳伊香保テフラ（H：r－FP，6世紀中葉降下）と判断していたが、火山灰分析（付章〉の結果、同

　軽石は榛名山ニツ岳渋川テフラ（Hr－FA，以下FAと略，6世紀初頭降下）の可能性が指摘されたこ

　とから、本報告書ではFAとして記述することにした。

5．遺物挿図の縮尺は、1／1～1／5の範囲で掲載し、挿図中にスケールを付してある。遺物写真は遺物挿図と　　・

　ほぼ同縮尺である。遺物観察表計測値で、（）内数値は推定値、「残」のあるものは残存値である。

6．挿図中に使用したスクリーントーン及びドットは次のような意味を示し、その他必要に応じて挿図中に

　注釈を提示した。

麟鑛粘土　　縷焼土　　藍灰・黒色処理・鰍
　●……土器・土製品　　　　　▲……石器類　　　　　　　　團……鉄製品・金属製品
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　　　　　J－2号住居跡遺物出土状態

　　　　　J－2号住居跡炉跡

　　　　　J－2号住居跡全景

　　　4　H－1号住居跡全景

　　　　H－1号住居跡カマド内遺物出土状態

　　　　H－2号住居跡全景

　　　　H－2号住居跡掘り方全景

　　　　H：一2号住居跡カマド

　　　　H－2号住居跡カマド袖断ち割り状態

　　　　　H－3号住居跡遺物出土状態

　　　　　H－3号住居跡全景

　　　5　H－4号住居跡遺物出土状態近景

　　　　　H－4号住居跡全景

　　　　　H：一5号住居跡全景

　　　　　H－5号住居跡棚状施設

　H－6号住居跡全景

　H－7号住居跡全景

　H－8号住居跡土玉出土状態

　H－8号住居跡全景

6且一9号住居跡全景

　・H－10号住居跡全景

　H－11号住居跡全景

　H：一12号住居跡全景

　H－13号住居跡土層

　H－13号住居跡全景

　H－14号住居跡全景

　H－15号住居跡全景

7　H－16号住居跡全景　　1号土坑

　　3号土坑土層　　3号土坑

　　5号土坑　　1号溝土層

　調査状況　　調査状況

8　」一1号住居跡出土遺物

　　J－2号住居跡出土遺物①

9　」一2号住居跡出土遺物②

10H－1号住居跡出土遺物



　　　　H－2号住居跡出土遺物①

　　　11H－2号住居跡出土遺物②

　　　　H－3号住居跡出土遺物①

　　　12H－3号住居跡出土遺物②

　　　13H－4号住居跡出土遺物

　　　　H－5号住居跡出土遺物

　　　14H－6号住居跡出土遺物

　　　　H－7号住居跡出土遺物

　　　　H－8号住居跡出土遺物①

　　　15H－8号住居跡出土遺物②

　　　16且一8号住居跡出土遺物③

　　　　H－9号住居跡出土遺物

　　　　H－10号住居跡出土遺物

　　　　H：一11号住居跡出土遺物

　　　17H－12号住居跡出土遺物

　　　　H－13号住居跡出土遺物

　　　　H－14号住居跡出土遺物

　　　　H－15号・H－16号住居跡出土遺物

　　　182号土坑出土遺物

　　　　　3号土坑出土遺物

　　　　　1号溝出土遺物

　　　　遺構外出土遺物①

　　　19遺構外出土遺物②

五代木福1遺跡

P　L．20遺跡遠景　　A区全景

　　　21B・C・D区全景

　　　22」一1号住居跡調査状況

　　　　　J－1号住居跡埋設土器①

　　　　　」一1号住居跡埋設土器②　　13号土坑

　　　　　J－1号住居跡全景

　　　23H－1号住居跡全景

　　　　H－2号・5号・4号住居跡全景

　　　　H－3号住居跡全景

　　　　H－3号住居跡カマド

　　　　H：一6号住居跡全景

　　　　H－6号住居跡掘り方全景

　　　　H－6号住居跡カマド

　　　　H－6号住居跡カマド左袖部

24H－7号住居跡全景

　H－7号住居跡掘り方全景

　H－7号住居跡北側カマド掘り方

　H－8号住居跡全景

　　且一9号住居跡全景

25H－9号住居跡遺物出土状態近景

　　H－9号住居跡カマド

　　H－9号住居跡床下土坑遺物出土状態

　　H－9号住居跡掘り方全景

　　H－10号住居跡全景

　　H－10号住居跡カマド

　　H－11号住居跡全景

　　H－12号住居跡全景

26H－13号住居跡全景

　　且一14号住居跡全景

　　Hヨ5号住居跡全景

　　H－15号住居跡掘り方全景

　　H－16号住居跡全景

　　H－16号住居跡カマド

　　H－17号住居跡全景

　　H－17号住居跡北側カマド煙道部

27H－18号住居跡全景

　　H－19号住居跡全景

　　H－20号住居跡全景

　　且一20号住居跡貼り床

　　H－21号住居跡全景

　　H－21号住居跡カマド土層

　　H－21号住居跡カマド

　　H－21号住居跡カマド袖断ち割り状態

28H－22号住居跡全景

　　H－22号住居跡カマド

　　H－23号住居跡全景

　　H－23号住居跡カマド

　　H－24号住居跡全景

　　H－24号住居跡カマド

　　且一25号住居跡全景

　　H－26号住居跡全景

29H－27号住居跡全景



　H－28号住居跡全景

　亘一29号住居跡遺物出土状態近景

　H－29号住居跡全景

　H－30号住居跡全景

　且一30号住居跡カマド

　H－31号住居跡炭化材・焼土検出状態

　H：一31号住居跡全景

30H－32号住居跡全景

　H－33号住居跡全景

　H－34号住居跡全景

　H－35号住居跡全景

　：E－36号住居跡全景

　H－36号住居跡貯蔵穴粘土塊出土状態

　H－36号住居跡カマド

　H－36号住居跡カマド袖断ち割り状態

31H－37号住居跡全景

　　H－38号住居跡・15号土坑土層

　　H－38号住居跡全景　　15号土坑

　　H－39号住居跡全景

　　H：一39号住居跡カマド

　　亘一39号住居跡内施設検出状態

　　H－39号住居跡内施設　　　　卿

32H－40号住居跡全景

　　H－41号住居跡全景

　　H－42号住居跡全景

　　H－43号住居跡全景

　　H－43号住居跡出入り口部

　　H－43号住居跡カマド

　　H－44号住居跡全景

　　H－44号住居跡貯蔵穴遺物出土状態

33H－45号住居跡炭化材検出状態

　　lH－45号住居跡全景

　　H：一46号住居跡全景

　　H－47号住居跡全景

　　H－48号住居跡全景

　　H－48号住居跡銅鈴出土状態

　　H－48号・49号住居跡重複状態

　　H－49号住居跡全景

34H－50号住居跡柱状粘土出土状態

　H－50号住居跡全景

　H－51号住居跡カマド端部

　H－52号・53号住居跡

　H－52号住居跡遺物出土状態近景①

　H－52号住居跡遺物出土状態近景②

　　且一52号住居跡掘り方全景

　　H－54号住居跡全景

351号土坑　　9号土坑

　10号土坑　　11号土坑

　12号土坑　　16号土坑

　18号土坑　　21号土坑

362号土坑遺物出土状態　　2号土坑

　　3号土坑土層　　3号土坑

　　5号土坑　　6号土坑土層

　　6号土坑　　6号土坑

377号土坑遺物出土状態　　7号土坑

　　8号土坑　　14号土坑

　17号土坑　　22号土坑古銭出土状態

　22号土坑人骨出土状態

　23号土坑人骨出土状態

3819号土坑　　19号土坑遺物出土状態近景

　19号土坑出入り口部

　20号土坑土層　　20号土坑

391号・2号砂鉄ピット検出状態

　　1号・2号砂鉄ピット断面

　　2号溝　　4号溝　　20号溝

　　C区基本土層　　調査状況　　調査状況

40」一1号住居跡出土遺物①

41J－1号住居跡出土遺物②

　　13号土坑出土遺物

42H－1号・2号・3号・4号住居跡出土遺物

　　H－6号住居跡出土遺物

　　H－7号・8号住居跡出土遺物

43H－9号住居跡出土遺物

44且一10号住居跡出土遺物

　　H－11号住居跡出土遺物

　　H－12号住居跡出土遺物



　H－13号住居跡出土遺物

45H－14号住居跡出土遺物

　H－15号住居跡出土遺物

46H－16号住居跡出土遺物

　H－17号住居跡出土遺物

　H－19号住居跡出土遺物①

47H－19号住居跡出土遺物②

　H－20号住居跡出土遺物

　H－21号住居跡出土遺物

48Hl－22号住居跡出土遺物

49H－23号住居跡出土遺物

　H－24号住居跡出土遺物

50H－25号住居跡出土遺物

51H－26号住居跡出土遺物

　H－27号住居跡出土遺物

52H－28号住居跡出土遺物

　H－29号住居跡出土遺物①

53且一29号住居跡出土遺物②

　H－30号住居跡出土遺物

54H－31号住居跡出土遺物

　H－32号・33号・34号住居跡出土遺物

　H－36号住居跡出土遺物

　H－37号住居跡出土遺物

55H－39号住居跡出土遺物

　H：一41号・42号住居跡出土遺物

　H－43号住居跡出土遺物

56H－44号住居跡出土遺物

　H－45号住居跡出土遺物

　H－46号住居跡出土遺物

　H－47号住居跡出土遺物

57H－48号住居跡出土遺物

58H－49号住居跡出土遺物

　H－50号住居跡出土遺物

　H－52号住居跡出土遺物

　H－53号住居跡出土遺物

59　2号土坑出土遺物

　3号・7号・10号・17号土坑出土遺物

　6019号土坑出土遺物①

　6119号土坑出土遺物②

　　19号・22号・23号土坑、6号溝出土遺物

　6210号溝出土遺物

　　20号溝出土遺物

　　遺構外出土遺物①

　63遺構外出土遺物②

五代伊勢宮1遺跡

P　L．64遺跡遠景　　遺跡全景

　65H－1号住居跡全景

　　H－1号住居跡カマド遺物出土状態

　　H－1号住居跡遺物出土状態近景

　　H－1号住居跡カマド

　　H－1号住居跡カマド袖構築状態

　66H－2号住居跡全景

　　H－2号住居跡遺物出土状態近景

　　H－3号住居跡全景

　　H－3号住居跡カマド

　　H－4号住居跡遺物出土状態全景

　　H－4号住居跡全景

　　H－4号住居跡カマド

　　H－4号住居跡カマド袖断ち割り状態

　67H－5号住居跡遺物出土状態近景

　　R－5号住居跡全景

　　H－5号住居跡カマド

　　H－6号住居跡全景

　　1号土坑土層　　1号土頓

　　2号土坑　　1号溝北側

　68H－1号住居跡出土遺物

　69H－2号住居跡出土遺物

　　H：一3号住居跡出土遺物

　　H－4号住居跡出土遺物①

　70H－4号住居跡出土遺物②

　　H－5号住居跡出土遺物①

　71H－5号住居跡出土遺物②

　　遺構外出土遺物①

　72遺構外出土遺物②



序 止早

1　調査に至る経緯
平成12年4月ll日、前橋工業団地造成組合（管理者　萩原弥惣治）より、五代南部工業団地及び住宅団地

造成に伴う埋蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。これを受け同教育委員会で検討し

た結果、面積が広大であるため、まず試掘調査を実施し、その結果を得て本調査の必要な地域を確定し、年

次計画を作成し、本調査を実施するという方針になった。4月12日、前橋市教育長より前橋工業団地造成組

合に調査実施の回答がなされた。また、同日、前橋市教育長より前橋市教育委員会が組織する前橋市埋蔵文

化財発掘調査団に調査を実施するように通知された。これに基づき、前橋工業団地造成組合と前橋市埋蔵文

化財発掘調査団が協議を行った。4月27日、両者の間で埋蔵文化財発掘調査委託契約が締結され、5月11日

に現地での試掘調査を開始するに至った。試掘調査の結果、試掘調査対象面積427，600㎡のうち約137，500㎡

の本調査が必要であることが分かり、今年度はそのうちの60ρ00㎡の本調査を実施することが決定し、8月

23日、変更契約（委託契約料金の増額）を締結し、本調査を実施するに至った。なお、遺跡名称「五代竹花

遺跡」（遺跡コード12C22）の「竹花」、「五代木福1遺跡」（遺跡コード12C23）の「木福」、「五代伊勢宮1

遺跡」（遺跡コード12C26）の「伊勢宮」は旧地籍の小字名を採用した。また、五代竹花遺跡は平成12年度

調査分のうちの4，880㎡、五代木福1遺跡は同11，785㎡、五代伊勢宮1遺跡は同3，800㎡である。

Fig．1　遺跡の位置（国土地理院20万分の1「宇都宮」）

一1一



　　Fig、2　周辺の遺跡（国土地理院2万5千分の1「渋川」「前橋」）

一2一



II　遺跡の位置と環境

　五代竹花遺跡（1）・五代木福1遺跡（2）・五代伊勢宮1遺跡（3）の各遺跡（以下総称として本遺跡）

は、上毛電鉄上泉駅の北方1．8㎞前後に位置する。遺跡地は赤城山火山斜面と呼称される赤城山の裾野に属

する緩傾斜台地で、標高は127～115mである。周辺には赤城山麓を源とする中小河川が南流し、本遺跡西方

には藤沢川、東方には薬師川があり、南方で桃ノ木川に合流している。これらの河川により台地上には部分

的に開析谷が形成されており、本遺跡の西側と東側も谷状地形となっている。遺跡地からの眺望は良く、北

方の赤城山はもとより西方には榛名山や浅問山などを望むことができる。

　本遺跡周辺では縄文、弥生、古墳、奈良・平安、中・近世の各時代にわたる遺跡が調査されており、桃ノ

木川左岸の石関西簗瀬遺跡（28）などを除き台地上に立地する遺跡が多い。なお、石関西簗瀬遺跡は広瀬川

低地帯に立地する遺跡で古墳時代中期集落跡等が調査されている。

　本遺跡の北方では芳賀団地遺跡群の調査が昭和48年から昭和55年にかけて実施されており、約40万㎡が調

査されている。芳賀北部団地遺跡（9）では、奈良・平安時代の住居跡231軒のほか、縄文時代前期・中期の

住居跡、中期末葉の敷石住居跡や中世の勝沢城跡の一部などが検出されている。芳賀東部団地遺跡（13）で

は、奈良・平安時代の住居跡420軒・掘立柱建物跡194棟、縄文時代前期の住居跡39軒、後期の敷石住居跡6

軒等が検出されている。芳賀西部団地遺跡（17）では、縄文時代前期の住居跡のほか、上毛古墳綜覧記載漏

れの古墳31基が検出されている。

　また、鳥取福蔵寺遺跡（19）では、縄文時代前期の住居跡2軒、奈良・平安時代の住居跡41軒が調査され、

鉄鎌・鎌・紡錘車などの鉄製品が豊富に出土している。檜峯遺跡（22）からは奈良三彩小壷が出土している。

【周辺の遺跡】

1：五代竹花遺跡　2：五代木福1遺跡　3：五代伊勢宮1遺跡　4：東公田古墳　5：桂正田稲塚古墳　6：オブ塚西古墳　7：オ

ブ塚古墳　8：芳賀北曲輪遺跡　9：芳賀北部団地遺跡　10：小神明遺跡群I　l1：九料遺跡　12：芳賀北原遺跡　13：芳賀東

部団地遺跡　14：大明神遺跡　15：倉本遺跡　16：西田遺跡　17：芳賀西部団地遺跡　18：鳥取福蔵寺H遺跡　19：鳥取福蔵

寺遺跡　20：鳥取東原遺跡　21：五代檜峯遺跡　22：檜峯遺跡　23：檜峯古墳　24：端気遺跡群1・∬　25：大日塚古墳　26：

茶木田遺跡　27：桂萱大塚古墳　28：石関西簗瀬遺跡

皿基本層序

今回調査した五代竹花遺跡・五代木福1遺跡・五代伊

勢宮1遺跡とも概ね類似した層序が認められた。

　右図（Fig．3）は五代木福1遺跡A区の20号土坑西側

壁面で観察・記録したものである。なお、同地点のテフ

ラについては自然科学分析を実施している。

　表土下はロームで、次のような層序であった。工1黄

褐色（10YR5／8）ローム。H：褐色（10YR4／6）ローム。

皿：にぶい黄褐色（10YR5／4）ローム。IV：にぶい黄褐

色（10YR5／4）。V：にぶい黄褐色（10YR5／4）ローム。

W：浅黄榿（10YR8／3）軽石。孤：浅黄榿（10YR8／3）

軽石。四：褐色（10YR4／6）ローム。

11駈

11嚥

118而

久」＿

皿皿

］v

V

M　　　　　　　　VI
v旺

皿

表土

Fig．3　基本土層図
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IV　調査の方法と経過

調査の方法

　前橋市教育委員会による試掘調査の成果により、五代竹花遺跡・五代木福1遺跡・五代伊勢宮1遺跡の3

遺跡からは、ローム層もしくはその漸移層において古墳時代及び奈良・平安時代の遺構が確認できるものと

予測された。

　調査は五代木福1遺跡から開始し、次いで五代竹花遺跡、五代伊勢宮1遺跡の順に進めたが、調査工程上、

一部は並行して調査を実施している。また、五代木福1遺跡は、調査区が4か所に分かれるため、北側から

A～D区の地区名を付けた。

　調査は、遺構確認面までの土層を重機で除去した後に、精査及び遺構の掘り下げを行った。

　住居跡の調査は、埋没状態・遺物出土状態・構築状態を観察・記録し、掘り方のある遺構は掘り方調査を

実施した。カマドの調査では、掛け口・焚き口・燃焼部・煙道部などの状態把握に努め、灰・焼土・粘土等

の分布・堆積状態に留意した。

　また、各遺跡・各調査区内に縄文土器の分布がみられ、当該期遺構の存在が想定されたが、埋没土が地山

のロームと類似し、平面プランを明確に把握できない状態であった。そのため、やや地山の色調が異なる地

点や縄文時代の遺物がやや多くみられる箇所を対象にトレンチ調査を行って縄文時代の遺構確認を行った。

　図面記録は、公共座標を基準とした4m×4mのグリッドを設定して行った。グリッド名は北西角を基点

とし、西～東へX・数字、北から南へY・数字を付し、「X73Yl79グリッド」のように表記、した。各遺構図

の縮尺は、住居跡・土坑・ピットを縮尺1／20、炉跡・カマドを縮尺1／10、溝を縮尺1／40・1／50を基本に平面

図を作成し、各遺構の土層図・エレベーション図を縮尺1／20で作成した。全体図は個別遺構図をもとに作成

した。写真撮影は調査の各段階で随時行い、白黒35㎜・カラーリバーサル35㎜の各フイルムほかデジタルカ

メラにも記録した。デジタルカメラの写真は、表計算ソフトで作成した写真台帳から検索・閲覧できるよう

に整理してある。各遺跡の全景写真撮影はラジコンヘリコプターを用いた空撮で行った。

なお、整理調査時の資料の取り扱いについては巻末「調査資料の取り扱いについて」にまとめてある。

調査の経過

　平成12年9月1日より発掘調査を開始した。

　重機進入・残土置き場等の都合で、五代木福1遺跡B区から調査に着手し、同C区・D区・A区、五代竹

花遺跡、五代伊勢宮1遺跡の順に調査を進めた。調査では、縄文時代、古墳時代後期、奈良・平安時代、

中・近世の遺構・遺物が検出された。古墳時代後期の住居跡は残存状態が良好であり、カマドを東側から西

側（北側）に付け替えている状況を把握することができた。

　12月5日、トレンチ調査の結果、縄文時代前期の住居跡（五代木福I　J－1号住居跡）を検出する。18

日：ラジコンヘリコプターによる空撮を実施する。平成13年1月12日、中世の地下式坑である五代木福119

号土坑から釜形土器や石臼等が出土した。同23日、五代木福I　H－48号住居跡から銅鈴が出土した。

　遺構図面・写真等の整理及び遺物の水洗い・注記作業、接合・復元作業は発掘調査に並行して随時進めた。

平成13年1月より報告書作成に取り組み、遺物写真撮影・遺物実測やトレース及び原稿執筆を漸次進め、3

月16日までに全ての調査工程を完了させる運びとなった。
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第1章　五代竹花遺跡

1　遺跡の概要

検出された遺構は、住居跡18軒（縄文時代2、古墳時代後期7、奈良・平安時代9）、土坑6基、溝4条、

ピット254基である・

縄文時代の住居跡2軒はいずれも中期後半の遺構で、調査区北西部において検出された。J－1号住居跡

からは埋設土器が、J－2号住居跡からは石と深鉢を用いた炉跡が検出されている。

古墳時代後期のH－8号住居跡は大半を撹乱されていたが、残存部分から土製小玉43点が集中して出土し

ている。土玉の内2点には、楯子玉を模したと思われる切れ込みが施されている。

平安時代のH－5号住居跡とH－13号住居跡からは、棚状施設が検出されている。また、H－7号住居跡

は南側にカマドを付設する今回の調査では唯一の例である。

　1号溝は中世以降の道路跡と想定される。
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調査区位置図（前橋市現況図28）
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1　竪穴住居跡

　J－1号住居跡（遺構：Fig。6、PL。3／遺物：Fig．25、PL8）

位置：X73Y179グリッド。西側は調査区外。検出状態：表土下に炉埋設土器口縁部が露呈していたため、遺

構の存在を想定した。埋没土と地山との判別が非常に困難であり、サブトレンチ調査により、かろうじて遺

構範囲を確認できた。東側は1号溝に切られている。平面形態：不明。規模：不明。検出範囲の南北方向は

5．65m。床面積：不明。長軸方位：不明。残存深度：残存状態良好な部分で約20cm。床面の状態：本来は2

層上面が床面であったと思われる。壁周溝：検出されなかった。柱穴：5基のピットを確認しているが、主

柱穴は不明。炉跡：検出範囲の中央西寄りに位置。径68cm・深さ35cmの円形坑内に深鉢の上半部（1）を埋

設し、にぶい黄褐色土を外側に充填している。土器内からは焼土・灰・炭化物は検出されていないが、位置

的に出入り口付近の埋設土器とは想定しがたく、断定はできないものの炉跡の可能性を考えておきたい。遺

構埋没状態：自然埋没と思われる。埋没土は先述したように地山のロームと類似した色調であった。遺物出

土状態：埋設土器のほかは散在的に出土している程度であった。時期：縄文時代中期加曽利E3式期。

遺物二深鉢1点、土器片2点、石器類8点（石皿2、打製石斧1、調整のある剥片1、剥片1、礫3）を確

認している。掲載遺物、土器1点、石器類3点。

　J－2号住居跡（遺構：Fig．6、PL3／遺物：Fig．25・26、PL8・9）

位置：X75Yl83グリッド。検出状態：上面に土器片が分布し、地山よりもやや色調の暗い範囲として確認

することができた。平面形態：不整円形。規模：4．20m×4．05m。床面積：12。4㎡。残存深度：23cm。床面の

状態：やや凹凸・起伏がみられた。壁周溝：検出されなかった。柱穴：9基のピットを確認している。いず

れも小規模であるが、ほぼ壁面に沿うように配列されている。炉跡：ほぼ中央部に位置。55cm×50cm・深さ

20cmの楕円形坑内に深鉢（1）を逆位に置き、その周りに礫2点をL字状に配している。礫は2点とも輝石

安山岩で、上側には顕著な被熱痕が認められた。炉跡埋没土からは焼土・灰・炭化物等は確認できなかった。

遺構埋没状態：自然埋没と思われる。遺物出土状態：全体的に南側～東側にかけての出土が多かった。時

期：縄文時代中期加曽利E3式期。

遺物：深鉢4点、土器片146点、石器類43点（磨石・凹石2、打製石斧2、石鎌1、残核1、調整のある剥

片3、剥片32、礫2）を確認している。掲載遺物、土器8点、石器類6点。

H－1号住居跡（遺構：Fig。7、PL4／遺物：Fig．27、PLlo）

位置：X76Yl79グリッド。検出状態：西半部を2号溝に切られ、北西側は撹乱を受けている。平面形態：全

容は不明であるが、方形基調と想定される。規模：一×5．35m。床面積：不明。主軸方位：N－116。一E。残

存深度：59cm。床面の状態：多少の起伏がみられるものの全体的に平坦である。顕著な硬化面は確認されな

かった。壁周溝：東～北側にかけて検出されている。柱穴：検出されなかった。カマド：東壁中央やや南寄

りに位置。粘土及び粘質土で構築。煙道部は壁外に73cmほど突出する。焚き口幅は40cm前後と想定される。

4・6・13・16層は粘土で、壁及び天井部が崩落したものと思われる。8層には灰の堆積が顕著であり、9

～10層は掘り方後の充填土と想定される。カマド手前付近から土師器甕（1）が出土しているが、これは袖

材もしくは懸架材として用いられたものと思われる。また、粘土層である6層から出土している土師器圷2

一7一



点（4・5）はカマド構築時に何らかの目的で粘土内に混ぜられていた可能性がある。貯蔵穴：カマド向かっ

て右側に位置。平面は不整楕円形で、規模は86cm×70cm・深さ70cm。断面は底面に向かってすぼまる形状に

ある。遺構埋没状態：埋没土中に大きめのロームブロックが混じっていることなどから人為埋没の可能性が

考えられる。遺物出土状態：先述のカマド内から、ほかに土師器圷（2）が出土している。全体的に遺構南

側に偏在する状態であった。時期1古墳時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕3点以上・杯10点以上、須恵器甕片、鉄鎌1点を確認している。掲載遺物、9点。

H－2号住居跡（遺構：Fig．8、PL4／遺物：Fig．27・28、PLlo・11〉

位置：X80Yl85グリッド。検出状態：良好。平面形態1方形。規模：4。75m×4。65m。床面積：21．4㎡。主

軸方位：：N－94。一E。残存深度：63cm。床面の状態：多少の凹凸・起伏がみられた。比較的中央部が硬い

状態にあった。壁周溝1検出されなかった。柱穴：主柱穴4基が検出されている。各柱穴の規模は、pit－

1が径44cm・深さ39cm、pit－2が径45cm・深さ40cm、pit－3が65cm×55cm・深さ30cm、pit－4が53cm×

48cm・深さ50cmである。カマド：東壁中央部付近に位置。粘土及び粘質土で構築。煙道部は壁外に40c血ほ

ど突出し、掘り方平面形状は凸字状。焚き口幅は40cm前後と想定される。土師器長胴甕2個体（1・2）を連

結させて懸架材としていたと思われる。また、左袖付近からも土師器長胴甕（3）が出土しており、袖部に

用いられていた可能性がある。カマド内に灰の堆積は確認できなかった。貯蔵穴：カマド向かって右側に平

面楕円形、規模77cm×52cm・深さ75cmの坑がある。掘り方：周辺部が10cm～20cm前後ほど深く掘り込まれて

いた。遺構埋没状態：F　A混じりの土が自然埋没していた。遺物出土状態：先述のカマド構築材と思われる

土師器長胴甕のほか、縁辺部などからも散在的に遺物が出土している。時期：古墳時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕5点以上・高圷2点・圷5点以上、須恵器甕片・瓶片・杯1点以上。土師器高杯（5）と土

師器圷（7）は内面黒色処理が施されている。（9～11）は紛れ込み遺物と判断した。掲載遺物、ll点。

H－3号住居跡（遺構：Fig。9・lo、PL4／遺物：Fig。28・29、PLll・12）

位置l　X93Yl83グリッド。検出状態：良好。平面形態二ほぼ方形。規模：4．80m×4．78m。床面積：21。6㎡。

主軸方位：N－760－E。残存深度：73cm。床面の状態：ほぼ平坦で、顕著な硬化面は確認されなかった。

北東部に粘土の分布がみられた。壁周溝：カマド部分を除き全周する。柱穴：主柱穴4基が検出されている。

各柱穴の規模は、pit－1が25cm×20cm・深さ32cm、pit－2が径25cm・深さ22cm、pit－3が25cm×19cm・深

さ30cm、pit－4が27cm×19cm・深さ35cmで、小規模であった。カマド＝東壁中央部やや南寄りに位置。ロ

ーム等の粘質土を主体に構築。煙道部は壁外に63cmほど突出する。焚き口幅は48cm前後。7層から多量の灰

が検出されている。11・12層は掘り方後の充填土と想定される。右袖部には土師器甕（5）が逆位に据えら

れ、その上に甕片（1・3・4）が重ねられていた。貯蔵穴：カマド向かって右側に平面楕円形、規模68cm×59

cm・深さ103cmの坑がある。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：全体的に縁辺部からの

出土が多い。南壁際中央部付近には薦編石が集中していた。時期：古墳時代後期（6世紀末葉～7世紀初頭）。

遺物：土師器甕8点以上・鍋形土器1点・鉢1点・圷3点、薦編石8点を確認している。掲載遺物、18点。

H－4号住居跡（遺構：Fig．11、PL5／遺物：Fig．29、PL13）

位置：X71Yl91グリッド。検出状態：北西隅を2号溝に切られる。平面形態：ほぼ方形。規模1（3。05

m）×3．03m。床面積：不明。主軸方位：N－102。一E。残存深度：37cm。床面の状態：全体的にほぼ平坦

一8一



で、顕著な硬化面は確認されなかった。壁周溝：北壁西半部～南壁西半部にかけて検出されている。柱穴：

検出されなかった。カマド：東壁中央部やや南寄りに位置。両袖部は地山のロームを掘り残している。煙道

部は壁外に約80cm突出する。焚き口幅は35cm前後。灰層は確認されなかった。貯蔵穴：カマド向かって右側

に平面楕円形、規模70cm×48cm・深さ68cmの坑がある。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状

態：カマド左袖部の手前側から土師器甕（1・2）と甑（3）が出土している。また、南西隅部から角閃石安山

岩を直方体状に加工した遺物（4）が出土している。時期：古墳時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕4点以上・甑1点・圷片、須恵器小片、角閃石安山岩切石1点を確認している。角閃石安山

岩切石（4）には工具痕が認められた。掲載遺物、4点。

H－5号住居跡（遺構：Figl2、PL5／遺物：Fig。30、PLl3）

位置：X88Yl80グリッド。検出状態：良好。南東隅部に棚状施設がある。平面形態：横長の長方形。規模：

3，40m×3．95m。床面積：棚状施設を除きll．7㎡。主軸方位：N－79。一E。残存深度：床面まで55cm。棚状施

設は12cm前後。床面の状態：5層上面が床面と想定される。顕著な硬化面は確認されなかった。壁周溝：カ

マド部分及び棚状施設の下側部分を除いて検出されている。柱穴：棚状施設の西側に深さ約55cmのピット1

基があるが、主柱穴は検出されなかった。カマド：東壁中央部やや南寄りに位置。あまり良好な残存状態で

はなく、構築状態は不明である。右側面に礫（輝石安山岩）が1石のみ残存していた。煙道部は壁外に約60

cm突出する。貯蔵穴：検出されなかった。棚状施設：カマド向かって右側の南東隅に地山を掘り残した棚状

施設がある。床面からの高さは40cm前後、幅1．3m、最大奥行60cm。土師器片が出土している。遺構埋没状

態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：全体的に散在的な出土状態であった。時期：9世紀中葉～後半。

遺物：土師器甕4点以上・圷7点以上、須恵器甕片・蓋1点以上・圷4点以上を確認している。小破片が多

かった。土師器甕（1）は「コ」の字状口縁である。掲載遺物、4点。

H－6号住居跡（遺構：Fig。13・14、PL。5／遺物：Fig。30、PLl4）

位置：X77Y177グリッド。北側は調査区外。検出状態：西側は2号溝に切られ、南西部は撹乱を受ける。南

側に位置するH－8号住居跡を切っている。平面形態：方形基調と推定される。規模：不明。床面積：不明。

主軸方位：：N’一67。一E。残存深度：40cm前後。床面の状態：やや凹凸・起伏がみられた。壁周溝：検出さ

れなかった。柱穴：pit－1が主柱穴ゐ1基と思われる。南側壁面に性格不明の小ピット2基がある。カマ

ド：東壁に位置。大規模なカマドで粘土及び粘質土を主体に構築されていたと想定される。焚き口幅は90cm

前後、掘り方西端～煙道部端までは約2m30cmである。10層に灰層がある。貯蔵穴：南東隅に平面楕円形、

規模86cm×58cm・深さ105cmの坑がある。遺構埋没状態：F　A等を含む黒褐色・暗褐色基調の土が埋没して

いたが、残存状態の影響もあり明確に把握できなかった。遺物出土状態：検出範囲南半部からの出土が多か

った。時期：8世紀後半。

遺物：土師器甕5点以上・杯10点以上・台付甕脚台部1点、須恵器甕片・瓶片・椀1点・蓋1点・圷20点以

上、鉄製品3点、鉄津約15点、果実の種1点を確認している。掲載遺物、16点。

H－7号住居跡（遺構：Fig。15、PL5／遺物：Fig．31、PL14）

位置：X82Y181グリッド。検出状態：良好。平面形態：横長の長方形。規模：2．72m×4．04m。床面積二

10．8㎡。主軸方位：S－16。一E。残存深度：30cm。床面の状態：やや凹凸・起伏がみられた。カマド手前付
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近がやや硬化していた。壁周溝：東壁から北壁東半部にかけて検出されている。柱穴：検出されなかった。

カマド：南壁の東端に位置。ローム等の粘質土を主体に構築されていたと想定される。煙道部は壁外に約60

cm突出。焚き口幅は37cm前後。4層に灰がやや多く認められた。貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状

態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：出土遺物は少なく、疎らな分布状態であった。時期：9世紀中

葉。

遺物：土師器甕1点以上・圷片、須恵器壷片・杯片を確認している。掲載遺物、1点。

H－8号住居跡（遺構：Fig．16、PL5／遺物：Fig．31・32、PLl4～16）

位置：X77Yl78グリッド。検出状態：遺構の大部分に撹乱を受けており、残存状態は不良である。また、西

側は2号溝に、北側はH－6号住居跡に切られている。平面形態：方形基調と思われるが全容は不明。規

模：不明。床面積：不明。主軸方位：N－125。一E前後と想定される。残存深度：39cm。床面の状態：先述

したように大部分が壊されていた。残存部分においては平坦であった。また、炭化材の分布がみられた。壁

周溝：検出されなかった。柱穴：pit－1～3の3基が検出されている。本来は主柱穴4基と考えられる。カ

マド：東壁の南寄りに位置。かろうじてカマドの存在を把握できた程度で、詳細は不明である。貯蔵穴：カ

マド向かって右側に平面楕円形、規模70cm×50cm・深さ約80cmの坑がある。遺構埋没状態：著しい撹乱のた

め明確に把握できなかった。遺物出土状態：カマド向かって左側の東壁付近から土玉が集中して出土してい

る。時期：古墳時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕1点以上・圷5点以上、須恵器甕片、臼玉3点、土玉43点、砥石2点、鉄鍍1点、礫3点を

確認している。臼玉の内2点（6・7）は土製品である。土玉は大半が球形状の丸玉であるが、管状で中央部

が膨らむ土錘状のもの（8～12）があり、これは水晶製切子玉を模した可能性がある。また、側面に切り込み

を入れている丸玉（14・15）は、銀製鍍金等の楯子形空玉を模したものと想定される。掲載遺物、52点。

H－9号住居跡（遺構：Fig。17、PL6／遺物：Fig．33、PLl6）

位置：X71Yl83グリッド。西側大半は調査区外。検出状態：出土遺物に時期差があり、また、埋没土層の状

態からも新旧2軒の住居跡が重複している可能性が高い。ただ、不明な点が多いため、本報告書では1軒の

住居跡として扱っておく。4層・5層が新住居跡のカマド部分とも考えられる。ただ、調査範囲の関係もあ

り、新しい住居跡の範囲等については明確に把握することができなかった。なお、南側には幅1m弱、長さ

約60cmの突出部分があり、出入り口部の可能性がある。遺構内及び遺構周辺には新しい時期の小ピットが多

数みられ、旧住居跡のカマドはpit－253に切られている。平面形態：旧住居跡は方形基調と推定されるが、

全容は不明である。規模：不明。床面積：、不明。主軸方位：旧住居跡はN－720－E前後と想定される。残

存深度：旧住居跡は75cm。床面の状態：旧住居跡は多少の凹凸がみられた。新住居跡は7層下面が床面と思

われるが、遺構掘り下げ時には把握できなかった。壁周溝：検出されなかった。柱穴：pit－1が旧住居跡

主柱穴中の1基と想定される。深さ26cm。カマド：旧住居跡のカマドは東壁に位置。粘質土で構築されてい

たと思われるが、残存状態が悪く、詳細は不明。貯蔵穴：旧住居跡カマド向かって右側に平面楕円形、規模

58cm×50c皿・深さ約80cmの坑がある。遺構埋没状態：新旧住居跡とも自然埋没と想定される。遺物出土状

態＝埋没土中から比較的多量の遺物が出土している。時期：6世紀後半・8世紀前半。

遺物：土師器甕7点以上・甑1点・圷5点以上・盤1点、須恵器甕片・椀2点以上・圷3点以上、礫3点を

確認している。掲載遺物、ll点。
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H－10号住居跡（遺構：Fig．17、PL6／遺物：Fig．33、PLl6）

位置：X92Yl84グリッド。検出状態：良好。北東にH－11号住居跡が近接。平面形態：横長の長方形。西

壁はやや丸みを持って膨らむ。規模：2．50m×3．65m。床面積：8。2㎡。主軸方位：N－88。一E。残存深度：

45cm。床面の状態：やや凹凸・起伏がみられた。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検出されなかった。カ

マド＝東壁南寄りに位置。粘土及び粘質土を主体に構築されていたと想定される。煙道部は壁外に68cmほど

突出。焚き口幅は26cm前後。左側の燃焼部は被熱のため地山が赤色化している。また、その奥側には深さll

cm弱の小ピットが左側に偏在しており、支脚の装着痕の可能性がある。右袖内側にも深さ8cmの小ピットが

ある。7層上面に灰がラミナ状に堆積していた。貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態：自然埋没と想

定される。遺物出土状態：出土遺物は少なく、疎らな分布状態であった。時期：8世紀後半。

遺物：土師器甕片・圷1点、須恵器甕片・蓋片・杯2点以上、砥石1点を確認している。掲載遺物、3点。

H－11号住居跡（遺構：Fig．18、PL6／遺物：Fig。34、PLl6）

位置：X92Yl83グリッド。検出状態：試掘トレンチに上面を壊されているが、比較的良好な状態で検出され

ている。西側一部に撹乱を受ける。南西側にH－10号住居跡、東壁中央部に2号土坑が近接。平面形態：横

長の長方形。規模ご3．10m×4．25m。床面積：12。8㎡。主軸方位：N－820－E。残存深度：42cm。床面の状

態：多少の凹凸・起伏がみられた。6・7層は貼り床の可能性がある。壁周溝：南壁及び東壁南北端付近を

除いて検出されている。柱穴：南壁面の東側に内側に傾斜するピット1基があるが、主柱穴は検出されなか

った。カマド：東壁の南寄りに位置。右袖付近に礫（砂岩）1点が残存するが、粘質土を主体に構築されて

いたものと想定される。煙道部は壁外に約75cm突出する。灰層は確認されなかった。貯蔵穴：検出されなか

った。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：小破片が多く、カマド手前付近の埋没土中か

ら多く出土している。時期：9世紀後半。

遺物：土師器甕4点以上・圷片、須恵器圷1点以上・椀1点以上、灰紬陶器瓶1点、鉄津2点を確認してい

る。掲載遺物、5点。

H－12号住居跡（遺構：Fig．19、PL6／遺物：Fig。34、PLl7）

位置：X82Y181グリッド。検出状態：良好。平面形態：横長の長方形。規模：226m×2．72m。床面積：5．7

㎡。主軸方位：N－90。一E。残存深度：54cm。床面の状態：やや凹凸・起伏がみられた。壁周溝：検出さ

れなかった。柱穴：検出されなかった。カマド：東壁中央部甫寄りに位置。部分的に石を使用しつつも粘土

及び粘質土を主体に構築されていたものと想定される。カマド左袖部には柱状粘土が据えられており、右袖

部には礫が残存している。また、カマド手前側から柱状粘土塊が出土しているが、これもカマドの袖あるい

は懸架材として使用されていたものと推定される。燃焼部は壁外に位置し、左側には礫、右側には脚台部の

欠損した土師器台付甕（2）を逆位に配して支脚としているようであり、掛け口は2か所と想定される。な

お、灰の堆積は認められなかった。貯蔵穴：カマド向かって右側に平面楕円形、規模74cm×51cm・深さ29cm

の坑がある。遺構埋没状態：人為埋没の可能性がある。遺物出土状態：カマド内及びカマド周辺から土師

器・須恵器が出土しているほか、中央部の粘土塊周辺からは鉄製品が出土している。時期：9世紀中葉。

遺物：土師器甕2点以上・台付甕1点・圷4点以上、須恵器甕破片・蓋1点以上・椀2点・圷1点、薦編石

1点、鉄製品3点（鉄鎌1、刀子1、釘1）を確認している。掲載遺物、10点。
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H－13号住居跡（遺構：Fig20、PL6／遺物：Fig。35、PLl7）

位置：X86Yl80グリッド。検出状態1良好。南東隅部に棚状施設がある。平面形態：横長の長方形。規模：

2。50m×4。55m。床面積：棚状施設を除き112㎡。主軸方位：N－58。一E。残存深度：62cm。床面の状態：や

や凹凸・起伏がみられた。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検出されなかった。カマド：東壁中央部やや

南寄りに位置。カマド内から須恵器蓋（3）が出土している。灰の堆積は確認されなかった。貯蔵穴1検出さ

れなかった。棚状施設：カマド向かって右側の南東隅に地山を掘り残した棚状施設がある。床面からの高さ

は30cm前後、幅1．4m、最大奥行58cm。遺構埋没状態：2層に最大径10cmのロームブロックを含む黄褐色土が

埋没しており、人為埋没の可能性がある。遺物出土状態：東半部からの出土が多かった。時期：9世紀前半。

遺物：土師器甕3点以上・圷3点以上、須恵器甕片・蓋1点・蓋片・圷片、石製紡錘車1点、鉄津1点を確

認している。土師器圷（2）の外底部には「田」の墨書がある。掲載遺物、4点。

H－14号住居跡（遺構：Fig．20、PL6／遺物：Fig35、PLl7）

位置：X90Yl83グリッド。検出状態：南東隅をH－15号住居跡に切られ、カマド東端は撹乱を受けている。

平面形態：横長の長方形。規模：2。80m×3．90m。床面積：不明。主軸方位：N－75。一E。残存深度：50cm。

床面の状態：多少の凹凸・起伏がみられた。壁周溝：カマド部分を除いて全周するようである。柱穴：2基

の小ピットがある。pit－1は規模33cm×29cm・深さ17cm、pit－2は規模27cm×23cm・深さ20cmである。カ

マド：東壁南寄りに位置。（黒色）粘質土を主体に構築されていたものと思われる。灰の堆積は確認されな

かった。貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：カマド向かっ

て右側から土師器甕（1）が、同じく左側から土師器圷（3）が出土している。時期：8世紀後半。

遺物：土師器甕4点以上・圷2点以上、須恵器瓶片・杯2点以上、砥石1点を確認している。土師器杯（3）

の内底部には螺旋状暗文がある。掲載遺物、5点。

H－15号住居跡（遺構：Fig．21、PL6／遺物：Fig。35、PL17）

位置：X91Yl84グリッド。検出状態：住居跡の大半に撹乱を受けており、不明な部分が多い。北西隅部は

H－14号住居跡を切っている。平面形態：（長）方形基調と想定される。規模：一×推定2．70m。床面積：

不明。主軸方位：推定N－97。一E。残存深度：41cm。床面の状態：残存部分においては比較的平坦な状態

であった。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検出されなかった。カマド1不明。貯蔵穴：不明。遺構埋没

状態：全容は不明。遺物出土状態：疎らな分布状態であった。時期：9世紀中葉。

遺物：土師器甕破片・圷片、須恵器瓶小片・圷片・椀片を確認している。土師器甕は小片のため図化してい

ないが「コ」の字状口縁である。掲載遺物、2点。

H－16号住居跡（遺構：Fig．21、PL7／遺物：Fi蛸5、P　L17）

位置：X70Y188グリッド。検出状態：大半を2号溝に切られており、遺構北西隅部のみを検出。北西隅部も

1号溝に切られるが、同部分の遺構形状は把握できた。平面形態二（長）方形基調と推定される。規模：不

明。床面積：不明。主軸方位：不明。残存深度：36cm。床面の状態：やや凹凸がみられた。壁周溝：検出さ

れなかった。柱穴：1基を検出している。カマド：不明。貯蔵穴：不明。遺構埋没状態＝ロームブロック混

じりの暗褐色土が埋没。遺物出土状態：疎らな分布状態であった。時期1古墳時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕片・圷1点、須恵器杯片を確認している。掲載遺物、1点。
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皿　土坑・井戸・ピット

　1号土坑（遺構：Fig。22、P　L7）

位置：X80Y184グリッド。検出状態：良好。平面形態：長方形。規模：1．74m×0．92m。長軸方位：N－

30。一W。残存深度l　l9cm。遺構埋没状態1埋没土中に微量の炭化粒が確認されている。遺物出土状態：埋

没土中から少量の破片が出土しているのみである。時期：不明であるが古墳時代後期の可能性が想定される。

遺物：土師器甕片、須恵器小片を確認している。掲載遺物、0点。

　2号土坑（遺構：Fig。18／遺物：Fig．36、P　L18）

位置：X93Yl84グリッド。検出状態：H－11号住居跡の東壁中央部に接して位置する。同住居跡との関連

性も考えられる。平面形態：不整円形。規模：0．75m×0．55m。残存深度：28cm。遺構埋没状態：自然埋没

と想定される。遺物出土状態：埋没土中から須恵器圷（1）が出土している。時期：9世紀後半。

遺物：出土遺物は須恵器圷1点のみである。掲載遺物、1点。

　3号土坑（遺構：Fig．22、PL7／遺物：Fig．36、PL18）

位置：X71Yl84グリッド。検出状態：東半部を1号溝に切られ、遺構上側を壊されている。2段に掘り込ま

れており、中央部が1段目底面より39cmほど低い。また、西側に深さ約10cmの小ピットがある。平面形態：

円形。規模：3。20m×2．90m。残存深度：上段150cm、下段189cm。遺構埋没状態：人為埋没の可能性がある。

遺物出土状態：埋没土中から土師器・須恵器がややまとまって出土している。時期：8世紀後半。

遺物：土師器甕片・圷3点以上・椀1点、須恵器甕片・瓶片・蓋1点・椀2点以上・圷4点以上を確認して

いる。土師器椀（1）は、外面口縁部に1条の沈線がめぐり、内面はミガキと黒色処理が施されている。掲

載遺物、8点。

　4号土坑（遺構l　Fig．22）

位置：X81Yl80グリッド。検出状態：良好。平面形態：長方形。規模：1．42m×0，67m。長軸方位：N－

21。一W。残存深度：41cm。遺構埋没状態：FA混じりの黒褐色土が埋没していた。遺物出土状態：遺物は出

土していない。時期：不明。

　5号土坑（遺構：Fig。22、PL7）

位置：X73Y178グリッド。検出状態：1号溝に近接するが新旧関係は明確に把握できなかった。遺構形態

から井戸の可能性が考えられるが、調査時には湧水はなかった。平面形態：円形。規模：1．75m×1．65m。

残存深度：247cm。遺構埋没状態：十分な観察ができなかった。遺物出土状態：埋没土中から少量の破片が

出土している程度であった。時期：不明。

遺物：土師器甕片、須恵器甕片・瓶片・圷片を確認している。掲載遺物、0点。

　6号土坑（遺構：Fig．22）

位置：X86Y183グリッド。検出状態：良好。平面形態：長方形。規模：1。65m×0洛3m。長軸方位：N－20
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。一 。残存深度：15cm。遺構埋没状態　FA・炭化粒を微量含む黒褐色土が埋没していた。遺物出土状態

遺物は出土していない。時期：不明。

ピット（Fig．23、Tab．1・2）

　　ピットは254基が検出されている。遺跡北半部に多い傾向にあるが、南半部は削平されている可能性もある。

大半が小規模なものであり、また、各ピットの配置は掘立柱建物跡を構成するような状況ではなかった。埋

没土は概ねFAを含む黒色土であり、古墳時代後期～平安時代と推定されるが、明確な時期は不明である。・

Tab．1　ピットー覧表①

番号 グリッド 規模（cm） 深さ（cm） 番号 グリッド 規模（cm） 深さ（cm） 番号 グリッド 規模（cm） 深さ（c皿）

1 X93Y182． 26×26 14 45 X88Y183 55×32 18 89 X79Y180 42×36 47

2 X93Y182 33×31 22 46 X88Yl82 32×26 12 90 X79Y180 34×27 40

3 X93Y182 24×21 34 47 X87Yl83 32×28 16 91 X78Yl81 25×23 16

4 X92Y182 30×22 26 48 X87Yl82 39×35 45 92 X78Y181 40×37 37

5 X92Yl81 30×28 50 49 X87Y182 44×40 25 93 X78Y181 44×44 61

6 X92Y182 26×21 37 50 X87Yl83 50×41 51 94， X78Y181 30x25 不明

7 X92Y182 31×31 41 51 X88Y185 50×41 32 95 X78Y181 22×21 15

8 X92Y182 28×25 42 52 X87Yl85 41×38 38 96 X78Y181 42×42 36

9 X92Y182 23×23 23 53 X87Y185 27×26 22 97 X78Yl81 34×25 22

10 X92Y182 47×45 22 54 X87Y185 91×46 42 98 X78Y181 62×44 51

11 X91Y182 30×30 47 55 X86Y184 32×30 26 99 X78Y181 25×25 32

12 X91Y181 23×20 33 56 X79Y177 38×37 29 100 X78Y181 26×26 76

13 X91Y182 20×19 32 57 X79Y178 30×30 33 101 X78Y181 30×25 14

14 X91Yl82 28x25 20 58 X79Y178 47×37 43 102 X78Y181 37×37 33

15 X91Y182 40×28 24 59 X79Y178 37×34 25 103 X78Y181 29×29 19

16 X91Y182 40×38 20 60 X79Y178 37×31 37 104 X78Yl81 72×50 19

17 X91Y182 42×40 36 61 X79Yl78 一×一 25 105 X77Y180 32×30 30

18 X91Yl81 23×22 35 62 X79Yl79 一×一 19 106 X78Y182 26×25 14

19 X91Yl81 25×22 22 63り X80Y178P 36×31 16 107 X78Yl82 49×38 46

20 X91Y181 23×21 28 64 X80Y179 35×30 24 108 X77Yl82 28×26 14

21 X91Y181 25×25 29 65 X80Yl79 43×32 49 109 X77Y180 38×34 28

22 X91Yl81 20×20 31 66 X80Yl79 44×39 34 110 X76Y180 40×25 21

23 X90Y181 29×26 21 67 X80Y179 35×32 44 111 X77Y179 70×60 25

24 X90Y181 25×23 17 68 X80Yl80 37×33 38 112 X82Y177 30×26 32

25 X90Yl81 105×65 20 69 X79Yl80 38×33 30 113 X82Y178 35×35 25

26 X90Y181 17×16 16 70 X80Y180 62×30 35 114 X83Y178 65×34 20

27 X93Y184 42×34 31 71 X80Yl80 58×33 42 115 X83Y178 25×23 18

28 X93Y183 41×33 28 72 X80Y180 33×25 20 116 X83Yl79 21×20 12

29 X89Y181 52×42 31 73 X80Y180 22×22 16 117 X83Y179 39x35 23

30 X89Y180 33×31 25 74 X80Yl80 25×21 14 118 X83Y178 25×18 22

31 X89Y180 32×29 17 75 X80Y180 32×23 19 119 X83Y178 36×35 13

32 X89Y181 56×35 21 76 X79Y180 35×31 25 120 X83Y179 75×55 13

33 X89Yl81 56×39 20 77 X79Y180 34×29 19 121 X84Y179 35×30 15

34 X88Y181 46×37 49 78 X79Y180 34×26 28 122 X84Y180 25×24 10

35 X88Y182 36×30 37 79 X79Y180 一×一 35 123 X84Y180 27×25 16

36 X88Y182 37×37 25 80 X79Y180 25×24 32 124 X84Y180 38×31 30

37 X89Yl83 46×45 23 81 X79Yl80 28×25 28 125 X85Y179 70×60 25

38 X89Y183 33×27 19 82 X79Yl80 30×29 45 126 X85YI79 25×23 13

39 X89Y183 39×31 23 83 X79Y180 42×28 29 127 X86Yl80 30×30 19

40 X89Yl82 26×26 19 84 X79Y181 28×22 32 128 X86Y180 45×39 31

41 X88Y183 33×31 15 85 X79Y181 53×45 51 129 X86Y181 45×41 26

42 X88Y183 55×30 23 86 X79Y181 34×33 54 130 X84Y180 40×40 21

43 X88Y183 22×18 8 87 X79Yl81 37×25 24 131 X84Yl82 28×25 29

44 X88Y183 35×35 14 88 X78Y181 59×38 61 132 X84Y182 46x37 66
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Tab．2　ピットー覧表②

番号 グリッド 規模（cm） 深さ（cm） 番号 グリッド 規模（cm） 深さ（cm） 番号 グリッド 規模（cm） 深さ（c皿）

133 X84Y183 66×42 21 174 X81Yl81 62×50 56 215 X82Y186 33×28 14

134 X85Y182 27×25 37 175 X81Y182 27×24 17 216 X82Y187 36x24 14

135 X84Y183 33×31 78 176 X81Y182 61×53 12 217 X82Y187 49×44 54

136 X84Yl83 30×26 21 177 X81Y182 60x54 19 218 X82Yl87 43×38 50

137 X84Y183 30×27 18 178 X80Y184 57×40 21 219 X83Yl87 25×22 19

138 X84Y183 29×26 35 179 X80Y184 33×28 16 220 X83Yl87 25×22 42

139 X84Y183 39×31 37 180 X81Y185 35×27 18 221 X83Yl87 32×29 29

140 X84Y183 35×34 34 181 X81Y184 27×23 12 222 X83Y187 125×97 22

141 X85Y183 33×32 33 182 、X81Y183 45×44 20 223 X83Y187 30×27 56

142 X85Y183 26×26 18 183 X81Y183 29×26 30 224 X83Yl87 42×27 34

143 X86Y183 55×33 30 184 X81Y183 34×27 33 225 X83Y187 27×28 34

144 X84Y183 71×43 31 185 X82Y185 27×27 14 226 X84Yl88 28×24 49

145 X82Y182 31×30 32 186 X82Y185 29×27 10 227 X84Y188 35×33 27

146 X82Y’183 33×29 23 187 X82Y185 36×30 8 228 X83Y188 90×62 67

147 X82Y183 65×50 24 188 X82Y185 一×一 13 229 X83Y188 47×43 49

148 X82Y183 35×33 50 189 X82Y185 39×35 16 230 X83Y188 52×30 34

149 X82Y184 33×30 39 190 X83Y185 一×一 24 231 X83Yl88 40×29 29

150 X83Y183 30×26 25 191 X83Yl86 一×一 56 232 X83Y188 49×34 45

151 X83Y183 37x37 26 192 X82Y186 68×50 67 233 X75Y187 35×32 13

152 X83Y184 35×30 22 193 X82Y186 22×20 21 234 X76Yl88 36×30 50

153 X83Yl84 35×33 27 194 X82Y186 25×22 22 235 X76Yl88 42×37 22

154 X83Y184 37×33 24 195 X82Y186 29×24 不明 236 X77Yl88 44×42 24

155 X83Y184 31×25 19 196 X82Yl86 28×25 29 237 X77Yl88 41×37 48

156 X83Y184 30×27 15 197 X84Y184 31×30 “　36 238 X77Y188 29×27 30

157 X83Y184 32×27 21 198 X84Y184 30×25 37 239 X77Yl88 25×25 24

158 X82Y184 32×29 28 199 X83Yl85 54×47 30 240 X74Y185 36×29 53

159 X78Y182 27×22 23 200 X84Y185 33×25 13 241 X74Y185 18×17 8
160 X79Yl80 39×31 22 201 X84Yl85 35×34 27 242 X74Yl84 35×22 13

161 X79Yl82 25×20 8 202 X84Yl85 38x35 28 243 X74Yl84 21×20 11

162 X79Y182 52×40 10 203 X83Y185 35×33 26 244 X74Yl84 23×21 21

163 X79Y183 26×25 16 204 X83Y186 30×30 18 245 X75Y184 26×26 27

164 X79Y183 25×23 18 205 X83Y186 75×48 25 246 X75Y184 23×22 19

165 X80Y183 28×26 24 206 X83Yl86 31×27 17 247 X74Y184 25×24 14

166 X79Y183 25×20 17 207 X83Y186 42×36 68 248 X76Y181 33×29 34

167 X79Y183 23×23 20 208 X84Y186 62×55 53 249 X71Y183 46×38 30

168 X79Yl83 50×23 16 209 X84Yl86 50×41 24 250 X72Y183 33×31 20

169 X78Yl83 23×22 15 210 X84Yl85 59×30 53 251 X71Y183 37×26 17

170 X78Y183 29x23 20 211 X80Yl86 25×25 48 252 X71Y183 38×30 44

171 X78Y183 25×21 28 212 X80Y186 35×23 22 253 X71Yl83 37×32 14

172 X78Y182 27×25 22 213 X80Yl87 34×29 30 254 X71Y184 49×36 50

173 X78Yl82 31×26 21 214 X81Yl86 50x50 45

IV　溝

　　1号溝（遺構：Fig．5・24、PL．2・7／遺物：Fig．36、PL。18）

位置：X74Y176グリッド～X69Y191グリッド。検出状態：良好。走向方向：北北東～南南西。やや東側に

張る弧状で、2号溝とほぼ平行する。底面の標高は、北北東端部126．04m、中央付近124．97m、南南西端部

124．15m。両端部の比高は1m89cmである。断面形態：底面が平坦な逆台形。規模：上端幅は2m90cm～4

m10cm、下端幅は1m30cm前後。残存深度：90cm前後。遺構埋没状態：砂粒の含有が認められた。遺物出土

状態：埋没土中から、軟質陶器、縄文土器・土師器・須恵器・緑粕陶器等が少量出土している。所見：本溝
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の底面は非常に硬くしまっていた。先述したように埋没土には砂の堆積がみられたが、機能的には切り通し

状に造られた道路としての性格が考えられる。本溝は、走行方向や遺構形態・埋没土の状態などから五代木

福1遺跡A区22号溝・B区2号溝・C区4号溝に繋がる可能性が高い。時期：中世～近世を想定しておきた

い。テフラ分析（付章）からは、浅間B軽石より層位的には上位であるとの分析結果を得ている。

遺物：縄文土器片、石器類、土師器甕・圷片、須恵器甕・瓶・椀・圷片、緑紬陶器片1点、軟質陶器片、近

世陶器片を確認している。縄文土器・石器類は便宜上、遺構外出土遺物として扱う。掲載遺物、3点。

　2号溝（遺構：Fig．5・24、PL2）　　　　’

位置：X75Y176グリッド～X70Yl92グリッド。検出状態：本溝は地元古老の話等により、昭和中頃まで使

用されていた切り通し道路であることが判明しており、一部断面観察・記録を行い、基本的には上端の範囲

記録に留めた。底面には砂利が敷設されていた。走向方向：北北東～南南西。断面形態：逆台形。規模：上

端幅約5～7m、下端幅3m80cm前後。残存深度：75cm前後。遺構埋没状態：大塊のロームブロックを含む

土を人為埋没。所見：昭和中頃まで使用されていた道路跡であり、五代木福1遺跡A区10号溝・B区3号

溝・C区7号溝・D区18号溝に繋がるものと想定される。

　3号溝（遺構：Fig。5・24、PL2）

位置：X89Y180グリッド～X88Yl83グリッド。走向方向：北東～南西。底面の標高は、北東端部126．27m、

南西端部125．94m。断面形態：箱状～逆台形。規模：上端幅58cm～70cm、下端幅36cm～42cm。残存深度：60

cm前後。遺構埋没状態：ローム粒・ブロック等を含む褐色土が人為埋没。遺物出土状態：埋没土中から少量

の破片が出土している程度であった。時期：不明。

遺物：土師器甕片、須恵器甕片・圷片等を確認している。掲載遺物、0点。

　4号溝（遺構：Fig。5・24、PL2）

位置：X76Yl80グリッド～X89Yl86グリッド。走向方向：北西～南東。底面の標高は、北西端部126．49m、

南東端部125．79m。中途で削平のため確認できない部分がある。断面形態：不整形で、やや凹凸がみられる

規模：上端幅38cm～70cm、下端幅22cm～48cm。残存深度：10cm～30cm。遺構埋没状態：砂粒等を含む暗褐色

土が埋没。遺物出土状態：遺物は出土していない。時期：不明。

V　遺構外出土遺物　（Fig37・鍬pL18・lg）

　ここでは、遺構外及び古墳時代以降の遺構から出土した縄文土器・石器類を概括する。

　土器片は、前期黒浜式32点・諸磯a式11点・諸磯b式2点・諸磯c式3点、中期阿玉台式17点・加曽利E

式208点、後・晩期4点、土製円板1点、不明122点、総計400点を確認している。石器類は、磨石8点（石英

安山岩3・輝石安山岩1・安山岩2・砂質頁岩1・ヒン岩1）、打製石斧18点（頁岩17・砂質頁岩1）、スクレ

イパー4点（頁岩3・砂質頁岩1）、石匙1点（頁岩1）、尖頭器1点（頁岩1）、石鎌2点（頁岩1・黒曜石

1）、残核2点（チャート1・石英安山岩1）、調整のある剥片68点（頁岩61・黒色安山岩6・砂岩1）、剥片

146点、礫38点、総計288点を確認している。掲載遺物、土器類21点、石器類15点。
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　　　　　　　　　　　Fig．6　J－1号住居跡・J－2号住居跡

．の

ローム粒多量、白色軽石粒微量。しまり強く、
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1層：暗褐色土

2層：黒褐色土

3層；暗褐色土

4層：明黄褐色土

ローム粒・ブロック微量、FA微量、炭化粒微量、焼土粒
微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック微量、FA少量、炭化粒微量。しまり
強く、粘性がある。
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ローム粒・ブロック（φ～100㎜）多量、FA微量・炭化粒
微量。しまり強く、粘性がある。

5層：黒褐色土

6層：暗褐色土

7層：暗褐色土
8層：黒色土

9層：黄褐色土
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強く、粘性がある。

ローム粒・ブロック少量、FA微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック微量、FA微量。しまりやや弱く、粘性
あまりない。

ローム。壁面の崩落と思われる。しまりやや強い・

∩1 ∩1

C

　　C
126．70m

∩1

7

、

1 5
　　　　3　19
麟朧・
7灘難2①21

QO

H

　　　　　LΩ　　　3
　　　　　H　懸．勘
　　　　　　　　灘搬霧

　　　　　　　　　［　監

鰍灘①

∩1

Cノ

N

1920

21

9
11

8
7

HH

9

1層：暗褐色土

2層：黒褐色土

3層：明黄褐色土

4層：褐灰色土
5層：暗褐色土

6層：褐灰色土

7層：赤褐色土
8層：灰褐色土

9層：暗褐色土

10層：灰褐色土

11層：暗褐色土

12層：明黄褐色土

13層：褐灰色土。

14層：暗褐色土

15層1暗褐色土

16層：褐灰色土
17層：赤褐色土
18層：暗褐色土

19層1褐灰色土

20層：黄褐色土

21層：暗褐色土

0

ローム粒微量、ロームブロック少量、FA微量、
焼土粒微量、粘土ブロック微量。しまり強く、
粘性がある。

ローム粒微量、FA微量、焼土粒微量。しまり
やや弱く、粘性あまりない。

ローム。しまり強く、粘性がある。

粘土。ロームブロック（φ～15㎜）微量。
ローム粒微量、ロームブロック少量、FA微量、
焼土粒微量。しまりやや強く、粘性がある。
粘土。ロームプロック（φ～15㎜）微量、焼土粒
微量。しまり強い。

ローム粒微量、焼土多量、粘土多量。しまり強い。

ロームブロック微量、焼土少量、粘土少量、灰多
量。しまりやや弱く、粘性あまりない。
ロームブロック微量、焼土少量。しまりやや強く、
粘性がある。

ローム粒微量、焼土やや多量、粘土少量、灰やや
多量。しまりやや強く、粘性ややある。
ローム粒・ブロック（φ～50㎜）少量、FA微量、
焼土微量。しまりやや強く、粘性ややある。

ローム。FA微量、焼土粒微量。しまり強く、粘性
がある。

粘土。ロームブロック（φ～15㎜）微量、焼土粒
微量。しまり強い。

焼土多量、粘土少量。しまりやや弱い。

ロームブロック微量、FA微量、焼土少量。しまり
強く、粘性がある。

粘土。ロームブロック微量、焼土少量。
焼土。粘土微量。しまり強い。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA少量。し
まり強く、粘性がある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA少量。粘
質土で、しまり非常に強い。

ローム粒多量、ロームブロック微量、焼土やや多
量。しまり強く、粘性ややある。

ロームブロック微量、FA微量、焼土微量。粘質土。
しまり強い。

lm（カマド図）

2m

Fig．7 H－1号住居跡
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1じご QI
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QI

5
3

1
2 3　5

4

国1

E Eノ

岡

一

1層1黒褐色土
2層：黒色土

3層：黒褐色土
4層：暗褐色土
5層：暗褐色土

eq

寸　　　しΩ

ロームブロック微量、FA少量。しまり強く、粘性ややある。
FA少量。しまり強く、粘性ややある。
ロームブロック微量、FA少量。しまり強く、粘性ややある。
ローム粒・ロームブロック少量、FA微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック少量、FA微量。しまりゃや強く、粘性ややある。

　　D
125．50m

Dノ

oう

　　E
l25．90m

国
E！

岡

1層：暗褐色土

2層：暗褐色土

3層：燈～赤褐色土
4層：暗褐色土

5層：暗褐色土

6層：灰褐色土
7層：暗褐色土

灘
7踊懸

1
2

4
　　5

麟，
　　’3

0

ロームブロック微量、FA微量、炭化粒微量、焼土粒微量。
しまり強く、粘性がある。

ローム粒微量、FA微量、炭化粒微量、焼土少量。しまり
強く、粘性ややある。
焼土。

ロームブロック少量、炭化粒微量、焼土粒微量。しまり
強く、粘性がある。

ロームブロック（φ～30㎜）多量・焼土微量。しまり強
く、粘性がある。

粘土。ロームブロック微量、FA微量。
ロームブロック微量、FA微量、焼土粒微量。しまり強く、
粘性がある。

1m（カマド図）

2m

Fig．8　H－2号住居跡
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1駁 QI Qi

A126．70m A’

5
2

1

7
3

6 7　　　8

4

1層1黒褐色土
2層二暗褐色土

3層：黒褐色土

4層：暗褐色土

5層＝暗褐色土

6層：暗褐色土

7層：黒色土

8層：暗褐色土

ローム粒微量、FA少量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、FA少量。しまり強く・
粘性がある。

ローム粒微量、ロームブロック少量、FA少量。しまり強く、粘
性がある。

ローム粒微量、ロームブロック（φ～50㎜）やや多量、FA微量。
しまりやや弱く、粘性ややある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまりやや弱く、
粘性ややある。

ローム粒少量、ロームブロック（φ～50㎜）多量、FA微量。しま
りやや強く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック微量、FA少量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒少量、FA微量。しまりやや弱く、粘性ややある。

　　　D　　　　　D’
126．00m

0 2m

Fig．9　H－3号住居跡①
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嵩
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山1 国1
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126．50m

Eノ

13

　　　　215

14　　6
5

3　13
15

14

7
11

10

G Gノ

13

13

14 鰹
12

1層：暗赤褐色土

2層：黄褐色土

3層：暗褐色土

4層1明黄褐色土
5層：暗褐色土

6層：赤褐色土
7層：黒褐色土
8層：黒褐色土

ローム粒少量、FA微量、焼土少量。しまりやや強く、粘性が
ある。

ローム粒多量、暗褐色土ブロック少量、FA微量、焼土粒微量。
しまりやや強く、粘性がある。

ローム粒・ブロック少量、FA微量、焼土少量。しまり強く、粘
性がある。

ローム。焼土粒微量。しまり強く、粘性がある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量、焼土少量。しま
りやや弱く、粘性ややある。

焼土。しまり強い。

ロームブロック微量、FA微量、焼土少量、灰多量。しまり弱い。
ローム粒・ブロック微量。しまり強く、粘性がある。

9層：榿褐色土
10層：黒色土

11層：暗褐色土

12層：黒色土

13層：黄褐色土
14層1黒色土

15層1暗褐色土

焼土。ローム粒少量。しまりやや強い。
ローム粒微量、炭化粒微量、焼土粒微量。しまりやや強く、粘性
ややある。

ロームブロック少量、FA微量、焼土粒微量。しまりやや強く、粘
性ややある。

ローム粒微量、炭化粒微量、焼土粒微量。しまりやや強く、粘性
ややある。

ローム粒多量、FA微量。しまり強く、粘性強い。
ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまり強く、粘性
がある。

ロームブロック微量、FA微量、炭化粒微量、焼土やや多量。しま
りやや強く、粘性ややある。

0 1m

Fig．10　H－3号住居跡②
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Aノ

2号溝
qコ

剛

A
125．00m
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32 1 3

1層：黒色土

2層：暗褐色土
3層：暗褐色土

ローム粒・ブロック微量、FA少量。しまりやや強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック少量、FA微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒やや多量、ロームブロック微量、FA微量。しまりやや強
く、粘性ややある。

∩

カ

ク

ラ
ン

∩1

ハ

！ト

ヘ

駅

C C！

一

cq　　oう

寸

∩1 ∩1

　C

125。00m

2
クラン

Cノ
1層：暗褐色土

2層：暗褐色土

3層1黒褐色土

4層：暗褐色土

ローム粒・ブロック（φ～70㎜）やや多量、FA微量、焼土少量。
しまり強く、粘性がある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量、焼土粒微量。し
まり強く、粘性ややある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量、焼土粒微量、粘
土ブロック微量、しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロックやや多量。しまりやや弱く、粘性あまりない。

3

4 0
1m（カマド図）

2m

Fig．11　H－4号住居跡
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l26．70m

Q1
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QI

1

4 2

B 5

3
4

Bノ

1層：黒褐色土

2層1黒褐色土

3層1暗褐色土

ロームブロック（φ～40㎜）微量、FA少量、炭化粒微量、焼土粒
微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック微量、FA微量、焼土粒微量。しまり強く、粘
性がある。

ローム粒・ブロック微量、EA少量、焼土粒少量。しまり強く、粘
性がある。

4層：暗褐色土

5層；暗褐色土

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量、焼土粒微量。しまり
やや強く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック（φ～20㎜）少量、FA微量、焼土粒微量。しま
り強く、粘性がある。掘り方。

国1 口1

D Dノ
一　c“

　　D

126．70m

国i
Dノ

国1

1層：赤褐色土

2層：黒褐色土

ロームブロック微量、炭化粒微量、焼土少量。しまりあまりない。
粘性ややある。

ローム粒・ブロック少量、焼土粒少量。しまりあまりない。粘性
ややある。

0
1m（カマド図）

2m

Fig、12　H－5号住居跡
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127．20m

18

2
11

S
16 10

17

1；灰褐色土

2：暗褐色土

3：暗褐色土
4：榿褐色土
5：暗褐色土

6：暗褐色土

7：暗褐色土
8：灰褐色土

9：暗褐色土

粘土。焼土粒微量。しまり非常に強く硬い。

ローム粒・ブロック微量、FA微量、炭化粒微量、焼土粒微量、粘土
微量。しまり非常に強く硬い。

ローム粒微量、焼土少量。しまり強く、粘性がある。
焼土。FA微量、焼土少量。しまり強い。
ローム粒微量、FA微量、焼土粒微量、粘土少量。しまり強く、粘性
がある。

FA微量、焼土少量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒少量、FA微量、焼土粒微量。しまり非常に強く硬い。
焼土粒微量、灰少量。

ローム粒・プロック少量、焼土粒微量。しまり強く、粘性がある。

10二灰褐色土
11：暗褐色土
12：赤褐色土
13：暗褐色土
14：暗褐色土
15：赤褐色土
16：暗褐色土
17：暗褐色土
18：暗褐色土

灰層。炭化粒微量、焼土粒微量。しまりやや弱い。，

焼土少量、粘土少量。しまりやや弱く、粘性あまりない。
ロームブロック微量、焼土やや多量。しまり強く、粘性がある。
ロームブロック微量、FA微量、焼土少量。しまり強く、粘性ややある。
ローム粒・ブロック（φ～25㎜）少量。しまり強く、粘性がある。
焼土。灰微量。しまり強い。

ローム粒・ブロック微量、焼土少量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック（φ～25皿m）少量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック（φ50㎜）やや多量、FA微量、焼土粒微量。しまり
強く、粘性がある。

0 1m

Fig．14　H－6号住居跡②
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Aノ

A Aノ

126．60m　　3 1 3
2

1層：黒色土

2層：暗褐色土
3層：暗褐色土

ローム粒・ブロック微量、FA微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量・しまり強く、粘性がある。
ローム粒やや多量、FA微量。しまりやや強く、粘性ややある。

bl Ql

QO

B

　　B
12〔瓦60m
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　　9
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Bノ

Bノ

QI
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鶏　ゆ

6謹

一騰

oう

寸

ト

1層＝暗褐色土

2層：明黄褐色土

3層；黒褐色土

4層：黒色土

5層：暗赤褐色土

6層：黄褐色土
7層：暗褐色土

8層：黒色土

9層二暗褐色土

10層：黒褐色土

11層：黒褐色土

12層：黒褐色土

13層1黄褐色土

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量、焼土粒微量。
しまり強く、粘性がある。

ローム、焼土少量。しまり強く、粘性がある。

ローム粒微量、FA微量、焼土粒微量。しまりやや強く、粘
性がある。

ロームブロック少量、炭化粒微量、焼土少量。灰やや多量。
しまりやや弱い。

ローム粒・ブロック（φ～20㎜）少量、FA微量、焼土やや
多量。しまり強い。

ローム粒多量、焼土粒微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロックやや多量、FA微量、炭化粒微量。しま
りやや強く、粘性がある。

ローム粒・ブロック微量、FA微量、焼土粒微量。しまりや
や強く、粘性がある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまり強く、
粘性がある。

ロームブロック微量、FA微量、焼土やや多量。しまり強く、
粘性がある。

ローム粒・ブロック微量、FA微量、焼土粒微量。しまり強
く、粘性がある。

ローム粒・ブロック微量、FA微量、焼土粒微量。しまり強
く、粘性がある。

ローム粒やや多量、FA微量。しまり強く、粘性がある。

13

　　　1

10騰義

7
4

0
1m（カマド図）

2m

Fig、15　H－7号住居跡
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11

8
　1：表土
1層：黒色土

2層：黒色土

3層：黒褐色土

4層：灰褐色土

5層：灰褐色土

6層：黒褐色土

ロームブロック微量、FA少量、焼土少量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒微量、FA少量、炭化粒微量、焼土ブロック少量。しまり強
く、粘性がある。

ロームブロック微量、FA（φ～10㎜）少量、炭化粒微量、焼土ブロ
ック少量、粘土ブロック微量。しまり強く、粘性がある・
FA微量、炭化粒微量、焼土ブロック少量、粘土やや多量。粘質土。
しまり強い。

ロームブロック微量、FA微量、炭化粒微量、焼土ブロック少量、粘
土少量。しまり強く、粘性がある。

ロームブロック微量、FA少量、炭化粒微量、焼土粒微量。しまり強
く、粘性がある。

7層＝暗褐色土

8層：黒褐色土

9層：暗褐色土

10層：黒褐色土
11層：暗褐色土

12層：黒褐色土

ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、FA少量、焼土ブロック少量。
しまりやや強く、粘性がある。

ロームブロック微量、FA（φ～40㎜）少量。しまりやや強く、粘性
がある。

ローム粒・ブロック（φ～30㎜）やや多量、FA（φ～40㎜）少量。し
まりやや強く、粘性ややある。

ロームブロック微量、FA少量。しまりやや強く、粘性がある。
ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量、炭化粒微量。しまりや
や弱く、粘性ややある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA（φ～40㎜）微量。しまりや
や強く、粘性がある。
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H－10号住居跡

A
126．40m

3
1

　　　1層：黒色土
　　　2層：暗褐色土
A／　3層：黄灰色土
＿　　4層：赤褐色土
　　　5層：暗褐色土

2 3
6層：黒褐色土
7層：褐灰色土

1層：黒褐色土
2層：黒色土

3層：暗褐色土

ロームブロック微量、FA少量、炭化粒微量。しまり強く、粘性がある。
ロームブロック微量、FA少量、炭化粒微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック（φ～30mm）少量、FA微量。しまりやや強く、粘
性がある。

8層；暗褐色土

ローム粒微量、FA微量、焼土粒微量。粘質土。しまり強い。
ローム粒微量、FA微量、焼土粒少量。しまり強く、粘性がある。
粘土。

ローム粒微量、焼土やや多量、粘土少量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒少量、ロームブロック微量、焼土粒微量。しまりやや強く、
粘性ややある。

ローム粒微量、FA微量、焼土粒微量。しまり強く、粘性がある。
ロームブロック微量、焼土粒少量、上面に灰がラミナ状に堆積。しま
りやや強く、粘性がある。

ローム粒・ブロック（φ～20㎜）少量。しまりやや強く、粘性がある。

0
1m（カマド図）

2m

Fig．17　H－9号住居跡・H－10号住居跡
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126．50m

4 3
1 1

2 3
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　　　E　　　　　　E’
126．50m

C
5 7 6 5

Cノ

酬 国！

o

ゆ

1層1黒褐色土

2層：黒褐色土

3層二暗褐色土

4層：黒褐色土
5層：黄褐色土

6層：黒褐色土
7層：暗褐色土

ローム粒・ブロック微量、FA微量、焼土粒微量。しまり強く、
粘性ややある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまり強く、粘
性がある。

ローム粒やや多量、ロームブロック少量、FA微量、焼土微量。
しまり強く、粘性がある。

ローム粒・ブロック微量、FA微量。しまりやや強く、粘性がある。
ローム粒やや多量、ロームブロック少量、しまりやや強く、粘性
がある。

ローム粒・ブロック微量、FA微量。しまりやや強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック少量、FA微量。しまり強く、粘性がある。

H

D

印

し》
D！

寸

cq

　D

126，40m

剛

1 S

Dノ

国i

1層：黒褐色土

2層：黒褐色土

3層二暗褐色土

4層：赤褐色土

5層：暗褐色土
6層＝暗褐色土

ローム粒・ブロック微量、FA微量、焼土粒微量。しまり強く、
粘性がある。

ローム粒・ブロック微量、FA微量、焼土粒微量。しまりやや強
く、粘性がある。

ローム粒・ブロック少量、焼土粒微量、しまりやや強く、粘性
がある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、焼土やや多量。しまり強
く、粘性ややある。

ローム少量、FA微量、焼土少量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒少量、FA少量、焼土粒少量。しまり強く、粘性ややある。

2

3 0
1m（カマド図）

2m

Fig．18　H－11号住居跡・2号土坑
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m1

Aノ

剛

P⇒i

A　　3　2
Aノ

126，50m

6 1 2
7

4 5 9 8 10

1層1黒色土
2層：黄褐色土

3層：暗褐色土

4層：黄褐色土

ローム粒・ブロック微量、FA少量。しまり強く、粘性ややある。
ローム粒やや多量、ロームブロック（φ～30㎜）少量、FA少量。
しまり強く、粘性がある。

ローム粒少量・ロームブロック微量、FA微量。しまり強く、粘性
がある。

ローム粒やや多量、ロームブロック（φ～30㎜）、FA微量。しま
り強く、粘性がある。

5層：暗褐色土

6層：暗褐色土
7層：黒褐色土
8層：明黄褐色土

9層；暗褐色土
10層：暗褐色土

ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、FA微量。しまりやや強く、
粘性ややある。

ローム粒少量、FA微量。しまりやや強く、粘性ややある。
ローム粒・ブロック微量、FA少量。しまり強く、粘性ややある。
ローム。しまり強い。

ローム粒少量、ロームブロック微量。しまり強く、粘性がある。
ローム少量。しまりやや弱く、粘性ややある。

　　C
l26．40m

Cノ 国1 国1
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旦

一　　　　ξ

　　　　、
も

F’

1層1黒褐色土
2層：黒褐色土

3層：黒色土

4層：暗褐色土

5層；暗褐色土

6層：暗褐色土

ローム粒少量、FP微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量、焼土粒微量。し
まりやや強く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック微量、FA少量、焼土粒微量。しまり強く、
粘性がある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまりやや弱く、
粘性ややある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量、焼土粒少量。し
まりやや弱く、粘性ややある。
ローム粒・ブロック少量、焼土粒微量。しまりやや強く、粘性
ややある。

S

0
1m（カマド図）

2m

Fig．19　H－12号住居跡
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H－13号住居跡

　　　A

126．70m

Aノ

イ

4 1
2

S
3

民 3 55

1層：暗褐色土

2層：黄褐色土

3層：黒褐色土

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA少量。
しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック（φ～100皿皿）やや多量、

FA微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒少量、ローム粒微量、FA微量。しま
りやや強く、粘性がある。

4層：暗褐色土　ローム粒・ブロック（φ～50㎜）少量、FA微
　　　　　　量。しまりやや強く、粘性がある。
5層：暗褐色土　ローム粒・ブFック（φ～2Q㎜）少量。しまり

　　　　　　やや強く、粘性ややある。
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一
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H－14号住居跡

1層：黒色土

2層：黒褐色土
3層：黒褐色土
4層：暗褐色土

ローム粒・ブロック微量、FA少量、焼土粒微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック微量、FA少量、焼土粒微量。しまり強く、粘性がある。

ローム粒微量、FP微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒少量、FP微量。しまりやや弱く、粘性ややある。

0
1m（カマド図）

2m

Fig．20　H－13号住居跡・・H－14号住居跡
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Aノ

H－15号住居跡

　　A
126，50m

Aノ

カクラン 2
1

4　　3

！

1
’

1層：黒褐色土
2層1黒褐色土

3層：暗褐色土

4層：黒褐色土

ローム粒・ブロック少量、FA微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまり強く、粘
性がある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA少量。しまり強く、粘
性が南る・

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまりやや強く、
粘性がある。

一一

一
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1
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H－16号住居跡
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Fig．21　H－15号住居跡・H－16号住居跡
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o⇒1

ml

1号溝

A ⑤◎〉 Aノ

3号土坑

A
q⇒1

A’ ¢qI

125，90m

2 1

3
　　46

5
6　8

9

1層：黒褐色土

2層：暗褐色土

3層：黒色土

4層：暗褐色土

5層：黒褐色土

10

S
ローム粒微量、FA少量、焼土粒少量。
しまり強く、粘性ややある。
ローム粒少量、ロームブロック微量、

しまりやや弱く、粘性ややある。

ロームブロック微量、FA少量。しまり
強く、粘性がある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、
FA微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック微量、FA微量。し
まり強く、粘性がある。

’砂
ね、

7

6層：暗褐色土

7層：黒褐色土

8層：暗褐色土

9層：黒褐色土

10層：黒褐色土

Aノ

P⇒1

ローム粒やや多量、ロームブロック（φ～30皿皿）

少量、FP微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。
しまりやや強く、粘性がある。
ローム粒やや多量、ロームブロック（φ～30㎜）

少量、FA微量。しまりやや強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、FA微量。
しまりやや強く、粘性がある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。
しまりやや強く、粘性がある。
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　　　A

126，40m

A

　　　A

l26．00m

ロ亀1 　　mI
△！

1
1号土坑

　　　1層：黒褐色土
2

ロームブロック微量、FA微量、炭化粒微量。
しまり強く、粘性がある。

ローム粒微量、FA微量、炭化粒微量。しまり
強く、粘性がある。

ローム粒微量、FA微量、炭化粒微量。しまり
強く、粘性がある

5号土坑

3
2層：暗褐色土

3層：黒色土

一戯 削
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　戯 mI
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4号土坑

1層：黒褐色土

0

ロームブロック微量、FA微量、炭化粒微量。しまり
強く、粘性がある。

2m

Fig．22　土坑
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五代竹花遺跡遺物観察表

J－1号住居跡（Fig．25、PL．8）

No． 器種 計測値（c皿）／残存 器形・文様等の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1 深　　鉢 口径：56．6／上半部
2条の隆起線を基本に渦巻き状の文様を描出した後に単節縄

を施文し、隆起線に沿ってナデを加える。

にぶい黄榿

0YR7／2
角閃石・白色粒 1・6

2　（石　皿）長さ：21．lcm・幅：12．4cm・厚さ：43cm、重さ：1，648。5g。石材：石英安山岩。／図裏面が平滑であり、石皿と判断しておく。　　5

3　打製石斧残長：72cm・幅：49cm・厚さ：1．4cm、残重：53，6g。石材：黒色安山岩。／下半部欠損。部分的に磨かれている。 4
4　R　　F長さ：5．4cm・幅：48cm・厚さ：0．8cm、重さ二18，2g。石材：頁岩。／調整のある剥片。自然面に擦痕あり。

」一2号住居跡（Fig．25・26、PL8・9）

No。 器種 計測値（cm）／残存 器形・文様等の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

2条の隆起線を基本に渦巻き状の文様を描出した後に単節縄 にぶい黄榿 角閃石・石英・白
1 深　　鉢 ／胴部 26

文を施文し、隆起線に沿ってナデを加える。 10YR7／3 色粒

L　R縄文後、3条単位の太い沈線懸垂文を8単位。沈線間の 黄榿 黒色鉱物・石英・
2 深　　鉢 底径五7／口縁部欠損 1・2

縄文を磨り消す。／外面上半部に煤付着。 10YR8／6 白色粒

口縁部付近に橋状把手2単位が付くと想定される。胴部は縦 浅黄 角閃石・石英・白
3 浅　　鉢 ／胴部片 1・2

位条線、口縁部は沈線区画内に縄文施文。 2．5Y8／4 色粒

4 深　　鉢
口径：（44．4）／口縁

片
緩やかな波状口縁。口縁部、隆線区画内に縄文。

にぶい黄褐

0YR5／3

黒色鉱物・石英・

色粒
2

波状口縁と思われる。単節縄文施文後、沈線区画し、縄文を にぶい黄榿 黒色鉱物・石英・
5 深　　鉢 ／口縁部片 6

磨り消す。 10YR7／3 白色粒

にぶい黄榿 角閃石・石英・白
6 深　　鉢 ／口縁部片 波状口縁と思われる。単節縄文施文後、沈線区画。 6

10YR7／3 色粒

にぶい赤褐 黒色鉱物・石英・
7 浅　　鉢 ／把手 浅鉢の橋状把手。中央部に縦位凹線。 一

5YR5／4 白色粒

L　R縄文後、3条単位の太い沈線懸垂文を8単位。沈線間の 浅黄 角閃石・石英・白
8 深　　鉢 ／胴部片 20

縄文を磨り消す。 2．5Y7／4色 色粒

9 凹　　石 長さ：11。Ocm・幅：7．6cm・厚さ：5．4cm、重さ：652．4g。石材：輝石安山岩。／上下端部及び両側面中央部に敲打痕。 13

10 打製石斧 長さ：11。4cm・幅：4，6cm・厚さ：1，6cm、・重さ：98。1g。石材：頁岩。 17

11 打製石斧 長さ：10．6cm・幅：4．2cm・厚さ：18cm、重さ：94．l　g。石材：砂質頁岩。 19

12 R　　F 長さ：9。2c皿・幅13。Ocm・厚さ：1．1cm、重さ：24。4g。石材：頁岩。／縦長剥片を素材とした調整のある剥片。 23

13 残　　核 長さ：5。4cm・幅：a5cm・厚さ：Z5cm、重さ：82．4g。石材：黒色安山岩。／図裏面は自然面。 9
14 石　　鎌 長さ：1・7cm・幅：1・7c皿・厚さ：03cm、重さ：0・76g。石材：黒色安山岩。 一

H－1号住居跡（Fig。27、PLlo）

No． 器種 計測値（c皿）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

土師器 器高：38．1・口径： 長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部縦位基調ヘラ削り。内面、 鐙 角閃石・石英・チ
1 16・21

甕 21．2・底径：4．2／1／2 口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。 5YR6／6 ヤート・白色粒

土師器 器高：44・ 丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・ 榿 石英・白色粒・黒
2 24

杯 口径：127／完形 底部ヘラ削り。内面、体部・底部ヘラナデ。内面、黒色処理。 5YR6／6 色鉱物

土師器 器高二4，5・口径： 丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・ 榿 石英・チャート・
3 22

圷 139／ほぼ完形 底部ヘラ削り。内面、ナデ。内面、黒色処理。 7．5YR6／6 白色粒

土師器 器高域7・ 丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・ にぶい黄榿 角閃石・石英・チ
4 3・11

圷 口径：13．5／4／5 底部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラナデ。 10YR6／4 ヤート・白色粒

土師器 器高：4．1・口径： 丸底気味。有段口縁。外面、口縁部ナデ、底部ヘラ削り。内 明赤褐 角閃石・石英・チ
5 23

圷 13，7／ほぼ完形 面、ナデ。 25YR5／6 ヤート・白色粒

土師器 器高：4。7・ 丸底。口縁部と体部との境に稜。口縁部、外傾して開く。外 榿 角閃石・チャー
6 17

圷 口径：12，2／1／2 面、口縁部ナデ、底部ヘラ削り。内面、ナデ。／摩滅著しい。 5YR6／6 ト・白色粒

土師器 器高：3．2・ 丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、底部へ にぶい褐 チャート・白色
7 9・18

圷 口径：10．9／4／5 ラ削り。内面、ナデ。 7．5YR5／3 粒・黒色鉱物

土師器 器高：3．9・ 丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、底部へ 榿 石英・白色粒・黒
8 一

圷 口径：11．2／4／5 ラ削り。内面、ナデ。 5TR6／6 色鉱物

9鉄鎌残長：5．Ocm・幅：3，0cm・厚さ：0．5cm、残重：15．6g。／無茎鎌。
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H－2号住居跡　　（Fig．27・28、PL．10・ll）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

土師器 器高：39．0・口径： 長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部縦位基調ヘラ削り。内面、 にぶい赤褐 角閃石・石英・チ
1 3・51他

甕 （21の・底径：25／4／5 口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。 5YR5／3 ヤート・白色粒

土師器 長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部縦位基調ヘラ削り。内面、 にぶい榿 角閃石・石英・チ
2 口径：20．7／2／3 6・50他

甕 口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。 7．5YR6／4 ヤート・白色粒

土師器 長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部縦位基調ヘラ削り。内面、 にぶい燈 角閃石・石英・チ 23・31

3 口径：（22。8）／1／2
甕 口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。 7．5YR6／4 ヤート・白色粒 他

土師器 胴部中位付近に最大径推定26．8cm。外面、口縁部ナデ、胴部 にぶい黄榿 角閃石・石英・チ 20・29

4
甕

口径：（21，1）／上半部片

縦位基調ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。 10YR7／4 ヤート・白色粒 他

圷部、口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部粗

5
土師器

口径：（159）／2／3 雑なミガキ、脚部ヘラ削り。内面、圷部ミガキ、脚部ナデ。
明黄褐 角閃石・石英・チ

12・28
高圷

内面黒色処理。
10YR7／6 ヤート・白色粒，

6
土師器

底径二1α4／脚部
脚裾部わずかに外反。外面、脚部ヘラ削り、脚裾部をナデ。 明黄褐 角閃石・石英・チ

25・45
高圷 内面、脚部粗雑なナデ。 10YR7／6 ヤート・白色粒

土師器 器高：4．4・口径： 丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・ にぶい褐 石英・白色粒・黒
7

圷 13．4／ほぼ完形 底部ヘラ削り。内面、粗雑なミガキ。内面、黒色処理。 75YR5／4 色鉱物
34

土師器 器高：4。9・ 丸底。口縁部わずかに段を有す。外面、口縁部ナデ、底部へ にぶい黄褐 角閃石・石英・チ
8

圷 口径：13．6／3／4 ラ削り・内面、ナデ。 10YR6／4 ヤート・白色粒
24

土師器 器高：3．8・ 丸底。口縁部と底部との境に弱い稜。外面、口縁部ナデ、底 にぶい赤褐 石英・白色粒・黒
9 18・19

圷 口径：（14。1）／1／2 部ヘラ削り。内面、ナデ。／紛れ込み遺物。 5YR5／4 色鉱物

土師器 器高：3，1・ 丸底。口縁部と底部との境に弱い稜。外面、口縁部ナデ、底 にぶい赤褐 石英・白色粒・黒
10

圷 口径：（13．5）／1／3 部ヘラ削り。内面、ナデ。／紛れ込み遺物。 5YR5／4 色鉱物
17

須恵器 器高：3．7・口径155・ ロクロ成・整形。底部、ヘラ起こし後に断面方形の高台貼り 灰
11

圷 底径：11つ／2／3 付け。／紛れ込み遺物　　　　　　　　　　　， N5／
白色粒・黒色鉱物 16

H－3号住居跡（Fig．28・29、PL．ll・12）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

土師器 胴部中位に最大径推定21．2cm。外面、口縁部ナデ、胴部上半 黄榿 石英・白色粒・黒 25・43

1
甕

口径：（1＆0）／1／3
縦位基調ナデ、胴下半粗雑なミガキ。内面、胴部ヘラナデ。 7．5YR7／8 色鉱物 他

土師器 胴部中位下側に最大径推定22．4cm。外面、口縁部ナデ、胴部 榿 石英・白色粒・黒
2 口径：（17．2）／1／3 11・31

甕 粗雑なミガキ。内面、ナデ。 75YR7／6 色鉱物

土師器 長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部縦位基調ヘラ削り。内面、 にぶい黄榿 角閃石・石英・チ
3 口径：25．0／1／4 44

甕 ナデ。 10YR7／4 ヤート・白色粒

土師器 長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部縦位基調ヘラ削り。内面、 榿 角閃石・石英・チ 41・42・

4 口径：（190）／上半部片

甕 ナデ。 5YR6／6 ヤート・白色粒 45

土師器 器高：15．7・ 丸底、球胴の小形甕。外面、口縁部ナデ、胴部・底部横位基 にぶい黄褐 角閃石安山岩粒・
5 45

甕 口径：19．4／完形 調ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。 10YR5／3 石英

土師器 器高：i45・ 丸底。胴部外傾し、口縁部外反して開く。外面、口縁部ナデ、 にぶい黄榿 角閃石安山岩粒・ 1・3・

6
鍋形土器 口径：25。1／3／4 胴部縦位基調ヘラ削り。内面、ナデ。／内面煮沸痕。 10YR6／4 石英 4・9

土師器 器高：12．5・口径： 丸底・球胴の小形甕。口縁部は外反して開く。外面、口縁部 榿 石英・チャート・ 30・48

7
甕 11．9／ほぼ完形 ナデ、胴部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。 7．5YR7／6 黒色鉱物 他

土師器 器高：9．8・口径： 丸底。口縁部は内傾する。外面、口縁部ナデ、体部・底部へ 榿 石英・チャート・
8 24

鉢 12．6／ほぼ完形 ラ削り。内面、ナデ。 5YR6／6 黒色鉱物

9
土師器 器高：（42）・

径：12．0／1／2

丸底。口縁端部内湾する。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘ

削り。内面、ナデ。

榿75YR7／6 チャート・黒色鉱

・赤褐色粒
5

土師器 明黄褐 チャート・黒色鉱
10 口径：（12．7）／1／4 外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。 貯

圷 10YR7／6 物・赤褐色粒

11 薦編石 長さ：14・Ocm・幅：6・9cm、重さ：584。8g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 一

12 薦編石 長さ：162cm・幅二58cm、重さ：7622g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 一

13 薦編石 長さ：13。5cm・幅：6．7cm、重さ：575．9g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 14

14 薦編石 長さ：15．5cm・幅：6．5cm、重さ：741，6g。石材：砂岩。／写真のみ掲載。 15

15 薦編石 長さ：13．8cm・幅：6．6c皿、重さ：584。8g。石材：砂岩。／写真のみ掲載。 12

16 薦編石 長さ：14。Ocm・幅：6．6c皿、重さ：6445g。石材：ヒン岩。／写真のみ掲載。 13

17 薦編石 長さ：13．Ocm・幅15．5cm、重さ：510。2g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 7
18 薦編石 長さ：11，6cm・幅：5．6cm、重さ：549．6g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 10
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H－4号住居跡（Fig．29、PL．13）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕

器高：290・口径：1＆2・

径：臥0／ほぼ完形

長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部縦位基調ヘラ削り、底部ヘ

削り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

にぶい褐

5YR5／4

石英・白色粒・黒

鉱物
12

2
土師器

甕
口径：22．6／1／2

長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部縦位基調ヘラ削り。内面、

部ヘラナデ。／外面胴部に粘土付着（図矢印範囲）。

明黄褐

0YR7／6

角閃石・石英・チ

ート・白色粒
13

3
土師器

甑

器高：13．2・口径：

＆5／完形

丸底。頸部の括れ弱い。孔径2．3cm。外面、口縁部ナデ、胴

・底部ヘラ削り。内面、ヘラナデ。

明黄褐

．5YR5／6

角閃石・石英・チ

ート・白色粒
14

4礫長さ：248cm・残幅：37。2cm・厚さ：17，8c皿、残重：17．2kg。石材：角閃石安山岩。／直方体に加工された礫。工具痕あり。2・3

H－5号住居跡（Fig．30、PL．13）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 No．

1
土師器

甕

口径：（20．8）／

縁部1／2

「コ」の字状口縁。外面、口縁部ナデ、胴部上位は横位ヘラ

り。内面、口縁部ナデ。

にぶい褐

．5YR5／4

角閃石・石英・チ

ート
4

2
土師器

圷
底径：（8．2）／小破片 内面、体部に放射状、底部に螺旋状の暗文。

にぶい赤褐

YR5／4
石英・黒色鉱物 9

3
須恵器

甕
／胴部片 外面、平行叩き。内面、同心円状当て具痕。

灰黄褐

0YR5／2
チャート・赤褐色粒 一

4
須恵器

圷
底径1（7．2〉／底部片 ロクロ成・整形。底部、回転糸切り無調整。

灰N6／ 石英・チャート・

色鉱物
一

H－6号住居跡（Fig．30、PL．14）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

付甕
底径：＆2／脚台部

脚台裾部外反して開く。外面、上側は横位ヘラ削り、裾部ナ

。内面、ナデ。

にぶい黄榿

0YR6／4

石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
一

2
土師器

口径：12．5／底部欠損 外面、口縁部ナデ、体部指頭圧痕。内面、ナデ。
榿5YR6／6 石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
ホ

3
土師器

口径1（且1）／1／4
体部と底部との境に稜。外面、口縁部・体部ナデ、底部ヘラ

り。内面、ナデ。／H－8号住居跡の遺物か。

榿5YR6／6 角閃石・石英・白

粒
ホ

4
土師器 器高：（姻・口径：

la5）・底径：（1α3）／1／4

外面、口縁部ナデ、体部横位ヘラ削り、底部ヘラ削り。内面、

デ。内面、体部に放射状、底部に螺旋状暗文。

にぶい榿

YR6／6

角閃石・石英・チ

ート・白色粒
一

5
須恵器 器高：＆1・口径：

1α0）・底径：（95）／1／2

ロクロ成・整形。・腰部はやや丸みを持つ。底部、ヘラ起こし

に高台貼り付け。

灰白

．5Y7／

石英・白色粒・黒

鉱物
27

6
須恵器

／1／5
短頸壷の蓋と思われる。上側に凸帯が巡る。ロクロ成・整形。

井部回転ヘラ削り。

灰白

Y7／

石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
一

7
須恵器

／天井部片
天井部、回転糸切り後に環状摘み貼り付け。糸切り痕残る。

み中心部には小突起あり。摘み径44cm。

灰5Y5／1 石英・白色粒・黒

鉱物
9

8
須恵器

口径：（176）／1／3
ロクロ成・整形。口縁端部は短く下方に折れる。天井部に回

糸切り痕残る。

灰5Y6／1 石英・白色粒・黒

鉱物
一

9
須恵器 器高：40・口径：1Z5・

径：75／ほぼ完形
ロクロ成・整形。底部、回転糸切り無調整。

灰白

7／

チャート・黒色鉱物 18

10
須恵器 器高：3，5・口径：128・

径：6，6／3／4

ロクロ成・整形。全体的に薄手の造り。口縁端部外反する。

部、回転糸切り無調整。

黄灰

。5Y6／1

粗砂粒・チャー
・黒色鉱物

24・ホ

11
須恵器 器高：a3・口径：1a6・

径：66／ほぼ完形

ロクロ成・整形。口縁端部外反する。底部、回転糸切り後、

縁部をナデ。

灰5Y5／1 粗砂粒・チャー
・黒色鉱物

22・ホ

12
須恵器 器高：3β・口径：127・

径：70／3／4

ロクロ成・整形。底部、回転糸切り後、周縁部をわずかにナ

。／還元不完全。

黄灰

．5Y6／1

粗砂粒・チャー
・赤褐色粒

13・16

13
須恵器 器高：3．9・口径：132・

径：7．8／ほぼ完形

ロクロ成・整形。底部回転糸切り無調整。燥し焼成で、内外

とも黒（暗灰）色。

暗灰

3／

石英・チャート・

色粒
21

14 鉄製品 長さ：12。2cm・最大幅：3．1cm・厚さ：0．3cm、残重：47．1g。／刃部が造出される。着柄部の屈曲ないが鎌か。 1
15 鉄製品 長さ：5．9cm・幅：5．5cm・厚さ：α8cm、残重：91ρg。／図横断面が緩やかな弧状の板状鉄製品。 6
16 鉄製品 残長：12，7cm・厚さ：0．5cm、残重：11．6g。／断面は方形と想定されるが、中空。図下端は尖る。錆化著しい。 19

H－7号住居跡（Fig．31、PL．14）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕

器高：27少口径：

1獄5）・底径：（44）／2／3

「コ」の字状口縁。胴部上位に最大径22．1cm。外面、口縁部ナ

、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

榿5YR6／6 石英・白色粒・黒

鉱物
7
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H－8号住居跡（Fig．31・32、PL．14～16）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

口径：（2α8）／口縁部片
口縁端部外反する。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、

縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

にぶい黄榿

0YR7／4

角閃石・石英・チ

ート・白色粒
64

2
土師器 器高＝4．5・

径：126／完形

丸底。口縁部と体部との境に稜。口縁部内傾する。外面、口

部ナデ、体部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。

にぶい黄榿

0YR7／3

角閃石・石英・チ

ート・白色粒
2

3
土師器

口径：10．8／4／5
丸底。口縁部長めで、体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、

部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR7／6 チャート・黒色鉱

・赤褐色粒
21

4
土師器

口径：（119）／1／4
丸底。口縁部と体部との境に稜。口縁部外傾する。外面、口

部ナデ、体部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR7／8 チャート・黒色鉱

・赤褐色粒
一

5 臼　玉 径：12cm×12c凪・厚さ：0。46cm・孔径：0．28cm、重さ：α89g。石材：滑石。 一

6 臼　玉 径二〇．68cm×0．69cm・厚さ：0．37cm・孔径：0。16cm、重さ：0．19g。／土製品。色調：灰黄褐10YR5／2。 47

7 臼　玉 径：0。73cm×0。68cm・厚さ：0．41cm・孔径：0。15cm、重さ：0。21g。／土製品。色調＝褐灰10YR4／1。 55

8 土　玉 長さ：2．46cm・最大径：1．65cm×1．62cm・孔径：0．25c皿、残重：393g。／形状は土錘状。色調：黒褐10YR3／1。 12

9 土　玉 長さ：2．69cm・最大径：134cm×1．22cm・孔径：0．1◎cm、残重：2。87g。／形状は土錘状。色調：黒褐10YR3／1。 45

10 土　玉 長さ：2．85cm・最大径：151cm×126cm・孔径：0．22cm、重さ：3。40g。／形状は土錘状。色調：黒褐25Y3／1。 26

11 土　玉 長さ：3．39cm・最大径：1．62cm×1．41cm・孔径：0．20cm、残重：4。96g。／形状は土錘状。色調：黒褐10YR3／1。 25

12 土　玉 長さ：1．84cm・最大径：0．99cm×α98cm・孔径：0．18cm、重さ：1．57g。／形状は土錘状。色調＝黒褐25Y3／1。 32

13 土　玉 長さ：1。51cm・最大径：1．12cm×1．07cm・孔径：α19cm、重さ：1．80g。／形状は円筒状。色調：オリーブ黒5Y3／1。 42

14 土　玉 長さ：121cm・最大径：1，18cm×1．10c皿・孔径：0。29cm、重さ：1。67g。／側面に切れ込み7。色調：にぶい黄褐10YR4／3。 8
15 土　玉 長さ：1．14cm・最大径：1．19cm×1．13cm・孔径：α29cm、重さ：150g。／側面に切れ込み6。色調：褐灰7．5YR4／1。 10

16 土　玉 長さ：1つ7c皿・最大径：1．19cm×1，14cm・孔径：0・13cm、重さ：120g。／色調：黒10YR2／1。 1
17 土　玉 長さ：1n5cm・最大径：1．16cm×0，96cm・孔径：0．18cm、重さ：1．24g。／形状は短円筒状。色調：黒褐10YR3／1。 3
18 土　玉 長さ：1つ6c皿・最大径：1．16cm×α94c皿・孔径：0。15cm、重さ：0．97g。／色調：黒2．5Y2／1。 4
19 土　玉 長さ：101cm・最大径：0．98cm×0．94cm・孔径：α18cm、重さ：0．90g。／色調：オリーブ黒5Y3／1。 6
20 土　玉 長さ：ln9c皿・最大径：1ρ6cm×1』Oc皿・孔径：0．12cm、重さ：1．17g。／色調：オリーブ黒75Y3／1。 7
21 土　玉 長さ：130cm・最大径：1．14cm×1．12cm・孔径：α20cm、重さ：1。70g。／色調：オリーブ黒5Y3／1。 9
22 土　玉 長さ：α99cm・最大径：1．15cm×1．11cm・孔径：0．19cm、重さ：123g。／色調：オリーブ黒5Y3／1。 11

23 土　玉 長さ：α92cm・最大径：1．16cm×1ρ4cm・孔径：0．39cm、重さ：122g。／色調：黒褐10YR3／1。 23

24 土　玉 長さ：125cm・最大径：1．12cm×0。93cm・孔径：0．17cm、重さ：1．19g。／色調：黒褐10YR3／1。 24

25 土　玉 長さ：α96cm・最大径：1．12cm×1n7cm・孔径二〇．19cm、重さ：0．93g。／色調：黒褐10YR3／1。 27

26 土　玉 長さ：1．12cm・最大径：1．16cmxα95cm・孔径二〇。26cm、残重：0．87g。／色調：黒褐2。5Y3／1。 28

27 土　玉 長さ：1．12c皿・最大径：m3cm×α90c皿・孔径：0。46cm、残重：0．82g。／色調：黒褐a5Y3／1。 29

28 土　玉 長さ：1．21cm・最大径：1．13cm×1つ6cm・孔径：0．20cm、重さ：135g。／色調：黒10YR2／1。 30

29 土　玉 長さ：0．94cm・最大径：1．15cm×101cm・孔径：α11cm、重さ：1D3g。／色調：黒褐25Y3／1。 31

30 土　玉 長さ：1．15cm・最大径：130cm×1．16cm・孔径：0・19cm、重さ：1洛4g。／色調：黒褐25Y3／1。 33

31 土　玉 長さ：1ρ8cm・最大径：134cm×1，17cm・孔径：0．20c皿、重さ：1茄g。／色調：暗オリーブ褐25Y3／3。 34

32 土　玉 長さ：1。55cm・最大径：140cm×135cm・孔径：α19cm、重さ：284g。／色調：黒10YR2／1。 35

33 土　玉 長さ：124cm・最大径：129cm×0．92cm・孔径：0．17cm、残重：1．18g。／色調：黒10YR2／1。 36

34 土　玉 長さ：α89cm・最大径：m3cm×α99cm・孔径：0．33cm、重さ：α73g。／色調：黒褐10YR3／1。 37

35 土　玉 長さ：α92c皿・最大径：1。04cm×0。98cm・孔径：α36cm、重さ：0．96g。／色調：黒褐10YR3／1。 38

36 土　玉 長さ：1。22cm・最大径：120cm×1．18cm・孔径：0．21cm、重さ：174g。／色調：黒褐10YR3／1。 39

37 土　玉 長さ：1ρ8cm・最大径：132cm×1，17cm・孔径：0．14cm、重さ：159g。／色調：黒10YR2／1。 40

38 土　玉 長さ：α97cm・最大径：1。25c皿×1．23cm・孔径：0．34cm、重さ：1．39g。／色調：黒2．5Y2／1。 41

39 土　玉 長さ：1ρ5cm・最大径：1．16cm×1。03cm・孔径：0．31cm、重さ：123g。／色調ニオリーブ黒5Y3／1。 43

40 土　玉 長さ：0．91cm・最大径：1。36cm×1．04cm・孔径：0．27cm、重さ：1．09g。／色調：黒褐a5Y3／2。 44

41 土　玉 長さ：1．11cm・最大径：1．21cm×1．20cm・孔径：0。17cm、重さ：1．50g。／色調：黒褐25Y3／2。 46

42 土　玉 長さ：124cm・最大径：1ρ8cmx1。04cm・孔径：α21cm、重さ：1．17g。／色調：オリーブ黒5Y3／2。 48

43 土　玉 長さ：125cm・最大径：1n8cm×α86c皿・孔径：0。20cm、重さ：1n8g。／色調：オリニブ黒5Y3／1。 49

44 土　玉 長さ：α96cm・最大径：1n7c皿×α97c凪・孔径：0。18c皿、重さ：1。34g。／色調：黒7．5Y2／1。 50

45 土　玉 長さ：1．18cm・最大径：1．15cm×1つ7cm・孔径：0。22cm、重さ：1。07g。／色調：オリーブ黒5Y3／2。 51

46 土　玉 長さ：1．25cm・最大径＝1．10cm×α84cm・孔径：α23cm、重さ：0．90g。／色調：オリーブ黒7。5Y3／1。 52

47 土　玉 長さ：0．99cm・最大径：1ρ3cm×0．98cm・孔径：α17cm、重さ：0．93g。／色調：オリーブ黒5Y3／1。 53

48 土　玉 長さ：1，12cm・最大径：0・85cm×α83cm・孔径：α19cm、重さ：0・70g。／色調二黒褐25Y3／1。 54

49 土　玉 長さ：0β5cm・最大径：1．10cm×ln3cm・孔径：0．37cm、重さ：0．91g。／色調：黒a5Y2／1。 62

50 土　玉 長さ：1．13cm・最大径：1．10c皿×1．10cm・孔径：α15cm、重さ：1．57g。／色調：黒2．5Y2／1。 一

51 鉄鍍 残長：11．7cm・刃部幅：0．6cm・刃部厚：0．15c皿、残重：9．1g。／長頸片刃鎌。端刃造り。頸部は断面長方形。関は不明。 63

52 礫 長さ：159cm・幅：14．5cm・厚さ：5．6cm、重さ：乳060．6g。石材：頁岩。／用途不明だが各面平滑。 14
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H－9号住居跡（Fig．33、PL．16）

No， 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

口径：15．8／1／3
胴部中位に最大径18．6cm。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。

面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。胴部に焼成後穿孔。

にぶい赤褐

YR5／3

石英・白色粒・黒

鉱物

19・60

2
土師器

口径：16．0／上半部
外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部

ラナデ。外面、胴部上位（図矢印範囲）の器面荒れる。

にぶい黄榿

0YR6／3

石英・白色粒・黒

鉱物
12・16

3
土師器 器高：128・

径：128／ほぼ完形

丸底の小形甕。外面、口縁部ナデ、胴部縦位ヘラ削り、底部

デ。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。内面、黒色処理。

にぶい榿

。5YR6／4

角閃石安山岩粒・

英
45・52

4
土師器 器高：15．2・

径：（2α0）／1／4

口縁部と胴部の境に弱い段。孔径3．4c皿。外面、口縁部ナデ、

部・底部ヘラ削り。内面、ヘラナデ。

にぶい榿

．5YR6／4

角閃石安山岩粒・

砂粒・石英
9・10

5
土師器 器高：45・

径：13．6／2／3

丸底。口縁部長く、底部との境に稜。外面、口縁部ナデ、底

ヘラ削り。内面、ナデ。

にぶい赤褐

YR4／4

白色粒・黒色鉱
・赤褐色粒

20

6
土師器 器高：49・

径：12．7／ほぼ完形

丸底。口縁部長く外反し、底部との境に稜。外面、口縁部ナ

、底部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR6／6 チャート・黒色鉱

・赤褐色粒
18

7
土師器 器高：3．5・

径：128／3／4

丸底。口縁部と体部との境にわずかな稜。外面、口縁部ナデ、

部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR6／6 石英・白色粒・黒

鉱物
21・47

8
土師器 器高：a5・口径：（la3）・

径：％／2／3

口縁部・体部の境でわずかに屈曲。外面、口縁部・体部上半

デ、体部下半・底部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR6／6 角閃石・石英・白

粒
15・23

9
須恵器 器高：a4・口径：

1＆8）・底径：（132）／1／3
ロクロ成・整形。底部、ヘラ起こし後、高台貼り付け。

灰5Y5／1 チャート・黒色鉱

・白色粒

30・36・

8

10
須恵器 器高la8・口径：（1a8）・

径：74／1／2
ロクロ成・整形。底部、ヘラ起こし後、手持ちヘラ削り。

灰5Y6／1 チャート・黒色鉱

・白色粒
29

ll
須恵器

底径：（9．2）／底部片 ロクロ成・整形。底部、回転糸切り後、周縁部を回転ヘラ削り。
灰N5／

白色粒・黒色粒 一

H－10号住居跡（Fig。33、PL。16）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷
底径：（10．6）／底部片 外面、底部ヘラ削り。内面、底部に螺旋状の暗文。

にぶい榿

。5YR6／4

角閃石・石英・白

粒
一

2
須恵器

甕
／胴部片 外面、平行叩き。内面、無文の当て具痕。

灰5Y5／1 海綿骨針・チャー
一

3
須恵器

圷

器高：3．7・口径：

1L8）・底径：（74）／1／4
ロクロ成・整形。底部、回転糸切り無調整。

黄灰

．5Y6／1

角閃石・チャー
・白色

一

且一ll号住居跡（Fig．34、PL．16）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕
口径：（1＆0）／1／2

「コ」の字状口縁。胴部中位上側に最大径19．2cm。外面、口縁

ナデ、胴部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR6／8 角閃石・石英・チ

ート・白色粒
2・17他

2
土師器

甕
口径二（19。8）／1／6

「コ」の字状口縁。月同部最大径推定220cm。外面、口縁部ナデ、

部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿2．5YR6／8 角閃石・石英・チ

ート・白色粒
3・14他

3
灰粕陶器

瓶
／胴部上半

肩部丸みを持つ。外面、肩部付近を中心に灰粕（紬調：オリ

ブ灰10YR5／2）。

灰褐

5YR4／2
微砂粒・石英 13・19

4
須恵器

圷

器高：狙・口径二

ll8）・底径：眠1／2／3

ロクロ成・整形。体部、内湾気味に立ち上がる。底部、回転

切り無調整。／還元不完全。

灰白

Y7／1

角閃石・石英・白

粒
16・20

5鉄津長さ：9，2c皿・幅二7．2cm・厚さ：34cm、重さ：201．2g。

H－12号住居跡①（Fig．34、PL，17）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕

器高：28．1・口径：

2α8）・底径：34／1／3

「コ」の字状口縁。胴部中位上側に最大径22．4cm。外面、口縁

ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

明赤褐

．5YR5／6

チャート・白色
・黒色鉱物

3・17
力他

2
土師器

付甕

口径：11．9／脚台部

損

胴部中位付近に最大径13。8cm。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ

り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

にぶい赤褐

YR5／4，

チャート・白色
・黒色鉱物

9

3
土師器

圷

器高：3．5・口径：

2。6・底径：7，8／4／5

外面、口縁部ナデ、体部に指頭圧痕、底部ナデ・指頭圧痕。

面、ナデ。

明赤褐

YR5／6
微砂粒・黒色鉱物 13

4
土師器

圷

器高13．1・口径：

2．5・底径：70／4／5

外面、口縁部ナデ、体部に指頭圧痕、底部ヘラ削り後ナデ。

面、ナデ。

榿7．5YR6／6 石英・チャート・

色鉱物・白色粒
21

5
須恵器

椀
底径：7．8／下半部

ロクロ成・整形。底部、回転糸切り後、断面台形の高台貼り

け。／未還元（酸化）焔焼成。

榿7．5YR6／6 片岩・チャート・

色鉱物
16

6
須恵器

蓋
／摘み部 ロクロ成・整形。外反する環状摘み貼り付け。摘み部径3．8cm。

灰N5／ チャート・白色
・黒色鉱物

23
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H－12号住居跡②

No． 器種 計測値（c皿〉／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

7
須恵器

圷

器高二37・口径：

al・底径：54／4／5

ロクロ成・整形。底部、回転糸切り無調整。器形歪む。／未

元焔焼成。

にぶい黄榿

0YR6／4

片岩・角閃石・チ

ート
18・カ

8鉄鎌残長：17．1c皿・刃部幅：0．6cm・刃部厚：0．15cm、残重：12．7g。／錆のため不明瞭だが長頸片刃鎌と思われる。 6
9　刀　子　残長：6．9cm・刃部幅：0．7cm・刃部厚：0．2cm、残重：15．2g。／木芯残存。刀身が木製の鞘に納まった状態にある。　　7

10鉄釘残長：8．6cm・頂部幅：1．2cm、残重：11．8g。／断面は方形。 8

H：一13号住居跡（Fig。35、PL．17）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕

口径：（230）

上半部1／3

胴部中位上側に最大径推定23、2c皿。外面、口縁部ナデ、胴部

ラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

にぶい黄榿

0YR7／4

石英・白色粒・黒

鉱物
1・26

2
土師器

圷

器高：a4・口径：

120）・底径：70／2／3

外面、口縁部・体部ナデ、体部下側に指頭圧痕、底部ヘラ削　　　　　　　　　　　　　一

。内面、ナデ。外面底部の墨書「田」。

榿5YR6／8 微砂粒・石英・黒

鉱物
12

3
須恵器

蓋

器高：5。7・

径11α7／完形

体部・天井部丸みを持つ。環状摘み貼り付け。摘み部径4、4cm。

縁部、短く下方に折れる。天井部、回転ヘラ削り。

灰白

Y7／1

石英・白色粒・黒

粒
23

4　紡錘車　上面径：（5．Ocm）・下面径：（3．Ocm）・高さ：1．8cm・孔径：（0．8cm）、．残重：21．2g。石材：流紋岩。／1／2残存。 13

H－14号住居跡（Fig。35、PL．17）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕
口径：20．6／2／3

口縁部、「く」の字状。胴部最大径20．9cm。外面、口縁部なで、

部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

暗赤褐

．5YR5／6

角閃石・チャー
・白色粒

13・18・

他

2
土師器

甕
口径：9．8／1／4

小形甕。胴部最大径推定11．Ocm。外面、口縁部ナデ、胴部ヘ

削り。内面、ナデ。

にぶい赤褐

YR5／4

石英・白色粒・黒

鉱物
9・21

3
土師器

圷

器高：41・口径：

139）・底径：91／2／3

外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ削り。内面、ナデ、体

・底部に螺旋状の暗文。　　　　　　　　　，

にぶい黄褐

0YR5／3
角閃石・白色粒 11

4
須恵器

圷

器高：3．4・口径：12ρ・

径：74／ほぼ完形
ロクロ成・整形。底部、回転糸切り後、周縁部を回転ヘラ削り。

灰5Y5／1 粗砂粒・チャー
・黒色鉱物

2・5

5砥石長さ：7．1cm・幅：5．2cm・厚さ：3．3cm、重さ：178。6g。石材：流紋岩。／両広面と片側面を使用。他の面に鋸目。

H：一15号住居跡（Fig．35、PLl7）

No． 器種 計測値（c皿）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷
／底部片 外面、底部ヘラ削り。外面底部に墨書。

榿5YR6／6 角閃石・石英・チ

ート
｝

2
須恵器

圷

器高：40・口径：

1Z9）・底径：（＆8）／1／5
ロクロ成・整形。底部、回転糸切り無調整。

灰白

．5Y7／1

角閃石・石英・チ

ート
｝

H－16号住居跡（Fig．35、PL．17）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷

器高15．1・口径：

3．9／ほぼ完形

丸底。口縁部は外反。外面、口縁部ナデ、体部ヘラ削り後ナ

、底部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR6／6 石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
1

2号土坑（Fig36、PL18）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
須恵器

椀）
口径：14．5／底部欠損 ロクロ成・整形。高台が貼り付けられると思われるが不明。

灰5Y6／1 石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
1・2

3号土坑①（Fig．36、PLl8）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

椀

器高：5β・口径：

7。6・底径：10，5／4／5

口縁部に1条の沈線。外面、口縁部・体部ミガキあるが、不

明。内面、見込み部を除きミガキ。内面、黒色処理。

榿7．5YR7／6 石英・チャート・

褐色粒
1

2
土師器

圷

器高：3．2・

径1（15．2）／1／4

丸底。口縁部やや内湾。外面、口縁部ナデ、底部ヘラ削り。

面、ナデ。／内外面に黒色物付着。

明赤褐

YR5／6

石英・白色粒・黒

鉱物
一

3
土師器

圷

器高：3．0・

径：（1Z9）／1／4

丸底。口縁部やや内湾。外面、口縁部ナデ、底部ヘラ削り。

面、ナデ。／型造り。

にぶい褐

5YR5／4

チャート・白色
・黒色鉱物

一

4
須恵器

甕
／胴部片 外面、平行叩き。内面、同心円状当て具痕。

灰N5／ 石英・チャート・

色鉱物
一

5
須恵器

蓋
／口縁部欠損

ロクロ成・整形。環状摘み貼り付け。摘み部径4・6cm。天井部、

転ヘラ削り。

黄灰

．5Y6／1

石英・白色粒・黒

鉱物
一
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3号土坑②

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

6
須恵器

椀

器高：ag・口径：（170）・

径：（120）／1／5

ロクロ成・整形。底部、糸切り後に断面台形の高台貼り付け。

部（断面）色調は赤褐10YR5／3。

灰N4／
　　　　　　　』石・赤褐色粒 一

7
須恵器

圷

器高：a4・口径：（la8）・

径：82／3／4
ロクロ成・整形。底部、ヘラ起こし後、回転ヘラ削り。

灰5Y5／1

微砂粒・石英 『

8
須恵器

圷

器高：ao・口径：（la8レ

径：（＆2）／1／2
ロクロ成・整形。底部、回転糸切り無調整。

黄灰

．5Y6／1

石英・白色粒・黒

鉱物
一

1号溝　（Fig．36、PL．18）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
軟質陶器

鉢
口径：（271）／破片 口唇部、内側に突出する。内外面とも粗雑なナデ。

にぶい黄褐

0YR5／3

粗砂粒・チャー
・赤褐色粒

一

2 緑紬陶器 底径：62cm／底部片 内外面に緑粕。外底部にも施粕する。
淡黄

．5Y8／3
石英・黒色鉱物 一

3
須恵器

蓋
／破片

短頸壷の蓋と思われる。上側に凸帯が巡る。凸帯部の径は推

13．Ocm。天井部回転ヘラ削り。

灰白

．5Y7／1
黒色粒・白色粒 一

遺構外（Fig．37・38、PL．18・19）

No． 器種 計測値（cm）／残存 器形・文様等の特徴／備考 色　調 胎土／注記

1 深　　鉢 ／口縁部片 平行沈線・コンパス文。 にぶい黄 繊維・白色粒／X68Y168G

2 深　　鉢 ／胴部片 R　L縄文・コンパス文。 にぶい赤褐 繊維・石英／X74Y180G

3 深　　鉢 ／胴部片 不鮮明だが縄文が施文されている。 にぶい黄榿 繊維・角閃石／X76Y176G

4 深　　鉢 ／胴部片 半裁竹管状工具による平行沈線。地文はない。 にぶい赤褐 繊維・角閃石／X76Y182G

5 深　　鉢 ／口縁部片 撚りのしっかりしないRL縄文。 にぶい赤褐 片岩・チャート／一

6 深　　鉢 ／胴部片 撚りのしっかりしないRL縄文。 にぶい褐 片岩・チャート／X82Y188G

7 深　　鉢 ／胴部片 撚りのしっかりしないRL縄文。 にぶい赤褐 片岩・チャート／X74Y178G

8 深　　鉢 ／胴部片 横位集合沈線。 にぶい褐 片岩・石英／H14

9 深　　鉢 ／口縁部片 破片内無文。口唇部に棒状工具腹部による押圧。 にぶい褐 雲母・石英／Hl2

10 深　　鉢 ／胴部片 角押文。 にぶい赤褐 石英・チャート／一

11 深　　鉢 ／口縁部片 波状口縁か。深い平行沈線。 にぶい赤褐 石英・白色粒／X76Y180

12 深　　鉢 ／口縁部片 太い斜位沈線。噂 にぶい黄榿 石英・角閃石／W1

13 深　　鉢 ／口縁部付近片 隆線区画内に太めの沈線。 にぶい黄燈 角閃石・チャート／一

14 深　　鉢 ／口縁部片 隆帯下に単節縄文。 赤褐 石英・白色粒／H6

15 深　　鉢 ／口縁部片 口縁部に刺突文、その下に単節縄文。 にぶい黄 白色粒／X76Yl80G

16 深　　鉢 ／胴部片 縦位条線。 にぶい榿 石英・角閃石／X74Y176G

17 深　　鉢 口径18，9／底部欠損
口縁部に沈線巡る。単節縄文後、沈線でU字状区画し、区画

の縄文を磨り消す。
浅黄

角閃石・白色粒

X82Y181G

18 深　　鉢 ／胴部片 細縄文、横位沈線、縄文磨り消し。 にぶい榿 角閃石／X74Y180G

19 一 ／口縁部片 口縁部に沈線巡る。 にぶい榿 石英・白色粒／H1

20 深　　鉢 ／胴部片 破片内に横位沈線3条。 にぶい黄榿 石英・チャート／H6

21 土製円板 径4．8×4。4 L　R縄文。／加曽利E式土器再利用。 黄灰 角閃石／P178

22 磨　　石 長さ：76cm・幅：70cm・厚さ：3。8cm、重さ：3212g。石材：安山岩。 ／D6

23 打製石斧 長さ：13，0cm・幅：4，4cm・厚さ：2。4cm、重さ＝170．O　g　Q石材：頁岩。 ／一

24 打製石斧 長さ：123cm・幅：59cm・厚さ：2．4cm、重さ：164．7g。石材：頁岩。 ／X80Yl84G
25 打製石斧 長さ：9・5cm・幅：5・lc皿・厚さ：2・2cm・重さ：95・1g。石材：頁岩。 ／一

26 打製石斧 長さ：＆3cm・幅：a7cm・厚さ：1．4c皿、残重：326g。石材：頁岩。 ／一

27 打製石斧 長さ：10．2cm・幅：5。8cm・厚さ：2．6cm、重さ＝166．9g。石材：砂質頁岩。 ／H6

28 打製石斧 長さ：9。3cm・幅：5。9cm・厚さ：2．Ocm、残重：1003g。石材：頁岩。 ／H2

29 R　　F 長さ：4、4cm・幅：1α5cm・厚さ：1．4cm、重さ：577g。石材：砂岩。／調整のある剥片。 ／一

30 スクレイハ。一 長さ：8・1cm・幅：5．3cm・厚さ11．1cm・重さ：59．4言。石材：頁岩。 ／X74Y180G
31 スクレイバー 長さ：aOcm・幅：6．1cm・厚さ：15cm、重さ：44。8g。石材：頁岩。 ／一

32 スクレイハ。一 長さ：51cm・幅15．6cm・厚さ：0．8cm、重さ：26．2g。石材：頁岩。 ／一

33 石　　匙 長さ：2・6cm・幅：52cm・厚さ：α8cm、重さ：10・2g。石材：頁岩。 ／X74Yl90G
34 尖頭器 残長：36cm・幅：1・9c皿・厚さ：0・7cm、残重二4・43g。石材：頁岩。 ／H2

35 石　　鍬 残長：2．6cm・残幅：1。6cm・厚さ：α4cm、残重：1。48g。石材：頁岩。 ／一

36 石　　鍍 長さ：22cm・残幅：1．5cm・厚さ：α6cm、残重二1，14g。石材：黒曜石。 ／X78Y184G
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第2章　五代木福1遺跡

1　遺跡の概要

　検出された遺構は、住居跡55軒（縄文時代前期1軒、古墳時代後期31軒、奈良・平安時代23軒）、土坑23

基、溝22条、ピット220基、砂鉄ピット3基である。

　縄文時代前期の」一1号住居跡は埋没土と地山との判別が困難であったが、平面形態は長方形に近い形状

と想定される。埋設土器は周囲にわずかではあるが焼土の分布が確認されていることから、炉に使用された

可能性が高い。

　古墳時代後期の住居跡は、比較的規模の大きいものは掘り方後に10cm前後の貼り床を施すものが多い。カ

マドは概ね粘土もしくは粘質土で構築されていたが、H－21号住居跡のように袖部は地山を掘り残している

ものも確認されている。また、カマドを造り替えているものも散見され、その場合、付設位置は東→西もし

くは東→北の順になるようである。埋没土には白色軽石粒（角閃石安山岩）の含有が認められた。時期的に

は出土遺物から6世紀中葉～7世紀前半代と考えられる。

　奈良時代のH－48号住居跡からは土玉・臼玉のほか、銅鈴1点が出土している。

　中世では地下式坑4基（3号・6号・19号・20号土坑）を調査している。この内、19号土坑は出入り口部

からの天井部が残存していた。同土坑からは釜形土器（茶釜）や石臼、古銭などの遺物がみられた。また、

22号・23号土坑は土葬墓で北頭位の人骨と渡来銭が出土している。
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Fig．39　調査区位置図（前橋市現況図28）
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E　竪穴住居跡

　J－1号住居跡（遺構：Fig．42、PL22／遺物：Fig。96・97、PL40・41〉

位置：C区。X47Y267グリッド。検出状態：ピット調査時に縄文土器が出土したことからサブトレンチを設

定して遺構範囲を確認したが、埋没土と地山との判別が困難な状態であった。平面形態：長方形と想定され

る。規模：4．15m×3．40m。床面積113．6㎡。長軸方位：N－300－W。残存深度：43cm。床面の状態1多少

の起伏がみられた。壁周溝：検出されなかった。柱穴：3基のピットを確認している。南寄りのピットは深

さ45cmで、他の2基はいずれも15cm前後と浅い。炉跡：中央北寄りに埋設土器（11）があり、周囲に焼土及

び地山の被熱痕がわずかに確認されたことから土器使用の炉跡と判断した。遺構埋没状態：ローム質の土が

自然埋没していた。しまりが強く、先述したように地山との判別が困難であったが、埋没土には微量の炭化

粒や焼土の含有が認められるなどの差異が認められた。遺物出土状態：先述の埋設土器のほか、埋没土中か

ら比較的まとまった量の土器片・石器類が出土している。時期：縄文時代前期黒浜～諸磯a式期。

遺物：土器（片）547点、石器類283点（磨石1、磨製石斧1、打製石斧1、石鍬1、調整のある剥片4、剥

片95、小礫180）を確認している。土器は、胎土に繊維を含む黒浜（有尾）式313点、諸磯a式234点が出土

しているが、出土状態に顕著な差は認められなかった。小礫としたものはすべて被熱痕のある輝石安山岩で、

径3cm前後のものが多かった。掲載遺物、土器14点、石器類3点。

H－1号住居跡（遺構：Fig．43、PL23／遺物：Fig．98、PL42）

位置：B区。X45Y242グリッド。西側は調査区外。検出状態：小規模な竪穴住居跡と判断したが、調査範囲

においてカマドが検出されておらず、遺構の性格にはやや問題が残る。平面形態：長方形。規模11．70

m×一。床面積：不明。主軸方位：不明。残存深度：24cm。床面の状態：掘り方後、明褐色土（3層）を充

填して床面を構築している。やや凹凸や起伏がみられた。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検出されなか

った。カマド：検出されなかった。貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態：暗褐色基調の土が自然埋没

していた。遺物出土状態：出土遺物は少なく、疎らな分布状態であった。時期：古墳時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕片・圷3点以上を確認している。掲載遺物、1点。

H－2号住居跡（遺構：Fig43、PL23／遺物：Fig98、PL42）

位置：B区。X50Y245グリッド。検出状態：南側をH－5号住居跡に切られている。残存深度が浅いことも

あり、遺構の全容を明確にすることができなかった。平面形態：（長）方形基調と想定される。規模：3．40

m×一。床面積：不明。主軸方位：不明であるが、東側にカマド付設と想定した場合はN－93。一E。残存

深度二12cm。床面の状態：やや凹凸がある。壁周溝：北側において検出されている。柱穴：4基のピットを

確認している。pit－1・2は深さ30cm前後で主柱穴の可能性があり、H－4号住居跡内のpiし1がこれに対

応する可能性もあるが、明確に判断できなかった。カマド：検出されなかったが、H－5号住居跡のカマド

と判断した部分が本住居跡に帰属する可能性がある。貯蔵穴：検出されなかったが、10号土坑が本住居跡の

カマド脇の坑の可能性がある。遺構埋没状態；暗褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態：疎らな分布

状態であった。時期：8世紀末葉～9世紀前半。

遺物：土師器片、須恵器蓋2点・圷片、鉄製品2点（刀子1、不明1）を確認している。掲載遺物、2点。
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　H－3号住居跡（遺構：Fig．44、PL23／遺物：Fig．98、PL42）

位置：B区。X48Y245グリッド。検出状態：南側を中心に撹乱を受けていた。平面形態：横長長方形。規

模：3．75m×（4．05m）。床面積：推定14．4㎡。主軸方位：N－100。一E。残存深度：19cm。床面の状態：や

や凹凸・起伏がみられた。壁周溝二撹乱のため不明瞭な南側を除き全周する。柱穴1数基の小ピットがある

が、主柱穴は検出されなかった。カマド：東壁中央やや南寄りに位置。残存状態が悪く詳細不明。貯蔵穴：

カマド向かって右側に浅い坑がある。遺構埋没状態：暗褐色基調の土が埋没していた。遺物出土状態：疎ら

な分布状態であった。時期：出土遺物から10世紀前半と判断したが、遺構形態からは遺物時期よりも古相の

可能性がある。

遺物：土師器圷2点、須恵器椀1点以上、不明鉄製品2点、鉄津4点を確認している。掲載遺物、4点。

H－4号住居跡（遺構：Fig43、PL23／遺物：Fig．98、PL42）

位置：B区。X50Y246グリッド。検出状態：H－5号住居跡に切られている。残存深度が浅く不明な点が多

かった。平面形態：横長長方形。規模＝一×2．95m。床面積：不明。主軸方位：N－840－E。残存深度：5

cm。床面の状態：やや凹凸がみられた。壁周溝：検出されなかった。柱穴：南壁に位置するピットは本住居

跡よりも古いもので、また、pit－1はH－2号住居跡に帰属する可能性がある。カマド：東壁中央南寄りに

位置。残存状態が悪く詳細は不明である。貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態＝暗褐色土及び黒褐色

土が埋没していた。遺物出土状態：疎らな分布状態であった時期：9世紀後半。

遺物：土師器甕片・圷片、須恵器圷2点以上を確認している。掲載遺物、1点。

H－5号住居跡（遺構：Fig。43、PL23）

位置：B区。X50Y246グリッド。検出状態：H－2号・4号住居跡を切っている。残存深度が浅く不明な点

が多かった。平面形態：横長長方形と推定される。規模：1．80m×一。床面積：不明。主軸方位：N－goo－

E。残存深度：12cm。床面の状態：凹凸が著しい。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検出されなかった。

カマド：東壁中央南寄りに位置するようであるが、同部分はH－2号住居跡のカマド掘り方の可能性もある。

わずかに焼土の分布が確認されたが、残存状態が悪く詳細は不明である。貯蔵穴：検出されなかった。遺構

埋没状態：暗褐色土・黒褐色土が埋没していた。遺物出土状態：微量の小片が出土している程度であった。

時期：重複関係から9世紀後半以降と想定されるが、詳細は不明。

遺物：土師器甕小片・圷小片、須恵器杯小片を確認している。掲載遺物、0点。

H－6号住居跡（遺構：Fig45・46、PL。23／遺物：Fig．98、PL42）、

位置：C区。X38Y262グリッド。検出状態：東壁を中心に撹乱を受けていた。平面形態：方形。規模：5．20

m×5。40m。床面積：27．6㎡。主軸方位：N－710－E。残存深度：37cm。床面の状態：周辺部が深めの掘り

方後、ロームブロックを多量に含む暗褐色土（8層）を充填して床面を構築しており、全体的に多少の凹凸

がみられた。壁周溝：途切れる部分もあるが、各壁面沿いに検出されている。柱穴：数基の小ピットもある

が、pit－1～4を主柱穴と判断した。配置は不整である。主柱穴の規模は、pit－1が径40cm・深さ16cm、

pit－2が径50cm・深さ38cm、pit－3が径52cm・深さ47cm、pit－4が径55cm・深さ24cmである。カマド：東

壁中央部に位置。掘り方平面形は凸字状。左袖に土師器長胴甕（1）を、右袖には板状の礫を配置し、粘土

もしくは粘質土を主体に構築されていたものと想定される。焚き口幅は29cm前後。カマド左脇から器高42．6
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cmの土師器長胴甕（2）が出土しており、外面に粘土の付着が認められることから、カマド内に掛けられて

いたか、あるいは懸架材として使用されていたと考えられる。9層に灰の堆積が確認されている。貯蔵穴：

カマド向かって右側に近接。平面形態は長方形で、規模79cm×58cm・深さ93cm。遺構埋没状態1黒色土・暗

褐色土が自然埋没しているものと思われる。遺物出土状態：カマド構築材及びカマド周辺からの出土のみで、

そのほかはごく疎らに小片が出土している程度であった。時期：古墳時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕3点以上・高圷片・圷片を確認している。掲載遺物、3点。

H－7号住居跡（遺構：Fig。47、PL24／遺物：Fig。98、PL42）

位置：C区。X40Y264グリッド。検出状態：東側カマドから北側カマド・にかけての部分が撹乱を受けていた。

また、掘り方調査時に本住居跡より古い12号土坑を検出している。平面形態：方形。規模：6。20m×5。95m。

床面積：36．8㎡。主軸方位：N－680－E。残存深度：57cm。床面の状態：掘り方後、ロームブロック等を含

む暗褐色土（7層）を充填して床面を構築している。多少の凹凸がみられた。壁周溝：北側東半～東側～南

側にかけて検出されているが、甫側は残存状態が良好ではない。柱穴：主柱穴はpit－1～4の4基。規模

は、pit－1が径90cm・深さ58cm、pit－2が径79cm・深さ55cm、pit－3が径85cm・深さ52cm、pit－4が径74

cm・深さ48cmである。カマド：東側中央部と北側中央部に位置。両カマドとも撹乱のため詳細は不明である。

東側カマドの向かって右側に位置する貯蔵穴が掘り方調査時に検出されていることや、東側カマド部分に壁

周溝が巡ると推定されることなどから、カマドは東側から北側に造り替えられたものと考えられる。北側カ

マドの掘り方は凸字状。貯蔵穴：東カマド向かって右側の南東隅部（旧貯蔵穴）と北側カマド向かって右側

の北東隅部（新貯蔵穴）に位置。旧貯蔵穴は、平面形態長方形で、・規模83cm×49cm・深さ101cm。新貯蔵穴

は、平面形態楕円形で、規模102cm×80cm・深さ83cm。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状

態：散在的な出土状態であった。時期：古墳時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕片・椀片・圷5点以上、須恵器瓶片・圷小片、薦編石2点を確認している。掲載遺物、3点。

H－8号住居跡（遺構：Fig。44、PL24／遺物：Fig98、PL42〉

位置：C区。X45Y260グリッド。検出状態：西壁面を撹乱で壊されている。平面形態：横長長方形。規模：

3．20m×3．85m。床面積：12．0㎡。主軸方位：N－960－E。残存深度：36cm。床面の状態：多少の凹凸がみ

られた。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検出されなかった。カマド：東壁中央南寄りに位置。構築状態

は不明であるが、粘土もしくは粘質土で構築されていたものと思われる。煙道部は壁外に40cmほど突出。下

層（6層）に灰の堆積を確認している。貯蔵穴：カマド向かって右側の南東隅部に位置。平面形態は楕円形

で、規模49cm×32cm・深さ41cm。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：散在的な出土状態

であった。時期：9世紀後半。

遺物：土師器甕3点以上・台付甕脚台部片、須恵器甕片・椀1点・圷2点以上、薦編石3点を確認している。

須恵器圷（3）は内面黒色処理が施されている。掲載遺物、4点。

H－9号住居跡（遺構：Fig．48・49、PL24・25／遺物：Fig。99、PL43）

位置：C区。X49Y262グリッド。検出状態：北側一部に撹乱を受けるものの、良好な残存状態であった。平

面形態：方形。規模：7。50m×7。85m。今回の調査で最大規模の住居跡である。床面積：59ρ㎡。主軸方位：

N－23。一W。残存深度：43cm。床面の状態：周辺部が深めの掘り方後、ロームブロック等を含む暗褐色土
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（8層）を充填して床面を構築している。カマド周辺は扇状に若干高い状態にある。壁周溝：先述の扇状部

分を除き全周する。柱穴：主柱穴はpit－1～4の4基。規模は、pit－1が径58cm・深さ55cm、pit－2が径

60cm・深さ53cm、pit－3が径72cm・深さ50cm、pit－4が径68cm・深さ52cmである。また、カマド左脇に

pit－5・6があり、いずれも深く掘られているが、性格は不明である。カマド：北壁中央部に位置。粘土

もしくは粘質土で構築。焚き口幅は42cm前後。貯蔵穴：扇状部分の下側に位置するpit－8が貯蔵穴と思わ

れる。平面形態は楕円形で、規模130cm×90cm・深さ65cm。なお、掘り方調査時にカマド右袖付近からpit－

9を検出している。平面形態は楕円形で深い逆台形状に掘られている。規模は115cm×72cm・深さ110cm。4

層に粘土を充填しており、これはカマド構築もしくは修復に関連するものと考えられる。遺構埋没状態：自

然埋没と想定される。遺物出土状態：比較的南半部からの出土が多かった。南壁付近からは薦編石がややま

とまって出土している。時期：古墳時代後期（6世紀中葉～後半）。

遺物：土師器甕6点以上・甑1点・鉢1点以上・高圷2点以上・圷10点以上、手捏土器1点、須恵器甕片・

蓋片、薦編石14点を確認。土師器圷（8・9）と手捏土器（10）は内面黒色処理が施される。掲載遺物、19点。

H－10号住居跡（遺構：Fig。50、PL25／遺物：Fig99、PL44）

位置：C区。X48Y258グリッド。検出状態：良好。平面形態：縦長長方形。規模：3．95m×3．60m。床面

積：14．0㎡。主軸方位：N－60。一E。残存深度158cm。床面の状態：多少の起伏がみられた。壁周溝：南側

西端付近から北側にかけて検出されている。北側は一部途切れる。柱穴：検出されなかった。カマド：東壁

中央付近に位置。粘質土を主体に構築されている。焚き口幅は35cm前後。煙道部は水平方向に長く延び、壁

外95cmほどの地点で立ち上がる。8層上面に灰がラミナ状に堆積していた。貯蔵穴：カマド向かって右側に

位置。平面形態は楕円形で、規模73cm×58cm・深さ62cm。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出

土状態：散在的な出土状態であった。時期：古墳時代後期（7世紀前半）己

遺物：土師器甕3点以上・圷3点、礫1点、薦編石2点を確認している。掲載遺物、5点。

H－11号住居跡（遺構：Fig．46、PL25／遺物：FiglOO、PL44）

位置：C区。X47Y265グリッド。検出状態：北西隅付近に撹乱を受けていた。平面形態：縦長長方形。規

模：3．10m×2．80m。床面積：推定8．5㎡。主軸方位：N－1010－E。残存深度：25cm。床面の状態：やや中

央部が高い状態にある。壁周溝：北壁西半部で検出されている。柱穴：検出されなかった。カマド：東壁中

央やや甫寄りに位置。粘土及び粘質土で構築されている。3層に灰の厚い堆積がみられた。貯蔵穴：カマド

向かって右側に、平面形態円形、径25cm・深さ約20cmの小ピットがあるが、貯蔵穴とは想定しがたい。遺構

埋没状態：埋没土には径40㎜のロームブロックが認められることなどから人為埋没の可能性がある。遺物出

土状態：須恵器圷が5点以上出土しているものの、全体的に散在的な状態であった。時期：9世紀後半。

遺物：土師器甕片、須恵器椀1点・圷5点以上、砥石1点を確認している。須恵器圷（2）の外面体部には、

台形状の囲いと、その中に「上」の墨書がある。掲載遺物、4点。

H－12号住居跡（遺構：Fig．51、PL25／遺物：Fig．100、PL．44）

位置：C区。X45Y266グリッド。検出状態：西側に南北方向の撹乱溝がある。平面形態：横長長方形。規

模：3nO×4。25m。床面積：12。4㎡。主軸方位：N－ll2。一E。残存深度：42cm。床面の状態：多少の凹凸が

みられた。壁周溝：カマド周辺部分を除き全周する。柱穴：検出されなかった。カマド：東壁中央南寄りに
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位置。造り替えが行われたようであり、向かって左側に旧カマドの痕跡がみられる。煙道部は壁外に85cmほ

ど突出する。構築状態は明確ではないが、埋没土の状態から粘土及び粘質土で構築されていたものと想定さ

れる。5層に灰がやや多く認められた。カマド内の小ピットは支脚装着痕の可能性がある。貯蔵穴：カマド

向かって右側の南東隅部に平面形態楕円形の坑がある。規模は、52cm×46cm・深さ42cm。遺構埋没状態1自

然埋没と想定される。遺物出土状態：カマド右袖部付近から刀子2点が出土している。全体的には散在的な

出土状態であった。時期：9世紀後半。

遺物：土師器甕5点以上・台付甕片、須恵器椀3点以上・圷2点以上、鉄製品2点（刀子2）を確認してい

る。掲載遺物、4点。

H－13号住居跡（遺構：Fig．51、PL26／遺物：Figloo、PL。44）

位置：C区。X44Y268グリッド。検出状態：良好。平面形態：横長長方形。規模：2．75m×3．75m。床面

積：9．7㎡。主軸方位：N－940－E。残存深度：43cm。床面の状態：やや凹凸がみられた。壁周溝：西側か

ら東側北半部にかけて検出されている。柱穴：検出されなかった。カマド：東壁中央南寄りに位置。構築状

態は明確ではないが、埋没土の状態から粘土及び粘質土で構築されていたものと想定される。煙道部は壁外

に70cm前後突出する。6層に灰がやや多く認められた。貯蔵穴：カマド向かって右側の南東隅部に平面楕円

形の坑がある。規模は、与7cm×48cm・深さ52cm。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：床

面付近に散乱するような状態であった。時期：9世紀後半。

遺物：土師器甕1点以上・圷小破片、須恵器甕片・瓶片・圷4点以上・皿1点、鉄製品2点（刀子2）を確

認している。掲載遺物、7点。

H－14号住居跡（遺構：Fig52、PL26／遺物l　Fig。100、PL45）

位置：C区。X74Y267グリッド。検出状態：良好。平面形態：横長長方形。規模：3．35m×2．80m。床面

積：8．9㎡。主軸方位：N－92。一E。残存深度：33cm。床面の状態：概ね平坦な状態であった。壁周溝：南

側西半部～北側にかけて検出されている。柱穴：検出されなかった。カマド：東壁中央部やや南寄りに位置。

粘土を主体に構築されていた。カマドを覆う粘土（2層）上面に粘土のみられない径19cm前後の円形部分が

2か所あり、掛け口と判断した。また、カマド手前側には被熱により硬化した粘土塊（7層）が検出されて

いる。煙道部は壁外に80cmほど突出する。灰は11層中にわずかに確認された程度であった。貯蔵穴：カマド

向かって右側の南東隅部に平面楕円形の坑がある。規模は、55cm×44cm・深さ31cm。遺構埋没状態：自然埋

没と想定される。遺物出土状態：カマド及びその周辺から土師器甕（1）と須恵器圷（2）が出土しているほ

か、疎らな分布状態であった。時期：9世紀後半。

遺物：土師器甕3点以上、須恵器圷2点以上、薦編石1点を確認している。掲載遺物、2点。

H－15号住居跡（遺構：Fig53・54、PL26／遺物：Fig．100・lo1、PL45）

位置：C区。X48Y265グリッド。検出状態：H－32号住居跡と重複し、本住居跡が新しい。平面形態：方形。

規模：4。25m×4．20m。床面積：17。7㎡。主軸方位：N－66。一E。残存深度：57cm。床面の状態：掘り方後、

ロームブロック等を含む暗褐色土（10層）を充填して床面を構築している。全体的にほぼ平坦な状態であっ

た。また、部分的にではあるが焼土や炭化材の分布がみられ、火災を受けた可能性がある。壁周溝：カマド

部分と南東隅周辺を除いて検出されている。柱穴：主柱穴はpit－1～4の4基。規模は、pit－1が径57cm・
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深さ48cm、pit－2が径43cm・深さ47cm、pit－3が径45cm・深さ61cm、pit－4が径38cm・深さ61cmで、南側

の2基（pit－3・4）が深く掘られている。なお、pit－3の埋没土中から炭化材が検出されている。カマ

ド：東壁中央部付近に位置。掘り方平面形は凸字状。粘土及び粘質土で構築されていたものと想定される。

6層に灰の堆積が認められた。貯蔵穴：南東隅部に位置。平面形態は長方形に近く、断面は逆台形状。規模

は、60cm×41cm・深さ78cm。遺構埋没状態：焼失後、自然埋没したものと想定される。遺物出土状態：カマ

ド周辺から土師器甕2点（1・2）が出土している。南西隅部の床面には薦編石10点が集中していた。時期：

6世紀末葉～7世紀初頭。

遺物：土師器甕4点以上・圷約10点、薦編石ll点を確認している。掲載遺物、15点。

H－16号住居跡（遺構＝Fig。55、PL26／遺物：Fig．101、PL46〉

位置：C区。X52Y260グリッド。検出状態：良好。上面に試掘トレンチ。カマド煙道部と東壁面の一部に撹

乱を受ける。平面形態：方形。規模：4。05m×4．05m。床面積：16．0㎡。主軸方位：N－112Q－W。残存深

度：36cm。床面の状態：多少の凹凸はあるが、全体的にほぼ平坦。壁周溝：東側で一部途切れるが、カマド

部分を除きほぼ全周する。柱穴：東側に深さ7～14cmの浅い小ピットがある程度で柱穴は検出されなかった。

カマド：西壁中央南寄りに位置。右袖部に土師器甕を配し、粘土を主体に構築。焚き口幅は30cm前後。煙道

部は水平方向に長く延び、壁外145cmほどの位置で立ち上がる。2層に灰の堆積を確認している。貯蔵穴：

カマド向かって左側の南西隅部に位置。平面形態は楕円形で、規模73cm×61cm・深さ73cm。また、カマド向

かって右脇にも、平面形態不整円形（底面は長方形）、規模65cm×65cm・深さ29cmの坑がある。遺構埋没状

態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：小破片が多く、散在的な分布状態であった。時期＝古墳時代後

期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕2点以上・圷6点以上、鉄製品1点、薦編石5点を確認している。鉄製品は折れ曲がってい

るが鉄鎌の可能性がある。掲載遺物、7点。

H－17号住居跡（遺構：Fig56・57、PL26／遺物：Figlol、PL46）

位置：C区。X44Y270グリッド。検出状態：北東隅部に本住居跡よりも新しいH－20号住居跡が重複する

が、同住居跡の掘り込みが浅く本住居跡を壊すまでには至っていない。北東隅部には縄文時代と想定される

13号土坑が位置する。南側は広範に撹乱を受けている。また、東側にも撹乱溝がある。平面形態：方形。規

模：5．85m×6．00m。床面積：推定35．2㎡。主軸方位：N－670－E。残存深度：51cm。床面の状態＝撹乱を

受けていない部分は概ね平坦な状態であった。壁周溝：不鮮明な箇所もあるが、カマド部分を除き全周して

いたもの想定される。柱穴：主柱穴はpit－1～4の4基。規模は、pit－1が径58cm・深さ74cm、pit－2が

径68cm・深さ75cm、pit－3が径64cm・深さ71cm、pit－4が径46cm・深さ76cmである。カマド：東側から北

側へとカマドの造り替えが行われている。東側カマドは煙道部を残すのみで、水平方向に長く延び、壁外145

c皿程度の位置で立ち上がる。北側カマドは粘土及び粘質土を主体に構築されていた。焚き口幅は30cm前後。

煙道部は水平方向に長く延び、壁外140cmほどの位置で立ち上がる。2層にやや多量の灰が確認されている。

貯蔵穴：北側カマド向かって右側の北東隅部に位置。平面形態は長方形で、規模106cm×68cm・深さ91cm。底

面付近から炭化材と土師器圷（5）が出土している。また、南東隅部にも東側カマドに対応する貯蔵穴の痕

跡（Fig。56の破線部分）と思われる部分が認められたが、撹乱の影響もあり、明確に把握できなかった。遺

構埋没状態：残存部分から判断する限りでは自然埋没と想定される。遺物出土状態：北側カマド周辺からの
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出土が多かった。時期：古墳時代後期（6世紀中葉）。

遺物：土師器甕3点以上・鍋状の鉢2点・」不12点以上、須恵器甕片、薦編石1点、鉄製品1点（刀子1）を

確認している。土師器圷には内面黒色処理を施すものが4点（4・6・7・8）みられた。なお、H－20号住居跡

出土遺物とした石製装飾品は本住居跡に帰属する可能性がある。掲載遺物、12点。

H－18号住居跡（遺構：Fig．54、PL27）

位置：C区。X47Y273グリッド。南側は調査区外。検出状態：削平を受けており、かろうじて遺構の範囲を

把握できた程度の残存状態であった。平面形態：方形基調と想定されるが不明。規模：不明。床面積：不明。

主軸方位：推定N－71。一E。残存深度：11cm。床面の状態：床面の大半にまで削平が及んでいた。壁周

溝：検出されなかった。柱穴：調査範囲内において2基のピットが検出されている。規模は、pit－1が径

68cm・深さ32cm、pit－2が径75cm・深さ40cmである。カマドニ東壁に位置するが、残存状態が悪く詳細は

不明である。貯蔵穴：調査範囲において検出されなかった。遺構埋没状態：不明。遺物出土状態：土師器片

がわずかに出土している程度であった。時期：古墳時代後期と思われるが詳細不明。

遺物：土師器甕片・圷片を確認している。いずれも小破片である。掲載遺物、0点。

H－19号住居跡（遺構：Fig。58・59、PL27／遺物：Fig．101、PL46・47）

位置：C区。X55Y262グリッド。検出状態：北西部を7号溝に切られている。平面形態：方形。規模：6．30

m×6．05m。床面積：不明であるが38㎡前後と推定される。主軸方位：N－680－E。残存深度：25cm。床面

の状態：掘り方後、ロームブロック等を含む暗褐色土（3層）を充填して床面を構築。多少の起伏はみられ

るが概ね平坦な状態であった。壁周溝：北側及び東側の一部で確認できた程度。柱穴：主柱穴はpit－1～

4の4基。規模は、pit－1が径88cm・深さ62cm、pit－2が径53cm・深さ74cm、pit－3が径56cm・深さ64cm、

pit－4が径70cm・深さ67cmである。カマド：東側～西側、さらに北側へと造り替えが行われているものと

想定される。東側カマドは中央やや南寄りに位置し、掘り方平面形は凸字状。西側カマドは甫寄りに位置し、

わずかに壁外に突出する部分と、周辺に粘土や焼土を確認できた程度であった。北側カマドは中央東寄りに

位置。粘質土及び粘土で構築されていた。焚き口幅は40cm前後。灰の堆積は確認できなかった。貯蔵穴：北

側カマドの向かって右脇に位置。平面形態は楕円形で、規模62cm×55cm・深さ62cm。東側・西側カマドに対

応する貯蔵穴は確認できなかった。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：床面全体に散乱

するような状態であった。時期：古墳時代後期（6世紀後半〉。

遺物：土師器甕2点以上・椀2点・圷6点以上、薦編石10点を確認している。掲載遺物、12点。

H－20号住居跡（遺構：Fig．59、PL27／遺物：Fig．lol、PL47〉

位置：C区。X45Y269グリッド。検出状態：H－17号住居跡の北東隅部に一部重複し、重複部分には厚くロ

ームを貼っている（PL27〉。3条の概乱溝のため不明な点が多い。平面形態：横長長方形。規模：一×3．85

m。床面積：不明。主軸方位：N－93。一E。残存深度：37cm。床面の状態：先述したようにH－17号住居

跡との重複部分に貼り床を施す。残存部分においては概ね平坦な状態であった。壁周溝：検出されなかった。

柱穴：小ピット数基があるが、いずれも浅く柱穴とは想定しがたい。カマド：東側甫寄りに浅い凹みがあり、

焼土が確認されたことから、カマドの痕跡と判断した。詳細は不明である。貯蔵穴：南東隅付近に深さ34cm

の坑があるが、掩乱溝によって壊されている。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：少量
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の遺物が散在するような状態であった。時期：9世紀後半。

遺物：土師器甕2点、須恵器甕片・圷片、灰紬陶器片、台石1点、石製装飾品1点を確認している。石製装

飾品（3）はH－17号住居跡に帰属する可能性が高い。掲載遺物、3点。

H－21号住居跡（遺構：Fig．60、PL27／遺物二Fig．102、PL47）

位置：C区。X49Y268グリッド。検出状態：良好。平面形態：方形。規模：3．00m×3．00m。床面積：9．1㎡。

主軸方位：N－58。一E。残存深度：56cm。床面の状態：ほぼ平坦。壁周溝：西半部において検出されてい

る。柱穴：南壁際に3基のピットがあり、pit－1は貯蔵穴と判断した。pit－2は径57cm・深さ16cm、pit－3

は径21cm・深さ13cmで、出入りロピットの可能性はあるが、柱穴とは想定しがたい。カマド：東壁中央部南

寄りに位置。袖部は地山のロームを掘り残して構築されており、両袖部の内外とも直線的でほぼ垂直に立ち

上がる状態にある。天井部は、埋没土の状態から粘土及び粘質土で構築されていたものと想定される。焚き

口幅は35cm前後。煙道部は水平方向に長く延び、壁外120cmほどの位置でほぼ垂直に立ち上がっている。3層

に灰の堆積を確認している。燃焼部中央に浅い凹みがあり、支脚が装着されていた可能性がある。貯蔵穴：

先述したようにカマド向かって右側のpit－1を貯蔵穴と判断した。平面形態は不整円形で、規模45cm×41

cm・深さ39cm。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：西壁際中央部から土師器圷（7〉が

出土しているほかは、カマド内及びカマド周辺からの出土が多かった。時期：古墳時代後期（6世紀後半〉。

遺物：土師器甕4点・高圷3点・杯2点以上を確認している。高圷（4・5）は杯底部が非常に厚く造られて

いる。また、土師器杯（7〉も他の遺構出土遺物と比較して厚手である。掲載遺物、7点。

H－22号住居跡（遺構：Fig．61・62、PL28／遺物：Fig。102、PL48）

位置：C区。X50Y271グリッド。検出状態：甫東隅部を7号溝に切られているが、全体的には良好な残存状

態であった。平面形態：方形。規模：5．20m×5．40m。床面積：不明であるが27㎡前後と推定される。主軸

方位：N－67Q－E。残存深度：57cm。床面の状態：やや凹凸がみられた。壁周溝：カマド部分を除き全周

する。柱穴：主柱穴はpit－1～4の4基。規模は、pit－1が径54cm・深さ56cm、pit－2が径54cm・深さ65

cm、pit－3が径40cm・深さ54cm、pit－4が径60cm・深さ55cm。カマド：東壁中央部付近に位置。粘質土及

び粘土で構築されていたものと想定される。焚き口幅は40cm前後。煙道部は壁外に60cmほど突出する。灰の

堆積は確認されなかった。貯蔵穴：カマド向かって右側の甫東隅部に位置。平面形態は長方形で、残存規模

85cm×60cm・床面からの深さ60cm。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：薦編石が多量に

散乱するような状態で出土している。出土層位は大半が2層上面である。時期：古墳時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕5点以上・高圷1点・圷10点以上、須恵器甕片・高杯脚部片・圷片、薦編石21点を確認して

いる。須恵器高圷（8）は小片であるが長方形透かし三方と推定される。掲載遺物、27点。

H－23号住居跡（遺構：Fig62、PL28／遺物：Fig．lo2、PL49）

位置：C区。X52Y273グリッド。検出状態：北西部が7号溝に切られるほか、遺構の大半を概乱・削平され

ており、カマドと北側床面の一部がかろうじて残存していた。平面形態：方形基調と思われるが不明。規

模：不明。床面積：不明。主軸方位：推定N－700－E。残存深度：18cm。床面の状態：不明。壁周溝：検

出されなかった。柱穴：不明。カマド：東壁に位置。粘土及び粘質土で構築。掘り方平面形は凸字状。灰の

堆積は確認されなかった。貯蔵穴：不明。遺構埋没状態：不明。遺物出土状態：残存部分から土師器片等が
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わずかに出土している。時期：古墳時代後期と想定されるが詳細は不明。

遺物：土師器甕片・杯片、臼玉1点を確認している。掲載遺物、1点。

H－24号住居跡（遺構：Fig．63・64、PL28／遺物：Fig。103、PL．49）

位置：C区。X55Y273グリッド。検出状態：遺構内に南北方向の挽乱溝13本。この撹乱溝は本住居跡部分の

みに掘削されている。平面形態：やや縦長の方形。規模：6．15m×5。70m。床面積：340㎡。主軸方位：N－

770－E。残存深度：42cm。床面の状態：掩乱溝が一部床面にまで達していたが、全体的にほぼ平坦で硬く

しまっていた。部分的に貼り床（7層）を施している。壁周溝：北西隅付近及び南側の一部で確認された程

度であった。柱穴：主柱穴はpit－1～4の4基。規模は、pit－1が径43cm・深さ54cm、pit－2が径33cm・

深さ40cm、pit－3が径35cm・深さ50cm、pit－4が径35cm・深さ55cmである。カマド：東壁中央南寄りに位

置。両袖部に石を配し、粘土及び粘質土で構築。両袖石はやや北側に倒れかかっている。カマド手前に長さ

47cmの石（被熱のある輝石安山岩）が検出されており（PL，28）、懸架材と考えられる。焚き口幅は35cm前後。

灰の堆積は確認されなかった。貯蔵穴：カマド向かって右脇の南東隅部に位置。平面形態は不整円形で、規

模100cm×90cm・深さ93cm。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：カマド及びカマド周辺

からの出土が多かった。時期：古墳時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕7点以上・甑1点・高杯片・杯15点以上、須恵器小形短頸壷1点、鉄製品3点（釘1、不明2）、

砥石1点を確認している。掲載遺物、13点。

H－25号住居跡（遺構：Fig．65、PL．28／遺物：Fig。lo3・104、PL50）

位置：C区。X57Y270グリッド。検出状態：南側は撹乱を受けている。また、上面は8号溝に切られている。

平面形態：方形。規模：5．85m×5．50m。床面積：推定31．5nf。主軸方位：N－65。一E。残存深度：37cm。

床面の状態：南側は貼り床（3層）を施している。壁周溝：カマド部分を除き全周するものと想定される。

柱穴：主柱穴はpit－1～4の4基。規模は、pit－1が径42cm・深さ75cm、pit－2が径60cm・深さ62cm、

pit－3が径40cm・深さ70cm、pit－4が径58cm・深さ73cmである。pit－5は深さ6cmの浅い凹みである。カ

マド：東壁中央部に位置。掘り方平面形は凸字状。粘土・粘質土及びローム土で構築。3層は天井部崩落と

思われる焼土層である。灰の堆積は確認されなかった。貯蔵穴：カマド向かって右側の南東隅部に位置。平

面形態は長方形で、規模82cm×45cm・深さ63cm。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：東

半部からの出土が多かった。北東隅部には薦編石が集中していた。時期：古墳時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕7点以上・圷5点以上、台石1点、薦編石13点を確認している。掲載遺物、18点。

H－26号住居跡（遺構：Fig。64、PL28／遺物：Fig．104、PL51）

位置＝C区。X56Y268グリッド。検出状態：甫側大半を6号溝に切られている。平面形態：長方形基調と想

定されるが不明。規模：3．10m×一。床面積：不明。主軸方位：東側にカマド付設と想定した場合N－85。一

E前後。残存深度：24cm。床面の状態：やや凹凸がみられた。壁周溝：北側に深さ12cmの溝状の掘り込みが

あるが、壁周溝は検出されなかった。柱穴：検出されなかった。カマド：東壁に付設されていたものと推定

されるが不明。貯蔵穴：不明。遺構埋没状態：下層にローム粒をやや多く含む明褐色土（3層）が堆積する。

遺物出土状態：検出範囲中央部から土師器甕片（1）・圷片（2）が出土している。時期：9世紀後半。

遺物：土師器甕1点・圷1点、須恵器甕片を確認している。土師器圷（2）はいわゆる模倣圷であるが、土
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師器甕（1）は「コ」の字状口縁であり、圷は紛れ込みと判断した。掲載遺物、2点。

H－27号住居跡（遺構：Fig。66、PL29／遺物：Fig。104・lo5、PL51）

位置：C区。X57Y264グリッド。検出状態：北壁の一部及び北西隅部に撹乱を受ける。平面形態：方形。規

模：4．40m×4．65m。床面積：20．2㎡。主軸方位：：N－70。一E。残存深度：26cm。床面の状態：多少の起伏

がみられたが、全体的にほぼ平坦。壁周溝：北側・南側及び東側の北半部において検出されている。柱穴：

検出されなかった。カマド：東側から西側へと造り替えが行われている。東側カマドは中央やや南寄りに位

置し、煙道部は壁外に50cmほど突出。西側カマドは中央南寄りに位置。粘土を主体に構築されており、カマ

ド周辺にも粘土の分布が認められた。焚き口幅は30cm前後。煙道部は水平方向に延び、壁外35cmほどの位置

で立ち上がるがやや北側に屈曲する状態にある。灰の堆積は確認されなかった。貯蔵穴：各カマドに対応す

るように新旧2基検出されている。旧貯蔵穴は、東側カマドの向かって右側の南東隅部に位置。平面形態は

長方形で、規模75cm×64cm・深さ100cm。新貯蔵穴は、西側カマドの向かって左側の南西隅部に位置。平面形

態は円形で、径45cm・深さ71cm。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：床面付近で潰れて

いるような状態で出土している。時期二古墳時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕6点以上・甑1点・鉢1点・杯4点以上、薦編石2点を確認している。掲載遺物、9点。

H－28号住居跡（遺構：Fig．67、PL29／遺物：Fig。lo5、PL52）

位置：C区。X48Y268グリッド。検出状態：良好。平面形態：横長長方形。規模：1．80m×2．70m。床面

積：4。7㎡。主軸方位：N－1150－E。残存深度：40cm。床面の状態：多少の起伏はあるが、全体的にほぼ平

坦である。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検出されなかった。カマド：東壁南寄りに位置。埋没土の状

態から粘土及び粘質土で構築されていたものと想定される。煙道部は壁外に60cmほど突出する。3層に灰の

堆積が確認されている。貯蔵穴：カマド向かって右脇に浅い坑がある。平面形態は円形で、径43cm・深さ19

cm。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：カマド内と貯蔵穴から出土している程度であっ

た。時期：9世紀後半。1

遺物：土師器甕3点以上、須恵器甕片・椀4点以上、土錘1点、礫1点を確認している。礫（4）は上面が

平滑で、わずかにではあるが擦痕が認められることから砥石の可能性がある。掲載遺物、4点。

H－29号住居跡（遺構：Fig。68、PL29／遺物：Fig．lo5・lo6、PL52・53）

位置：C区。X60Y269グリッド。検出状態：南側を8号溝に切られる。また、カマド煙道部は撹乱を受けて

いた。平面形態：方形。規模：4。15m×4。15m。床面積：不明であるが17㎡前後と推定される。主軸方位：

N－50。一E。残存深度：27cm。床面の状態：ほぼ平坦。壁周溝：カマド向かって左脇から南西側にかけて

検出されている。柱穴：検出されなかった。カマド：北東壁中央付近に位置。左袖部は残存していなかった。

また、先述したように煙道部は撹乱を受けていた。右袖部は土師器長胴甕（4）を配し、粘土を主体に構築

されていた。灰の堆積は確認されなかった。貯蔵穴：カマド向かって右側の東隅部に位置。平面形態は長方

形で、規模66cm×50cm・深さ68cm。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：中央北寄りの床

上10cmの位置から耳環（8）が、同じく南西寄りの床面から石製紡錘車（9）が出土している。土師器長胴甕

（1～3）は中央北西寄りの床面に破砕された状態にあった。時期：古墳時代後期（6世紀末葉～7世紀初頭）。

遺物：土師器甕6点以上・甑2点・圷片、耳環1点・石製紡錘車1点を確認している。掲載遺物、9点。
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H－30号住居跡（遺構：Fig．69、PL29／遺物：Fig．106、PL53）

位置：C区。X51Y265グリッド。検出状態：良好。平面形態：方形。規模：4。95m×4。70m。床面積：22．9㎡。

主軸方位：N－70。一E。残存深度：45cm。床面の状態：ほぼ平坦。顕著な硬化面は認められなかったが、

全体的によくしまっていた。壁周溝：東壁の南側及びカマド部分を除き全周する。柱穴：主柱穴はpit－1

～4の4基。規模は、pit－1が径43cm・深さ70cm、pit－2が径48cm・深さ90cm、pit－3が径60cm・深さ77

cm、pit－4が径52cm・深さ72c血である。カマド：東壁中央やや甫寄りに位置。焚き口幅は40cm弱。煙道部

は壁外に35cmほど突出。粘質土を主体に構築されていた。4層に灰の堆積が確認されている。貯蔵穴：カマ

ド向かって右脇の南東隅部に位置。平面形態は円形で、径45cm・深さ75cm。遺構埋没状態：自然埋没と想定

される。遺物出土状態：床面に薦編石13点が散乱するような状態で出土している。土師器の甕・杯等も敵在

的な出土状態であった。時期：古墳時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕4点以上・鉢1点・高圷片・」不6点以上、須恵器高圷片、薦編石13点を確認している。須恵

器高圷（7）は脚部小片であるが、長方形透かし三方と推定される。掲載遺物、20点。

H－31号住居跡（遺構：Fig。70、PL29／遺物：Fig。107、PL54）

位置：C区。X55Y264グリッド。検出状態：上面は広範に撹乱を受けていた。また、カマド煙道部・右袖部

にも細い撹乱溝がある。平面形態：方形。規模：4．65m×4．70m。床面積：21．7㎡。主軸方位：N－71。一E。

残存深度：31cm。床面の状態：床面上に炭化材もしくは焼土が広範囲に分布しており（PL．29）、焼失住居跡

と想定される。床面は部分的にロームブ白ック等を含む暗褐色土で貼り床を施していた。全体的にやや凹凸

がみられた。壁周溝：南側西半部から北側にかけて検出されているが、西側中央部付近は途切れていた。柱

穴：主柱穴はpit－1～4の4基。規模は、pit－1が径46cm・深さ49cm、pit－2が径44cm・深さ60cm、pit－

3が径51cm・深さ70cm、pit－4が径34cm・深さ70cmである。カマド：東壁中央部付近に位置。粘土及び粘

質土を主体に構築されていたものと想定される。煙道部は水平方向に長く延び、壁外140cmほどの位置で立

ち上がる。3層に灰の堆積が確認されている。貯蔵穴：カマド向かって右側の南東隅部に位置。平面形態は

楕円形で、規模は60cm×53cm・深さ75cm。遺構埋没状態：火災後、人為的に埋没された可能性がある。遺物

出土状態：縁辺部に薦編石が散在するほか、全体的に疎らな分布状態であった。時期：古墳時代後期（6世

紀後半）。

遺物：土師器甕片・高圷1点・圷2点以上、須恵器甕片、砥石1点、薦編石8点、鉄津1点を確認している。

掲載遺物、ll点。

H－32号住居跡（遺構：Fig．53・54、PL30／遺物：Fig．107、PL54）

位置：C区。X48Y265グリッド。検出状態：H－15号住居跡に北半部を切られている。平面形態：縦長長方

形と推定される。規模：4．55m×一。床面積：不明。主軸方位：N－650－E。残存深度：44cm。床面の状

態：残存部分は概ね平坦な状態であった。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検出されなかった。カマド：

東壁中央やや南寄りに位置。左袖部は明確に確認できなかった。粘土及び粘質土で構築。掘り方平面形は凸

字状。5層に灰の堆積を確認している。貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態：残存部分からは自然埋

没と想定される。遺物出土状態：カマド手前付近から少量の遺物が出土している程度であった。時期：古墳

時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕片・圷2点以上、鉄製品1点を確認している。掲載遺物、2点。
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H－33号住居跡（遺構：Fig．67、PL30／遺物：Fig。107、PL54）

位置：C区。X50Y264グリッド。検出状態：南西部は撹乱を受けている。「住居跡」としたがカマドは付設さ

れていなかったものと思われ、遺構の性格については間題が残る。平面形態：長方形。北西部に床面より約

30cm高い張り出し状の施設がある。規模：3．45m×1，95m（張り出し部を含めると2．65m）。床面積：長方形

部分は推定6．1㎡。長軸方位：N－52。一E。残存深度：40cm。床面の状態：掘り方後、ロームブロック等を

含む暗褐色土（9層）を充填して床面を構築したと思われる。長方形部分の北側に床面より15cmほど高いテ

ラス状部分がある。壁周溝：南側から東側にかけて検出されている。柱穴＝小ピット1基があるが柱穴は検

出されなかった。カマド：検出されなかった。貯蔵穴：貯蔵穴とは想定しがたいが、南西寄りに平面形態長

方形の坑がある。規模は91cm×53cm・深さ23cm。遺構埋没状態：自然埋没と思われるが、2層下位には炭化

材がラミナ状に堆積していた。遺物出土状態：特に遺物が集中する箇所はみられず、散在的な出土状態であ

った。時期：古墳時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕2点以上・高圷5点・圷7点以上を確認している。掲載遺物、4点。

H－34号住居跡（遺構：Fig71、PL30／遺物二Fig．107、PL54）

位置：D区。X55Y264グリッド。検出状態：良好。平面形態：縦長長方形。規模：3．75m×3．15m。床面

積：ll．3㎡。主軸方位：N－43。一E。残存深度：19cm。床面の状態：やや凹凸がみられた。壁周溝：カマド

部分及びカマド向かって左側～北隅部を除いて検出されている。柱穴：検出されなかった。カマド：北東壁

中央やや南東寄りに位置。粘土及び粘質土を主体に構築。焚き口幅は30cm前後。煙道部は壁外水平方向に長

く延びていた可能性が高いが、削平のため明確に確認できなかった。4層に少量の灰を確認している。貯蔵

穴：カマド向かって右側の南東隅部に位置。平面形態は楕円形で、規模48cm×45cm・深さ80cm。遺構埋没状

態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：カマド内から土師器甕（1）が出土している。そのほか、カマ

ド周辺から少量の遺物が出土している程度であった。時期：古墳時代後期。

遺物：土師器甕2点以上・圷小片を確認している。土師器圷はいわゆる模倣圷である。掲載遺物、1点。

H－35号住居跡（遺構：Fig．71、PL30）

位置：D区。X40Y274グリッド。検出状態：西側を17号溝に切られている。小規模であることやカマドが付

設されていないことから竪穴住居跡ではない可能性がある。平面形態：西辺の長い台形。東隅部は95cmほど

突出する。規模：2．00m×1．75m。床面積：推定3．0㎡。長軸方位：：N－390－E。残存深度：26cm。床面の状

態：やや凹凸がある。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検出されなかった。カマド：検出されなかった。

貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態：焼土や炭化粒を含む黒褐色土が埋没していた。遺物出土状態：

出土遺物はごくわずかであった。時期：古墳時代後期。

遺物：土師器甕片・圷片、須恵器甕片、薦編石1点を確認している。土師器圷はいわゆる模倣圷である。い

ずれも小破片であるため図化しなかった。掲載遺物、0点。

H－36号住居跡（遺構l　Fig．72、PL30／遺物：Fig。lo7、PL54）

位置：D区。X48Y277グリッド。北東側は調査区外。検出状態：3号砂鉄ピットに南側を一部切られる。ま

た、北西隅から南東隅にかけて試掘時のトレンチがある。平面形態：方形。規模：5．00m×5．05m。床面

積：不明であるが25㎡前後と推定される。主軸方位：N－72。一E。残存深度：30cm。床面の状態：顕著な硬
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化面は認められないが、全体的に平坦でよくしまっていた。壁周溝：部分的に浅い溝がみられたが、明確に

把握できなかった。柱穴：調査範囲において2基のピットが検出されている。規模は、pit－1が径28cm・

深さ40cm、pit－2が径40cm・深さ47cmである。カマド：東側から西側へと造り替えが行われている。東側

カマドは中央甫寄りに位置するが、わずかに壁外に20cmほど突出する煙道部が残存する程度であった。西側

カマドは中央南寄りに位置。ローム土・粘質土及び粘土で構築されていたものと想定される。焚き口幅は40

cm前後。煙道部は壁外に15cmほど突出。灰の堆積は確認されなかった。貯蔵穴：各カマドに対応するように

新旧2基検出されている。旧貯蔵穴は、東側カマドの向かって右側の南東隅部に位置。平面形態は楕円形で、

規模83cm×70cm・深さ63cm。新貯蔵穴は、西側カマドの向かって左側の南西隅部に位置。平面形態は不整円

形で、規模81cm×76cm・深さ70cm。底面付近から角柱状の粘土塊が出土している。、遺構埋没状態：自然埋没

と想定される。遺物出土状態：甫側中央部の壁面付近から手捏土器（3〉が出土している。比較的、西側カ

マド向かって左側手前からの出土が多かった。時期：古墳時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕片・椀2点以上・杯6点以上、須恵器小片、土製品1点、不明鉄製品1点を確認している。

土製品（5）は円板状の破片であるが、性格については不明である。掲載遺物、6点。

H－37号住居跡（遺構：Fig。73、PL31／遺物：Fig。107、PL54）

位置：D区。X50Y279グリッド。検出状態：西側の一部とpit－4の北側に撹乱を受ける。平面形態：方形。

規模：5．60m×5．50m。床面積：29．9㎡。主軸方位：N－94。一E。残存深度：29cm。床面の状態：多少の凹

凸はあるが、全体的に平坦で硬くしまっていた。壁周溝：西側中央部及び北側で確認できない部分があった。

柱穴：主柱穴はpit－1～4の4基Q規模は、pit－1が径54cm・深さ69cm、pit－2が径52cm・深さ65cm、

pit－3が径55cm・深さ77cm、pit－4が径69cm・深さ72cmである。カマド：東壁中央南寄りに位置。壁外に

30cmほど突出する煙道部が残存するのみで、既に壊されていたようである。貯蔵穴＝カマド向かって右側の

南東隅部に位置。平面形態は楕円形で、規模87cm×80cm・深さ91cm。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。

遺物出土状態：出土遺物は少なく、床面付近から土師器片・鉄製品1点・薦編石4点が出土している程度で

あった。時期：古墳時代後期（6世紀中葉）。

遺物：土師器甕片・圷8点以上、須恵器甕片・圷片、薦編石4点、不明鉄製品1点を確認している。須恵器

圷（2）は小片であるが、口縁端部が面をなしている。掲載遺物、7点。

H－38号住居跡（遺構：Fig。74、PL．31）

位置：D区。X52Y279グリッド。検出状態：良好。南西部に本住居跡より古い15号土坑が重複する。同土坑

は時期を示す出土遺物はないが、埋没土に白色軽石粒（FA）が認められることから古墳時代後期と想定さ

れる。平面形態：縦長長方形。規模：4．15m×2。90m。床面積：11．2㎡。主軸方位：N－85。一E。残存深

度：35cm。床面の状態：ローム面を床面とするが、15号土坑上面はロームを多量含む明黄褐色土（4層）で

貼り床を施している。壁周溝：検出されなかった。柱穴：5基のピットが検出されているが、主柱穴とは断

定できない。規模は、pit－1が径60cm・深さ18cm、pit－2が径48cm・深さ34cm、pit－3が径33cm・深さ23

cm、pit－4が径33cm・深さ33cm、pit－5が長軸58cm・深さ15cmである。カマド：東壁中央部やや甫寄りに

位置。袖部は地山のロームを掘り残して構築されている。焚き口幅は50cm前後。灰の堆積は確認されなかった。

貯蔵穴1カマド向かって右側の南東隅部に位置。平面形態は楕円形で、規模86cm×52cm・深さ80cm。遺構埋

没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：カマド埋没土上層から土師器甕片が出土しているのみで、出
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土遺物は皆無に近い状態であった。時期：古墳時代後期と思われるが、出土遺物が少なく明確な時期は不明。

遺物：土師器甕片1点のみである。掲載遺物、0点。

H－39号住居跡（遺構：Fig．75、PL31／遺物：Fig107、PL55）

位置：D区。X48Y281グリッド。検出状態：残存深度浅く、部分的に削平・撹乱を受けている。平面形態：

方形。規模：6．00m×6．10m。床面積：36。2㎡。主軸方位：N－800－E。残存深度：17cm。床面の状態：や

や凹凸があるが、全体的に硬くしまっていた。壁周溝：北側で一部途切れるが、カマド部分を除きほぼ全周

する。柱穴：主柱穴はpit－1～4の4基。規模は、pit－1が径69cm・深さ53cm、pit－2が径68cm・深さ74

cm、pit－3が径75cm・深さ77cm、pit－4が径76cm・深さ80cm。カマド：東壁の南寄りに位置。左袖部はロ

ーム土及び粘質土で構築されていたが、右袖部は地山のロームを掘り残していた。焚き口幅は40cm前後。灰

の堆積は確認されなかった。貯蔵穴：カマド向かって右側の南東隅部に位置。平面形態は長方形で断面は逆

台形状。規模は107cm×82cm・深さ70cm。底面付近から薦編石と加工礫（2）が出土している。施設：貯蔵穴

の西側に接して、底面が波板状の施設を検出。平面形態は長方形で、規模82cm×53cm。内部には深さ8cm前後

の溝4条がある。同施設の性格については不明。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：貯

蔵穴内に薦編石が多くみられるほかは、散在的な出土状態であった。時期：古墳時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕片・鉢1点・圷2点以上、須恵器圷片、加工礫1点、薦編石9点を確認。加工礫（2）は角

閃石安山岩で、用途不明であるが、隅の丸いL字状に削られている。掲載遺物、ll点。

H－40号住居跡（遺構：Fig．76、PL32）

位置：C区。X51Y258グリッド。北側は調査区外。検出状態：調査区内において南側の隅部を検出したのみ

である。平面形態：不明。規模：不明。床面積：不明。主軸方位：不明。残存深度：17cm。床面の状態：不

明。壁周溝：検出されなかった。柱穴：不明。カマド：不明。貯蔵穴：不明。遺構埋没状態：自然埋没と想

定される。遺物出土状態：わずかに土師器片が出土している。時期：古墳時代後期と想定されるが、不明。

遺物：土師器小片7点を確認している。掲載遺物、0点。

H－41号住居跡（遺構：Fig。76、PL32／遺物：Fig。108、PL55）

位置：A区。X55Y228グリッド。検出状態：西側を20号土坑（地下式坑）に切られている。平面形態：縦長

長方形。規模：3．95m×3．65m。床面積：不明であるが14．6㎡前後と推定される。主軸方位：N－83。一E。

残存深度：25cm。床面の状態：多少の凹凸がみられた。壁周溝：検出されなかった。柱穴：南西隅に浅いピ

ットがあるが、本住居跡には伴わないものと考えられる。カマド：構築状態は明確ではないが、埋没土の状

態から粘土及び粘質土で構築されていたものと想定される。煙道部は壁外に75cmほど突出。灰の堆積は確認

されなかった。貯蔵穴：カマド向かって右脇に平面形態長方形、規模120cm×118cm・深さ23cmの坑があるが、

貯蔵穴とは想定しがたい。また、カマド向かって左側にも平面形態長方形、規模130cm×95cm・深さ6cmほど

の浅い凹みがある。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：中央部付近の床面に散乱するよ一

うな状態であった。時期：7世紀後半。

遺物：土師器甕3点以上、須恵器鉢片・杯4点以上、砥石1点、礫1点を確認している。礫（4）は安山岩

であるが、広面が平滑であり、砥石の可能性もある。掲載遺物、4点。
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H－42号住居跡（遺構：Fig。76、PL32／遺物：Figlo8、PL55）

位置：A区。X59Y227グリッド。検出状態：残存状態が悪く、北側は削平されている。平面形態：横長長方

形の可能性があるが、不明。規模：不明。床面積：不明。主軸方位：N－looo－E前後と推定される。残存

深度：26cm。床面の状態：凹凸がみられた。壁周溝：検出されなかった。柱穴：多数の小ピットがみられる

が、いずれも本住居跡よりは新しい遺構と思われる。カマド：東壁に位置するが、わずかにその存在が把握

できる程度の残存状態であった。貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態：明確に判断できない状態にあ

る。遺物出土状態：遺構範囲内から少量の遺物が出土している程度であった。時期：8世紀後半。

遺物：土師器甕破片、須恵器椀1点・圷片、石製紡錘車1点を確認している。掲載遺物、2点。

H－43号住居跡（遺構：Fig．77、PL32／遺物：Fig．108、PL55）

位置：A区。X58Y235グリッド。検出状態：カマド煙道部に撹乱を受けるものの、概ね良好な残存状態であ

った。平面形態：縦長長方形。甫側に突出部があり、出入り口部と判断した。規模：3．70m×3．05m。床面

積：ll．6㎡。主軸方位：N－105。一E。残存深度：53cm。床面の状態：全体的にほぼ平坦であった。壁周

溝ニカマド部分及び東側北半部付近を除いて検出されている。柱穴：主柱穴は検出されなかった。出入り口

部のピットは、径33cm・深さ18cm。カマド：東壁中央南寄りに位置。粘土及び粘質土で構築されていた。煙

道部は壁外に75cmほど突出。3層に灰の堆積が確認されている。貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状

態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：北西隅部から土師器圷（2）が出土しているほか、比較的カマ

ド周辺からの出土が多かった。時期：8世紀前半。

遺物：土師器甕片・杯6点以上、須恵器甕片・蓋1点、鉄製品1点を確認している。掲載遺物、5点。

H－44号住居跡（遺構：Fig。78、PL32／遺物：Figlo8、PL56）

位置：A区。X59Y239グリッド。検出状態：北側に20号溝があり、壁面を壊されている。カマド向かって左

側の東側壁面も削平されていた。上面に21号溝が重複する。H－50号・54号住居跡を切る。平面形態：横長

長方形。規模：3．35m×推定4．20m。床面積：推定14．4㎡。主軸方位：N－83。一E。残存深度：35cm。床面

の状態：ロームブロック等を含む暗褐色土（3層）で部分的に貼り床を施している。概ね平坦な状態であっ

た。壁周溝：南側西半部から北西隅部にかけて検出されている。柱穴：検出されなかった。カマド：東壁中

央甫寄りに位置。粘土及び粘質土で構築。煙道部は壁外に45cmほど突出。2層及び5層に灰の堆積が確認さ

れている。貯蔵穴：南西隅部に位置。平面形態は方形で、規模62cm×62cm・深さ82cm。底面付近から土師器

長胴甕の上半部（1）が出土している。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：西壁際中央

部から土師器圷（3）が、カマド内から砥石（5）が出土している。時期：8世紀前半。

遺物：土師器甕3点以上・高圷1点・圷5点以上、須恵器甕片・小形平瓶片・椀1点・圷1点、砥石2点、

鉄製品1点（火打金1）を確認している。掲載遺物、7点。

H－45号住居跡（遺構：Fig．79、PL33／遺物：Fig．lo8、PL56）

位置：A区。X59Y234グリッド。検出状態：北東部は削平されている。東側に撹乱溝があり、カマド煙道部

が壊されている。また、カマド向かって左側に18号土坑が重複するが、本住居跡との新旧関係は明確にでき

なかった。平面形態：横長長方形。規模：3．15m×4．65m。床面積：推定14．8㎡。主軸方位：N－1130－E。

残存深度：42cm。床面の状態：やや凹凸がみられた。壁周溝：検出されなかった。柱穴：3基のピットが検
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出されているが、主柱穴とは想定しがたい。pit－2は南東隅部に位置し、斜めに掘り込まれている。規模は、

pit－1が径32cm・深さ14cm、pit－2が径57cm・深さ55cm、pit－3が径51cm・深さ23cmである。カマド：東

壁中央南寄りに位置。先述したように、撹乱により煙道部は壊されている。カマド内に被熱のある礫（輝石

安山岩）が多くみられ、これらの礫と粘土で構築されていたものと想定される。4層に灰の堆積が確認され

ている。貯蔵穴：検出されなかった。pit－2は貯蔵穴とは想定しがたい。北西隅部に、平面不整形、規模107

cm×83cm・深さ24cmの凹みがあるが、これについても貯蔵穴とは判断しがたい。遺構埋没状態：自然埋没と

想定されるが、床面に炭化材が多く分布していることから火災を受けている可能性がある。遺物出土状態：

カマド内から須恵器椀（2・3）が、pit－3の北側から須恵器椀（1）が出土しているほかは、疎らな分布状態

であった。また、pit－2の西側から長さ47cm・厚さ17cmの粘土塊が出土している。時期：10世紀前半。

遺物：土師器甕片・杯片、須恵器甕片・椀5点以上・杯片、薦編石2点を確認している。掲載遺物、3点。

H－46号住居跡（遺構：Fig。80・81、PL33／遺物：Fig．lo9、PL56）

位置：A区。X59Y228グリッド。検出状態：南側にH－47号住居跡が重複し本住居跡が新しいが、甫側の壁

面を明確に把握できなかった。また、西側は22号土坑（土葬墓）が近接するほか、撹乱があり、やはり壁面

を明確に把握できなかった。平面形態：不整な横長長方形。規模：推定3．75m×5．05m。床面積：推定18．5㎡。

主軸方位：N－98。一E。残存深度：31cm。床面の状態：床面を2度構築したものと想定される。まず、掘

り方後にロームブロック等を含む明黄褐色土（11層）及び暗褐色土（12層）を充填して床面を構築している。

10層は旧床面における壁周溝の痕跡と想定される。その後、遺構規模を50cm前後拡張し、ロームブロック等

を含む明黄褐色土（8層）を貼って新しい床面を構築したようである。壁周溝：検出されなかった。柱穴：

南西側にピット3基があるが、本住居跡との関連性を把握できなかった。カマド：東壁中央南寄りに位置。

粘土及び粘質土で構築。焚き口幅は40cm前後。煙道部は壁外に35cmほど突出する。6層とll層に灰の堆積が

確認されている。貯蔵穴：検出されなかうた。遺構埋没状態：人為埋没の可能性が高い。遺物出土状態：8

層上面（新しい床面）付近からの出土が多かった。カマドの手前から土師器甕（1）が破砕された状態で出

土している。時期：9世紀後半。

遺物：土師器甕8点以上・圷約5点、須恵器甕片・圷6点、鉄製品1点、鉄津1点を確認している。鉄製品

（6）は火打金の可能性がある。掲載遺物、7点。

H－47号住居跡（遺構：Fig．80・81、PL33／遺物：Fi創09、PL56〉

位置：A区らX59Y229グリッド。検出状態：北側は且一46号住居跡に切られている。平面形態：横長長方形。

規模：推定4．35m×4。90m。床面積：不明であるが21㎡前後と推定される。主軸方位：N－90。一E。残存深

度：50cm。床面の状態：やや凹凸があるが、全体的に硬くしまっていた。壁周溝：残存部分ではカマド部分

を除き全周する。柱穴：数基の小ピットがあるが、浅いものが多い。カマド：東壁中央やや南寄りに位置。

粘土及び粘質土で構築。煙道部は壁外に40cmほど突出している。6層に少量の灰が確認されているほか、7

層にはラミナ状の灰層がみられた。貯蔵穴：カマド向かって右脇に平面形態不整円形の坑がある。規模は、

52cm×47cm・深さ20cm前後。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：出土遺物は比較的多か

った。南壁際からは土師器圷3点（6・7・8）が出土している。時期：7世紀前半。

遺物1土師器甕6点以上・圷16点以上、須恵器甕片、鉄製品1点、薦編石5点を確認している。鉄製品（9）

は鎌の可能性がある。掲載遺物、13点。
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H－48号住居跡（遺構：Fig．82、PL33／遺物：Fig．lo9・110、PL57）

位置：A区。X59Y233グリッド。検出状態：北東側上面に本住居跡より新しいH－49号住居跡が重複する。

平面形態：横長長方形。規模：3．25m×4．40m。床面積：15．7㎡。主軸方位：N－77。一E。残存深度：85cm。

床面の状態：多少の起伏がみられるが、全体的に硬くしまっていた。壁周溝：南東隅周辺を除いて検出され

ている。柱穴：検出されなかった。カマド：東壁南寄りに位置。粘土・ローム土・粘質土で構築。燃焼部幅

は70cm前後。煙道部は壁外に80cmほど突出。8層と10層に灰の厚い堆積が確認されている。貯蔵穴：カマド

向かって右脇の南東隅部に浅い坑がある。平面形態は長方形で、規模llOcm×75cm・深さ25cm。土師器甕

（1）・小形壷（3）・圷（4・6・7）が出土している。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：

北東側床面付近に臼玉が散在していた。北西隅の床面からは銅鈴（19）が出土している。銅鈴に近接して土

玉（13）もみられる。また、甫西隅部床面には薦編石が集中していた。時期：8世紀前半。

遺物：土師器甕4点以上・小形壷1点・圷12点以上、須恵器甕片・圷片、土玉1点、臼玉5点、銅鈴1点、

鉄製品1点、薦編石10点を確認している。土師器杯には内面底部に墨書がみられるものが多く、（6〉は「大

井」と判読でき、（8・9）も「大井」の可能性がある。（7・10・11）は断片的な残存状態のため不明である。なお、

土玉は五代竹花遺跡H－8号住居跡から大量に出土している。掲載遺物、30点。

H－49号住居跡（遺構：Fig。83、PL33／遺物：Fig．110、PL58）

位置：A区。X59Y232グリッド。検出状態：南西側はH－48号住居跡に重複し、同住居跡の上面を切って

いる。平面形態：横長長方形。規模：推定1。85m×2。55m。床面積：推定4。5㎡。主軸方位：N－98。一E。残

存深度：40cm。床面の状態：H－48号住居跡との重複部分には貼り床（4層）を施している。非常に硬くし

まっていた。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検出されなかった。カマド：東壁南寄りに位置。ローム土

及び粘質土で構築されていたものと想定される。煙道部は壁外に25cmほど突出。灰の堆積は確認されなかっ

た。貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：カマド内から須恵

器椀（2）が、また、床面に破砕され散在する状態で土師器甕（1）が出土している。時期：9世紀後半。

遺物：土師器甕1点・台付甕1点・杯片、須恵器甕片・椀3点以上・圷2点以上を確認。掲載遺物、2点。

H－50号住居跡（遺構：Fig。84、PL34／遺物：Figlll、PL58）

位置：A区。X58Y239グリッド。検出状態：北側は20号溝に壊されている。また、東側及び南東側はH－44

号・54号住居跡に切られている。平面形態：全容不明であるが方形基調と推定される。規模：7．15m×一。

H－9号住居跡に次ぐ規模と想定される。床面積：不明。主軸方位：N－87。一E。残存深度：32cm。床面

の状態：多少の起伏がみられた。壁周溝：西側において検出されている。柱穴：pit－1・2が規模及び位置

関係から主柱穴と想定される。pit－3・4は前者に比べ小規模である。主柱穴は4基の可能性が高いが、

北側の2基は20号溝に壊されているものと推定される。規模は、pit－1が径52cm・深さ80cm、pit－2が径

54cm・深さ60cm、pit－3が径41cm・深さ26cm、pit－4が径20cm・深さ14cmである・カマド：重複により残

存していなかったが、後述する貯蔵穴の状態から東側と北側に付設され、前後関係は不明なものの造り替え

が行われたものと考えられる。貯蔵穴：南東隅部の坑が東側カマドに対応する貯蔵穴と想定される。平面形

態は長方形、規模91qn×55cm・深さ119cm。埋没土中位から土師器圷（2）が出土している。また、20号溝底

面付近で検出された21号土坑を、甫東隅部貯蔵穴と形態の類似性及び底面の標高が同程度であることなどか

ら北側カマドに対応する貯蔵穴と判断した。平面形態は長方形、確認面における規模80cm×55cm・深さ60cm。
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遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：全体的に出土遺物は少なく、散在的な分布状態であ

った。pit－2の南西側から長さ57cm・幅19cmの柱状粘土塊が出土しているほか、pit－3の北側からも粘土

が出土している。時期：古墳時代後期（6世紀後半）。

遺物：土師器甕片・圷5点以上、須恵器甕片、砥石1点を確認している。掲載遺物、3点。

H－51号住居跡（遺構：Fig．83、PL34）

位置：C区。X54Y267グリッド。検出状態：西側大半を7号溝に切られており、カマド東端部のみが検出さ

れたのみで詳細は不明である。平面形態：不明。規模：不明。床面積：不明。主軸方位：不明。残存深度：

不明。床面の状態：不明。壁周溝：不明。柱穴：不明。カマド：東壁に付設されていたものと思われる。少

量の焼土を確認している。検出部分の深さ30cm。貯蔵穴：不明。遺構埋没状態：不明。遺物出土状態：カマ

ド残存部分から土師器小片19点が出土している。時期：古墳時代後期と思われるが不明。

遺物：土師器小片19点を確認している。掲載遺物、0点。

H－52号住居跡（遺構：Fig。85、PL34／遺物：Fig．m、PL58）

位置：A区。X57Y228グリッド。検出状態：H－53号住居跡を切る。北西部及び北側は削平されている。ま

た、随所に撹乱を受けている。平面形態：やや横長の長方形。規模：推定5．15m×5．75m。床面積：推定29．6

㎡。主軸方位：N－79。一E。残存深度：31cm。床面の状態：掘り方後、ロームブロックをやや多量に含む

明黄褐色土（3層）及び黒褐色土（4層）を充填して床面を構築している。3層上面は非常に硬くしまって

いた。壁周溝：検出されなかった。柱穴：主柱穴はpit1～4の4基。規模は、pit－1が98cm×67cm・深さ

106cm、pit－2が径57cm・深さ93cm、pit－3が径55cm・深さ82cm、pit－4が径59cm・深さ83cm。そのほか、

多数の小ピットがあるが、本住居跡よりも新しいピットや重複するH－53号住居跡に帰属するものもあると

想定され、本住居跡との関連性は明確ではない。西壁際の小ピット列は本住居跡に関連する可能性がある。

カマド：東壁中央部に位置。左側の袖部は残存していなかった。右袖部は粘土及び粘質土で構築されている。

3層及び4層に灰の含有を確認している。貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態：自然埋没と想定され

る。遺物出土状態：遺存状態が比較的良好な南壁付近からの出土が多かった。時期：8世紀後半。

遺物：土師器甕4点以上・圷10点以上、須恵器甕片・蓋2点以上・圷4点以上、土錘1点を確認している。

土師器圷の中には型起こし成形と思われるもの（1・4・5）がみられた。掲載遺物、10点。

H－53号住居跡（遺構：Fig．85、PL34／遺物：Fig．111、PL58）

位置：A区。X56Y228グリッド。検出状態：東側大半をH－52号住居跡に切られている。平面形態：不明。

規模：不明。床面積：不明。主軸方位：不明。残存深度：20c皿。床面の状態：残存部分は平坦であった。壁

周溝：北側に溝がある。柱穴：不明。カマド：不明。貯蔵穴：不明。遺構埋没状態：不明。遺物出土状態：

少量の遺物が出土している。時期：不明（8世紀前半代か）。

遺物：土師器甕片・杯1点以上、須恵器甕片・圷片を確認している。掲載遺物、1点。

H－54号住居跡（遺構：Fig。83、PL34）

位置：A区。X58Y240グリッド。検出状態l　H－50号住居跡調査時に本住居跡の存在を確認したが、本来は

本住居跡の方が新しい。北東隅部はH－44号住居跡に切られる。平面形態：台形に近い横長長方形。規模：
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推定1．75m×2．75m。床面積：推定5。1㎡。主軸方位：N－84。一E。残存深度：34cm。床面の状態：H－50号

住居跡と重複する北側は明確に把握できなかったが、甫側は硬くしまっていた。壁周溝：検出されなかった。

柱穴：検出されなかった。カマド：東壁中央北寄りに位置。あまり良好な残存状態ではなく、詳細は不明で

ある。煙道部は壁外に80cmほど突出する。貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態：明確に把握できなか

った。遺物出土状態：疎らな分布状態であった。時期：平安時代と思われるが不明。

遺物：土師器甕片・圷片を確認している。いずれも小片のため図化しなかった。掲載遺物、O点。

皿　土坑・井戸・ピット

　1号土坑（遺構：Fig．88、PL35）

位置：B区。X47Y246グリッド。検出状態：良好。平面形態：不整円形。規模：87cm×55cm。残存深度：13

cm。遺構埋没状態：2層中に多量の焼土が認められており、カマド等の痕跡である可能性も考えられる。遺

物出土状態：少量の土師器片・須恵器片が出土している。時期：平安時代と思われるが不明。

遺物：土師器甕片、須恵器椀片を確認している。掲載遺物、O点。

　2号土坑（遺構：Fig。88、PL36／遺物：Fig。ll2、PL59）

位置：B区。X44Y246グリッド。検出状態：良好。埋没後、新しい土坑（埋没土1～3層）が掘り込まれ

ている。平面形態：円形（上面は楕円形）。規模：上面は2．00m×1．40m。中位の径1．15m。残存深度：175cm

以上。湧水と安全対策上から底面まで完掘できなかった。遺構埋没状態：ロームブロック等を含む明褐色

土・暗褐色土が埋没。遺物出土状態：紛れ込みと考えられるが、埋没土中位から瓦塔が出土している。大小

の礫も出土しているが、石組みの存在は不明である。礫は被熱痕のあるものが多かった。備考：本土坑は素

掘りの井戸と想定される。時期：中世。

遺物：土師器片、須恵器片、瓦塔屋蓋部片1点、軟質陶器片、青磁碗片を確認している。掲載遺物、5点。

　3号土坑（遺構：Fig．86、PL36／遺物二Fig．112、PL59）

位置：B区。X47Y244グリッド。検出状態：良好。東側に別土坑が重複するようである。平面形態：南側に

張り出し部（出入り口部）を有する凸字状。方形部は東西にやや長い長方形。規模：方形部は2．75m×3．10

m。張り出し部を含めた長さ4．45m。いずれも下端での計測値である。なお、構築時の内部高は100cm前後

と推定される。主軸方位：S－13。一E。残存深度：127cm。遺構埋没状態：9層に天井部崩落のロームがみ

られるが、出入り口付近は構築時に近い位置を保っているものと想定される。遺物出土状態：埋没土下層か

ら軟質陶器片が出土している。備考：本土坑は地下式坑と想定される。時期：中世。

遺物：土師器甕片、須恵器甕片・圷片、軟質陶器片、砥石1点を確認している。掲載遺物、1点。

　4号土坑（遺構：Fig。89）

位置：B区。X48Y243グリッド。検出状態：良好。平面形態：長方形。規模：1．25m×1．05m。長軸方位：

N－86。一E。残存深度：22cm。遺構埋没状態：浅間B軽石等を含む暗褐色土が埋没。遺物出土状態：わず

かに土師器片・須恵器が出土している程度であった。時期：不明。
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遺物：土師器片、須恵器片を確認している。掲載遺物、0点。

　5号土坑（遺構：Fig．89、PL36）

位置：C区。X39Y261グリッド。検出状態：良好。平面形態：円形。規模：上面径2。40m。中位径1．10m。

残存深度：180c皿以上。湧水及び安全対策上から底面まで完掘できなかった。遺構埋没状態：ロームブロッ

クや浅間B軽石等を含む暗褐色基調の土が埋没。遺物出土状態：土師器片・須恵器片・軟質陶器片がわずか

に出土している。備考：本土坑は素掘りの井戸と想定される。時期：中世。

遺物：土師器片、須恵器片、軟質陶器片を確認している。掲載遺物、0点。

　6号土坑（遺構：Fig．86、PL36）

位置：C区。X40Y257グリッド。検出状態1良好。周縁は天井部が一部残存していた。各隅部は直角に近い

状態にあり、壁面も垂直に近い状態であった。平面形態：南側に張り出し部（出入り口部）を有する。方形

部は南北に長い長方形。規模：2．20m×1．50m。張り出し部を含めた長さ2．95m。いずれも下端での計測値で

ある。構築時の内部高は80cm前後と推定される。主軸方位：S－14。一W。残存深度：119cm。遺構埋没状

態：3層及び7層に天井部崩落のロームがある。遺物出土状態：西側の底面やや上側に礫がみられたほか、

埋没土中から軟質陶器片が出土している。備考：本土坑は地下式坑と想定される。時期：中世。

遺物：土師器片、須恵器片、軟質陶器片を確認している。掲載遺物、0点。

　7号土坑（遺構：Fig89、PL37／遺物：Fig．112、PL59）

位置：C区。X36Y265グリッド。検出状態：良好。平面形態：円形。規模：上面2．00×1．80m。中位径0。95m。

残存深度1215c皿以上。湧水及び安全対策上から底面まで完掘できなかった。遺構埋没状態：ロームブロッ

クや浅間B軽石等を含む暗褐色土・明褐色土が埋没。遺物出土状態：中央部、4層から五輪塔の地輪が、そ

の上面から被熱痕のある礫が出土している。備考：本土坑は素掘りの井戸と想定される。時期：中世か。

遺物：土師器片、灰紬陶器片、五輪塔地輪部1点を確認している。掲載遺物、2点。

　8号土坑（遺構：Fig。go、PL37）

位置二C区。X42Y268グリッド。検出状態：良好。平面形態1円形。規模：上面径1．35m、中位径0．70m。

残存深度：170cm以上。湧水及び安全対策上から底面まで完掘できなかった。遺構埋没状態：ロームブロッ

ク等を含む明褐色・黒褐色土等が埋没。1層に浅間B軽石の含有を確認している。遺物出土状態：土師器片

がわずかに出土している程度であった。備考：本土坑は素掘りの井戸と想定される。時期：中世か。

遺物：土師器片を確認している。掲載遺物、0点。

　9号土坑（遺構：Fig。go、PL35）

位置：C区。X42Y268グリッド。検出状態：良好。平面形態：長方形。規模：上端は1．45m×1．35m、下端

は0．75m×0．45m。長軸方位：N－650－E。残存深度：189cm。遺構埋没状態：明確に確認できなかった。

遺物出土状態：土師器片がわずかに出土している程度。備考：本土坑の性格は不明である。時期：不明。

遺物：土師器片を確認している。掲載遺物、0点。
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　10号土坑（遺構：Fig。43、PL35／遺物：Fig。113、PL59）

位置：B区。X50Y246グリッド。検出状態：H－2号・4号・5号住居跡に近接。これらの住居跡に関連

する可能性がある。平面形態：不整形で、ピットが重複するような状態である。規模：1．05m×1．00m。残

存深度二59cm。遺構埋没状態：明確に確認できなかったが、焼土の分布がみられた。遺物出土状態：少量の

土師器片・須恵器片が出土している。時期：平安時代と思われるが、不明。

遺物：土師器甕片、須恵器甕片・圷片を確認している。掲載遺物、1点。

　11号土坑（遺構：Fig90、PL35）

位置：C区。X48Y265グリッド。検出状態：良好。H－15号住居跡の西側に近接して位置。平面形態：楕円

形。規模：2．35m×170m。長軸方位：N－18。一W。残存深度：68cm。遺構埋没状態：ロームブロック等を

含む暗褐色土・黒褐色土が埋没。人為埋没の可能性がある。遺物出土状態：土師器片がわずかに出土してい

る程度である。時期：古墳時代後期と思われるが、不明。

遺物：土師器片を確認している。掲載遺物、0点。

　12号土坑（遺構：Fig。47、PL35）’

位置：C区。X42Y264グリッド。検出状態l　H－7号住居跡の掘り方底面で検出。同住居跡より古いと考え

られる。平面形態：上面は楕円形、底面は長方形。規模：確認面上端は1．60m×1．22m、下端は101m×0．67

m。長軸方位：N－60。一E。残存深度：167cm。遺構埋没状態：ローム粒を大量に含む明褐色土が埋没。人

為的に埋め戻された可能性がある。備考：形態は16号土坑に類似する。遺物出土状態：遺物は出土していな

い。時期：不明。

　13号土坑（遺構：Fig．90、PL22／遺物：Fig。ll3、PL。41）

位置：C区。X45Y270グリッド。検出状態：H：一17号住居跡の北東隅に位置。上面には且一20号住居跡が位

置する。平面形態：楕円形。規模：1．39m×1．07m。長軸方位：N－18。一E。残存深度：i55cm。遺構埋没

状態：埋没土は黄褐色基調で、ローム粒を多量含んでいた。白色軽石粒（FA）は確認されていない。遺物

出土状態：埋没土中から縄文土器片等が出土している。時期：縄文時代前期。

遺物：縄文土器片2点、石器類1点（調整のある剥片1）を確認している。掲載遺物、2点。

　14号土坑（遺構：Fig。90、PL37）

位置：D区。X37Y263グリッド。検出状態：良好。平面形態：円形。規模：上面1．58m×1．43m、中位1．Ol

m×0．86m。残存深度：200cm以上。湧水及び安全対策上から底面まで完掘できなかった。遺構埋没状態：

明確に確認できなかった。遺物出土状態：遺物は出土していない。備考：本土坑は素掘りの井戸と想定され

る。時期：不明。近世か。

　15号土坑（遺構：Fig74、PL31）

位置：D区。X52Y279グリッド。検出状態：H－38号住居跡の南西隅に位置し、上面には同住居跡の貼り床

が施されている。平面形態：楕円形。規模：1．59m×1．23m。長軸方位：N－76。一E。残存深度：152cm。遺

構埋没状態：埋没土には白色軽石粒（FA）の含有が確認されている。遺物出土状態：遺物は出土していない。
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備考：本土坑の性格は不明。時期：古墳時代後期と思われるが不明。

　16号土坑（遺構：Fig91、PL35）

位置：D区。X53Y281グリッド。検出状態：良好。平面形態：上面は楕円形、底面は長方形。規模：上端は

2．17m×1．65m、下端は1．12m×0．54m。長軸方位：：N－840－E。残存深度：186cm。遺構埋没状態：上層に

白色軽石（FA）を含む黒褐色土が埋没していた。遺物出土状態：礫1点が出土しているのみである。備

考：形態は12号土坑に類似する。時期：古墳時代後期と思われるが不明。

遺物：礫（被熱痕のある輝石安山岩）1点を確認している。掲載遺物、0点。

　17号土坑（遺構：Fig。90、PL37／遺物：Fig．ll3、PL59）

位置：D区。X37Y273グリッド。検出状態：良好。平面形態：楕円形。規模：1．29m×0．90m。長軸方位：

N－0。。残存深度：61cm。遺構埋没状態：明確に確認できなかった。遺物出土状態：上面から板碑（1）

が出土している。時期：不明。

遺物：板碑1点を確認。蓮座・凡字（キリークか）が刻まれているが摩滅している。掲載遺物、1点。

　18号土坑（遺構：Fig．79、PL35）

位置：A区。X60Y234グリッド。検出状態：H－45号住居跡のカマド向かって左側に位置。平面形態：楕円

形。規模：0．81m×0．71m。長軸方位：N－90。一E。残存深度：41cm。遺構埋没状態：明確に確認できなか

った。遺物出土状態：埋没土中から少量出土している程度であった。時期：平安時代と思われるが不明。

遺物：土師器片、須恵器片、炭化材を確認している。掲載遺物、0点。

　19号土坑（遺構：Fig．87、PL38／遺物：Fig．ll3～ll5、PL60・61）

位置：A区。X58Y227グリッド。検出状態：良好。出入り口部と方形部との境は、壁面・天井部が残存して

いた。また、方形部周縁も一部天井部が残存していた。各隅部は直角に近い状態で、壁面も平坦に構築され

ていた。平面形態：長方形部分の北西側に出入り口部を有する。規模：2．50m×2．05m。出入り口部を含め

た長さ3．75m。いずれも下端での計測値である。出入り口部と方形部との境の天井部までの高さは約50cmで

ある。なお、残存する天井部から、構築時の内部高は130cm未満と推定される。主軸方位：N－43。一W。残

存深度：192cm。遺構埋没状態：天井部のロームが中央部に向かって崩落した状態にあった。遺物出土状

態：6層・8層及び床面付近を中心にややまとまった遺物がみられた。方形部北西側からは釜形土器（1）

が出土している。備考：本土坑は地下式坑と想定される。時期：中世（14世紀後半以降）。

遺物二土師器片、須恵器片、釜形土器（茶釜）1点、軟質陶器片2点、焼締陶器片1点、石臼片8点、石鉢

1点、砥石1点、不明鉄製品1点、古銭1点、礫等を確認している。釜形土器（1）は1／2ほどが残存し、ほ

ぼ全体の器形を把握することができた。掲載遺物、12点。

　20号土坑（遺構：Fig．88、PL38）

位置：A区。X54Y228グリッド。検出状態：東側でH－41号住居跡を切っている。一部で天井部が残存して

いた。平面形態：東側に張り出し部（出入り口部）を有する凸字状であるが、方形部の北側壁は均整さに欠

ける。規模：2．30m×255m～2．85m。張り出し部を含めた長さ3。95m。いずれも下端での計測値である。主
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軸方位：N－83。一E。残存深度：160cm。遺構埋没状態：6層・8層・9層・11層～13層に天井部が崩落し

たと思われるロームが認められた。遺物出土状態：埋没土中から少量の土師器片と須恵器片が出土している

が、これは重複するH－41号住居跡の遺物と思われる。備考：本土坑は地下式坑と想定される。時期：時期

を判断する出土遺物はないが、他の地下式坑（3号・6号・19号土坑）と同様に中世と想定される。

遺物：土師器片、須恵器片を確認している。掲載遺物、0点。

　21号土坑（遺構：Fig．84、PL35）

位置：A区。X59Y238グリッド。検出状態：20号溝の底面付近で検出。形態や位置関係からH－50号住居跡

の貯蔵穴である可能性が高い。平面形態：長方形。規模：0．81m×0。57m。長軸方位：N－90。一E。残存深

度：60cm。遺構埋没状態：白色軽石（FA）等を含む黒褐色土・暗褐色土が埋没。遺物出土状態：土師器片

がわずかに出土している程度であった。時期：古墳時代後期（6世紀後半）と思われる。

遺物：土師器圷片。掲載遺物、0点。

　22号土坑（遺構：Fig91、PL37／遺物：Fig115、PL61）

位置：A区。X58Y228グリッド。検出状態：H－46号住居跡の西側に近接。平面形態：長方形。規模：上端

は0．99m×0．70m、下端は0．90m×0．62m。長軸方位：：N－60－W。残存深度：29cm。遺構埋没状態：ロー

ムブロック等を含む暗褐色基調の土が埋没。遺物出土状態：人骨の東西両側から古銭が出土。備考：本土坑

は土葬墓である。北頭位。膝を曲げ西を向いた横臥姿勢で埋葬されている。時期：中世。

遺物：人骨、古銭9点を確認している。古銭3点（7～9）は23号との帰属が曖昧である。掲載遺物、9点。

　23号土坑（遺構：Fig．91、PL37／遺物：Fig．115、PL。61）

位置：A区。X58Y230グリッド。検出状態：当初は撹乱と判断していた。平面形態：長方形。規模：上端は

1．13m×0．80m、下端は1．01m×0．68m。長軸方位：N－2。一W。残存深度：15cm。遺構埋没状態：ローム

ブロック等を含む暗褐色基調の土が埋没。遺物出土状態：人骨の胸部付近から古銭が出土。備考：本土坑は

土葬墓である。北頭位。膝を曲げ西を向いた横臥姿勢で埋葬されている。時期：中世。

遺物：古銭6点を確認している。掲載遺物、6点。

　1号砂鉄ピット（遺構：Fig．91、PL39）

位置：D区。X47Y280グリッド。検出状態：円形ピット内に砂鉄が溜められているピット2基が並んで検出

された。平面形態：楕円形（上面は円形）。規模：41cm×16cm。残存深度：15cm。遺構埋没状態：上層・下

層に砂鉄が堆積し、中位に暗褐色土がある。遺物出土状態：出土遺物はない。時期：不明。

　2号砂鉄ピット（遺構：Fig91、PL39）

位置：D区。X47Y2ε0グリッド。検出状態：1号砂鉄ピットの北側に近接。北側延長方向には溝底面に砂鉄

溜まりのある19号溝が位置。平面形態：円形。規模：径18cm。残存深度：4cm。遺構埋没状態：浅いピット

内が砂鉄で充填されているような状態であった。遺物出土状態：出土遺物はない。時期：不明。
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　3号砂鉄ピット（遺構：Fig。72）

位置：D区。X49Y277グリッド。検出状態：H－36号住居跡と重複し、本遺構が新しい。19号溝の北東延長

状に位置し、同溝の砂鉄溜まりの可能性がある。平面形態：長楕円形。規模：推定45cm×15cm。残存深度：

7cm。遺構埋没状態：底面に砂鉄が多量に堆積していた。遺物出土状態：出土遺物はない。時期：不明。

　ピット（Fig．92・93、Tab．3・4）

　ピットはA～D区の総計220基が検出されている。ピットの分布は、A区は北端部周辺、B区は北西部、

C区は7号溝以西、D区は西端部周辺に位置する状態にあり、各地区とも偏在性が認められた。大半が小規

模なもので、配置は掘立柱建物跡を構築するような状況ではなかった。埋没土は概ねFAを含む黒～黒褐色

土で、時期的には古墳時代後期～平安時代と推定されるが、明確な時期は不明である。

Tab．3　ピットー覧表①

番号 グリッド 規模（cm） 深さ（cm） 番号 グリ．ッド 規模（cm） 深さ（cm） 番号 グリッド 規模（cm） 深さ（cm）

1 X46Y243 42×40 10 41 X39Y259 40×38 23 81 X46Y262 32×31 44

2 X46Y243 40×30 48 42 X38Y258 37×37 32 82 X46Y261 30×27 14

3 X46Y242 49×39 39 43 X39Y257 54×47 36 83 X46Y261 32×31 17

4 X46Y243 38×35 21 44 X39Y257 30×25 13 84 X46Y262 28×26 15

5 X46Y242 39×33 15 45 X39Y257 30×30 30 85 X46Y262 31×25 33

6 X47Y243 36×28 14 46 X39Y257 30×26 16 86 X46Y262 23×22 47

7 X47Y242 45×33 24 47 X39Y260 83×80 39 87 X46Y263 32×29 31

8 X37Y243 38×33 25 48 X40Y260 57×41 33 88 X47Y262 23×21 35

9 X47Y243 35×33 34 49 X40Y260 35×26 19 89 X47Y262 29×24 20

10 X47Y244 44×39 40 50 X40Y259 42×29 18 90 X47Y264 45×29 34

11 X47Y244 35×31 19 51 X41Y259 104×70 34 91 X47Y264 60×54 34

12 X47Y245 32×29 21 52 X44Y260 36×33 19 92 X48Y264 35×35 20

13 X47Y245 35×29 29 53 X45Y261 29×26 16 93 X47Y265 30×27 28

14 X48Y243 70×53 26 54 X45Y261 30×27 20 94 X49Y269 45×32 23

15 X48Y243 50×46 20 55 X43Y261 32×30 11 95 X49Y269 35×33 44

16 X48Y244 44×40 29 56 X43Y262 32×30 49 96 X49Y269 46×39 22

17 X48Y244 （43）×35 20 57 X43Y262 37×31 40 97 X50Y269 32×27 40

18 X48Y244 72x50 18 58 X43Y263 46x33 46 98 X50Y269 25×22 17

19 X49Y243 52×50 25 59 X43Y262 35×29 38 99 X50Y269 37×30 17

20 X49Y243 48×46 30 60 X43Y262 39×38 40 100 X51Y267 33×33 11

21 X49Y244 55×54 40 61 X43Y263’ 34×33 19 101 X51Y267 35×34 21

22 X49Y244 34×31 32 62 X43Y264 35×34 20 102 X51Y266 33×30 12

23 X50Y244 36×33 18 63 X43Y264 35×33 45 103 X51Y266 38×36 30

24 X50Y245 55×43 21 64 X44Y262 40×39 23 104 X51Y266 34×32 35

25 X51Y244 30×25 21 65 X44Y262 33×31 45 105 X51Y266 35×26 40

26 X36Y267 32×26 15 66 X44Y262 36×34 24 106 X52Y266 38×37 22

27 X36Y266 45×40 16 67 X50Y265 46×33 26 107 X52Y266 30×30 15

28 X36Y266 27×23 16 68 X50Y265 37×36 26 108 X52Y266 29×29 48

29 X37Y265 32×31 38 69 X43Y264 30×26’ 20 109 X52Y267 45×39 40

30 X37Y265 26×23 12 70 X43Y265 30×26 11 110 X52Y266 28×27 38

31 X37Y265 59×40 22 71 X43Y264 25×25 17 111 X52Y266 30×28 35

32 X37Y265 23×18 9 72 X44Y264 32×30 27 112 X52Y266 32×28 37

33 X37Y265 27×27 12 73 X44Y264 28×28 29 113 X50Y268 37x32 34

34 X37Y264 30×23 31 74 X44Y264 28×26 22 114 X50Y268 25×24 18

35 X41Y263 29×27 24 75 X45Y263 40×38 55 115 X49Y268 45x35 29

36 X41Y263 32×29 14 76 X45Y262 40×37 28 116 X50Y267 30×25 14

37 X42Y261 64×60 17 77 X45Y263 32×30 51 117 X49Y267 32×32 23

38 X42Y261 29×25 13 78 X45Y264 32×30 58 118 X49Y267 28×25 31

39 X42Y261 46×39 18 79 X46Y263 25×24 31 ll9 X49Y267 52×36 36

40 X38Y261 27×25 10 80 X46Y263 23×20 23 120 X49Y267 38×35 17
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Tab．4　ピットー覧表②

番号 グリッド 規模（c皿） 深さ（c皿） 番号 グリッド 規模（cm） 深さ（cm） 番号 グリッド 規模（cm） 深さ（cm）

121 X49Y266 35×30 38 155 X33Y273 28×23 45 189 X37Y274 21×18 35

122 X47Y266 40×36 39 156 X33Y273 33×30 17 190 X37Y274 30×24 19

123 X48Y266 30×27 23 157 X33Y273， 40×38 24 191 X37Y274 31×27 34

124 X48Y266 55×40 84 158 X34Y273 62×42 24 192 X38Y275 30×26 27

125 X49Y266 33×30 28 159 X34Y272 41×38 23 193 X37Y276 25×24 25

126 X48Y266 39×37 36 160 X34Y273 22×21 27 194 X38Y275 32×30 25

127 X49Y267 32×30 25 161 X35Y273 42×36 44 195 X38Y275 25×24 20

128 X48Y267 35×34 17 162 X35Y273 26×24 23 196 X32Y274 23×21 13

129 X48Y267 35×31 11 163 X35Y272 30×28 34 197 X32Y274 21×20 37

130 X48Y267 50×41 70 164 X35Y272 25×23 21 198 X32Y274， 28×26 23

131 X48Y267 32×31 53 165 X36Y273 31×30 32 199 X33Y274 30×29 34

132 X49Y267 29×29 18 166 X36Y273 24×22 32 200 X32Y274 24×19 19

133 X47Y268 34，×30 18 167 X36Y272 37×28 53 201 X33Y274 29x26 11

134 X49Y268 45x45 26 168 X35Y271 57×55 40 202 X32Y275 37×33 26

135 X52Y263 38×35 29 169 X36Y272 47×47 66 203 X36Y274 24×21 12

136 X52Y263 34×33 21 170 X36Y272 21×20 53 204 X34，Y273 21×20 10

137 X51Y263 35×35 21 171 X36Y272 47×43 63 205 X57Y225 36×33 9
138 X51Y264 20×18 26 172 X36Y272 25×22 19 206 X58Y226 27×25 23

139 X51Y264 21×21 43 173 X35Y274， 27×25 23 207 X58Y225 80×63 43

140 X50Y266 20×20 20 174 X35Y273 29×28 20 208 X60Y226 31×25 23

141 X34Y273 24×23 10 175 X35Y273 30x30 27 209 X59Y226 29×21 34

142 X34Y273 23×21 11 176 X36Y274 52×50 33 210 X59Y226 45×34 26

143 X34Y272 28×25 34 177 X37Y272 33×29 26 211 X59Y226 35×28 14

144 X34Y272 29×28 25 178 X37Y272 42×38 27 212 X59Y226 57×50 17

145 X34Y272 29×28 32 179 X37Y273 44×38
馬　　66 213 X59Y226 32x30 24

146 X34Y272 32×31 45 180 X37Y272 30×24 39 214 X58Y226 51×38 41

147 X34Y271 32×32 23 181 X34Y275 36×33 20 215 X58Y226 29×27 21

148 X35Y271 32×31 31 182 X33Y274 32×25 14 216 X58Y226 29×25 50

149 X35Y271 30×23 33 183 X33Y274 37×36 50 217 X58Y226 43×31 43

150 X34Y271 30×22 20 184 X33Y274 35×31 38 218 X58Y226 26×24 13

151 X34Y’271 34x28 43 185 X33Y’274 25×25 14 219 X57Y231 34×32 49

152 X34Y271 33×29 38 186 X34Y275 67×43 39 220 X58Y231 28×26 21

153 X34Y271 23×22 20 187 X34Y276 65×50 23

154 X33Y272 32×32 18 188 X37Y273 30×21 11

IV溝

　1号溝　（遺構：Fig．40・94、PL．21）

位置：B区。X51Y245グリッド～X51Y249グリッド。検出状態：良好。走向方向：南～北。2号溝の西側

にほぼ平行。底面の標高は、南端部119．48m、北端部119．23m。断面形態：逆台形～皿状。規模：上端幅39

cm～64cm、下端幅26～48cm。残存深度：27cm。遺構埋没状態：ローム粒を微量含む黒褐色土が埋没。遺物出

土状態：埋没土中から少量の土師器片・須恵器片が出土している程度。時期：不明。

遺物：土師器片、須恵器片を確認している。掲載遺物、0点。

　2号溝　（遺構：Fig．40・94、PL．39）

位置：B区。X52Y244グリッド～X52Y250グリッド。検出状態：良好。走向方向：北～南。1号溝の東側

にほぼ平行。東側には3号溝がやはり平行して位置。底面の標高は、北端部119．50m、南端部118．78m。断

面形態：逆台形～皿状。規模：上端幅3．00m～3．96m、下端最大幅2．98m。残存深度：70cm。遺構埋没状態：
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旨

砂粒を多量に含む暗褐色基調の土が埋没。底面（3層）は非常に硬くしまる。遺物出土状態：埋没土中から

少量の遺物が出土している程度。所見：道路遺構の可能性がある。時期：中世。

遺物：土師器片、須恵器片、灰紬陶器椀片2点、軟質陶器片1点を確認している。掲載遺物、0点。

　3号溝　（遺構l　Fig。40・94、PL21）

位置：B区。X53Y245グリッド～X53Y250グリッド。検出状態：本溝は地元古老の話等により、昭和中頃の

道路であることが判明しており、一部断面観察・記録を行い、基本的には上端の範囲記録に留めた。底面に

は砂利が敷設されていた。走向方向：北～南。断面形態：逆台形で、東側はさらに1段下がり側溝と思われ

る。規模：上端幅は4。85m～5．60m。残存深度：103cm。遺構埋没状態：2層には玉砂利を多量に含み、上面

が道路面と想定される。1層はローム主体の土で人為的に埋め戻されている。所見：昭和中頃まで使用され

ていた切り通しの道路跡であり、北方向はA区10号溝及び五代竹花遺跡の2号溝、南方向はC区7号溝・D

区18号溝に繋がるものと想定される。

遺物：土師器甕片・圷片、須恵器圷片、近世～現代陶磁器片。掲載遺物、0点。

　4号溝　（遺構：Fig41・94、PL39）

位置：C区。X40Y254グリッド～X43Y255グリッド。検出状態：良好。走向方向：東～西。底面の標高は、

東端部117．84m、西端部117．78m。断面形態：台形～皿状。規模：上端幅3．55m～3．80m、下端幅2．14m～

2．18m。残存深度：40cm。遺構埋没状態：暗褐色基調の土が埋没。遺物出土状態：遺物は出土していない。

所見：規模・形状がA区2号溝に類似しており、同溝に繋がる道路遺構の可能性がある。ただ、本溝では顕

著な硬化面は確認されていない。時期：不明。

　5号溝　（遺構：Fig．41・95、PL21）”

位置：C区。X36Y264グリッド～X46Y268グリッド。検出状態：東側で途切れる。走向方向：西北西～東

南東。底面の標高は、西北西端部116．57m、東南東端部ll6．40m。断面形態：逆台形。規模：上端幅60cm前

後、下端幅30cm前後。残存深度：32cm。遺構埋没状態：明確に確認できなかった。遺物出土状態：埋没土中

から近世陶磁器片が出土している。所見：地境溝か。時期：近世か。

遺物：土師器片、須恵器片、砥石1点、近世陶磁器片を確認している。掲載遺物、0点。

　6号溝　（遺構：Fig。41・95、PL21／遺物：Fig．115、PL61）

位置：C区。X54Y270グリッド～X62Y264グリッド。検出状態：北東側で不明瞭になる。走向方向：南西

～北東。底面の標高は、7号溝合流点付近の西端部117．07m、北東端部117．05m。断面形態：逆台形。規

模：上端幅3．90m前後、下端幅3。60m前後。残存深度：47cm。遺構埋没状態：明確に確認できなかった。所

見：近・現代の道路跡と想定され、7号溝に繋がるか、あるいは同溝に切られている可能性がある。

遺物：土師器片、須恵器片、古銭1点、近世～現代陶磁器片を確認している。掲載遺物、1点。

　7号溝　（遺構：Fig。41・95、PL21）

位置：C区。X53Y260グリッド～X49Y274グリッド。検出状態：3号溝に同じ。走向方向：北～南。断面

形態：逆台形。規模：上端幅5．40m～7．00m。残存深度：140cm。遺構埋没状態：人為埋没。遺物出土状態：
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遺物は出土していない。所見：昭和中頃まで使用されていた道路跡。

　8号溝　（遺構：Hg．41・95、PL。21）

位置：C区。X54Y271グリッド～X61Y270グリッド。検出状態：H－25号・29号住居跡を切り、西側は7

号溝に切られている。本来は12号溝に繋がっていた可能性がある。走向方向：東～西。底面の標高は、東端

部117。06m、西端部ll7．04mで顕著な高低差は認められない。断面形態：逆台形。規模：上端幅0．90m～1．65

m、下端幅0．75m前後。残存深度：27cm。遺構埋没状態：自然埋没と思われるが、明確に把握できなかった。

時期：不明。

遺物：土師器片、須恵器甕片・蓋片を確認している。なお、石鎌も出土しているが、遺構外出土遺物に掲載

した。掲載遺物、0点。

　9号溝　（遺構：Fig．41・95、PL21）

位置：C区。X44Y260グリッド～X43Y265グリッド。検出状態：南北両端部は切れる。走向方向：北～南。

底面の標高は、北端部117．86m、南端部117．29m。断面形態：逆台形～皿状。規模：上端幅55cm前後、下端

幅30cm前後。残存深度：27cm。遺構埋没状態：明確に確認できなかった。所見：地境溝か。時期：近世か。

遺物：土師器片、近世陶磁器片を確認している。掲載遺物、0点。

　10号溝　（遺構：Fig．40・95、PL20／遺物：Fig．115、PL62）

位置：A区。X54Y264グリッド～X52Y228グリッド・検出状態：3号溝に同じ・走向方向：北～南。底面

の標高は、北端部120，71m、南端部120．10m。断面形態：逆台形。規模：上端幅4．90m～5．05m、下端幅4．43

m～4．50m。残存深度：59cm。遺構埋没状態：人為埋没。所見：昭和中頃まで使用されていた道路跡。

遺物：土師器甕片・羽釜片1点・圷1点、須恵器片、灰粕陶器片、現代陶磁器片等を確認している。掲載遺

物、2点。

　11号溝　（遺構：Fig。41・95、PL21）

位置：C区。X52Y263グリッド～X52Y268グリッド。検出状態：7号溝西側に平行し、部分的に同溝に切ら

れている。走向方向：北～南。断面形態：浅い逆台形。規模：上端幅35cm～55cm、下端幅24～40cm。残存深

度：6cm。遺構埋没状態：不明。遺物出土状態：遺物は出土していない。所見：地境溝か。時期：不明。

　12号溝　（遺構：Fig。41・95、PL21）

位置：C区。X47Y269グリッド～X49Y270グリッド。検出状態：西側は途切れる。H－22号住居跡を切り、

7号溝に切られる。8号溝に繋がっていた可能性がある。走向方向：東～西。断面形態：逆台形～皿状。規

模：上端幅0．70m～1．10m、下端幅0。58m～0．95m。残存深度：15cm。遺構埋没状態：明確に確認できなかっ

た。時期：不明。

遺物：土師器片、須恵器片を確認している。掲載遺物、0点。

　13号溝　（遺構：Fig．41・95、PL21）

位置：D区。X31Y274グリッド～X34Y275グリッド。検出状態：良好。走向方向：東～西。底面の標高は、
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東端部114．57m、西端部114．25m。断面形態：逆台形。規模：上端幅55cm～65cm、下端幅36cm～50cm。残存

深度：30cm。遺構埋没状態：明確に確認できなかった。遺物出土状態：遺物は出土していない。時期：不明。

　14号溝　（遺構：Fig。41・95、PL21）

位置：D区。X33Y276グリッド～X42Y278グリッド。検出状態：東側は18号溝に切られる。南側に15号溝

が近接する。走向方向：東～西。底面の標高は、東端部115．12m、西端部114．36m。断面形態：逆台形。規

模：上端幅50cm前後、下端幅20cm前後。残存深度：22cm。遺構埋没状態：明確に確認できなかった。遺物出

土状態：埋没土中から近世陶器片が出土している。所見：地境溝か。時期：近世の可能性がある。

遺物：土師器片、須恵器片、近世陶器片、砥石1点を確認している。掲載遺物、0点。

　15号溝　（遺構：Fig。41・95、PL21）

位置：D区。X36Y277グリッド～X39Y277グリッド。検出状態：14号溝に近接。西側は不明瞭になる。走

向方向：東～西。底面の標高は、東端部ll4．97m、西端部114．67m。断面形態：逆台形。規模：上端幅45cm

前後、下端幅25cm前後。残存深度：15cm。遺構埋没状態：明確に確認できなかった。遺物出土状態：遺物は

出土していない。時期：不明。

　16号溝　（遺構：Fig．41・95、PL21）

位置：D区。X39Y274グリッド～X39Y276グリッド。検出状態：南側は不明瞭。走向方向：北～南。底面

の標高は、北端部115．68m、南端部115．30m。断面形態＝逆台形。規模：上端幅77cm前後、下端幅60cm前後。

残存深度：15cm。遺構埋没状態：明確に確認できなかった。時期：不明。

遺物：土師器片を確認している。掲載遺物、0点。

　17号溝　（遺構：Fig。41・95、PL21）

位置：D区。X40Y274グリッド～X39Y276グリッド。検出状態：南側は不明瞭。H－35号住居跡を切る。

走向方向：北～南。底面の標高は、北端部115．82m、南端部115．40m。断面形態：逆台形。規模：上端幅45

cm前後、下端幅35cm前後。残存深度：8cm。遺構埋没状態：明確に確認できなかった。時期：不明。

遺物：土師器片、須恵器片を確認している。掲載遺物、0点。

　18号溝　（遺構：Fig41・95、PL21）

位置：D区。X46Y276グリッド。検出状態：3号溝に同じ。走向方向：北東～南西。断面形態：底面にやや

起伏がみられる。規模：上端幅5．60m～6．30m。残存深度：65cm。遺構埋没状態：人為埋没。遺物出土状

態：遺物は出土していない。所見：昭和中頃まで使用されていた道路跡。

　19号溝　（遺構：Fig．41・95、PL21）

位置：D区。X48Y278グリッド～X48Y279グリッド。検出状態＝3号砂鉄ピットの南側に位置し、同ピット

は本溝の延長部分である可能性がある。走向方向：北東～南西。底面の標高は、北東端部115．95m、南西端

部115。77m。断面形態1逆台形～皿状。規模：上端幅35cm～40cm、下端幅10～15cm。残存深度120cm。遺構

埋没状態：部分的に砂鉄溜まりが認められた。遺物出土状態：遺物は出土していない。時期：不明。
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20号溝　（遺構：Fig．40・95、PL．39／遺物：Fig．115、PL．62）

位置：A区。X56Y238グリッド～X60Y237グリッド。検出状態：東側の谷地形部分へと急激に下っている。

走向方向：西～東。底面の標高は、西端部119．70m、東端部ll8．30m。断面形態：底部が極端に細くなる。

規模：上端幅3．00m～4．25m、下端幅22cm前後。残存深度：138cm。遺構埋没状態：砂粒を含む暗褐色基調の

土が埋没。遺物出土状態：少量の遺物が埋没土中から出土している。時期：近世か。

遺物：土師器片、須恵器甕片・椀片・圷片、灰紬陶器片、軟質陶器片、陶器片、鉄津1点を確認している。

須恵器甕の内面には放射状の当て具痕がある。掲載遺物、7点。

21号溝　（遺構：Fig40、PL20）

位置：A区。X57Y240グリッド～X60Y239グリッド。検出状態；本来は、H－50号・44号住居跡の上面を

切る。東側で不明瞭になる。走向方向：西～東。底面の標高は、西端部ll9．98m、東端部ll9．25m。断面形

態：浅い逆台形。規模：上端幅35cm～52cm、下端幅24cm～27cm。残存深度：18cm。遺構埋没状態：明確に確

認できなかった。時期：不明。

遺物：土師器片、須恵器片を確認している。掲載遺物、O点。

22号溝　（遺構：Fig。40、PL20）

位置：A区。X52Y227グリッド。検出状態：10号溝西側の調査区西端で一部を検出したのみである。走向方

向：北～南。断面形態：逆台形。規模：上端最大幅64cm、下端最大幅45cm。残存深度：18cm。遺構埋没状

態：明確に確認できなかった。遺物出土状態：埋没土中から少量の遺物が出土している。時期：中世か。

遺物：土師器片、須恵器片、焼締陶器片、軟質陶器片を確認している。掲載遺物、0点。

V　遺構外出土遺物　（Figl16・117、pL62・63）

ここでは、遺構外及び古墳時代以降の遺構から出土した縄文土器・石器類、遺構外から出土した古墳時代

以降の遺物を概括する。

縄文土器片は、前期前半1点・黒浜式226点・諸磯a式252点・諸磯b式18点・諸磯c式80点・十三菩提式

2点・浮島式3点・興津式1点、中期前半（五領ヶ台式・阿玉台式）6点・中期中葉3点・加曽利E式7点、

後期（称名寺式・堀之内式）13点、不明45点を確認している。石器類は石皿1点（輝石安山岩1）、磨石5

点（安山岩5）、凹石3点（石英安山岩1・輝石安山岩2）、打製石斧7点（頁岩5・砂質頁岩1・輝石安山岩

1）、スクレイパー1点（砂質頁岩1）、残核1点（頁岩1）、石鎌5点（チャート1・鉄石英1・頁岩1・珪質

頁岩1・黒曜石1）、砥石と思われる石器1点（緑泥片岩1）、調整のある剥片30点（頁岩23・輝石安山岩1・

チャート2・玉髄1・黒色安山岩1・粘板岩1・ヒン岩1）、剥片145点（頁岩100・砂質頁岩10・黒色安山岩8・

輝石安山岩7・チャート5・緑泥片岩4・ヒン岩5・黒曜石3・安山岩2・粘板岩1）、礫125点（内98点は被熱痕

のある輝石安山岩）を確認している。掲載遺物、縄文土器24点、石器類12点。

また、遺構外から土師器・須恵器や石製品、中・近世陶磁器、古銭等の遺物が出土している。紡錘車（39）

は表採遺物で、欠損面を丁寧に研磨している。掲載遺物、10点。
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4層：暗褐色土

5層：黒褐色土

6層：灰褐色土
7層：暗褐色土

8層：暗褐色土

5号住居跡。ロームブロック（φ～10㎜）少量、FA少量。
しまり強く、粘性がある。

5号住居跡。ロームブロック（φ～25㎜）少量、FA少量。
しまりやや強く、粘性がある。

5号住居跡。ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。
しまりやや強く、粘性がある。

5号住居跡。ローム粒少量、FA少量。しまりやや強く、粘性
がある。

5号住居跡。ラミナ状に灰層。しまりやや強く、粘性がある。
堀り方。

5号住居跡。灰層。しまりやや弱く、粘性ややある。掘り方。
5号住居跡。ローム粒・ブロック　（φ～30㎜）少量、上面に

灰層（厚さ1cm弱）。しまり強く、粘性ややある。
4号住居跡。ローム粒少量、ロームブロック（φ～70㎜）

微量、FA少量。焼土粒微量。しまり強く、粘性がある。

9層：黒褐色土

10層二黒褐色土

11層：暗褐色土

12層：黒褐色土

13層：暗褐色土

14層：暗褐色土

15層：暗褐色土

4号住居跡。ローム粒少量、FA少量、焼土粒微量。しま
り強く、粘性がある。

4号住居跡・ローム粒少量、FA少量。しまり強く、粘性
がある。

4号住居跡。ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量。し
まり強く、粘性がある。掘り方。

4号住居跡・ローム粒微量、FA微量。しまりやや強く、
粘性がある。H－4号住居跡より古いピットか。

2号住居跡。ローム粒少量、FA少量、焼土粒微量。しま
り強く、粘性ややある。

2号住居跡。ローム粒少量。しまりやや強く、粘性やや
ある。

2号住居跡。ローム粒・ブロック（φ～15㎜）少量。し
まり強く、粘性がある。

0 2m

Fig．43　H－1号住居跡・H－2号・4号・5号住居跡・10号土坑
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ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、FA少量、焼土粒
微量。しまり強く、粘性ややある。

ローム粒微量、ロームブロック（φ～50㎜）少量、FA微
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ローム粒やや多量、ロームブロック（φ～30㎜）少量。
しまりやや強く、粘性ややある。

0
1m（カマド図）
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Fig．44　H－3号住居跡・H－8号住居跡
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5層：暗褐色土
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7層：暗褐色土
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本住居跡より新しいピット。浅間B軽石少量、ローム粒微量。し
まりやや弱く、粘性ややある。

ローム粒微量、FA微量。しまりやや強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック微量、FA微量。しまりやや強く、粘性がある。
ローム粒多量、FA少量。しまりやや強く、粘性がある。
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ロームブロック多量、FA少量。しまり強く、粘性がある。掘り方
充填土。
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Fig．45　H－6号住居跡①
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1層；暗褐色土

2層：暗褐色土

ローム粒微量、ロームブロック（φ～40㎜）少量、FA少量、
炭化粒少量。しまり強く、粘性ややある。

ローム粒少量、FA微量。しまりやや弱く、粘性ややある。

0
1m（カマド図）

2m

Fig．46　H－6号住居跡②・H－11号住居跡
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5層：赤褐色土
6層：暗赤褐色土

7層：暗褐色土

8層：明褐色土

ローム粒・ブロック微量、FA少量、炭化粒ごく微量。しまり強く、粘性ややある。
ローム粒微量、FA微量、炭化粒ごく微量。しまりやや強く、粘性ややある。
ローム粒・ブロック微量。しまり弱く、粘性あまりない。
ローム粒・ブロック少量。しまりやや弱く、粘性ややある。
焼土層。しまり強い。東側カマドの残骸。
焼土多量。しまりやや弱い。東側カマドの残骸。

ローム粒・ブロック（φ～40㎜）やや多量、炭化粒微量、焼土粒微量。しまり強く、
粘性がある。掘り方充填土。

12号土坑。ローム粒大量、ロームブロック（φ～20㎜）少量。しまりやや弱く、粘性
ややある。

8

0 2m

Fig、47　H－7号住居跡・12号土坑
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ローム粒少量、ロームブロック微量。しまりやや弱く、粘性ややある。
ローム粒・ブロック少量。しまりやや弱く、粘性ややある。
ローム粒・ブロックやや多量、FA微量。しまり強く、粘性がある。掘り方充填土。
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Fig．48　H．一9号住居跡①
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13層：黄褐色土
14層：赤褐色土
15層：暗黄褐色土
16層：黄褐色土
17層：暗黄褐色土

ロームブロック微量、FA少量、炭化粒微量。しまり強く、
粘性ややある。

ロームブロック微量、FA少量、炭化粒微量。しまりやや
強く、粘性ややある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまりや
や強く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック少量。FA微量、炭化粒微量、しまり
強く、粘性がある。

ロームブロック微量、FA少量。しまりやや強く、粘性あ
まりない。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量、炭化粒微
量、焼土やや多量。しまりやや強く、粘性ややある。
ローム粒少量、FA微量。しまりやや弱く、粘性ややある。
ロームブロック微量、FA微量。しまりやや弱く、粘性や
やある。

ローム粒多量、ロームブロック微量。しまりやや強く、
粘性あまりない。

ローム粒少量、FA微量。しまりやや強く、粘性あまりない。
ローム粒・ブロック微量、FA微量、炭化粒微量、焼土微量。
しまりやや強く、粘性ややある。

ローム。FA微量、焼土粒微量。粘質土。しまり強い。
焼土層。しまりやや強い。
焼土多量。しまりやや弱い。

ローム粒少量、ロームブロック微量、炭化粒微量、焼土少量。
しまりやや弱い。

ローム粒少量、焼土やや多量。しまりやや強く、粘性あまり
ない。

上面に灰がラミナ状に堆積。ローム粒少量。しまりやや弱く、
粘性ややある。

ローム粒多量、焼土少量。しまりやや強く、粘性ややある。
ローム粒微量、焼土少量。しまりやや弱く、粘性ややある。
ローム粒少量。しまりやや強く、粘性ややある。

ローム。わずかに焼土化する。しまり強い。
ローム。色調やや黒みを帯びる。しまり強い。
ローム少量、焼土多量。しまり弱い。
ローム多量、FA微量、焼土少量。しまり強く、粘性ややある。
ローム。FA少量。粘質土。しまり強い。
ローム。FA微量、焼土微量。粘質土。しまり強い。

5 0
1m（カマド図）

2m

Fig．50　H－10号住居跡
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ロームブロック微量、FA少量。しまりやや強く、粘性ややある。
ローム粒少量、ロームブロック多量、FA少量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック微量、FA少量。しまりやや強く、粘性ややある。
ローム粒・ブロック微量、FA微量。しまりやや強く、粘性ややある。
ローム粒少量、FA微量。しまりやや弱く、粘性ややある。
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1層：暗褐色土

2層：暗褐色土

ローム粒・ブロック微量、FA少量、炭化粒微量。しまり
強く、粘性がある。

ローム粒少量、FA微量。しまりやや強く、粘性がある。 0
1m（カマド図）

2m

Fig．51　H－12号住居跡・H』13号住居跡
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1層：暗褐色土

2層；黒褐色土

3層：暗褐色土

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA少量。
しまり強く、粘性ややある。

ローム粒微量、FA少量。しまりやや強く、粘性
ややある。

ローム粒やや多量、ロームブロック微量。しま
りやや弱く、粘性ややある。

ml qり1

oH

剛

鷺
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　　　　ロ　　　マ　　鰯懇。。

　　　　，
囲蕪i、

oう

　　　　　寸　　a
oal臼

　』
　一

しΩ

o

1層：黒褐色土
2層：褐灰色土
3層：褐灰色土
4層：暗褐色土
5層：榿褐色土
6層：暗褐色土
7層：灰色土

ローム粒微量、FA微量、焼土微量。しまり強く、粘性がある。
粘土層。しまり強く硬い。

FA微量、焼土粒微量、粘土少量。しまり強く、粘性がある。
焼土粒微量、粘土微量。しまり強く、粘性がある。
焼土多量。しまり強い。

ローム粒微量、FA微量。しまりやや強く、粘性がある。
被熱のある粘土塊。色調は灰色～榿褐色。

8層：暗褐色土
9層：褐灰色土

10層：暗褐色土

11層1褐灰色土

ローム粒微量、FA微量、焼土粒微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒微量、FA微量、焼土粒微量、粘土少量。しまりやや強く、
粘性がある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量、焼土少量、粘土少量。
しまり強く、粘性がある。

ローム粒・ブロック微量、FA微量、焼土粒微量、灰微量。しまりや
や弱く、粘性ややある。

0
1m（カマド図）

2m

Fig．52　H－14号住居跡
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H－32号住居跡

H－15号住居跡

1ω

q
　　A
l18．00m 2

Aノ

6　5
1

4 3 7
11
　　　12

7
8

10

9
13

B Bノ

C Cノ

1層：暗褐色土

2層：黄褐色土

3層：暗褐色土

4層：暗褐色土

5層：黒褐色土

6層＝明褐色土
7層二暗褐色土

ローム粒・ブロック微量、FA少量、炭化粒微量。しまり強
く、粘性ややある。

ローム粒多量、ロームブロック（φ～70㎜）やや多量、FA
少量。しまり強く、粘性ややある。
ローム粒・ブロック少量、FA少量。しまり強く、粘性やや
ある。

ローム粒・ブロック少量、FA少量、炭化粒微量。しまり強
く、粘性ややある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA少量。しまり強く、
粘性ややある。

ローム粒多量、FA微量。しまりやや強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック微量、FA微量。しまりやや強く、粘性
がある。

8層：暗褐色土
9層：暗灰褐色土

10層：暗褐色土

11層：暗褐色土

12層：黒褐色土

13層：黒褐色土

ローム粒・ブロック少量。しまり強く、粘性がある。

ローム粒やや多量、ロームブロック微量、FA微量。しまり
強く、粘性がある。

ローム粒・ブロック少量、FA微量。しまり強く、粘性があ
る。掘り方充填土。

ローム粒やや多量、ロームブロック少量、FA少量。しまり
強く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック少量、FA微量。しまりやや強く、粘性
ややある。

ローム粒微量、ロームブロック少量、FA微量。しまりやや
弱く、粘性ややある。

0 2m

Fig．53　H－15号・32号住居跡①
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1層：明褐色土

2層：暗褐色土

3層1黄褐色土’

4層1明褐色土

5層：赤褐色土
6層：暗灰褐色土

7層：暗褐色土

剛 　日
剛8

　』
　囲

ローム粒多量、ロームブロック微量、FA少量、焼土粒微量。
粘質土。しまり非常に強く硬い。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA少量、炭化粒微量、
焼土粒微量、粘土微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒やや多量、焼土やや多量。しまり強い。
ローム粒やや多量、FA微量、焼土少量、粘土微量。しまり
強く、粘性がある。

焼土層。FA微量、粘土微量。しまりやや強い。
灰層。焼土粒微量。しまりやや弱い。
ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、炭化粒微量、焼土
少量、粘土微量。しまりやや強く、粘性ややある。

H－15号住居跡カマド

1層1灰褐色土

2層：灰褐色土

3層二灰褐色土

4層：灰褐色土

5層：灰色土

6層：暗褐色土
7層：灰褐色土

8層：暗褐色土

国
￥　目

国8
　§
　一

ロームブロック微量、FA微量、炭化粒微量。しまり強く、粘
性がある。

ロームブロック微量、FA微量、炭化粒微量、焼土粒微量、粘
土少量。しまり強く、粘性がある。

FA微量、炭化粒微量、焼土粒微量、粘土少量。しまりやや強
く、粘性がある。

炭化粒微量、焼土ブロック少量、粘土微量。しまり強く、粘
性ややある。

灰層。焼土粒微量。しまりやや弱い。
ロームブロック微量。しまり強く、粘性がある。

ローム粒微量、FA微量、粘土やや多量。しまり強く、粘性が
ある。

ローム粒・ブロック微量、焼土粒微量。しまりやや強く、粘
性ややある。

H・32号住居跡カマド

A Aノ

墾蝕

煎◎…
◎∫払一

H－18号住居跡

A
116．60m

1　　2　　3

4　　　5

A■

1層：明褐色土

2層：暗褐色土

3層：暗褐色土

4層：黒褐色土

5層：明褐色土

ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、焼土少量。
しまり強く、粘性ややある。

ローム粒微量、ロームブロック（φ～30㎜）少量、
FA微量、焼土少量。しまり強く、粘性ややある。
ローム粒・ブロック少量、FA微量、焼土粒微量。し
まりやや強く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック（φ～35㎜）少量、FA少量、し
まり強く、粘性がある。

ローム粒やや多量、焼土粒微量。しまり強く、粘性が
ある。

0
1m（カマド図）

2m

Fig．54　H－15号・32号住居跡②・H－18号住居跡
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1層：暗褐色土

2層1暗褐色土

3層：明褐色土

4層：明褐色土

　　　1層
　　　2層
　　　3層；暗褐色土

　　　4層：褐色土
　　　5層：暗褐色土
　　　6層：黒褐色土

　　　7層：黒色土
　　　8層：灰褐色土
oう

　　　9層：褐灰色土

ローム粒・ブロック（φ～40㎜）少量、FA少量。
しまり強く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック（φ～20㎜）少量、FA少量。
しまりやや強く、粘性ややある。

ローム粒やや多量、ロームブロック（φ～80㎜）

少量、FA微量。しまりやや強く、粘性がある。
ローム粒やや多量、ロームブロック（φ～30㎜）
少量、FA微量。しまりやや弱く、粘性ややある。

：灰褐色土　ロームブロック微量、焼土粒少量、粘土微量。しまりやや弱く、粘性ややある。
：灰褐色土灰層。炭化粒微量、焼土粒微量。しまりやや弱い・

ローム粒少量、炭化粒微量、焼土少量。しまりやや弱く、粘性あまりない。
ローム粒やや多量、FA微量、焼土やや多量。しまり強く、粘性ややある。
ローム粒少量、FA微量、焼土やや多量。しまり強く、粘性ややある。
ローム粒微量、FA微量、焼土少量。しまりやや強く、粘性ややある。
ローム粒微量、焼土粒微量、粘土少量。しまり強く、粘性がある。
焼土少量、粘土やや多量。しまり強く、粘性がある。

粘土。ロームブロック微量、FA微量。しまり強く硬い。

　　D
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0

1m（カマド図）

2m
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Fig．55　H－16号住居跡
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1層1暗褐色土

2層：黒褐色土

3層：暗褐色土

ローム粒・ブロック（φ～40㎜）少量、FA少量◎しま
りやや強く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、FA少量。しま
り強く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック少量、FA少量、炭化粒微量、焼土
粒微量。しまり強く、粘性ややある。

4層：黒褐色土

5層：暗褐色土

ローム粒微量、FA微量、焼土粒微量。しまり強く、粘’

性がある。

ローム粒やや多量、ロームブロック少量。しまりやや
強く、粘性がある。

0 2m

Fig．56　H－17号住居跡①
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12　　1
13

12

14

3

14

　1

1層

：黄褐色ローム層。地山。

：灰褐色土

2層：暗灰褐色土

3層；暗灰褐色土

4層：明褐色土

5層：暗灰褐色土

6層二赤褐色土
7層：赤褐色土

ローム粒微量、FA微量、焼土少量、粘土やや多量。
しまり強く、粘性がある。

ローム粒微量、焼土やや多量、灰やや多量。しまり
やや弱く、粘性あまりない。

灰層。ローム粒微量、焼土少量。しまり弱い。
ローム粒やや多量、FA微量、焼土少量。しまり強く、
米占’性弓黄レ㌔

ローム粒少量、焼土少量、灰少量。しまりやや弱く、
粘性ややある。

焼土層。しまり強い。

焼土層。ローム粒少量。しまりやや強い。

8層：褐色土

9層：黄褐色土
10層：暗褐色土

11層1黒褐色土

12層：褐色土

13層：褐色土
14層：暗褐色土

ローム粒やや多量、炭化粒微量、焼土粒微量。しま
りやや強く、やや粘性がある。

ローム大量、焼土微量。煙道天井部の崩落土。

ローム粒少量、FA微量、焼土粒微量。しまりやや強
く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック微量、FA微量、焼土粒微量。し
まりやや強く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック微量、FA微量、粘土少量。粘質
土。しまり強い。

ローム粒・ブロック微量。粘質土。しまり強い。

ローム粒少量、ロームブロック微量。しまり強く、
粘性がある。

0 1m

Fig．57　H－17号住居跡②
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1層：暗褐色土　ローム粒・ブロック微量、FA少量、炭化粒微量・しまり強く・粘性ややある。
2層：暗褐色土　ローム粒・ブロック少量。しまりやや強く、粘性ややある。
3層：暗褐色土　ローム粒・ブロックやや多量。しまり強く、粘性ややある。掘り方充填土。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　Fig．58　H－19号住居跡①
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　D
118，30m

8

亘

東カマド
1層：灰褐色土

2層：暗褐色土

3層：暗褐色土

ローム粒微量、ロームブロック（φ～70㎜）少量、焼土粒
微量、粘土微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック微量、FA微量、焼土少量、粘土微量。
しまり強く、粘性がある。

ロームブロック微量、FA微量、焼土粒微量、粘土やや多量。
しまり強く、粘性強い。

瞭

8

D’

北カマド
1層：明黄褐色土

2層：赤褐色土
3層：明黄褐色土

4層：黒褐色土

5層：暗褐色土

6層：赤褐色土
7層：暗褐色土

8層：明黄褐色土

9層：暗褐色土

10層：暗褐色土

ローム粒少量、焼土少量、粘土少量。しまり強く、粘性
がある。

焼土層。粘土微量。しまり強い。

ローム粒少量、FA微量、炭化粒微量、焼土粒微量、粘土
やや多量。粘質土。しまり強い。
ローム粒微量、FA微量、焼土粒微量、粘土微量。しまり
強く、粘性がある。

ロームブロック微量、FA微量、焼土少量。しまり強く、
粘性がある。

焼土層。しまり強い。

ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、FA微量、焼土粒
微量。しまり強く、粘性ややある。
ローム大量、FA微量、炭化粒微量。粘質土。しまり非常
に強く硬い。

ローム粒・ブロック（φ～20㎜）少量、FA微量、焼土少『
量、粘土少量。しまり非常に強く硬い。粘性がある。
ローム粒・ブロック（φ～50皿）少量、FA微量、焼土粒
微量。しまり強く、粘性がある。
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1層：黄褐色土
2層：暗褐色土
3層：暗褐色土

4層：暗褐色土

ローム粒多量、焼土粒微量。しまりやや弱く、粘性ややある。
ローム粒微量、焼土粒微量。しまりやや強く、粘性ややある。
ローム粒微量、ロームブロック少量、焼土少量、灰やや多量。
しまりやや弱く、粘性ややある。

ローム粒微量、ロームブロック少量、焼土粒微量、灰微量。し
まりやや弱く、粘性ややある。

H－20号住居跡

0
lm（カマド図）

2m

Fig．59　H－19号住居跡②・H－20号住居跡
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　　　A
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4層：暗褐色土

　　　5層；黒褐色土
A’　6層：暗褐色土

2 1 3 4　5
7層：暗褐色土

7

8
6 　6

9
8

8層：暗褐色土
9層：暗褐色土

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまりやや強く、粘
性ややある。

ローム粒・ブロック（φ～20㎜）少量。FP微量、炭化粒微量、しま
りやや強く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック（φ～20㎜）少量、FA微量。しまりやや強く、
粘性ややある。

ローム粒微量、ロームブロック少量、FA微量。しまりやや強く、粘
性ややある。

ローム粒・ブロック微量、FA少量。しまりやや弱く、粘性ややある。
ローム粒・ブロック（φ～20㎜）少量、FA微量、炭化粒微量。しま
りやや弱く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、FA微量。しまりやや弱く、
粘性ややある。

ローム粒少量。しまりやや弱く、粘性ややある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまりやや弱く、粘
性ややある。
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Cノ

Bノ

　　　A

11740m

Aノ

4　　2
1

4
7号溝

5 3

B
B！

C
Cノ

1層：黒褐色土

2層：暗褐色土

3層：黒褐色土

ローム粒・ブロック（φ～20㎜）微量、FAやや多量。
しまり強く、粘性ややある。

ローム粒少量、ロームブロック（φ～30㎜）微量。FA
少量。しまり強く、粘性ややある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまり
やや強く、粘性がある。

4層：暗褐色土

5層：黄褐色土

ローム粒やや多量、ロームブロック（φ～30㎜）少量、
FA微量。しまりやや強く、粘性がある。
ローム。壁の崩落土と思われる。しまり強い。

0 2m

Fig．61　H－22号住居跡①
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o
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D
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国1

ll
Dノ

Dノ
国1

oう

一1　寸

鰯験

鎧

曾 1層：褐灰色土

2層：褐灰色土
3層：榿褐色土
4層1暗褐色土

5層1灰褐色土
6層：黄褐色土

7層1灰褐色土

8層：暗褐色土

9層：暗褐色土

10層1褐色土

11層：灰褐色土

ローム粒微量、FA微量、焼土粒微量、粘土少量。しま
り強く、粘性がある。

粘土層。ロームブロック微量。しまり強い。
焼土多量。しまり強い。

ローム粒少量、焼土少量。しまり弱く、粘性あまりな
いo

焼土少量、粘土少量。しまりやや弱く、粘性ややある。

ローム粒・ブロックやや多量、FA微量、焼土粒微量。
しまり強く、粘性がある。

ロームブロック少量、焼土少量、粘土微量。しまりや
や弱く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック少量、焼土少量。しまりやや強く、
粘性がある。

炭化粒微量、焼土やや多量。しまり強く、粘性あまり
ない。

ローム粒少量、ロームブロック（φ～40㎜）やや多量、

焼土粒微量。しまりやや強く、粘性ややある。
ロームブロック（φ～20㎜）少量、粘土微量。しまり
強く、粘性がある。
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磯1・1 H－22号住居跡カマド
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カクラン
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B 灘

雛

Bノ

寸
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7号溝

B
117，00m

Ql q
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A
l17．00m

カクラン

A！

1

鞭一、

　　6

1層：灰褐色土

2層1灰褐色土
3層：赤褐色土
4層：明黄褐色土

5層：褐灰色土

6層：暗褐色土

2

　　　墾英懸
1　　　鞭1
　　　　6

ロームブロック微量、FA微量、焼土少量、粘土少量、
灰微量。しまり強く、粘性がある。
粘土層。焼土粒微量。しまり強い。

焼土層。ローム粒微量。しまり強い。
ローム粒多量、焼土粒微量。しまり強く、粘性強い。
粘土層。ロームブロック微量、焼土粒微量。しまり
非常に強く硬い。

ローム粒・ブロック少量、FA微量、焼土粒微量、粘
土少量。しまり非常に強く硬い。

3　2
カクラン

H－23号住居跡

1層：暗褐色土
2層：暗褐色土
3層：暗褐色土

ローム粒少量、FA微量、炭化粒微量。しまり強く、粘性ややある。
ローム粒少量、FA微量、炭化材やや多量。しまり強く、粘性ややある。
ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまりやや強く、粘性ややある。

0
1m（カマド図）

2m

Fig．62　H－22号住居跡②・H－23号住居跡
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4

カクラン 1
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6 5
7

B Bノ

C Cノ

カクラン

カクラン

カクラン

　　　、

1層：暗褐色土

2層：暗褐色土

3層：暗灰褐色土

4層：明褐色土

ローム粒微量、FAやや多量、黒褐色土ブロック微量。しま
り強く、粘性ややある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまり強く、
粘性がある。

ローム粒やや多量、FA微量、炭化粒微量、黒褐色土ブロッ
ク少量。しまり強く、粘性がある。

ローム粒やや多量、ロームブロック微量、FA微量。しまり
強く、粘性がある。

5層：暗褐色土

6層：黄褐色土
7層：黄褐色土

ローム粒・ブロック微量、FA微量。しまり強く、粘性があ
る。

ローム。壁の崩落土。しまりあまりない。
貼り床。ローム粒多量、FA微量。しまり強く硬い。粘性が
ある。

0 2m

Fig．63　H－24号住居跡①
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3層：暗褐色土

4層1暗褐色土
5層：灰褐色土
6層1暗褐色土
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P少量、焼土粒少量、黒色土ブロック少量。しまり強
く、粘性ややある。

ローム粒少量、F　A少量。しまり強く、粘性ややある。
ローム粒少量、F　A微量。しまりやや強く、粘性があ
る。

ローム粒少量、FA微量、焼土粒微量。しまりやや強
く、粘性ややある。

西カマド
1層：黒褐色土　　ローム粒微量、F　A微量、炭化粒微量、焼土粒微量。

　　　　　　　しまり強く、粘性がある。
2層1黒褐色土　　F　A微量、焼土少量、粘土微量。しまり強く、粘性

　　　　　　　ややある。
3層：明黄褐色土　炭化粒微量、焼土粒微量、粘土やや多量。しまり強

　　　　　　　く、粘性がある。
4層1明黄褐色土　ローム粒少量、焼土粒微量、粘土少量。しまり強く、

　　　　　　　粘性がある。
5層：灰褐色土　　粘土層。ローム粒少量、F　A微量。しまり強く硬い。
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Fig、66　H－27号住居跡
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2
ローム粒・ブロック微量、FA微量。
しまりやや強く、粘性がある。

ローム粒少量、F　A微量。しまり強
く、粘性がある。

2層：褐灰色土

3層；黒色土

4層：黒褐色土

5層＝暗褐色土

6層：榿褐色土

ロームブロック微量、炭化粒微量、焼土少量、
粘土少量。しまり強く、粘性がある。
ロームブロック微量、粘土少量。しまり強く、
粘性がある。

灰層。しまりやや弱い。

ロームブロック微量、焼土粒微量。しまりやや
弱く、粘性ややある。

ローム粒少量、焼土粒微量。しまりやや弱く、
粘性ややある。

焼土層。しまり強い。
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2層：暗褐色土

3層：暗褐色土

4層：暗褐色土

5層：暗褐色土

ローム粒・ブロック微量、F　A少量、炭化粒微量。しまり
強く、粘性がある。

ローム粒微量、ロームブロック（φ～50㎜）少量、FA少
量、焼土少量、下位に炭化材がラミナ状に堆積。しまり強
く、粘性がある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、F　A少量。しまり強
く、粘性がある。

ローム粒微量、ロームブロック（φ～40㎜）少量、FA少
量、黒色土プロック少量。しまり強く、粘性がある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまりや
や強く、粘性がある。

6層；暗褐色土

7層；暗褐色土

8層；暗褐色土

9層：暗褐色土

ローム粒・ブロック（φ～35㎜）少量、FA少量。しまり
強く、粘性がある。

ローム粒・ブロック（φ～25㎜）少量、FA少量。しまり
強く、粘性がある。

ローム粒・ブロック微量、FA微量。しまり強く、粘性が
ある。

ローム粒微量、ロームブロック（φ～30㎜）少量。しまり
強く、粘性がある。掘り方充填土。

　　　　　　　　　　　　　　　　　1m（カマド図）

　　0　　　　　　　　　　　　2m

Fig．67　H－28号住居跡・H－33号住居跡
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ローム粒微量、F　A少量、炭化粒微量。しまりやや
強く、粘性がある。

ローム粒少量、FA少量。しまりやや強く、粘性が
ある。

ローム粒・ブロック（φ～50㎜）少量、F　A微量、

炭化粒微量。しまりやや強く、粘性がある。

ローム粒少量、FA微量。しまりやや強く、粘性が
ある。
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ローム。しまり強く硬い。

ローム粒微量、F　A微量、焼土粒微量。しまりや
や強く、粘性あまりない。

ローム粒微量、ロームブロック少量。しまり強く、
粘性がある。

ロームブロック微量、F　A微量、炭化粒微量、焼
土少量、粘土少量。しまり強く、粘性がある。
焼土層。しまりやや弱い。

ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、F　A微量、

黒色土ブロック少量。しまりやや強く、粘性やや
ある。

粘土層。ロームブロック微量、F　A微量、焼土粒
微量。しまり強く硬い。
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Fig．68　H－29号住居跡
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ローム粒微量、F　A少量、焼土粒微量。しまり強く、
粘性がある。

ローム粒・ブロック（φ～60㎜）少量、しまり強く、
粘性がある。

ローム粒微量、FA微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、F　A微量、

粘土微量。しまりやや強く、粘性がある。

ローム粒少量、FA微量。しまりやや強く、粘性が
ある。

ローム粒多量、ロームブロック微量、F　A微量、
焼土粒微量。しまり強く硬い。

ローム粒・ブロック微量、FA微量、焼土少量、
しまりやや強く、粘性がある。

ロームブロック微量、焼土やや多量。しまりやや
強く、粘性ややある。

灰層。ロームブロック微量。　しまりやや弱い。

ローム粒多量、F　A微量、焼土粒微量。しまり強
く硬い。

ローム粒やや多量、ロームブロック（φ～10㎜）
少量、F　A少量、焼土粒微量。しまり強く硬い。
ローム粒微量、F　A微量、焼土少量。しまりやや
強く、粘性がある。
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Fig．69　H－30号住居跡
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Fig．70　H－31号住居跡
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6層：明黄褐色土

9　　8
6　10

o

ローム粒・ブロツク微量、FA微量、焼土少量、粘土微量。
しまり強く、粘性がある。

ロームブロック微量、FA微量、焼土粒微量、粘土微量。し
まり強く、粘性がある。

ロームブロック微量、FA微量、炭化粒微量、焼土やや多量、
粘土少量。しまり強く、粘性がある。

ロームブロック微量、FA微量、焼土粒微量、灰少量。しま
り強く、粘性がある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまり強く、
粘性がある。

ローム粒・ブロック（φ～40㎜）やや多量。しまり強く、
粘性がある。掘り方充填土。

7層：暗赤褐色土　ロームブロック微量、FA微量、炭化粒微量、焼土多量、粘
　　　　　　　　土少量。しまり強く、粘性がある。
8層：黒褐色土　　焼土粒微量、粘土少量。しまり強く、粘性がある。
9層：暗黄褐色土　ローム粒やや多量。しまりやや強く、粘性がある。
10層：明黄褐色土　ローム粒多量、ロームブロック少量、FA微量、焼土粒微量。
　　　　　　　　しまり強く、粘性がある。

H－34号住居跡
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駁
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A　　号
一　　溝

Aノ
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H

N

oう

‘コ1 mI

1層：黒褐色土

2層：黒褐色土

3層：黒褐色土

ローム粒微量、ロームブロック（φ～30㎜）少量、

FA微量、炭化粒微量、焼土粒微量。しまりやや強
く、粘性ややある。

ローム粒微量、炭化粒微量、焼土少量。しまりや
や強く、粘性ややある。

ローム粒微量、炭化粒少量、焼土粒微量。しまり
強く、粘性がある。

　　　△　17号溝
116．00m

Aノ

1 H－35号住居跡

3
0

1m（カマド図）

2m

Fig．71　H－34号住居跡・H－35号住居跡
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1層：褐色土

2層：暗褐色土

3層：暗褐色土

ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、FA少量。しまり強く、
粘性がある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量、焼ニヒ少量、粘土
少量。しまり強く、粘性がある。

ローム粒少量、FA微量。しまりやや強く、粘性ややある。
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ゆ
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oう

西カマド
1層：暗赤灰色土

2層：榿色土

3層：黒褐色土

4層1暗褐色土

5層1暗褐色土

6層：暗褐色土

7層：暗褐色土

8層1黒褐色土

9層1暗褐色土

10層：暗褐色土

11層：明黄褐色土
王2層：黒色土

13層：褐色土

ローム粒微量、FA微量、焼土少量。しまり
やや弱く、粘性ややある。

焼土層。しまりやや強い。

ローム粒微量、FA微量、焼土粒微量。しま
りやや強く、粘性ややある。

FA微量、焼土やや多量。しまりやや強く、
粘性ややある。

ローム粒微量、FA微量、炭化粒微量、焼土
少量。しまりやや弱く、粘性ややある。

ローム粒少量、FA微量、焼土粒微量。しま
りやや強く、粘性ややある。

ローム粒少量、FA微量、焼土少量。しまり
強く、粘性がある。

ローム粒少量、焼土粒微量。しまり強く、
粘性がある。

ローム粒少量、焼土粒微量。しまり強く、
粘性ややある。

ローム粒・ブロック（φ～20㎜）少量、焼
土粒微量。しまり強く、粘性がある。

ローム。しまり非常に強く硬い。

ローム粒少量、FA微量。しまり非常に強く
硬い。

ローム粒少量、FA微量。しまり非常に強く
硬い。

11 5 11

12 10　13

0
1m（カマド図）

2m

Fig．72　H－36号住居跡・3号砂鉄ピット
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4 2

Aノ

B
5 Bノ
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5

1層：明黄褐色土

2層1黒褐色土

3層：暗褐色土

4層：暗褐色土

5層：暗褐色土

ローム。FA微量。壁の崩落。しまり強く、粘性がある。
ロームブロック微量、FA少量。しまりやや強く、粘性
ややある。

ローム粒・ブロック（φ～20㎜）少量、FA少量、焼土
ブロック微量。しまりやや強く、粘性ややある。

ローム粒少量、FA微量、焼土粒微量。しまりやや強く、
粘性ややある。

ローム粒少量、FA微量。しまりやや強く、粘性ややあ
るo

　　E
116．30m

Eノ 　F
116．30m

Fノ

1層：暗褐色土

1

ローム粒少量、FA微量、炭化粒微量、焼土少量。しま
り強く、粘性ややある。

0 2m

Fig．73　H－37号住居跡
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116．30m
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1
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7

8
9

OI

3

4

1層：暗褐色土

2層：暗褐色土

3層1黒褐色土
4層：明黄褐色土

5層：黒褐色土

6層：褐色土

7層1灰褐色土

8層：暗黄褐色土

9層1暗黄褐色土

ローム粒・ブロック（φ～70㎜）少量、FA少量、黒色土
ブロック少量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒微量、ロームブロック　（φ～15㎜）少量、FA少

量、黒色土ブロック微量。しまりやや強く、粘性ややあ
る。

ロームブロック微量、FA少量。しまり強く、粘性がある。
ローム多量、FA微量、黒色土ブロック微量。貼り床。し
まり強く硬い。

15号土坑。ローム粒微量、ロームブロック（φ～20㎜）

少量、FA微量・しまりやや弱く、粘性ややある。
15号土坑。ローム粒やや多量、ロームブロック微量、FA
微量。しまりやや弱く、粘性ややある。
15号土坑。ローム粒やや多量、FA微量。しまりやや弱く、
粘性がある。

15号土坑。ローム粒多量、BP微量。しまり弱く、粘性が
ある。

15号土坑。ローム粒多量、BP少量。しまりやや弱く、粘
性がある。

oう

C

　C

116．20m

∩1

Cノ

Cノ

∩1

一
N

寸

卜

1層：灰褐色土

2層：灰褐色土

3層：黒褐色土

4層1暗褐色土

5層：明黄褐色土

6層1黒色土

　　2　1
5
6 4

3

7層1暗褐色土

ローム粒・ブロック（φ～70㎜）少量、FA微量、焼土粒微
量。しまり強く、粘性ややある。

ローム粒少量、ロームブロック（φ～30㎜）やや多量、FA
微量。しまりやや強く、粘性がある。

ローム粒・ブロック少量、FA微量、焼土ブロック少量。し
まりやや強く、粘性がある。

ローム粒やや多量、ロームブロック少量、FA微量。しまり
やや強く、粘性がある。

ローム。FA微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒微量、ロームブロック（φ～25㎜）少量、FA微量、
しまりやや弱く、粘性あまりない。

ローム粒・ブロックやや多量。しまりやや強く、粘性があ
る。

7 7

0
1m（カマド図）

2m

Fig．74　H－38号住居跡・15号土坑
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1層1暗褐色土

2層：黒色土

ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、FA少量。しまりやや
強く、粘性がある。

ローム粒微量、FA少量。しまり強く、粘性ややある。

1層：暗褐色土

2層：暗赤褐色土

3層：明黄褐色土
4層：暗赤褐色土

5層；明黄褐色土

6層：黒褐色土

7層：暗褐色土

8層：明黄褐色土

9層：黒褐色土

ローム粒少量、FA微量、焼土粒微量。しまり強く、
粘性ややある。

ローム粒微量、焼土やや多量。しまり強く、粘性あ
まりない。

ローム粒多量、FA微量。しまり強く、粘性ややある。
ローム粒少量、FA微量、焼土少量。しまり強く、粘
性ややある。

ローム粒多量、FA微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒微量、ロームブロック（φ～20㎜）少量、
FA微量。しまり強く、粘性ややある。
ローム粒・ブロック微量、FA微量、焼土粒微量。し
まり強く、粘性ややある。

ローム。FA微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒微量、ロームブロック（φ～10㎜）少量、

FA少量。しまり強く、粘性がある。

9
6　5

0
lm（カマド図）

2m

Fig．75　H－39号住居跡
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調査区外
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冗　11＆80m
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1
1

2

　1：表土
1層：暗褐色土

2層：暗褐色土

ローム粒少量、FA少量、炭化粒微量、焼土粒微量。
しまり強く、粘性ややある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。し
まり強く、粘性ややある。
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20号土坑

　　　A

l21，30m

1層：暗褐色土

A／　2層：暗褐色土

1 3層：暗褐色土

2 3

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量、炭化粒
微量、焼土粒微量。しまり強く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック少量、FA微量。しまり強く、粘性
ややある。

ローム粒・ブロック少量、焼土少量。しまり強く、粘
性ややある。
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1層：黒褐色土

1層：暗褐色土

2層：明黄褐色土

3層：暗褐色土

4層：暗褐色土

ローム粒・ブロック（φ～10㎜）少量、炭化粒微量、
焼土少量。しまりやや弱く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック微量、焼土少量。しまり強く、
粘性がある。

ローム粒・ブロック（φ～50㎜）やや多量、FA微
量、焼土粒微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック（φ～40㎜）少量。FA微量。
しまり強く、粘性がある。

ローム粒少量、ロームブロック（φ～50㎜）やや
多量、FA微量。しまり強く、粘性がある。

　　A12（L6伍五　ピット
1　Aノ

3
4 2

H－42号住居跡

0 2m

Fig．76　H－40号住居跡・H－41号住居跡・H－42号住居跡
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1層：黒褐色土

2層1黒褐色土

3層：暗褐色土

ローム粒少量、ロームブロック（φ～50㎜）やや多量、

FAやや多量。しまり強く、粘性ややある。
ローム粒・ブロック（φ～20㎜）少量、FAやや多量。し
まり強く、粘性ややある。

ローム粒やや多量、ロームブロック（φ～25㎜）少量、

FA少量。しまり強く、粘性ややある。
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1層：暗褐色土

2層：褐灰色土
3層：黒色土

4層1暗褐色土

ローム粒・ブロック少量、FA少量、焼土粒微量、粘土微
量。しまり強く、粘性がある。

粘土層。焼土少量。しまりやや強い。
灰層。しまりやや弱い。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまり強
く、粘性がある。

5層：褐灰色土　FA微量、炭化粒微量、焼土やや多量、粘土少量。しまり
　　　　　　　やや強く、粘性がある。
6層；榿色土

7層二灰褐色土

8層：褐灰色土
9層：黒褐色土
10層：褐灰色土
11層：黒褐色土

12層：褐灰色土

焼土層。しまりやや弱い。

ロームブロック微量、焼土少量、粘土少量。しまり強く、
粘性がある。

粘土層。白色粒微量。しまり非常に強く硬い。
白色粒微量。しまり強く、粘性がある。
粘土層。焼土少量、白色粒微量。しまり非常に強く硬い。

ローム粒・ブロック（φ～50㎜）少量、FA微量、焼土粒
微量。しまり強く、粘性がある。

FA微量、焼土粒微量。しまり強く、粘性がある。

11
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0
1m（カマド図）
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Fig、77　H－43号住居跡
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2層：暗褐色土

3層：暗褐色土

ローム粒・ブロック微量、FA微量、焼土粒微量。
しまり強く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック（φ～40㎜）少量、FA微量、
焼土粒微量。しまりやや強く、粘性ややある。

ローム粒・ブロックやや多量、焼土微量。しま
り強く硬い。貼り床。
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1層1灰褐色土

2層1黒色土
3層：灰褐色土
4層：暗褐色土

5層＝黒色土

6層：暗褐色土

7層：暗褐色土

8層：明黄褐色土

9層：黒褐色土

10層：灰褐色土

ロームブロック微量、FA微量、焼土粒微量、粘
土やや多量。しまり強い。
灰層。しまりやや弱い。
焼土少量、粘土やや多量。しまり強い。

ロームブロック微量、FA微量、焼土粒微量。し
まり強く、粘性がある。

灰層。焼土粒微量。しまりやや弱い。
FA微量、焼土少量。しまりやや弱く、粘性やや
ある。

ロームブロック微量、FA微量、焼土粒微量。し
まりやや強く、粘性ややある。

ローム粒多量。しまりやや強く、粘性がある。
ロームブロックやや多量、FA微量。しまり強く、
粘性がある。

ロームブロック微量、FA微量、焼土粒微量、粘
土やや多量。しまり強い。

10

1
4
9 　108

0
1m（カマド図）

2m

Fig．78　H－44号住居跡
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ロームブロック微量、FA微量。しまり強く、粘性
がある。

ローム。壁の崩落。FA微量。しまりやや強い。
ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、FA少量、
炭化粒少量、焼土少量。しまりやや強く、粘性が
ある。

ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、FA微量、
焼土少量。しまりやや強く、粘性ややある。
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7層：暗赤褐色土

8層：明黄褐色土

9層：暗褐色土

G　　　　　　Gノ

＼ノ；、号土坑

ロームブロック微量、粘土やや多量。しまり強い。

ローム粒やや多量、焼土粒微量。しまりやや弱く、粘
性がある。

焼土粒微量、灰少量。しまり弱く、粘性あまりない。
灰層。しまり弱い。

焼土粒微量、灰微量。しまりやや弱く、粘性ややある。
焼土粒微量、粘土（被熱受ける）やや多量。しまりやや
弱い。

焼土やや多量。しまりやや強く、粘性ややある。
ローム。しまり強く、粘性がある。

ローム粒・ブロック微量、焼土粒微量。しまりやや強
く、粘性ややある。

2S3
S
56

8

S

0
1m（カマド図）

2m

Fig．79　H－45号住居跡・18号土坑

一127一



一奄 剛
q1

o⇒1

5

A

■7

●

4

C

5

0

　　　　一　　　　11
　　　　E＼、
　　　　　、1
　　　、　　　』1

・　Cノ呂
3　　　　11
　　　　　　11
　　　　　　1　　　　　　　1
　　　　　　』
　　　　　l　I

　　　　　　　・　　鯛）

　　　∩1趣　　11
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1　　　　　　　　1　　　　　　　11
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　，　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　l　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　I　J
　　　　　　　　　　　　　　　　　l　J
　　　　　　　　　　　　　　　　　l　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　　　　　　　　（一15）I　l

』一｝『唱、

一5，）◎ノ1・3

、．◎．（二璽、◎ニゴノ

亀12

周

E◎

◎　8
（一6）

　　◎

6－17）

（一19）

◎
（一10）

1 ■9

6

7

13

Aノ

H－46号住居跡

H－47号住居跡

剛

　A
120．70m 3

カクフン
　　　　　　4

2 14

Aノ

5 　　1　　　　　・　4　、ヤ　　6　7
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1415好 15　　　18
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10　11 9 16

B Bノ

1層＝灰褐色土

2層：黒褐色土

3層：暗褐色土

4層：黄褐色土

5層：暗褐色土

6層：褐灰色土
7層：黒褐色土

8層：明黄褐色土

9層：暗褐色土

ローム粒微量、FA微量、焼土粒微量。しまり強く、粘性
がある。

ローム粒・ブロック微量、FA微量、焼土粒微量。しまり
強く、粘性がある。

ローム粒・ブロック微量、FA少量。しまり強く、粘性や
やある。

ローム粒やや多量、ロームブロック微量、FA微量、炭化
粒微量。しまり強く、粘性がある。

ロームブロック微量、FA微量。しまりやや強く、粘性や
やある。

粘土層。FA微量。しまり強い。
ローム粒微量、FA少量、焼土粒微量。しまり強く、粘性
がある。

ローム粒・ブロック（φ～100㎜）多量、FA微量。しまり
非常に強く硬い。貼り床。

ローム粒やや多量、ロームブロック（φ～100㎜）少量、

FA微量、焼土粒微量。しまり強く、粘性がある。貼り床。

10層：暗褐色土
11層1明黄褐色土

12層：暗褐色土

13層：黒褐色土

14層1暗褐色土

15層：暗褐色土

16層：黒色土

17層：黒褐色土

18層：明黄褐色土

ローム粒少量、FA微量。しまり強く、粘性ややある。
ローム粒・ブロック（φ～30㎜）多量、FA微量。しまり
非常に強く硬い。旧貼り床。

ローム粒やや多量、ロームブロック（φ～30㎜）少量、

FA微量、焼土粒微量、粘土少量。しまり強く、粘性があ
る。旧貼り床。

ローム粒微量、FA少量、焼土粒微量。しまり強く、粘性
がある。

ローム粒少量、ロームブロックやや多量、FA微量、炭化
粒微量、焼土微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒少量、ロームブロック（φ～80㎜）やや多量、

FA微量、焼土粒微量、黒色土ブロック少量。しまり強く、
粘性がある。

ローム粒・ブロック微量、FA微量。しまりやや強く、粘性
ややある。

ローム粒少量、ロームブロック（φ～80㎜）やや多量。し
まりやや強く、粘性がある。

ローム。壁の崩落。しまり強い。

0 2m

Fig．80　H－46号・47号住居跡①
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1層：灰褐色土

2層1灰褐色土

3層二灰褐色土

4層：明黄褐色土

5層：赤褐色土
6層1灰色土
7層：灰褐色土

8層：灰褐色土
9層：褐色土

10層：褐色土
11層：褐灰色土
12層：暗褐色土

13層：暗褐色土

14層二灰褐色土

15層：灰褐色土

15
17

16層：黒褐色土
17層：赤褐色土

ローム粒・ブロック微量、FA少量、炭化粒微量、焼土粒微量。
しまり強く、粘性がある。

ローム粒・ブロック微量、FA微量、焼土粒微量、粘土やや多
量。しまり強い。

FA微量、焼土ブロック少量、粘土少量。しまり強く、粘性が
ある。

ローム。焼土粒微量。しまり強い。

焼土多量。粘土微量。しまり強い。
灰層。焼土少量。しまりやや弱い。

ローム粒少量、炭化粒微量、焼土粒微量、灰微量。しまりや
や強く、粘性がある。
焼土少量、灰ラミナ状に少量。しまりや々弱い。

ローム粒・ブロック微量、焼土粒微量、灰やや多量。しまり
やや強く、粘性がある。

焼土少量。しまりやや強く、粘性がある。
灰層。しまりやや弱い。

ロームブロック少量、焼土粒微量。しまりやや強く、粘性が
ある。

ロームブロック微量、FA少量、粘土少量。しまり強く、粘性
がある。

ローム粒・プロック微量、FA微量、焼土粒微量、粘土多量。
しまり強い。

ロームブロック微量、焼土少量、粘土少量。しまり強く、粘
性がある。

ローム粒・ブロック微量、FA微量。しまり強く、粘性がある。
焼土多量。粘土微量。しまり強い。

H－46号住居跡カマド

国1 ロ司
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E

　E

120。50m
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国

1 讐麟

9

Eノ

E・【刊

3

H

cq

寸

0　　1層：黒褐色土

2層：黒褐色土

卜
　　3層：黒色土

4層1榿色土
5層1黒色土
6層：黒褐色土

7層：黒褐色土

8層：褐灰色土。

9層：黒色土

10層：明黄褐色土
11層：黒色土
12層：暗褐色土

12

13 45
6

101112

13層：暗褐色土

H－47号住居跡カマド

’ローム粒・ブロック微量、焼土粒微量。しまり強く、粘性が
ある。

ローム粒・ブロック微量、FA微量、炭化粒微量、焼土ブロック
少量。しまり強く、粘性がある。

ロームブロック微量、FA微量、炭化粒微量、焼土粒微量、粕土
微量。しまり強く、粘性がある。

焼土層。しまりやや強い。

炭化粒微量、焼土粒微量、粘土少量。しまり強く、粘性がある。
FA微量、炭化粒微量、焼土少量、灰少量、粘土少量。しまりや
や強く、粘性がある。

ロームブロック微量、焼土粒微量、灰ラミナ状に少量、粘土少
量。しまり強く、粘性がある。
粘土層。しまり強い。

焼土粒微量、粘土少量。粘質土。しまり強い。
ローム。しまり強い。

焼土粒微量、粘土微量。粘質土。しまり強い。
ロームブロック微量、焼土少量、粘土微量、灰少量。しまり強く、
粘性ややある。

ローム粒・ブロック（φ～20㎜）少量、FA微量、焼土粒微量。し
まり強く、粘性がある。

0 1m

Fig．81　H－46号・47号住居跡②
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3層：暗褐色土
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1層：暗褐色土
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互

目蝶iii、菖
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2層：灰黄色土
3層：灰黄色土
4層＝明赤褐色土
5層：榿色土

6層：赤褐色土
7層：暗褐色土
8層：灰色土

9層：明赤褐色土

10層：灰色土
11層：明赤褐色土
12層：赤褐色土
13層：黄褐色土

14層；暗褐色土

15層：黄褐色土

16層；明黄褐色土
17層：褐灰色土
18層：褐灰色土
19層：褐灰色土

ローム粒微量、FA少量、炭化粒微量。しまり強く、粘
性がある。

ローム粒・ブロック微量、FA少量。しまり強く、粘性
がある。

ローム粒微量、ロームブロック（φ～60㎜）少量、FA
微量、炭化粒微量、焼土粒微量。しまり強く、粘性が
ある。

ローム粒少量、FA微量。しまりやや強く、粘性がある。

ロームブロック微量、FA微量、焼土粒微量、粘土微量。
しまり強く、粘性がある。

粘土層。しまり強い。

粘土層。しまりやや強い。

焼土層。炭化粒微量、灰微量。しまりやや弱い。
焼土多量、粘土少量。しまりやや強く、粘性ややある。
焼土少量。しまりやや弱く、粘性ややある。
焼土少量、灰微量。しまりやや強く、粘性がある。
灰層。焼土少量。しまり弱い。
焼土多量。しまりやや弱く、粘性あまりない。

灰層。ロームブロック微量、焼土粒微量。しまり弱い。
焼土やや多量。しまりやや弱く・粘性あまりない。
焼土層。しまりやや弱い。

ローム粒少量、焼土粒微量。しまりやや強く、粘性やや
ある。

ロームブロック微量、焼土少量、粘土少量。しまりやや
強く、粘性がある。

ローム粒やや多量、焼土粒微量。しまり強く、粘性があ
る。

ローム。焼土少量。しまり強い。
ローム粒微量、FA微量、粘土多量。しまり強い。
粘土層。FA微量。しまり強い。
ローム粒微量、焼土少量、粘土多量。しまり強い。・
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Fig．82　H－48号住居跡
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2 H－48号住居跡

ローム粒微量、FA微量、炭化粒微量、焼土粒微量。しまり
強く、粘性ややある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまりやや
強く、粘性ややある。

ローム粒やや多量、ロームブロック（φ～15皿皿）少量、FA
微量。しまりやや強く、粘性ややある。
ローム粒多量、FA微量。しまり非常に強く硬い。貼り床。

3層：暗褐色土

1層：黒褐色土

2層：黒褐色土

3層：暗褐色土

4層1暗褐色土

4層：黒褐色土
5層：黒褐色土
6層：榿褐色土
7層：黒褐色土

8層：暗褐色土
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ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量、焼土少量。
しまり強く、粘性がある。

ローム。ロームブロック微量、FA微量、焼土少量。しま
り強い。

ローム粒微量、ロームブロック少量、FA微量。しまりや
や強く、粘性ややある。

FA微量、焼土少量。，しまりやや強く、粘性ややある。
ローム粒微量、焼土粒微量。しまり強く、粘性ややある。
焼土層。しまりやや強い。

ロームブロック微量、FA微量、焼土粒微量。しまりやや
弱く、粘性ややある。

ローム粒少量、ロームブロックやや多量。しまり強く、
粘性ややある。

ローム。FA微量、焼土少量。しまり強い。
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Fig．83　H－49号住居跡・H－51号住居跡・H－54号住居跡
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　　　　　　　　　　　21号土坑

ローム粒・ブロック微量、FA少量。しまり強く、粘性ややある。
ローム粒やや多量、FA微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒少量、FA微量。しまり強く、粘性ややある。

1層：褐色土

2層1暗褐色土

3層；暗褐色土

ローム粒・ブロック（φ～20㎜）少量、FA微量、炭化粒微量、
焼土少量。しまり強く、粘性がある。

ロームブロック微量、FA微量、炭化粒微量、焼土少量。しま
り強く、粘性がある。

ロームブロック微量、FA微量。しまり強く、粘性がある。 0 2m

Fig．84　H－50号住居跡・21号土坑
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1層：暗褐色土

2層：暗褐色土

3層：黒褐色土

4層：黒色土

5層1暗褐色土

6層：暗褐色土

7層：暗褐色土

8層：暗褐色土

9層：褐灰色土

10層：黄褐色土

5
0

ローム粒少量、FA微量、焼土粒微量。しまり強く、粘
性がある。

ロームブロック微量、FA微量、炭化粒微量、焼土少量。
しまり強く、粘性がある。

ロームブロック微量、炭化粒微量、焼土やや多量、粘
土微量、灰少量。しまりやや強く、粘性ややある。

ローム粒微量、焼土少量、灰やや多量。しまりやや弱
く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック（φ～15㎜）少量。しまりやや強
く、粘性ややある。

ローム粒・プロック（φ～25㎜）少量、FA微量、炭化
粒微量、焼土粒微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック微量、炭化粒微量、焼土少量、粘
土微量。しまり強く、粘性がある。

ロームブロック微量、炭化粒微量。しまり強く、粘性
がある。

粘土層。ロームブロック微量、FA微量、焼土粒微量。
しまり強い。

ロームブロック（φ～40㎜）少量、FA微量。しまり強
く、粘性がある。

1m（カマド図）

2m

Fig．85　H－52号・53号住居跡
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※スクリーントーン部分は、天井部崩落のローム。

1層：暗褐色土

2層：明黄褐色土

3層：暗褐色土
4層：明黄褐色土

5層：暗褐色土
6層：暗褐色土

7層：明黄褐色土

8層：暗褐色土
9層：明黄褐色土

10層：明黄褐色土
11層：暗褐色土

12層：明黄褐色土

ローム粒・ブロック（φ～150㎜）少量、FA微量、炭化粒微量。
しまり強く、粘性がある。

ローム。しまりやや弱い。

ローム粒少量、炭化粒微量。しまりやや弱く、粘性ややある。
ローム。しまりやや弱い。

ローム粒少量。しまりやや弱く、粘性ややある。
ロームブロック（φ～50㎜）少量、炭化粒微量。しまりやや弱
く、粘性ややある。

ローム。しまりやや弱い。

ローム粒少量、炭化粒微量。しまりやや強く、粘性ややある。
ローム。B。P微量。しまりやや強い。

ローム。B．P少量。しまり非常に強く硬い。

ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量。しまりやや強く、粘性
がある。

ローム。B』P微量。しまり非常に強く硬い。

B
Bノ

19号土坑

0 2m

Fig。87土坑②
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H－41号住居跡

q亀1
pqI

20号土坑

　A

121．30m

1層：灰褐色土

2層：暗褐色土
3層：明黄褐色土

A／　4層：暗褐色土

14 4

1

7

5

2

3

5層1明黄褐色土

6層：明黄褐色土

7層：暗褐色土

8層1明黄褐色土
9層：黄褐色土
10層：暗褐色土

15

12

10

16

※スクリーントーン部は、天井部崩落のローム。

11層：明黄褐色土
12層：黄褐色土
13層：明黄褐色土
14層：暗褐色土

15層：暗褐色土

16層：褐色土

ロームブロック（φ～20㎜）やや多量、FA少量。しまりやや強く、
粘性がある。

ロームブロック微量。しまりやや強く、粘性ややある。
ロームブロック（φ～20㎜）やや多量、FA少量。しまりやや強く、
粘性がある。

ロームブロック（φ～150㎜）少量、浅間B軽石微量、炭化粒微量、
焼土粒微量、黒色土ブロック少量。しまりやや弱く、粘性ややある。
ロームブロックやや多量、焼土少量、BP微量。しまりやや強く、粘
性がある。

ローム。しまり強い。

ローム粒・ブロック（φ～40㎜）少量、炭化粒微量。しまりやや弱
く、粘性ややある。

ローム。B。P微量。しまりやや弱い。

ローム。しまり強い。

ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、浅間B軽石微量、焼土粒微
量。しまり強く、粘性がある。

ローム。しまり強い。

ローム。しまり強い。

ローム。RP微量。しまり強い。

ロームブロック微量、FA微量、炭化粒微量、焼土粒微量。しまり強
く、粘性がある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまり強く、粘性が
ある。

粘土層。しまり強い。

、

奥
〆 ヤ

mノ

5

剛

・◎些
A 3

●

2　1
　　●

Aノ

　　　A

119。60m
1

Aノ

1層1暗褐色土
2層1赤褐色土

3層：暗褐色土

3　　2
1号土坑

　A
ll9．40m

的ノ

1　2
Aノ

4　5

ローム粒少量。しまり強く、粘性ややある。

ローム粒少量、FA少量、焼土多量。しまり
強く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック少量、FA微量、焼土少
量。しまり強く、粘性がある。

4 3
6

7

2号土坑

mI

エ層：暗褐色土　砂礫（φ5㎜前後）　砂粒少量。しまりやや強
　　　　　　　く、粘性あまりない。

2層：明褐色土

3層：暗褐色土

4層：暗褐色土
5層：黄褐色土
6層：明褐色土

7層：明褐色土

砂礫・砂粒微量、ローム粒少量。しまりやや強
く、粘性あまりない。

砂礫微量、ローム粒微量。しまりやや強く、粘
性ややある。

ローム粒微量。しまりやや弱く、粘性ややある。
ロームプロック。しまりやや強い。

ローム粒・ブロック少量、FA微量。しまり弱く、
粘性ややある。

ローム粒・ブロツク（φ～30皿）多量、暗褐色
土ブロック少量。しまり弱く、粘性ややある。

璽

0 2m

Fig．88土坑③
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A！
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　　　A

120。00m

Aノ

1
o⇒1 ml

1層：暗褐色土 ローム粒少量、FA少量、浅間B軽石少量。
しまり強く、粘性あまりない。

4号土坑
　A

117．70m

Aノ

1
5号土坑

2

3

1層：暗褐色土

2層：暗褐色土

3層：暗褐色土

ローム粒微量、FA微量、浅間B軽石微量、炭化粒
微量。しまりやや弱く、粘性ややある。
ローム粒・ブロック（φ～250㎜）をやや多量、浅
間B軽石微量・しまり弱く、粘性がある。
ローム粒少量、浅間B軽石微量。しまり弱く、粘
性がある。

画〆 o⇒1 o貸1

A
、

、

、

、

A’ 面
の

￥

￥

￥

mI mI

　　　A

116．90m

Aノ
7号土坑

1
2　3

S4》

5

1層：暗褐色土

2層：明褐色土

3層：暗褐色土

4層：明褐色土

5層：明褐色土

ローム粒微量、FA少量、浅間B軽石少量、炭化粒微量。
しまり強く、粘性ややある。

ローム粒・ブロック（φ～20㎜）少量、FA微量、浅間
B軽石微量。しまりやや強く、粘性がある。

ローム粒・ブロック（φ～15㎜）微量、浅間B軽石を
微量。しまりやや弱く、粘性ややある。
ローム粒・ブロック少量。しまりやや弱く、粘性やや
ある。

ローム粒やや多量。しまり弱く、粘性ややある。

1 0 2m

Fig．89土坑④
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8号土坑

1層：明褐色土

2層：黄褐色土

3層：、黒褐色土

4層：明褐色土

　A
117ユOm

ローム粒・ブロック（φ～30㎜）多量、浅間B
軽石微量。しまりやや強く、粘性ややある。
ローム粒・ブロック（φ～50㎜）大量。しまり
やや弱く、粘性ややある。

ローム粒をラミナ状に少量。しまり弱く、粘性
がある。

ローム粒多量。しまり弱く、粘性ややある。

mI

Aノ

9号土坑

一叙 mI

A

P⇒1

　　A
117．80m

Aノ

　　　　　　　　　　　r一一
　　　ゆ号往鱒　＼
倒　　　　　　　ml
　　　　　　　　ざ

．奄

A

　A
11〔シ90m

し

ml

ml

ml

A’

剛

Aノ

1
2 3 11号土坑 13号土坑

4

1層1暗褐色土

2層：黒褐色土

3層：黒褐色土

4層：暗褐色土

ローム粒少量、ロームブロックやや多量、FA少量、
炭化粒微量。しまりやや強く、粘性がある。
ローム粒微量、ロームブロック少量、FA少量。しま
り強く、粘性がある。

ローム粒・ブロック微量、FA少量。しまりやや強く、
粘性がある。

ローム粒少量、ロームブロックやや多量、FA少量。
しまりやや強く、粘性がある。
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　　　　　　　　　　五代木福1遺跡遺物観察表
」一1号住居跡　（Fig．96・97、PL．40・41）

No． 器種 計測値（cm）／残存 器形・文様等の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1 深　　鉢 口径：15．1／1／2
緩やかな4単位の波状口縁。RL縄文後、口縁部・胴部に横位

行沈線。
にぶい褐

繊維・石英・白色 3・4・5・

7・59

2 深　　鉢 ／胴部片
単節縄文を菱形状に施文。半裁竹管状工具による変形爪形

・同心円文。
にぶい黄榿

繊維・石英・白色
41

3 深　　鉢 底径：（14D）／底部片 単節縄文を菱形状に施文。 にぶい榿 繊維・石英 39

4 深　　鉢 ／口縁部片 頂部尖る波状口縁。複節R　L　R縄文。 にぶい褐 繊維・チャート 30

5 深　　鉢 ／口縁部片 無節L縄文。 にぶい榿 繊維・チャート 53

6 深　　鉢 ／上半部片 単節縄文を異方向から（菱形状に）施文。 赤褐 繊維・石英 21

7 深　　鉢 ／口縁部片 LR縄文。 にぶい赤褐 繊維・白色粒 一

8 深　　鉢 ／口縁部片 RL縄文。 にぶい黄榿 繊維・黒色鉱物 43

9 深　　鉢 ／口縁部片 単節縄文・変形爪形文。焼成前の穿孔あり。 にぶい黄榿 繊維・黒色鉱物 一

10 深　　鉢 ／胴部片 平行沈線・コンパス文。 明赤褐 繊維・石英 一

11 深　　鉢 口径二23．2／上半部 R　L縄文。／炉に使用。内面に二次被熱痕。 明赤褐 チャート・白色粒 56

12 深　　鉢 ／胴部片 RL縄文。 榿 『片岩・チャート 33・37

13 深　　鉢 ／口縁部片 RL縄文。 明赤褐 片岩・チャート 一

14 深　　鉢 ／口縁部片 頂部丸みのある波状口縁。R　L縄文。／補修孔あり。 明赤褐 チャート・角閃石 一

15 打製石斧 長さ：10，8cm・幅：7．7cm・厚さ：2．5cm、重さ：184。6g。石材：頁岩。 13

16 R　　F 長さ：5．8cm・幅二8．5㎝・厚さ：2．1㎝、重さ11077g。石材：砂質頁岩。／調整のある剥片。 一

17 石　　鍍 長さ：15cm・幅：1．1cm・厚さ：α4cm、重さ：α39g。石材：チャート。 『

H－1号住居跡（Fig．98、PL．42）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷
口径：（121）／1／4

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR6／6
微砂粒・チャート 6

H－2号住居跡（Fig．98、PL．42）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
須恵器

蓋
／摘み部 円板状の摘み。摘み部径2．8cm。

灰白

。5Y7／1

片岩・チャート・

色鉱物
一

2
須恵器

蓋
口径：（16．0）／口縁部 ロクロ成・整形。口縁端部下方に折れる。

灰白

Y8／1

チャート・白色

・黒色鉱物
一

H－3号住居跡（Fig．98、PL．42）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷

器高：48・口径：

IZO〉・底径1（ε5）／1／5

体部、内湾気味に立ち上がる。外面、口縁部ナデ、体部・底

ヘラ削り。内面、ナデ。

榿7．5YR7／6 石英・チャート・

色鉱物
6

2 鉄製品 残畏：37cm・幅：a3c皿、残重152g。／逆U字状の鉄製品。素材の鉄はα4cm×α5c恥 3
3 鉄製品 残長15．Ocm・幅二〇。4cm・厚さ：05cm、残重4．2g。／断面長方形。 一

4 鉄津 長さ：79cm・幅：70cm・厚さ：3．5cm、重さ：225．5g・ 5

H－4号住居跡（Fig．98、PL．42）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
須恵器

圷

器高：43・口径：

122）・底径：（58）／1／5

ロクロ成・整形。口縁端部わずかに外反。底部、回転糸切り

調整。

灰白

．5Y8／2

石英・白色粒・黒

鉱物
『

H－6号住居跡（Fig．98、PL．42）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕

器高：36。3・口径：

03・底径：4．6／完形

長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナ

、胴部ヘラナデ。／カマド左袖部に使用。

にぶい榿

．5YR7／3

角閃石安山岩粒・

英・チャート
23

2
土師器

甕

器高：42．6・口径：

195）・底径：55／4／5

長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナ

、胴部ヘラナデ。／外面一部に粘土付着。

にぶい赤褐

YR5／4

角閃石・石英・白

粒・チャート
17・カ

3
土師器

甕
口径：16，4／1／3

外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部

ラナデ。

にぶい黄燈

0YR7／4

角閃石・石英・白

粒・チャート

1～6・

他
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H－7号住居跡（Fig，98、PL42）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷

器高：44・

径：（1a2）／1／4

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ、黒色処理。

灰褐

5YR4／2
微砂粒・白色粒 5

2　薦編石　長さ：15．7cm・幅：7．Ocm、重さ：842．7g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 1
3　薦編石　長さ：15．Oc皿・幅：7．3cm、重さ：78a7g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 2

H－8号住居跡（Fig．98、PL．42〉

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕
口径：12．Oc皿／1／6

小形甕。「コ」の字状口縁。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削

。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。／外面に煤付着。

明赤褐

．5YR5／6
角閃石・白色粒 カ

2
須恵器

椀

器高：57・口径：1巳3・

径：72／ほぼ完形
ロクロ成・整形。底部、回転糸切り後、高台貼り付け。

灰白

Y7／1

石英・白色粒・黒

鉱物
一

3
須恵器

圷

器高：5，3・口径：

163）・底径：（＆4）／1／5

ロクロ成・整形。底部、回転糸切り無調整。内面、黒色処理、

半・底部をミガキ。／酸化焔焼成。

浅黄

．5Y7／3

角閃石・石英・白

粒
一

4　薦編石　4長さ：165cm・幅：6．4cm、重さ：632．O　g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 1

H－9号住居跡（Fig。99、PL43）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

口径：21．1／1／3
胴部最大径推定23．2c皿。外面、口縁部ナデ、胴部ハケ目。内

、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

にぶい黄榿

0YR7／4

眉英・チャート・

色粒・黒色鉱物

47・73

2
土師器

口径：（17．5）／1／5
頸部の括れ弱い。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、

縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

灰黄褐

0YR4／2

石英・白色粒・黒

鉱物

52・53・

8

3
土師器

口径：（15．7）／破片
小形甕。胴部最大径推定18．3cm。外面、口縁部ナデ、胴部ヘ

削り後ナデ。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

明褐

5YR5／6

石英・白色粒・黒

鉱物
43

4
土師器

圷
底径：15．7／脚部 　　　　　　　　　　　　　　轟面、脚部ヘラ削り、脚裾部ナデ。内面、脚部ナデ。

榿5YR6／6 角閃石・石英・白

粒
19

5
土師器

圷
底径：15．4／脚部

外面、脚部ヘラ削り、脚裾部ナデ。内面、脚部木口状工具ナ

。

榿5YR6／6 角閃石・石英・白

粒
20

6
土師器 器高：43・口径：

4D／ほぼ完形

丸底。口縁部と底部との境に稜。外面、口縁部ナデ、底部ヘ

削り。内面、ナデ。／内外器面、・斑にハゲ。

燈5YR6／6 石英・チャート・

色粒・黒色鉱物

146・

51他

7
土師器 器高：4。2・

径二15。0／1／2

丸底。口縁部と底部との境に稜。外面、口縁部ナデ、底部ヘ

削り。内面、ナデ。／内外器面、斑にハゲ。

榿5YR6／6 石英・チャート・

色粒・黒色鉱物

153・

55他

8
土師器 器高：4D・

径：（11．8）／2／3

丸底。口縁部、内傾。外面、口縁部ナデ、底部ヘラ削り。内

、ナデ、底部に放射状ミガキ。内外面、黒色処理。

黒褐

0YR3／2

石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
125

9
土師器 器高：47・

径：（11．9）2／3

丸底。口縁部と体部との境に稜。口縁部、内傾。外面、口縁部

デ、体部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。内外面、黒色処理。

にぶい褐

，5YR5／4

石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
30

10 手捏土器 口径：9。7／1／2 外面、ヘラ削り。内面、粗雑なナデ、黒色処理。
にぶい黄榿

0YR6／4
角閃石安山岩粒 86

11 薦編石 長さ：16。2cm・幅：5。1cm、重さ：471。6g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 36

12 薦編石 長さ：1a7cm・幅：5・5cm・重さ：42＆3g。石材：ヒン岩。／写真のみ掲載。 57

13 薦編石 長さ：13．4cm・幅：6．6cm、重さ：509．O　g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 56

14 薦編石 長さ：14。8cm・幅：6．2cm、重さ：575．5g。石材：頁岩。／写真のみ掲載。 35

15 薦編石 長さ：14。4cm・幅：66cm、重さ：513．6g。石材：頁岩。／写真のみ掲載。 32

16 薦編石 長さ：14．Ocm・幅：74cm、重さ：624，9g。石材：頁岩。／写真のみ掲載。 37

17 薦編石 長さ：14。6cm・幅：7。2cm、重さ：6498g。石材：頁岩。／写真のみ掲載。 31

18 薦編石 長さ：142cm・幅：59cm、重さ：681．1g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 3
19 薦編石 長さ：14。5cm・幅：α8cm、重さ：830。7g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 23

H－lo号住居跡（Fig．99、PL．44）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷
口径：（120）／1／3

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR6／8 チャート・赤褐色
6

2
土師器

圷

器高：3．1・

径：8．9／3／4

丸底小形圷。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ削り。内面、

縁部ナデ、底部ヘラナデ。内外面、黒色処理。

黄灰

．5Y4／1

石英・白色粒・黒

鉱物
2

3礫長さ：17，2cm・幅：15。4cm・厚さ：57cm、重さ：2536．6g。石材：頁岩。／両広面は非常に平滑。わずかに擦痕。砥石か。7

4　薦編石　長さ：181cm・幅：7．lcm・重さ：869，0g。石材：頁岩。／写真のみ掲載。 3
5　薦編石　長さ：13．8cm・幅：6．8cm、重さ：769．9g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 8
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H－ll号住居跡（Fig．loo、PL44〉

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
須恵器

圷

器高：43・口径：144・

径：6．2／ほぼ完形
ロクロ成・整形。底部、回転糸切り無調整。／還元不完全。

灰黄

．5Y6／2

石英・チャート・

色粒 2～5

2
須恵器

圷

器高：34・口径：12か

径：50／1／2

ロクロ成・整形。体部、丸みを持つ。底部、回転糸切り無調

。外面体部に墨書マ台形状囲いの中に「上」。／還元不完全。

にぶい黄

．5Y6／3

石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
1

3
須恵器

椀）
口径：（150）／1／4

ロクロ成・整形。高台が剥落すると思われる。外面体部に墨

あり。

灰白

．5Y’7／1

角閃石・石英・白

粒
18・カ

4砥石残長二4。1cm・幅2．5cm・厚さ：1，5cm、残重：17．4g。石材：流紋岩・

H－12号住居跡（Fig．loo、PL。44）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕
口径：125／1／4

「コ」の字状口縁。胴部最大径13．8cm。外面、口縁部ナデ、胴

ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

にぶい赤褐

Y’R5／4

石英・白色粒・黒

鉱物

2・11・

4・15

2
須恵器

圷

器高：3，8・口径：

138）・底径：5，6／1／2

ロクロ成・整形。外面、体部下端ヘラ削り。底部、回転糸切

無調整。／燃し焼成。

灰5Y5／1 石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
1・3～6

3 刀　子　残長：18．2cm・刃部最大幅：1．5cm・茎部幅：0．9cm・刃部最大厚：0．6cm、残重：33．3g。／両関。 10・23

4 刀子残長：43cm・幅：0．7cm・厚さ：0．3cm、残重：3．1g。／茎部片。 22

H－13号住居跡（Fig．100、PL44）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷）
／底部小破片 内底部に墨書。

明赤褐

．5YR5／6

石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
一

2
須恵器

甕
／胴部片 外面、平行叩き。内面、同心円状当て具痕。

灰黄褐

0YR5／2

片岩・石英・チャ

ト
4

3
須恵器

圷

器高1菊・口径：137・

径：62／ほぼ完形
ロクロ成・整形。底部、回転糸切り無調整。／器形歪む。

黄灰

．5Y6／1

粗砂粒・チャート・

色粒・黒色鉱物
10

4
須恵器

圷

器高：45・口径：

13紛・底径：6D／1／2
ロクロ成・整形。底部・回転糸切り無調整。／還元不完全じ

にぶい黄

．5Y6／3

砂礫・片岩・チャ

ト・赤褐色粒
一

5
須恵器

皿

器高：2，8・口径：

40・底径：6。4／2／3
ロクロ成・整形。底部、回転糸切り後、高台貼り付け。

黄灰

．5Y5／1

片岩・チャート・

褐色粒
5

6 刀　子　残長：12．4・刃部最大幅：1、1cm・茎部幅10．8cm・刃部最大厚：0．5cm、残重：13．4g。／背関。 2
7 刀　子　残長：11．7・刃部最大幅：1．4cm・刃部最大厚：0．5cm、残重：17，2g。／背関。 8

H－14号住居跡（Fig．100、PL45）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕

器高：26．2・口径：

9．8・底径148／4／5

「コ」の字状口縁。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、

縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

榿5YR6／6 片岩・石英・チャ

ト・黒色鉱物

6・58・

他

2
須恵器

圷

器高：44・口径：

13，2）・底径：（54）／1／3

ロクロ成・整形。口縁端部わずかに外反。底部、回転糸切り

調整。

灰白

0Y7／1

片岩・チャート・

色鉱物
49・50

E－15号住居跡①（Figloo・101、PL45〉

No． 器種 計測値（c皿）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

口径：18．0／1／4
長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナ

、胴部ヘラナデ。

明赤褐

YR5／6

角閃石・石英・チ

ート・白色粒

2・14・

7～19

2
土師器

／下半部
小形丸底甕と思われる。外面、胴部ヘラ削り。内面、胴部ヘ

ナデ、黒色処理。

灰黄

．5Y6／2
角閃石・白色粒 16

3
土師器 器高：4．2・口径：

37／ほぼ完形

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、底部ヘラナデ。

榿5YR6／6 石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
34・カ

4
土師器 器高：（42）・口

：（12。8）／1／3

丸底。口縁部と底部との境に稜。外面、口縁部ナデ、底部ヘ

削り。内面、ナデ。

にぶい黄榿

0YR7／4

チャート・白色
・黒色鉱物

1

5 薦編石 長さ：12．5cm・幅：59cm、重さ：619．1g。石材：安山岩。／写真のみ掲載。 36

6 薦編石 長さ113．1c皿・幅：68c皿、重さ：73＆8g。石材：ヒン岩。／写真のみ掲載。 43

7 薦編石 長さ：13ρcm・幅：5．7cm、重さ：377。5g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 37

8 薦編石 長さ：12。Ocm・幅：＆2cm・重さ：7249g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 28

9 薦編石 残長：129cm・幅：巳9cm、残重：624．3g。石材二頁岩。／写真のみ掲載。 38

10 薦編石 長さ：142cm・幅：54cm、重さ：517・4g。石材：頁岩。／写真のみ掲載。 40

11 薦編石 長さ：150cm・幅：64cm、重さ：6851g。石材：砂岩。／写真のみ掲載。 39
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且一15号住居跡②

No． 器種 計測値（cm）／備考 注記

12 薦編石 長さ：ll．6cm・幅：64c皿、残重：383．5g。石材：花闘岩。／写真のみ掲載。 42

13 薦編石 長さ：13．2cm・幅：4。9cm・残重二3660g・石材：チャート・／写真のみ掲載。 45

14 薦編石 長さ：15．1cm・幅：7。2cm、重さ：85a4g。石材：礫岩。／写真のみ掲載。 41

15 薦編石 残長：11．5cm・幅：57cm、残重：3597g。石材：安山岩。／写真のみ掲載。 44

H－16号住居跡（Fig。101、PL46）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷

器高：3．9・

径：（la5）／1／2

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ。

にぶい黄褐

0YR5／3

角閃石・石英・チ

ート・白色粒
貯

2
土師器

圷
口径：（140）／1／4

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ、黒色処理。

にぶい褐

．5YR5／4

角閃石・石英・白

粒
18

3　薦編石　長さ：1＆Ocm・幅：78cm、重さ：1115．O　g。石材：ヒン岩。／写真のみ掲載。 8
4 薦編石　長さ：14・Ocm・幅：6．2cm・重さ：620．9g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 2
5 薦編石　長さ：15．5cm・幅：7．1cm、重さ：720．7g。石材二輝石安山岩。／写真のみ掲載。

6 薦編石　長さ：15．3cm・幅：7．1cm、重さ：736．6g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 3
7 （鉄鎌）　復元残長：47c皿・刃部幅：0．9cm・刃部厚：0・25cm、残重：4・9g・／L字状に折れ曲がっているが長頸片刃鎌と思われる。

H－17号住居跡（Fig．101、PL46）

NQ． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／残存 色　調 胎　土 注記

1
土師器 器高：9．8・

径：（21の／1／3

丸底。口縁部、外反。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ削

。内面、ヘラナデ。

にぶい褐

．5YR5／4

角閃石・石英・白

粒・赤褐色粒
12・貯

2
土師器

口径：（177）／1／2
丸底と推定される。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ削り

ナデ。内面、ナデ。

にぶい赤褐

．5YR4／4

角閃石・石英・白

粒

1～3・

5・28

3
土師器

圷
口径：（194）／圷部1／2

杯部の口縁部下に稜。外面、口縁部ナデ、圷底部ヘラ削り・

側ミガキ。内面、黒色処理、底部ミガキ。

明赤褐

．5YR5／6

角閃石・石英・白

粒
一

4
土師器 器高：4。2・

径：12．3／3／4

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、黒色処理、ミガキ。

灰褐

5YR4／2

角閃石・石英・白

粒
5・29

5
土師器 器高：4。3・

径：13．4／3／4
丸底。口縁部と体部との境に稜。内外面とも丁寧なナデ。

にぶい褐，

。5YR5／3

白色粒・黒色鉱
・赤褐色粒

19

6
土師器 器高：5．2・

径：（145）／2／3

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、黒色処理、下半を粗雑なミガキ。

明赤褐

YR5／6

角閃石・石英・白

粒
11

7
土師器 器高：43・

径：12．7／2／3

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ、黒色処理。

にぶい褐

．5YR5／3
白色粒・黒色鉱物 一

8
土師器 器高：42・

径：（113）／2／3

丸底。口縁部と体部との境は鋭利に屈曲し、口縁部内傾。外面、

縁部ナデ、体部・底部ヘラ削り。内面、ナデ、黒色処理。

にぶい赤褐

YR5／4

石英・チャート・

褐色粒
26

9
土師器

　一

器高：（3．8）・

径：（146）／1／3

丸底。有段口縁で底部との境に稜。外面、口縁部ナデ、底部

ラ削り。内面、ナデ。

榿5YR7／8 白色粒・黒色鉱
・赤褐色粒

貯

10
土師器 器高：4．1・

径：（112）／2／3

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR7／8 角閃石・石英・チ

ート・赤褐色粒
16

11
須恵器

／胴部片 外面、擬格子目叩き。内面、同心円状当て具痕。
灰5Y6／1 チャート・白色

・黒色鉱物
一

12　刀　子　残長：4。2cm・最大幅：1。6cm・厚さ：0．2cm、残重：4．7g。／径3㎜ほどの孔あり。

H－19号住居跡①（Fig．101、PL46・47）

No． 器種 計測値（c皿）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

椀
口径：（126）／上半部片 外面、口縁部ナデ、体部ヘラ削り。内面、ヘラナデ。

にぶい黄榿

0YR7／3

角閃石安山岩粒・

褐色粒
22

2
土師器

圷

器高：3．5・

径：13．1／2／3

丸底。身浅い。外面、口縁部ナデ、底部ヘラ削り。内面、ナ

。

にぶい黄榿

0YR7／3
角閃石・白色粒 9

3
土師器

圷

器高：Z8・口径：（140レ

径：（1a8）／1／3

平底で箱状の器形。外面、口縁部ナデ、底部ヘラ削り。内面、

デ。

褐灰

0YR4／1
角閃石・白色粒 一

4
土師器

圷

器高：4ユ・

径：（12．4）1／2

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部木口状工具ナ

、体部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。／焼成還元気味。

灰黄褐

0YR6／2

角閃石・白色粒・

褐色粒
33・35

5 薦編石 長さ：五5cm・幅：5。7cm、重さ：63mg。石材：チャート。／写真のみ掲載。 4
6 薦編石 長さ：1L4c皿・幅：5．6cm・重さ：294．8g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 7
7 薦編石 長さ二139cm・幅：62cm、重さ：3ga7g。石材＝砂岩。／写真のみ掲載。 11

8 薦編石 長さ：138cm・幅：72cm、重さ：61a3g。石材：ヒン岩。／写真のみ掲載。 23
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H－19号住居跡②

No． 器種 計測値（㎝）／備考 注記

9 薦編石 長さ：14、4cm・幅：6．5cm、重さ：632．2g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載・ 28

10 薦編石 長さ：139cm・幅：67cm、重さ：6545g。石材：チャート。／写真のみ掲載。 31

11 薦編石 長さ：139cm・幅：6・8cm、重さ：609．5g。石材：ヒン岩。／写真のみ掲載・ 32

12 薦編石 長さ：16．4cm・幅：7。3c皿、重さ：861。4g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 貯

H－20号住居跡（Fig。lol、PL47）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕
口径：124／上半部

「コ」の字状口縁。小形甕。胴部最大径B7cm。外面、口縁部

デ、胴部ヘラ削り。内面、ナデ。／外面に煤付着。

榿5YR6／6 石英・黒色鉱物・

色粒
1

2　（台石）　長さ：22．3cm・幅：15．8cm・厚さ：5．9cm、重さ：2540．8g。石材：石英安山岩。／小凹み・擦痕あり。図右側面は平滑。 2

3　装飾品
長さ：2．6cm・幅：1．9cm・厚さ：0．7cm、重さ：6．l　g。石材：滑石・／穿孔あり。図右上にも穿孔痕。右側面に調整

痕。有孔円板または勾玉等、石製模造品の失敗品か。重複するH－17号住居跡に帰属する可能性がある。

H－21号住居跡（Fig．lo2、PL47〉

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕

口径：（2α1）

上半部1／3

胴部、大きく膨らみ最大径推定27．9cm。外面、口縁部ナデ、

部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

にぶい黄榿

0YR6／2

角閃石安山岩粒・

英
4

2
土師器

甕
口径：15．4／上半部

頸部の括れ弱い。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、

縁部ナデ、胴部ヘラナデ。／内外面に黒色物付着。

にぶい榿

．5YR6／4

角閃石・石英・白

粒
3・7・カ

3
土師器

甕

器高：214・口径：

152）・底径：54／5／6

外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部

ラナデ。／外面下半に粘土、内面下半に澱粉状物付着。

にぶい褐

，5YR5／3

石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
1・カ

4
土師器

圷
口径：141／圷部4／5 圷底部は非常に厚い造り。口縁部下に稜。内外面ともナデ。

にぶい黄榿

0YR6／3

石英・白色粒・黒

鉱物
1

5
土師器

杯
口径：14．6／圷部

杯底部は非常に厚い造り。外面、口縁部木口状工具ナデ、体

ヘラ削り後ナデ。内面、ナデ。孔は脚部装着痕と思われる。

にぶい黄榿

0YR6／4

石英・白色粒・黒

鉱物
9

6
土師器

圷
底径：13．7／脚部 外面、ヘラ削り後ナデ、裾部ナデ。内面、ナデ。

にぶい黄榿

0YR7／4

角閃石安山岩粒・

英
6

7
土師器

圷

器高：5．2・口径：

1．3／5／6

丸底。全体的に厚手。外面、口縁部木口状工具ナデ、体部・

部ナデ。内面、ナデ。

明赤褐

YR5／6

角閃石安山岩粒・

英
5

H－22号住居跡①（Fig。102、PL48）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

口径：（20．7）／1／5
球胴甕。胴部最大径推定29。2cm。外面、口縁部ナデ、胴部ミ

キ。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

明赤褐

YR5／6

角閃石安山岩粒・

英・赤褐色粒

25・26・

7

2
土師器

圷
／脚部1／2 外面、ミガキ、裾部は横ナデ。内面、ナデ。

櫨5YR6／6 角閃石安山岩粒・

英
35

3
土師器 器高：賂・口径：

3．0・底径：5。0／完形

平底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ、下半に粗雑なミガキ。

にぶい褐

。5YR5／4

角閃石・石英・白

粒
4

4，

土師器 器高：4ユ・

径：（lao）／3／4

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・底

ヘラ削り。内面、ナデ、放射状のミガキ。／燥し焼成気味。

灰褐

5YR4／2

角閃石・チャー
・石英・白色粒

19・21

5
土師器 器高：5．6・

径：（1a2）／3／4

丸底。口縁部下にわずかな稜。外面、口縁部ナデ、体部・底

ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、下半部ヘラナデ、黒色処理。

にぶい褐

．5YR5／4

角閃石・石英・白

粒
6・7

6
土師器

口径：（14。0）／1／3
丸底。有段口縁。口縁部下に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ。

にぶい赤褐

YR4／4

石英・チャート・

色粒
11

7
土師器

口径：（12．9）／1／3
丸底。有段口縁。口縁部下に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ。／燵し焼成気昧。

にぶい黄褐

0YR5／3

石英・チャート・

色粒
カ

8
須恵器

圷
／脚部片 長方形透かし三方と推定される。／図上復元。

黄灰

5Y5／1

石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
36

9 薦編石 長さ：16。9cm・幅：74cm、重さ：1034．1g。石材ニヒン岩。／写真のみ掲載。 1
10 薦編石 長さ：16．Ocm・幅：68cm、重さ1590．9g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 2
11 薦編石 長さ：E5cm・幅：7，6cm、重さ1859．6g。石材1輝石安山岩。／写真のみ掲載。 15

12 薦編石 長さ：15．lcm・幅：巳1cm、重さ：5795g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 3
13 薦編石 長さ：17．5cm・幅：7，4c皿、重さ：788．9g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 14

14 薦編石 長さ：1a8cm・幅：65cm、重さ：865．6g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 23

15 薦編石 長さ：169cm・幅：6．7cm、重さ：9234g。石材：頁岩。／写真のみ掲載。 18

16 薦編石 長さ116．5c皿・幅：7、1cm、重さ：960．5g。石材：砂岩。／写真のみ掲載。 『

17 薦編石 長さ：14．8cm・幅：75c皿、重さ：941D　g。石材：黒色安山岩。／写真のみ掲載。 17
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J－22号住居跡②

No． 器種 計測値（cm）／備考 注記

18 薦編石 長さ：13．5cm・幅：8。Ocm、重さ：816．5g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 22

19 薦編石 長さ：19．7cm・幅：7．Ocm、重さ＝98αl　g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 16

20 薦編石 長さ：138c皿・幅：61cm、重さ：685．7g。石材：ヒン岩。／写真のみ掲載。 10

21 薦編石 長さ：1α6cm・幅：7．9cm、重さ：836．4g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 24

22 薦編石 長さ：16．1cm・幅：7．Ocm、重さ：771．6g。石材：チャート。／写真のみ掲載。 20

23 薦編石 長さ：17・1cm・幅：6・4cm・重さ：95臥O　g・石材：輝石安山岩・／写真のみ掲載。 一

24 薦編石 長さ：19。6cm・幅：72cm、重さ：1293，8g。石材：ヒン岩。／写真のみ掲載。 32

25 薦編石 長さ：166cm・幅：58cm・重さ：612・O　g・石材：輝石安山岩・／写真のみ掲載。 28

26 薦編石 長さ：172cm・幅：76cm、重さ：10349g。石材：ヒン岩。／写真のみ掲載。 30

27 薦編石 長さ114、9cm・幅：52cm、重さ二5B4g。石材：安山岩。／写真のみ掲載。 一

」一23号住居跡（Fig．lo2、PL．49〉

No。 器種 計測値（cm）／備考 注記

1 臼　玉 径：13cm×1。2cm・厚さ：0，8cm、重さ：1。9g。石材：緑色岩類。 一

」一24号住居跡（Fig．103、PL．49）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

口径：20．Ocm／3／4 長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、ヘラナデ。
にぶい黄榿

0YR7／3

角閃石安山岩粒・

英

93・力

2
土師器

口径：（17．0）／1／3
長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナ

、胴部ヘラナデ。

にぶい榿

YR6／4

角閃石安山岩粒・

英

48・65

3
土師器

口径：19．2／上半部
長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナ

、胴部ヘラナデ。／外面に粘土付着。

にぶい黄榿

0YR7／3

角閃石・石英・チ

ート・白色粒

72・力

4
土師器

底径：46／底部 外面、ヘラ削り。内面、ヘラナデ。孔径2．9cm。　，
にぶい黄榿

0YR7／4

角閃石・石英・チ

ート・白色粒

58・84

5
土師器 器高：44・

径：12．0／完形

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ、底部ヘラナデ。

榿5YR6／8 微砂粒・石英・赤

色粒
42

6
土師器 器高：3．8・

径：11．6／完形

丸底。口縁部外反し、’体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、

部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿2．5YR6／8 チャート・黒色鉱

・赤褐色粒
43

7
土師器 器高：4。1・口径：

2．8／ほぼ完形

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ、底部ヘラナデ。

鐙2，5YR6／6 チャート・黒色鉱

・赤褐色粒

37・52・

3

8
土師器

口径：13．1／2／3
丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR6／8
微砂粒・赤褐色粒 貯

9
土師器 器高：5．3・

径：13．8／2／3

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ。

明赤褐

．5YR5／6

白色粒・黒色鉱
・赤褐色粒

43・54・

7

10
土師器

口径：（12．6）／1／2
丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿2．5YR6／6 石英・黒色鉱物・

褐色粒
貯

11
須恵器

頸壷

器高：（5．0）・

径：（4．0）1／2

小形短頸壷。丸底。胴部最大径推定＆Ocm。全体をナデ、内面

部に指頭圧痕。

灰N5／ 石英・白色粒・黒

鉱物
14

12鉄釘残長：4，lcm・上部：0．50cm×0．45cm、残重：3．5g。／断面方形。

13砥石長さ：18・6cm・幅：8・Ocm・最大厚：6・1cm、残重：1333．5g。石材：頁岩。／図表面が平滑で、わずかな擦痕。 25

J－25号住居跡①（Fig。103・104、PL50）

No． 器種 計測値（c皿）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕
口径：2αOcm／2／3

長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナ

、胴部木口状工具強いナデ。／外面一部に粘土付着。

榿5YR6／6 角閃石・石英・チ

ート・白色粒

26・42

2
土師器

甕

器高：（25．7）・

径：144／1／2

丸底。胴部最大径推定20．1cm。外面、口縁部ナデ、胴部横位

ラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。／図上復元。

にぶい黄褐

0YR5／3

角閃石・石英・チ

ート・白色粒

5～7・

3・14

3
土師器

甕
口径：12．8／2／3

胴部中位付近に最大径16．6cm。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ

り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

榿5YR6／8 角閃石・白色粒・

褐色粒

15・45・

他

4
土師器

圷

器高：4．5・口径：

1．1／ほぼ完形

丸底。口縁部と体部とり境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR7／6 チャート・赤褐色
12

5　台　石　長さ：214cm・幅：18．7cm・厚さ：6．2cm、重さ3640g。石材：輝石安山岩。／両広面部分的に平滑。被熱痕あり。 3
6　薦編石　残長：7．4cm・幅：7．4c皿、残重：351．O　g。石材：ヒン岩。／1／2欠損・写真のみ掲載。 10

7 薦編石 長さ・14。Oc皿・幅：6．5cm、重さ・8159g。石材・安山岩。／写真のみ掲載。 47

8 薦編石 長さ：12。2cm・幅：6．8c皿、重さ：528。1g。石材：安山岩。／写真のみ掲載。 1
9 薦編石 長さ：17．1cm・幅：7．3cm・重さ：863．Og。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 4
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H－25号住居跡②

No， 器種 計測値（cm）／備考 注記

10 薦編石 長さ：1aOcm・幅：6．5cm、重さ：574。7g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 44

ll 薦編石 長さ：124cm・幅：59cm、重さ：457．O　g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 一

12 薦編石 長さ：15ρcm・幅：65cm、重さ：687．4g。石材：ヒン岩。／写真のみ掲載。 48

13 薦編石 長さ：12．6c皿・幅：巳6cm、残重：380。5g。石材：輝石安山岩。／一部欠損。写真のみ掲載。 46

14 薦編石 長さ：12．3cm・幅：5．7cm、重さ：38＆4g。石材：頁岩。／写真のみ掲載。 50

15 薦編石 長さ二18・4cm・幅：8・9cm・重さ：131aOg。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 11

16 薦編石 長さ：13つcm・幅二6．2cm、重さ：430．8g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 18

17 薦編石 長さ：15・4cm・幅：a8cm、重さ：562・2g。石材：安山岩。／写真のみ掲載。 43

18 薦編石 長さ：143cm・幅：6。5cm、重さ15092g。石材：頁岩。／写真のみ掲載。 28

H：一26号住居跡（Fig．lo4、PL．51）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕
口径：20．8／1／5

「コ」の字状口縁。胴部最大径推定22．6cm　。外面、口縁部ナ

、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

榿2．5YR6／6 角閃石・チャー
・白色粒

2・3

2
土師器

圷
口径：（11D）／破片

口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘ

削り。内面、ナデ。／紛れ込み。

にぶい赤褐

YR5／4

角閃石・石英・チ

ート・白色粒
2

H－27号住居跡（Fig。lo4・105、PL．51）

No． 器種． 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕

器高：35．8・口径：

19，7）・底径：7．8／3／4

胴部中位付近に最大径24。3cm。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ

り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

にぶい黄榿

0YR7／2

石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
6・47他

2
土師器

甕
口径：（2α2）／上半部

外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り後に丁寧なナデ。内面、口

部ナデ、胴部ヘラナデ。

にぶい黄榿

0YR7／2

石英・チャート・

色粒・黒色鉱物

19・53

3
土師器

甕
口径：（194）／1／3

外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部

ラナデ。

にぶい榿

．5YR6／4

角閃石・石英・チ

ート・白色粒
40

4
土師器

甕
底径：（48）／底部 外面、胴部ヘラ削り、底部に木葉痕。内面、ナデ。

灰褐

，5YR4／2

石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
一

5
土師器

甑

器高：11，1・口径：

7つ・底径：3．5／4／5

頸部の括れ弱く、口縁部やや外反。外面、1口縁部ナデ、胴

・底部ヘラ削り。内面、ナデ、胴部、底部ヘラナデ。

にぶい赤褐

YR5／4

角閃石・石英・チ

ート・白色粒
40

6
土師器

圷

器高：46・

径114．0／4／5

丸底。口縁部と体部との境にわずかな稜。外面、口縁部ナデ、

部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。

にぶい黄榿

0YR7／3

角閃石・石英・白

粒

32・33・

6

7
土師器

圷

器高：4。5・

径：13．3／3／4

丸底。口縁部と体部との境にわずかな稜。外面、口縁部木口

工具ナデ、体部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。

にぶい黄榿

0YR7／3

角閃石・石英・チ

ート・白色粒
22

8
土師器

圷
口径＝（118）／1／2

丸底。口縁部と体部との境にわずかな稜。外面、口縁部ナデ、

部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。

灰黄

．5Y7／2

角閃石・石英・

色粒
23・24

9
土師器

圷

器高：4．5・

径112．8／3／4

丸底。口縁部内傾し、体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体

・底部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラナデ。

にぶい榿

．5YR6／4

角閃石・石英・チ

ート・白色粒
38

H－28号住居跡（Fig．105、PL．52）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕

口径：（2α0）／上半

1／3

「コ」の字状口縁。胴部上位に最大径推定20．5cm。外面、口縁

ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

にぶい榿

5YR6／4

角閃石・石英・チ

ート・白色粒
14・15

2
須恵器

椀

器高：74・口径：

175）・底径：＆0／1／2

ロクロ成・整形。口縁端部わずかに外反。底部、回転糸切り

、高台貼り付け。

灰黄

．5Y6／2

片岩・チャート・

色鉱物
5

3土錘長さ：3．8cm・最大径：2，2cm・孔径：0，4cm、残重：15．6g。／上下端部一部欠損。色調：にぶい黄褐10YR5／3。 11

4　　礫　　長さ116．lcm・幅：12．1cm・厚さ14。7c皿、重さ1137＆3g。石材1輝石安山岩。／上面平滑でわずかに擦痕。砥石か。　3

H－29号住居跡①（Fig．lo5・106、PL．52・53）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕

器高：37，1・口径：

2α2）・底径：a7／2／3

長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナ

、胴部ヘラナデ。／内面下半の器面荒れる。

にぶい榿・

．5YR7／4

角閃石安山岩粒・

英・チャート

2・4・5・

6

2
土師器

甕
口径：217／底部欠損

長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナ

、胴部強いヘラナデ。

にぶい榿

．5YR6／4

角閃石・石英・チ

ート・白色粒

4・16・

0他

3
土師器

甕
口径：19つ／底部欠損

長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナ

、胴部ヘラナデ。

にぶい黄榿

0YR7／3

角閃石安山岩粒・

英・チャート
4・24

4
土師器

甕
口径：18．6／1／3

長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナ

、胴部ヘラナデ。／外面部分的に粘土付着。

榿5YR6／6 角閃石・石英・チ

ート・白色粒
33・34
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H－29号住居跡②

No 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

5
土師器

甕
口径1194／1／2

胴部最大径28．5cm。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り後、下

部ミガキ。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。／図上復元。

にぶい赤褐

YR5／4

角閃石・石英・チ

ート・白色粒

6・31

6
土師器

甑

器高：32，3・口径：

2巳4）・底径：94／5／6

無底式。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナ

、胴部ヘラナデ。

赤10YR5／6 角閃石・石英・チ

ート・白色粒

13・24

7
土師器

甑

器高：13ρ・口径：

0．3・底径：48／5／6

孔径2．6cm。口縁部下に稜。胴部丸みを持つ。外面、口縁部ナ

、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

浅黄榿

0YR8／3

角閃石・石英・チ

ート・白色粒
1・4

8　耳　環　長さ：2．7cm・幅：2．9cm・厚さ：0．8cm×0．6cm、重さ：18．5g。／銅製地に金箔（大半が剥離）。 3
9　紡錘車　上面径：3。3cm・下面径：2．7cm・高さ：1．8cm・孔径：0．6cm、残重：40．4g。石材：滑石。／一部欠損。 29

H－30号住居跡（Fig．lo6、PL53）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

口径：（214）／上半部片
長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナ にぶい黄榿 角閃石・石英・白

12・13
甕 デ、胴部ヘラナデ。 10YR7／4 色粒

土師器 外面、口縁部木口状工具ナデ、体部ヘラ削り。内面、ナデ、 黒褐
2 口径：（121）／上半部片 角閃石安山岩粒 2

鉢 指頭圧痕。／燃し焼成気味。 10YR3／1

土師器 器高：4．6・ 丸底。有段口縁で体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体 オリーブ黒 角閃石・石英・白
3 30・36

圷 口径：14。0／5／6 部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。／燃し焼成気味。 5Y3／1 色粒

土師器 器高：4．5・ 丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・ 榿
4 チャート・黒色鉱物 20・34

圷 口径：13，5／3／4 底部ヘラ削りあるが摩滅。内面、ナデ。 5YR7／8

土師器 器高：3．9・口径： 丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・ 榿
5 チャート・赤褐色粒 16・36

圷 118／ほぼ完形 底部ヘラ削り。内面、ナデ。 5YR7／8

土師器 器高：4．5・ 丸底。口縁部と体部との境に稜・外面、口縁部ナデ、体部・ 榿
6

杯 口径：12．3／5／6 底部ヘラ削り。内面、ナデ。 5YR7／8
チャート・赤褐色粒 1

須恵器 灰白 石英・チャート・
7 ／脚部片 長方形透かし三方と推定される。／図上復元。 一

高圷 5Y7／1 白色粒・黒色鉱物

8 薦編石 長さ：1a9cm・幅：7。2cm、重さ：55a4g。石材：輝石安山岩・／写真のみ掲載。 一

9 薦編石 長さ：16．2cm・幅：＆1cm・重さ：713βg。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 40

10 薦編石 長さ：17．1cm・幅：＆5c皿、重さ：9245g。石材：輝石安山岩。／被熱痕あり。写真のみ掲載。 7
11 薦編石 長さ：1a7cm・幅：alcm、重さ：411．4g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 22

12 薦編石 長さ：15・2cm・幅：6・Ocm、重さ二582・6g。石材：頁岩。／写真のみ掲載。 23

13 薦編石 長さl　lO．8cm・幅：53cm、重さ：380．7g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 32

14 薦編石 長さ：13・5cm・幅：8・2cm、重さ：939・3g。石材：頁岩。／写真のみ掲載。 26

15 薦編石 長さ：13．2cm・幅：7．1cm、重さ：607．4g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 8
16 薦編石 長さ114。7cm・幅：6．lcm、重さ：517．9g。石材：頁岩。／写真のみ掲載。 37

17 薦編石 長さ二12・4c皿・幅17・5c皿、重さ：708・O　g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 21

18 薦編石 長さ：16．Ocm・幅：7．5cm、重さ：815．6g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 38

19 薦編石 長さ：15．3cm・幅：7．3c皿、重さ：597．5g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 4
20 薦編石 長さ：16．5cm・幅：aOcm、重さ二610．2g。石材：ヒン岩。／写真のみ掲載。 9

H－31号住居跡（Fig．lo7、PL54）

No。 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷
／脚部片 外面、ミガキ。内面、ナデ、黒色処理。

榿5YR6／6 チャート・白色

・黒色鉱物
一

2
土師器

杯

器高1（a6）・

径：（12．0）／1／4

丸底。有段口縁で底部との境に稜。外面、口縁部ナデ、底部

ラ削り。内面、ナデ。

榿5YR6／8 白色粒・黒色鉱

・赤褐色粒
一

3 砥　石 残長：3．9cm・幅：33cm・厚さ：2．4cm、残重：491g。石材：流紋岩。／2広面を使用。 一

4 鉄津 長さ：13．3cm・幅：9．3cm・厚さ：4，1cm、重さ：3834g。 『

5 薦編石 長さ：13。9cm・幅：7．1c皿、重さ：589．8g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 5
6 薦編石 長さ：15．Ocm・幅：6．1cm、重さ：666．6g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 7
7 薦編石 長さ：14。Ocm・幅：6．5cm・重さ：659・Og。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 6
8 薦編石 長さ：lalcm・幅：6．8cm、重さ：621．2g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 12

9 薦編石 長さ：12．4cm・幅：αlc皿、重さ：417．8g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 11

10 薦編石 長さ：15．8cm・幅：72cm、重さ：679．O　g。石材：頁岩。／写真のみ掲載。 3
11 薦編石 長さ：122cm・幅：6．1cm、重さ：457．8g。石材＝石英安山岩。／写真のみ掲載。 4
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H－32号住居跡（Fig．107、PL54）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷

器高：（43）・

径：（144）／1／4

丸底。口縁部と体部との境にわずかな稜。外面、口縁部ナデ、

部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。

にぶい黄榿

0YR6／4

チャート・黒色鉱

・赤褐色粒
21

2　（刀子）　残長：4。2cm・幅：1．6cm・厚さ：0．2cm・残重＝2．7g。／刀子の刃部先端部と思われる。

H：一33号住居跡　　（Fig．107、PL54）

No。 器種 計測値（c皿）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷
口径：（1α2）／圷部1／4

圷口縁部下に稜。外面、口縁部ナデ、圷底部ヘラ削り。内面、

口状工具ナデ。

にぶい褐

5YR5／4

角閃石安山岩粒・

英
一

2
土師器

杯
／脚部 外面、ミガキ。内面、ナデ。

にぶい黄褐

0YR5／3

角閃石・石英・白

粒
一

3
土師器

圷

器高：3．9・

径：（ll．6）／1／2

丸底。口縁部と体部との境にわずかな稜。器面の荒れ激しく

形不明瞭。

榿7．5YR6／6 角閃石安山岩粒・

英
『

4
土師器

圷
口径1（11ゆ／1／5

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ。

にぶい黄褐

0YR5／3

角閃石・石英・白

粒
一

且一34号住居跡　　（Fig。lo7、PL．54）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕

器高：204・口径：

6．2・底径：6．0／5／6

底部丸みを持つ。胴部上半・下半の接合に段。外面、口縁部

デ、胴部ヘラ削り。内面、ナデ。／内面に澱粉状物付着。

榿7．5YR6／6 角閃石・石英・白

粒・赤褐色粒
1

H－36号住居跡　　（Figlo7、PL54）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷

器高146・
径：（13ρ）／2／3

丸底。口縁部外反し、体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、

部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR6／6
微砂粒・赤褐色粒 19・38

2
土師器

圷
口径：（12．9）／2／3

丸底。口縁部と体部との境にわずかな稜。外面、口縁部ナデ、

部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR6／6 角閃石・石英・白

粒
28

3 手捏土器
器高：5．1・口径：

．1・底径：40／3／4
外面、口縁部ナデ、体部ヘラ削り後、ナデ。内面、ナデ。

にぶい黄榿

0YR6／3

角閃石・石英・白

粒
24，・26

4
土師器

椀

器高：8，0・口径：

3．7・底径：5．6／2／3

体部内湾して立ち上がる。外面、口縁部ナデ、体部横位ヘラ

り。内面、ナデ。

にぶい黄榿

0YR7／4

角閃石・石英・白

粒・赤褐色粒

20・22・

3・25

　　　推定径：9．4cm。／円板状の土製品。あるいは粗製土器の脚部か。表裏面に指紋の残る指頭圧痕。色調：にぶい黄榿
5（土製品）
　　　10YR6／3。胎土二角閃石・石英・白色粒・赤褐色粒

6　鉄製品　断面形は長方形で、幅：0．8cm・厚さ：0．5cm。残重：2．4g。／円弧状の不明鉄製品。 カ

且一37号住居跡　　（Fig。107、PL．54）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷

器高：49・

径：（13．2）／1／2

丸底。口縁部と体部との境に稜・外面・口縁部ナデ・体部f

部ヘラ削り。内面、ナデ。

明赤褐

。5YR5／6

石英・黒色鉱物・

色粒
一

2
須恵器

圷
口径：（12．1）／破片 全体に薄手の造りで、口縁部内傾し、端部は面をなす。

灰白

Y7／

石英・黒色鉱物・

色粒
一

3 鉄製品 残長13・5・幅124cm・厚さ：0．7cm、残重：11。4g。／不明鉄製品。 一

4 薦編石 長さ：14，5cm・幅：7．3cm、重さ：658，3g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 一

5 薦編石 長さ：155cm・幅：5．8cm、重さ：53α8g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 一

6 薦編石 長さ：128cm・幅：4・4cm、重さ：22αO　g。石材：チャート。／写真のみ掲載。 一

7 薦編石 長さ：1駈cm・幅：79cm、重さ：8893g。石材：安山岩。／写真のみ掲載。 一

H－39号住居跡①（Fig。107、PL55）

No， 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

No．
土師器

鉢

器高：（115）・口径：

α8・底径：（＆0）／1／2

外面、口縁部木口状工具ナデ、胴部ヘラナデで下端は指ナデ。

面、口縁部木口状工具ナデ、胴部ヘラナデ。

にぶい黄榿

0YR7／4

角閃石・石英・チ

ート・白色粒
貯

2 加工礫 長さ：10．6cm・幅：7．Ocm・厚さ：5．Ocm、重さ：191．3g。石材：角閃石安山岩。／隅の丸いL字状に丁寧に削られている。 6
3 薦編石 長さ：118cm・幅：57cm、重さ：39αO　g。石材：角閃石安山岩。／写真のみ掲載。 13

4 薦編石 長さ：14。8cm・幅：5．9cm、重さ：514、Og。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 16

5 薦編石 長さ：17。7cm・幅：67c皿、重さ：10863g・石材：安山岩・／写真のみ掲載。 15

6 薦編石 長さ：17・2cm・幅：60cm、重さ17012g。石材：頁岩。／写真のみ掲載。 18

7 薦編石 長さ：16．8cm・幅：6。4cm、重さ：7499g。石材：石英安山岩。／被熱痕あり。写真のみ掲載。 19
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H－39号住居跡②．

No． 器種 計測値（cm）／備考 注記

8 薦編石 長さ：16．8cm・幅：6．6c皿、重さ：69α4g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 9
9 薦編石 長さ：1a2cm・幅：65cm、重さ：684。8g。石材：ヒン岩。／写真のみ掲載。 3
10 薦編石 長さ：15。7cm・幅：73cm、重さ：831。O　g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 4
11 薦編石 長さ：164cm・幅：70c皿、重さ：741。4g。石材：砂岩。／写真のみ掲載。 2

H－41号住居跡（Fig。108、PL55）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕

口径：21．3

口縁～胴上位1／2

長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナ

、胴部ヘラナデ。

明赤褐

YR5／6

片岩・チャート・

褐色粒

4・5・7・

2

2
土師器

圷

器高：43・

径：13。34／5

丸底。口縁部短く内湾。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ

り。内面、ナデ。／外面に粘土付着。

にぶい榿

．5YR6／4

微砂粒・チャー
・黒色鉱物

6

3
土師器

圷

器高二3．6・

径：11。74／5

丸底。口縁部短く内湾。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ

り、体部上側に指頭圧痕。内面、ナデ。

にぶい褐

．5YR5／3

微砂粒・チャー
・黒色鉱物

11

4礫長さ：20ρcm・幅：9。Ocm、重さ：1072．2g。石材：安山岩。／広面平滑。砥石か。写真のみ掲載。 2

H－42号住居跡（Fig．108、PL．55）

No． 器種 計測値（c撮）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
須恵器

椀

器高：61・口径：

lao）・底径：（94）／1／3
ロクロ成・整形。底部、回転ヘラ削り後、厚い高台貼り付け。

灰黄

．5Y6／2

チャート・白色
・黒色鉱物

2

2　紡錘車　上面径：3．8c皿・下面径：3．1cm・高さ：1．5cm・孔径：0．7cm、残重134・3g。石材：紅簾片岩。／一部欠損。

H－43号住居跡（Fig．108、PL55）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷

器高：5，9・

径：（18．5）／2／3

丸底。口縁部短く内湾。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ

り。内面、ナデ。

榿7．5YR6／6 チャート・白色

・黒色鉱物
1・4

2
土師器

圷

器高：3。4・口径：

1、7／ほぼ完形

丸底。口縁部短く内傾。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ

り後ナデ。内面、ナデ。

明赤褐

YR5／6

石英・白色粒・黒

鉱物
1

3
土師器

圷

器高：3．3・口径：

α4／ほぼ完形

丸底。口縁部短く内湾。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ

り。内面、ナデ。

榿5YR6／6 角閃石・石英・チ

ート・白色粒
5

4
須恵器

蓋

器高：3．5・

径：（96）／1／2

ロクロ成・整形。口縁部外傾し、天井部との境に稜。／紛れ

み遺物か。

黄灰

．5Y5／1
白色粒 18

5　鉄製品　残長：3．5・残存最大幅：1．2cm・最大厚：0．4cm、残重：6。9g。／刃部確認できないが刀子か。

H－44号住居跡（Fig．108、PL56）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕
口径：20．6／上半部

長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナ

、胴部ヘラナデ。

榿5YR6／6 角閃石・チャー
・白色粒

7

2
土師器

圷
／圷底部～脚上部

圷部下端に稜を持つ。外面、圷底部ミガキ、脚部ナデ。内面、

不底部ミガキ、脚部指ナデ。／H－50号住居跡の遺物か。

榿7．5YR6／6 角閃石・石英・チ

ート・白色粒
一

3
土師器

圷

器高：3．9・

径：12、4／完形

丸底気昧。型起こし。外面、口縁部ナデ、体部弱いナデ（ヒビ

り）、底部ヘラ削り。内面、ナデ。／内外面に黒色物付着。

にぶい榿

YR6／4

石英・白色粒・黒

鉱物
2

4
須恵器

平瓶）
／破片

小形の平瓶と思われる破片。肩部鋭利で、沈線2条が巡る。

面、胴部は手持ちヘラ削り。

灰黄

．5Y6／2
白色粒・黒色鉱物 一

5 砥　石　長さ：17．8c皿・幅：7．2cm・厚さ：5。6cm、重さ：1171．1g。石材：石英安山岩。／使用面1面。平滑で擦痕あり。　　　　6

6 砥　石　残長：4・5c皿・幅：2・8c皿・最大厚：2・8cm、’残重：594g。石材：流紋岩。／4広面を使用。全体に黒色物付着。

7 火打金　長さ：2，0cm・残幅：3．5cm・厚さ：0．25cm、残重：＆8g。／錆のため不鮮明であるが把手部の中心よりずれた位置に穿孔か。

E－45号住居跡（Fig．108、PL．56）

No。 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
須恵器

椀

器高：56・口径：12．0・

径：7，1／ほぼ完形

ロクロ成・整形。底部、回転糸切り後、高い高台貼り付

。／燥し焼成。

灰黄褐

0YR4／2

石英・白色粒・黒

鉱物
13・14

2
須恵器

椀

器高：6．9・口径：

155）・底径：92／2／3

ロクロ成・整形。底部、回転糸切り後、高い高台貼り付

。／酸化焔焼成。

榿7，5YR7／6 石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
16

3
須恵器

椀
口径：15ρ／3／4

ロクロ成・整形。底部、回転糸切り後に高台貼り付けるが欠

。／未還元焔焼成。外面に粘土付着。

灰白

．5Y8／2

角閃石・石英・白

粒・赤褐色粒

3～5・
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H－46号住居跡（Fig．109、PL56）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕
口径：222／上半部1／2

「コ」の字状口縁。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、

縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

榿5YR6／6 石英・チャート・

色粒・黒色鉱物

10・力

2
土師器

圷

口径：（12．0）・

径：（＆0）／1／5

型起こし。外面、口縁部ナデ、体部指頭圧痕（ヒビあり）、底

ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR6／6 雲母・チャート・

色鉱物
一

3
須恵器

圷

器高：2餅口径：125・

径：79／ほぼ完形

ロクロ右回転。底部、回転糸切り後、中央部を残して回転ヘ

削り。／H－47号住居跡の遺物か。

灰5Y5／1

白色粒・黒色鉱物 23

4
須恵器

圷

器高：3．5・口径：

140）・底径172／1／2
ロクロ成・整形。底部、回転糸切り、無調整。

灰白

Y7／1

チャート・白色
・黒色粒

7

5
須恵器

圷

器高：3，5・口径：

112）・底径：（50）／1／3
ロクロ成・整形。底部、回転糸切り、無調整。

黄灰

．5Y6／1

石英・チャート・

色鉱物
27

6 鉄製品　残長：5．Ocm・残幅：1．1cm・厚さ：0．4cm、残重：4。3g。／刃部認められず、左右対称に近い。火打金か。 13

7 鉄津長さ：6．3cm・幅：3．7cm・厚さ：2．6cm、重さ：68．1g。 3

H－47号住居跡（Fig．109、PL．56）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

口径：（264）／口縁部片
口縁部外反。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁

ナデ、胴部ヘラナデ。

にぶい黄榿

0YR7／4

チャート・黒色鉱

・白色粒
5

2
土師器

口径：（1ao）／口縁部片
外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部

ラナデ。

にぶい黄燈

0YR7／4

石英・チャート・

色鉱物・白色粒
『

3
土師器

口径二（166）／1／5
口縁部短く内傾。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ削り。

面、ナデ。

榿5YR6／6
チャート・黒色鉱物 8

4
土師器

口径1（脇0）／1／2
丸底。有段口縁で体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体

・底部ヘラ削り。内面、ナデ。全体的に雑な造り。

灰黄褐

0YR5／2

微砂粒・角閃石・

色粒
一

5
土師器 器高：3．8・

径：（120）／3／4

丸底。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ削り。内面、黒色

理、放射状ミガキ。

にぶい黄榿

0YR6／3

微砂粒・黒色鉱
・赤褐色粒

31

6
土師器 器高：3．5・口径：

2．4／ほぼ完形

丸底。口縁部短く内湾。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ

り。内面、ナデ。／内外面に黒色物付着。

にぶい赤褐

YR5／4

微砂粒・黒色鉱
・白色粒

15

7
土師器 器高：4、0・口径：

2．6／ほぼ完形

丸底。口縁部短く内湾。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ

り。内面、ナデ。

榿5YR6／6
黒色鉱物・白色粒 16

8
土師器 器高：3．3・

径二10．8／4／5

丸底。口縁部短く内湾。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ

り。内面、ナデ。／外面、燃し焼成気味。

褐灰

0YR4／1

チャート・黒色鉱

・白色粒
18

9 鉄製品 残長：3．2cm・幅：2．9cm・厚さ：0，3cm、残重：9．8g。／鎌か。 28

10 薦編石 長さ：13・4cm・幅：5・9cm・重さ：45＆O　g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 9
11 薦編石 長さ112・4cm・幅14・4cm、重さ132a3g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 32

12 薦編石 長さ：115cm・幅：5．8cm、重さ：376．1g。石材：チャート。／写真のみ掲載。 24

13 薦編石 長さ：1LOcm・幅：4。8c皿、重さ：2854g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 20

且一48号住居跡①（Fig．109・110、PL57）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

口径：23．4／上半部1／3
胴部膨らみ最大径推定3L6cm。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ

り後ナデ。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

明赤褐

，5YR5／6

片岩・チャート・

色鉱物
49

2
土師器 口径：（23ρ）

上半部1／5

胴部最大径推定21．6cm。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。

面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

にぶい赤褐

YR5／4

雲母・チャート・

色鉱物
79・80

3
土師器

形壷

器高：7．5・口径：

．6／ほぼ完形

胴部横に張り、最大径10．3cm。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ

り。内面、ナデ。

にぶい榿

。5YR6／4

角閃石・石英・

ャート
50

4
土師器

口径：（18．0）／1／3
丸底。口縁部短くやや内湾。外面、口縁部ナデ、体部・底部

ラ削り。内面、ナデ。

にぶい赤褐

YR5／4

角閃石・石英・

色粒
8

5
土師器 器高：3．6・

径：12．8／5／6

丸底。口縁部短く直立気昧～やや外傾。外面、口縁部ナデ、

部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR6／6 角閃石・石英・

ャート

46～

8

6
土師器 器高：3．5・口径：

2，8／口縁部一部欠損

丸底。口縁部短くやや内湾。外面、口縁部ナデ、体部・底部

ラ削り。内面、ナデ。内面底部に墨書「大井」。

にぶい赤褐

YR5／4

角閃石・石英・

ャート
8・12

7
土師器 器高：3，7・

径：12．0／4／5

型起こし。丸底。口縁部短くやや内湾。外面、口縁部ナデ、体

・底部ヘラ削り。内面、ナデ。内面底部に墨書（不明）あり。

にぶい褐

。5YR5／4

角閃石・石英・

ャート
11・12

8
土師器

圷）
／底部小片 外面、底部ヘラ削り。内面、底部に墨書「大井」か。

にぶい赤褐

YR5／4

角閃石・チャー
・赤褐色粒

一

9
土師器

杯）
／底部小片 外面、底部ヘラ削り。内面、底部に墨書「大（井）」か。

にぶい赤褐

YR5／4

角閃石・チャー
・白色粒

33
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H－48号住居跡②

Nα 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

10
土師器

圷）
／底部小片 外面、底部ヘラ削り。内面、底部に墨書（不明）あり。

にぶい赤褐

YR5／4

チャート・黒色鉱

・白色粒
カ

11
土師器

圷）
／底部小片 外面、底部ヘラ削り。内面、底部に墨書（不明）あり。

にぶい赤褐

YR5／4

角閃石・石英・チ

ート・白色粒
一

12
須恵器

甕）
／（肩部片） 外面、カキ目、灰かぶり。内面、同心円状当て具痕。

黄灰

．5Y5／1
石英・白色粒 一

13 土　玉 長さ：1ρ3cm・最大径：1．12cm×1．11cm・孔径：0．27cm、重さ：126g。／色調：オリーブ黒5Y3／2。 54

14 臼　玉 径：13cm×1．lcm・厚さ：0．6cm・孔径：0．25cm、重さ：1．35g。石材：石英片岩。 51

15 臼　玉 径：1．1cm×1．1cm・厚さ：0．6cm・孔径：0．27cm、重さ：1．30g。石材：滑石。 59

16 臼　玉 径：1．Ocm×一・厚さ：α4cm・孔径：0．27cm、残重：0．39g。石材：滑石。／欠損品。 78

17 臼　玉 径：1．1cm×1．1cm・厚さ：0．7c皿・孔径：027cm、重さ：1．45g。石材：石英片岩。 一

18 臼　玉 径：1．4cmxl，3cm・厚さ：0．8cm・孔径：027c皿、重さ二2．58g。石材：石英片岩。 『

19 銅　鈴
長さ：3，6cm・鍔部の径：24cm・紐の長さ：α85cm・孔径：α2cm、残重：43g。／銅地の厚さは0。4mm前後。半球形を

ね合わせ、中央部に鍔。上部に紐を取り付けている。中には丸が融着している。
68

20 鉄製品 残長：91c皿・幅：1。4cm・厚さ：0．3cm、残重：27．1g。／工具か。 1
21 薦編石 長さ：17・2cm・幅：臥8cm・重さ：6999g・石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 14

22 薦編石 長さ：15．1cm・幅：55cm、重さ：572．l　g。石材：頁岩。／写真のみ掲載。 32

23 薦編石 長さl　l4．1cm・幅：65cm、重さ二5908g。石材＝輝石安山岩。／写真のみ掲載。 4．1

24 薦編石 長さ：128cm・幅：60cm・重さ：4942g。石材＝輝石安山岩。／写真のみ掲載。 22

25 薦編石 長さ：142cm・幅：74cm・重さ：668．O　g。石材：チャート。／写真のみ掲載。 23

26 薦編石 長さ：125cm・幅：5・3cm、重さ：391・5g。石材：ヒン岩。／写真のみ掲載。 16

27 薦編石 長さ：149cm・幅：58c皿、重さ：538。2g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 17

28 薦編石 長さ：1a2cm・幅：6．4c皿、重さ：5673g。石材：安山岩。／写真のみ掲載。 15

29 薦編石 長さ：12．7cm・幅：6．3cm、重さ：502．Og。石材：ヒン岩。／写真のみ掲載。 27

30 薦編石 長さ＝15．9cm・幅：5．lcm、重さ：460．3g。石材：頁岩。／写真のみ掲載。 21

H－49号住居跡（Fig．110、PL。58）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

甕

口径：（20．0）

口縁部1／3

「コ」の字状口縁。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、

縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

にぶい榿

YR6／4

チャート・白色
・黒色鉱物

5・6

2
須恵器

椀

器高：54・口径：

1ao）・底径：（70）／2／3

外面、口縁部ナデ、体部削り後ナデ。底部、高台貼り付け後、

口状工具によるナデ。内面、ヘラナデ。／燃し焼成。

暗灰黄

．5Y5／2

石英・チャート・

色鉱物・白色粒
12

H－50号住居跡（Fig。111、PL．58）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷

器高：4．4・

径：（13窃／1／3

丸底。口縁部と体部との境に弱い稜。外面、口縁部ナデ、体

・底部ヘラ削り。内面、ナデ。／燃し焼成気味。

黒褐

．5Y3／2

石英・白色粒・黒

鉱物
4

2
土師器

圷
口径：（12．0）／1／3

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR6／6 石英・チャート・黒

鉱物・赤褐色粒
9

3
須恵器

甕

口径：（19．2）

口縁～肩部片

外面、口頸部中位に緩い波状文、肩部平行叩き後に横位条線。

面、口頸部ナデ・ヘラ線刻、肩部同心円状当て具痕。

灰N4／ 粗砂粒・石英・白

粒
6

H－52号住居跡①（Fig．111、PL．58）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

杯

器高：3．6・口径：

2，2／ほぼ完形

型起こし。器形やや歪む。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘ

削り。内面、木口状工具ナデ。

にぶい榿

5YR6／4
石英・黒色鉱物

27～

9

2
土師器

圷

器高：3．0・口径：

2．4・底径：11．5／5／6

丸底気味の平底。外面、口縁部ナデ、底部ヘラ削り。内面、

デ。

にぶい赤褐

YR5／4
微砂粒・黒色鉱物 38

3
土師器

圷

器高：3．6・口径：

2．0・底径：8．0／2／3

丸底気味。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ削り。内面、

デ、口縁部・体部に右上がりのミガキ。

榿5YR6／6 角閃石・石英・白

粒
37・39

4
土師器

圷

器高：3．3・

径：12．2／5／6

型起こし。丸底。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ削り。

面、ナデ。／内外面に粘土付着。

にぶい赤褐

YR5／4

角閃石・石英・白

粒

31・

2・50

5
土師器

圷

器高：3．3・口径：

22／ほぼ完形

型起こし。丸底。外面、口縁部ナデ、底部ヘラ削り。内面、

口状工具ナデ。

にぶい赤褐

YR4／3
石英・黒色鉱物 3・17

19

6
須恵器

甕
／胴部片

外面、平行叩き。内面、同心円状当て具痕。／大甕と思われ

。

灰5Y6／1 石英・チャート・

色鉱物・白色粒
34・35

一177一



H－52号住居跡②

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

7
須恵器

蓋

器高：3．6・

径：13，4／完形

摘み部径2．5cm。口縁端部短く下方に折れる。天井部、回転ヘ

削り。

灰白

Y8／1

砂礫・チャート・

色鉱物
1・2

8
須恵器

圷

器高｝3．7・口径：

Z2・底径：6。6／5／6
ロクロ成・整形。底部、ヘラ起こし・

灰白

Y7／1
微砂粒・黒色鉱物 45・46

9
須恵器

圷

器高：46・口径：140・

径：6．5／ほぼ完形
ロクロ成・整形。底部、回転糸切り後、周縁部回転ヘラ削り。

灰オリーブ

Y6／2
砂礫・チャート 44

10土錘長さ：5．Ocm・最大径：1．2cm・口径：0．2cm、重さ：生26g。／色調：にぶい黄榿10YR7／3。

H－53号住居跡（Fig．ll1、PL．58）

No、 器種 計測値（c皿）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷
口径：（1α8）／1／6

丸底と思われる。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ削り。

面、ナデ。／内外面に黒色物付着。

にぶい赤褐

YR5／4

チャート・黒色鉱

・白色粒
一

2号土坑（Fig。112、PL．59）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
軟質陶器

鉢
／口縁部片

片口。卸目なし。口唇部内側にやや突出する。／還元焔焼成

須恵質。

灰N6／ 石英・チャート・

色粒・黒色粒
73

2
軟質陶器

（鉢）
底径：11．2／底部片 底部、回転糸切り無調整。／還元焔焼成で須恵質。

灰5Y5／1 チャート・白色
・黒色粒

5

3
軟質陶器

鉢
／口縁部片

内面、器面荒れる。口唇部内側に突出するようであるが欠

。／還元焔焼成で須恵質。

灰5Y5／1 角閃石・石英・チ

ート・白色粒
67

4
青　　磁

碗
／口縁部片

外面に直線文。／厚く施紬。磁胎の色調：灰白5Y7／1。同安

系。

オリーブ灰

0Y6／2
堅緻 一

5 瓦　　塔 ／屋蓋部片
幅1．1c皿前後・深さ0．3cm前後の半裁竹管状工具押し引きによ

丸瓦・瓦継ぎ目を表現・／還元焔焼成・

灰5Y6／1

チャート・白色粒 54

3号土坑（Fig．ll2、PL，59）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
軟質陶器

鉢
／口縁部片

片口。卸目なし。口唇部内側にやや突出する。／還元やや不

全。

オリーブ黒

Y3／2

チャート・白色
・黒色粒

一

7号土坑（Fig．112、PL．59）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
灰粕陶器

瓶
底径：（99）／下半部片

ロクロ成・整形。底部に断面台形のしっかりとした高台を貼

付ける。外面に紬垂れがみられる。内面底部に自然紬。

灰5Y6／1

長石・黒色粒 一

　　　平面は方形で長さ32．4cm×32。2cm、厚さ22．2cm、重さ：約25kg。石材安山岩。／上面は21～23cmほどの範囲を揺鉢
2　五輪塔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2
　　　状に7．5cmほど掘り窪めており、工具痕がみられる。側面に刻字は認められない。

10号土坑（Fig．113、PL．59）

No． 器種 計測値（c皿）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
須恵器

甕
／胴部片 外面、平行叩き。内面、無文の当て具痕。

灰オリーブ

Y6／2

石英・チャート・

色粒
一

13号土坑（Fig，113、PL．41）

No． 器種 計測値（c皿）／残存 器形・文様等の特徴／備考 色　調 胎土 注記

1 縄文土器 ／胴部片 L　R縄文。 褐 片岩・チャート 一

2　打製石斧残長：6，3cm・幅：5．8cm・厚さ：1．5cm、残重：59．1g。石材：頁岩。／下半部欠損。

17号土坑（Fig．113、PL．59）

No． 器種 計測値（cm）／備考 注記

1 板碑 残長：451cm・幅：22．5cm・厚さ：3．1c皿、残重：4470g。石材：絹雲母片岩。／凡字不鮮明。 一

19号土坑①（Fig．ll3～115、PL．60・61）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
軟質陶器

形土器

器高：la4・口径：

41・底径：（1＆4）／1／2

茶釜。平底。胴部最大径24．8cm。把手部は2か所と想定され、

状の「火よけ」の内側に穿孔のある把手。／還元焔焼成。

褐灰

0YR6／1

片岩・角閃石・チ

ート・石英

7・13・

5他

一178一



19号土坑②

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

2
軟質陶器

鉢
／口縁部片 卸目なし。口唇部、内外にやや突出。／還元焔焼成で須恵質。

灰5Y5／1 チャート・白色
・黒色粒

15

3
焼締陶器

（甕）
底径：（1《4）／底部片 胴部は直線的に立ち上がる。

暗赤褐

YR3／2

石英・長石・黒色
19

4 石　　臼 高さ：10。7cm・上面径：（30。Ocm）・芯棒孔径：（2．7cm）、残重：5320g。石材：粗粒安山岩。／下臼。1／4残存。6分割目か。 一

5 石　　臼 高さ：13・3cm・上面径：（30・Ocm）・芯棒孔径：（2・8cm）、残重：4280g。石材：粗粒安山岩。／下臼。1／4残存。副溝不明瞭。 一

6 石　　臼
残高112．2cm・下面径＝（20．Oc皿）・供給口径：（2．8cm）・挽き手穴径：2。Ocm・挽き手穴深さ：4、2cm、残重：3250g。石

：粗粒安山岩。／茶臼上臼。1／3残存。8分割目。挽き手穴は方形で菱形文中央部に位置。
17

7 石　　臼 残高：12．Ocm・下面径：（194cm）・供給口径：（2．8cm）、残重：1740g。石材：粗粒安山岩。／茶臼上臼。1／5残存。6分割目。 一

8 石　　臼 残高：9．Ocm・芯棒受け径：35cm・芯棒受け深さ：1βcm、残重：1410g。石材：粗粒安山岩。／上臼。供給口あるが径不明。 一

9 （石鉢） 高さ：10・9cm・長軸幅1173cm・孔径：7・8cm前後・孔の深さ：3・6cm・残重：2410g。石材：粗粒安山岩・／工具痕・被熱痕。 2
10 礫 長さ：13，3cm・幅：15。9cm・厚さ：7．9cm、重さ二2230g。石材：安山岩。／上面平滑で擦痕、砥石か。赤褐色物（鉄分）付着。 『

11 砥　　石 残長：6．Ocm・幅：3．7cm・中央部厚12．1cm、残重：83。8g。石材：流紋岩。／4面を使用。被熱痕あり。 一

12 古　　銭 径：2．3cm・方孔：0．5cm。／「洪武通宝」。明。初鋳1368年。 23

22号土坑（Fig．ll5、PL．61〉

No． 器種 計測値（cm）／備考 注記

1 古　　銭 径：2，4cm・方孔：0．7cm。／「熈寧元宝」（籔書）。北宋。初鋳1068年。 1
2 古　　銭 径：2，4cm・方孔：0．7cm。／「皇宋通宝」（真書）か。北宋。初鋳1039年。 2
3 古　　銭 径：2．3cm・方孔：0．6cm。／「熈寧元宝」（真書）。北宋。初鋳1068年。 3
4 古　　銭 径：2．4cm・方孔：α6cm。／「元豊通宝」（真書）。北宋。初鋳1078年。 4
5 古　　銭 径：2．5c皿・方孔：0．6cm。／「祥符元宝」。北宋。初鋳1368年。 5
6 古　　銭 径12．4cm・方孔：0．7cm。／「開元通宝」。唐。初鋳621隼。 6
7 古　　銭 径：2．3cm・方孔：0．6cm。／「洪武通宝」。明。初鋳1368年。23号土坑に帰属する可能性あり。 一

8 古　　銭 径：2・4cm・方孔：0・6c皿。／「治平元宝」（象書）。北宋。初鋳1368年。23号土坑に帰属する可能性あり。 一

9 古　　銭 径：2，4cm・方孔：0．7cm。／「開元通宝」。唐。初鋳621年。一部欠損。23号土坑に帰属する可能性あり。 一

23号土坑（Fig，115、PL．61〉

No， 器種 計測値（cm）／備考 注記

1 古　　銭 径：2，4cm・方孔：0．7cm。／「紹聖元宝」（真書）。北宋。初鋳1368年。 1
2 古　　銭 径：2．3c皿・方孔：0．6cm。／「皇宋通宝」（真書）。北宋。初鋳1039年。鋳写鎗銭か。 2
3 古　　銭 径：2．4cm・方孔：0．7c皿。／「熈寧元宝」（籔書）。北宋。初鋳1068年。 3
4 古　　銭 径：2．4cm・方孔：0。7cm。／「元豊通宝」（真書）。北宋。初鋳1078年。 4
5 古　　銭 径：2．5cm・方孔：0．6cm。／「永楽通宝」。明。初鋳1408年。 5
6 古　　銭 径：2．4cm・方孔：0．6cm。／不明。 6

6号溝（Fig．ll5、PL．61）

No． 器種 計測値（cm）／備考 注記

1 古　　銭 径：2．3cm・方孔：0．7cm。／「治平元宝」（籔書）。北宋。初鋳1368年。 一

10号溝（Fig．ll5、PL．62）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

圷

器高：3．8・口径：

2．7／ほぼ完形

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿5YR6／6 微砂粒・白色粒・

色鉱物
一

2 羽　　釜 ／口縁片
鍔は雑な造り。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、ナ

。

にぶい黄榿

0YR6／4

角閃石・石英・白

粒
一

20号溝①（Fig．115、PL．62）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
軟質陶器

鉢
／口縁部片 卸目なし。口唇部、内側にやや突出。／還元焔焼成で須恵質。

灰黄

。5Y6／2

石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
｝

2
陶　　器

椀
底径：（56）／底部片 外底部を除き灰粕。／陶胎の色調：黄灰2・5Y5／1。

オリーブ灰

．5GY6／1

石英・白色粒・黒

鉱物
一

3 砥　　石 長さ：6，lcm・幅：2。8cm・厚さ：1．8cm、重さ：513g。石材：流紋岩。／4面を使用。 一

4 砥　　石 長さ：1α1cm・幅：4．5cm・厚さ：37cm、重さ：2040g。石材：流紋岩。／平坦部分の多面使用。被熱痕あり。 一

5 鉄　　津 長さ：9．4cm・幅：10。6cm・厚さ：3．2cm、重さ：320．4g。 一

一179一



20号溝②

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

6
須恵器

甕
／胴部片 外面、平行叩き。内面、放射状当て具痕。

灰褐

，5YR5／2

チャート・白色
・黒色鉱物

一

7
須恵器

甕
／胴部片． 外面、平行叩き。内面、放射状当て具痕。

にぶい赤褐

YR5／3

チャート・白色
・黒色鉱物

一

遺構外（Fig．116・117、PL．62・63）

No． 器種 計測値（cm）／残存 器形・文様等の特徴／備考 色　調 胎土／注記

1 縄文土器 ／胴部片 撚糸側面圧痕文。 明赤褐 繊維・チャート／H27

2 縄文土器 ／胴部片 矢羽根状に短沈線。 にぶい褐 繊維・チャート／H30

3 縄文土器 ／口縁部片 R　L縄文。口唇部・口縁部下にも縄文施文。 灰黄褐 長石・石英／H24

4 縄文土器 ／口縁部片 L　R縄文後、横位に半裁竹管状工具による変形爪形文。 にぶい黄榿 繊維・白色粒／一

5 縄文土器 ／胴部片 貝殻腹縁文。 にぶい黄榿 石英・チャート／H24

6 縄文土器 ／口縁部片 RL細縄文。 赤褐 チャート・黒色鉱物／一

7 縄文土器 ／胴部片 RL縄文、円形竹管文。 にぶい榿 チャート・黒色鉱物／H12

8 縄文土器 ／胴部片 沈線上側に斜位の刻み目・小刺突。 にぶい赤褐 角閃石・石英／X60Y236G

9 縄文土器 ／胴部片 横位・斜位の平行沈線。 にぶい黄榿 角閃石・白色粒／W10

10 縄文土器 ／口縁部片 集合沈線後、口唇部から口縁部にかけての貼付文。 にぶい褐 石英・チャート／H37

11 縄文土器 ／胴部片 集合沈線後、耳状突起・刺突のある円形貼付文。 にぶい黄榿 石英・チャート／H37

12 縄文土器 ／胴部片 集合沈線。 にぶい黄榿 粗砂粒・チャート／一

13 縄文土器 ／胴部片 集合沈線後、刺突のある円形貼付文。 にぶい黄榿 角閃石・チャート／H24

14 縄文土器 ／口縁部片 集合沈線。口縁部に凹凸文。 にぶい榿 角閃石・チャート／H24

15 縄文土器 ／胴部片 波状貝殻文。 灰黄褐 石英・チャート／H23

16 縄文土器 ／胴部片 横位・鋸歯状の平行沈線、三角形印刻文。 にぶい赤褐 石英・黒色鉱物／一

17 縄文土器 ／胴部片 縦位隆線と緩やかな波状沈線。 にぶい櫨 雲母・石英／H22

18 縄文土器 ／胴部片 蛇行する隆線と浅い沈線。 にぶい褐 雲母・石英／一

19 縄文土器 ／胴部片 貝殻背圧痕文。口唇部に刻み。 にぶい黄榿 石英・チャート／一

20 縄文土器 ／胴部片 LR縄文後、沈線懸垂文。 榿 角閃石・石英／H1

21 縄文土器 ／胴部片 地文はなく、沈線施文。 にぶい黄榿 角閃石・石英／H20

22 縄文土器 ／胴部片 沈線区画内に刺突。 にぶい黄榿 角閃石・石英／X36Y276G

23 縄文土器 ／胴部片 縄文後、沈線、縄文磨り消し。 にぶい赤褐 角閃石・石英／H50

24 縄文土器 ／口縁部片 押圧のある隆帯2条。内面、口縁部に沈線巡る。 暗黄灰 白色粒・黒色鉱物／一

25 磨　　石 長さ：1α4cm・幅：95cm・厚さ：4，0cm、重さ：559。4g。石材：輝石安山岩。／凹石→磨石。 ／H45－17

26 磨　　石 長さ：10．8cm・幅：92cm・厚さ：3．8cm、重さ：514，8g。石材：輝石安山岩。／凹石→磨石。 ／X45Y276G
27 凹　　石 長さ：15．5cm・幅：6。8cm・厚さ：4。7cm、重さ＝624．6g。石材：石英安山岩／剥離多数あり。 ／H9－7

28 （砥石） 長さ：95cm・幅：＆Ocm・厚さ二α9cm、重さ：136．2g。石材：緑泥片岩。／中央部に浅い溝。 ／X60Y235G
29 打製石斧 長さ：112cm・幅：8。5cm・厚さ125cm、重さ：232。2g。石材：頁岩。 ／X60Y235G
30 打製石斧 長さ：11。9cm・幅：43cm・厚さ＝1．5cm、重さ：81．1g。石材：頁岩。／部分的に研磨。 ／H24
31 スクレイパー 長さ：7．6cm・幅：7。Ocm・厚さ：23cm、重さ：92。4g。石材：頁岩。 ／H11
32 石　　鍍 残長：2．Ocm・幅：13cm・厚さ：0。5c皿、残重：0．90g。石材：鉄石英。 ／X60Y228G
33 石　　鎌 残長二1。8c皿・幅：1．5cm・厚さ10．4cm、残重10。78g。石材：頁岩。 ／H46
34 石　　鎌 長さ：2・Oc皿・幅：1．6cm・厚さ：0・55cm・重さ：焔1g。石材：チャート。 ／W8
35 石　　鎌 長さ：1、6cm・残幅：1．2cm・厚さ：02cm、残重：0．24g。石材：黒曜石。 ／H17
36 石　　鎌 残長：1．5cm・残幅：15cm・厚さ：0．3cm、残重：α53g。石材：珪質頁岩。 ／H37

37
須恵器

口径：（118）／1／5 受部は水平方向へ伸び、口縁部は内傾。底部、ヘラ削り。
灰褐

．5YR4／2

石英・チャート・白色

・黒色鉱物／X60Y237G

38
須恵器 器高：（45）・口径：

1＆0）・底径：（la5）／1／4
ロクロ成・整形。口縁端部わずかに外反。底部、回転ヘラ削り。

灰白

Y7／1

石英・チャート・白色

・黒色鉱物／X54Y228G

39 紡錘車
上面径：（3．9cm）・下面径：（1．5cm）・高さ：2．2c皿・孔径：（0．8cm）、残重：19・l　g。石材：滑

。／1／2残存。欠損面を研磨している。別用途に再利用を試みたものか。
／一

40 臼　　玉 径：1ρcm×0・9cm・厚さ：0・7cm・孔径：α3cm・重さ：m9g。石材：滑石。 ／X60Y232
41 古　　銭 径：2．5cm・方孔：0．7cm。／「開元通宝」。唐。初鋳621年。 ／X57Y246G
42 古　　銭 径：2・4cm・方孔：0・7cm6／「治平元宝」（真書）。北宋。初鋳1064年。 ／A区
43 古　　銭 径：2，5cm・方孔：0。7cm。／「元豊通宝」（真書）。北宋。初鋳1078年。 ／一

44 古　　銭 径：2．4cm・方孔：0，6cm。／「至道元宝」（行書）。北宋。初鋳995年。 ／C区
45 古　　銭 径：2．4cm・方孔：0。7cm。／「大観通宝」（真書）。北宋。初鋳1107年。 ／C区
46 古　　銭 径：2．3cm・方孔：O．6cm。／不明。 ／C区
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第3章　五代伊勢宮1遺跡

1　遺跡の概要

　検出された遺構は、住居跡6軒（古墳時代後期2軒、奈良・平安時代4軒）、土坑2基、溝1条、ピット

132基である。

　古墳時代後期のH－1号住居跡は、残存状態が良好で、カマドは両袖端部に長胴甕を倒立配置し、2個体

の長胴甕を連結して懸架させている。また、カマド右脇から土師器甕の底部を打ち欠いて甑に転用させたと

思われる遺物が出土している。H－5号住居跡からは、薦編石が並べられた状態で集中出土している。

　奈良・平安時代の住居跡（H－2号・3号・4号・6号住居跡）は、出土遺物から8世紀代と想定される

が、R－6号住居跡は出土遺物が少なく明確な時期判断ができなかった。

　1号土坑は井戸と思われる。

　1号溝は区画溝と考えられ、出土遺物から近世の構築と考えられる。
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Fig．118　調査区位置図（前橋市現況図28〉
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0

ローム粒少量、ロームブロック微量、砂粒や
や多量。しまり強く、粘性あまりない。
ローム粒・ブロック（φ～40㎜）やや多量。
しまりやや弱く、粘性ややある。

ローム粒少量、砂粒やや多量。しまりやや強
く、粘性あまりない。

ロームブロック微量。しまりやや弱く、粘性
ややある。
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Fig．119　五代伊勢宮1遺跡全体図、1号溝土層図・エレベーション図
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1竪穴住居跡

　H－1号住居跡（遺構：Figl20・121、PL65／遺物：Fig。128・129、PL68）

位置：X56Y208グリッド。検出状態1良好。平面形態：方形。規模：4．30m×4。16m。床面積：16．8㎡。主

軸方位：N－55。一E。残存深度：72cm。床面の状態：全体的に平坦で硬くしまっていた。壁周溝：カマド

及び貯蔵穴部分を除いて全周する。柱穴：主柱穴はpit－1～4の4基。規模は、pit－1が径40cm・深さ48

cm、pit－2が径40cm・深さ50cm、pit－3が径44cm・深さ50cm、pit－4が径43cm・深さ45cmである。カマ

ド：北東壁中央やや南東寄りに位置。粘土及び粘質土を主体に構築されていた。両袖端部に土師器甕（3・4）

を逆位に配し、長胴甕2個体（1・2）を連結して懸架材としている。いずれの甕にも粘土の付着が顕著に認め

られた。焚き口幅35cm前後、燃焼部幅30cm前後、煙道部は壁外に30cmほど突出し、焚き口～煙道部の長さは

約1．20mである。燃焼部やや左寄りに支脚と想定される石が粘土で固定されていたが、規模的に掛け口は1

か所の可能性が高く、2か所と想定した場合は縦位配置と考えられる。7層に灰の堆積が確認されている。

貯蔵穴：カマド向かって右側の南東隅部に位置。平面形態は不整楕円形で、規模は85cm×57cm・深さ40cm。

遺構埋没状態：自然埋没と想定されるが、3層にローム粒・ロームブロックを多量に含む黄褐色土があり、

同層堆積の起因については明確に判断できなかった。遺物出土状態：先述のカマド構築材（1～4）のほかは、

カマド左右脇からの出土が大半で、その他の箇所では皆無に近い状態であった。カマド右脇からは土師器鉢

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ（7）の上に土師器甑（6）が重なって出土しており、使用時の状態を示しているものと思われる。また、こ

れらに近接して土師器杯（9）が正位で出土している。時期：古墳時代後期（6世紀中葉）。

遺物：土師器甕5点・甑1点・鉢1点・杯4点以上を確認している。甑（6）は甕底部を打ち欠いて転用し

たものと思われる。完形に近い状態の遺物が多かった。掲載遺物、9点。

　H－2号住居跡（遺構：Fig．122・123、PL66／遺物：Fig。129、PL69）

位置：X54Y208グリッド。検出状態：良好。平面形態：縦長長方形。規模：5．60m×4。30m。床面積：20．5

㎡。主軸方位：N－770－E。残存深度：71cm。床面の状態：全体的にほぼ平坦。顕著な硬化面は認められ

なかった。壁周溝：東側を除いて検出されている。深さは5cm前後であるが、各隅部は深く掘られており、特

に南西隅部ではピット状になっている。柱穴：主柱穴はpit－1～4の4基。規模は、pit－1が径40cm・深

さ34cm、pit－2が径35cm・深さ53cm、pit－3が径24cm・深ざ46cm、pit－4が径29cm・深さ27cm。対角の位

置関係にあるpit－1と4、pit－2と3の深さが近似する状態にある。カマド：東壁中央やや南寄りに位置。

粘土及び粘質土で構築。上面は粘土が覆っていた。煙道部は壁外に50cmほど突出。6層が灰層で、厚く広範

囲に堆積していた。貯蔵穴：カマド向かって右側に位置。平面形態は楕円形で、規模は47cm×40cm・深さ48

cm。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：pit－2と4の間から臼玉（7）が出土している

ほかは、南東部に集中する状態にあった。南壁際の中央東寄りの位置で土師器圷2点（3・4）が正位に並ん

だ状態で出土している。時期：8世紀前半。

遺物：土師器甕2点以上・盤2点・圷6点以上、須恵器片、臼玉1点を確認している。掲載遺物、7点。

　H－3号住居跡（遺構：Fig．124、PL66／遺物：Fig。129、PL69）

位置：X50Y209グリッド。検出状態：良好。西壁をpit－43に切られている。平面形態：横長長方形。規模：

一183一



2．41m×3．91m。床面積：90㎡。主軸方位：：N－920－E。残存深度＝42cm。床面の状態：北側は浅い掘り方

があり、ロームブロック等を含む暗褐色土を充填して床面を構築。4層も貼り床の可能性がある。壁周溝：

北側は明確に把握できなかったもののカマド部分を除き全周するものと想定される。柱穴：4基のピットを

検出しているが、規模や位置関係から主柱穴とは想定しがたい。規模は、pit－1が径24cm・深さ25cm、

pit－2が径31cm・深さ39cm、pit－3が径25cm・深さ18cm、pit－4が径24cm・深さ38cmである。カマド：東

壁中央甫寄りに位置。粘質土を主体に構築していたものと想定される。煙道部は壁外に50cmほど突出。燃焼

部のやや左寄りに支脚に使用されたと思われる石が据えられていた。灰の堆積は確認されなかった。貯蔵

穴：検出されなかった。遺構埋没状態二自然埋没と想定される。遺物出土状態：全体的に出土遺物は少なく、

散在的な分布状態であった。時期：8世紀後半。

遺物：土師器甕片・圷片、須恵器甕片・圷1点、砥石2点を確認している。砥石（4）の穿孔は特異なもの

で、潜り穴状の孔が2か所ある。掲載遺物、4点。

　H－4号住居跡（遺構：Figl23、PL66／遺物：Fig．130、PL69・70）

位置二X51Y206グリッド。検出状態二良好。平面形態：やや横長の長方形。規模13．17m×3。50m。床面

積llO．5㎡。主軸方位：N－720－E。残存深度：39cm。床面の状態＝ほぼ平坦であるが、南東隅部が5cmほ

ど窪む。顕著な硬化面は認められなかった。壁周溝：検出されなかった。柱穴：検出されなかった。カマ

ド：東壁甫寄りに偏在。粘質土を主体に構築されていたものと想定される。カマド手前に被熱痕のある長さ

約50cmの石があり、懸架材と思われる。焚き口幅は40cm前後。煙道部は壁外に40cmほど突出する。4～6層

に灰の厚い堆積が確認されている。貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺

物出土状態：南東隅部及び南西隅部からの出土が多かった。また、北西隅部からも薦編石がまとまって出土

している。時期：8世紀前半。

遺物：土師器甕2点以上・盤3点以上・圷5点以上、須恵器甕片、薦編石9点を確認。掲載遺物、13点。

　H－5号住居跡（遺構：Fig．125、PL67／遺物：Fig。130、PL70・71）

位置：X51Y203グリッド。検出状態：良好。床面には炭化材が多く検出されており、火災を受けているもの

と想定される。平面形態：方形。規模：3，35m×3．55m。床面積：12．1㎡。主軸方位：N－61。一E。残存深

度：37cm。床面の状態：概ね平坦な状態で、顕著な硬化面は確認されなかった。壁周溝：土層観察では西側

にわずかな凹みが認められるが、壁周溝は検出されなかった。柱穴：西側隅に径30cm・深さ13cmのピットが

あるが、柱穴とは想定しがたい。カマド：東側（北東側）から西側（南西側）へと造り替えが行われている。

東側カマドはやや南東寄りに偏在して位置。水平方向に長く延びる煙道部を確認できたのみで、壁外115cmほ

どの位置で立ち上がっている。西側カマドもやや南東寄りに偏在する。両袖部内側に扁平な石を配し、粘土

及び粘質土で構築されていた。焚き口幅は35cm前後。煙道部は壁外に35cmほど突出する。6層に少量の灰が

検出されているが、灰の純層は確認されなかった。貯蔵穴：検出されなかった。遺構埋没状態：自然埋没と

想定される。遺物出土状態：薦編石の出土が多く、北西壁付近と北東壁付近の2か所に集中する。特に北東

壁付近は並べられた状態（PL洛7）にあった。西側カマド向かって右脇からは台付甕（1）が床面からやや浮

いた状態で出土している。時期：古墳時代後期（6世紀末葉～7世紀初頭）。

遺物：土師器甕1点・台付甕2点以上・鉢1点以上・杯5点以上、薦編石20点を確認している。薦編石は被

熱痕の認められるものが多い。掲載遺物、26点。
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　H－6号住居跡（遺構：Fig。121、PL67）

位置：X46Y209グリッド。南側は調査区外。検出状態：カマド向かって右側は撹乱を受けている。平面形

態：全容は不明であるが横長長方形と推定される。規模：2£Om×一。床面積：不明。主軸方位：N－goo－

E。残存深度：44cm。床面の状態：概ね平坦な状態で、顕著な硬化面は確認されなかった。壁周溝：検出さ

れなかった。柱穴：検出されなかった。カマド：東壁に位置。やや南寄りと推定される。残存する左袖部は

粘質土と石で構築されていた。煙道部は壁外に40cmほど突出。灰の堆積は確認されなかった。貯蔵穴：不明。

遺構埋没状態：自然埋没と想定される。遺物出土状態：疎らな分布状態であった。時期：奈良・平安時代と

思われるが不明。

遺物：土師器圷片、須恵器圷片を確認している。いずれも小破片のため図化しなかった。掲載遺物、0点。

皿　土坑・井戸・ピット

　1号土坑（遺構：Fig．126、PL67）

位置：X37Y205グリッド。検出状態：良好。平面形態：円形。規模：上面は2．48m×2．40mで、下方に向か

って窄まっている。残存深度：200cm以上。湧水は顕著ではなかったが、安全対策上から完掘できなかった。

遺構埋没状態：5層以下にはローム質の土が埋没していた。遺物出土状態：埋没土中からわずかに出土して

いる程度であった。備考：本土坑は素掘の井戸と想定される。時期：近世。

遺物：土師器片、須恵器片、近世陶磁器片（肥前系染付碗片）を確認しているが小破片のため図化しなかっ

た。なお、遺構外出土遺物で扱う砥石（34）は本土坑から出土したものである。掲載遺物、0点。

　2号土坑（遺構：Fig。126、PL67）

位置：X38Yl99グリッド。北側は調査区外。検出状態：良好。平面形態：東西方向に長い長方形で、南側に

張り出し部（出入り口部）が2か所ある。規模：中軸線上で推定5。45m×2。00m。南側の張り出し部長は0，90

m。長軸方位：N－78。一E。残存深度：98cm。遺構埋没状態：人為埋没の可能性が高い。遺物出土状態：

遺構の時期を示す遺物は出土していない。備考：調査時には出入り口施設を有することから地下式坑の可能

性も想定したが、五代木福1遺跡で検出された地下式坑とは形態的に相違が大きく、性格不明としておく。

時期：埋没土の状態から中・近世と思われるが不明。

遺物：土師器片・須恵器片等をわずかに確認している。掲載遺物、0点。

ピット（Fig。127、Tab．5）

ピットは132基が検出されている。大半が1号溝以東に分布していた。掘立柱建物跡の柱穴と想定される

ものも散見されたが、建物構成を把握することができなかった。埋没土は概ねFAを含む黒～黒褐色土で、

時期的には古墳時代～平安時代と推定されるが、明確な時期は不明である。

なお、1号溝を境に表土下の地質に若干の差異があり、旧地形（現況より高かったものと推定される）が

改変された可能性も考えられる。
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Tab．5 ピットー覧表

番号 グリッド 規模（cm） 深さ（cm） 番号 グリッド 規模（cm） 深さ（c皿） 番号 グリッド 規模（cm） 深さ（cm）

1 X59Y204 58×56 21 45 X52Y210 41×39 25 89 X55Y203 45×36 28

2 X58Y205 65×60 12 46 X52Y210 50×42 17 90 X55Y204 52×50 39

3 X58Y206 33×32 29 47 X51Y210 41×41 33 91 X56Y204 31×29 27

4 X57Y206 45×45 27 48 X51Y210 44×40 22 92 X56Y204 44×35 32

5 X57Y205 50×49 25 49 X51Y210 37×30 20 93 X55Y205 32×30 14

6 X57Y205 35×33 38 50 X51Y210 40×39 58 94 X55Y205 31×30 26

7 X57Y205 31×31 27 51 X51Y209 46×43 42 95 X55Y’205 61×59 23

8 X58Y206 55×49 16 52 X50Y209 42×40 33 96 X55Y205 39×38 27

9 X58Y206 73×43 44 53 X50Y210 33×23 30 97 X55Y205 36×31 29

10 X57Y206 26×26 14 54 X56Y211 40×23 51 98 X55Y206 37×34 33

11 X57Y206 55×35 24 55 X56Y211 30×25 43 99 X56Y206 44×41 33

12 X57Y206 43×43 19 56 X56Y210 27×19 37 100 X53Y206 45×42 78

13 X57Y206 28×27 13 57 X56Y210 22x20 28 101 X54Y205 87×79 43

14 X57Y206 58×36 36 58 X52Y207 30×28 17 102 X54Y205 49×45 81

15 X57Y206 33×30 12 59 X52Y207 32×28 23 103 X54Y205 30×30 23

16 X57Y207 37×32 31 60 X51Y207 47×46 25 104 X54Y204 51×45 27

17 X57Y207 34×28 24 61 X50Y207 51×47 23 105 X54Y204 53×47 37

18 X57Y’208 54，×43 39 62 X51Y208 50×4，8 35 106 X54Y203 4ユ×39 4．6

19 X57Y207 40×32 39 63 X51Y208 43×43 52 107 X54Y203 38x34 16

20 X57Y207 30×25 25 64 X52Y206 65×64 21 108 X54Y203 46×40 38

21 X57Y208 40×30 47 65 X52Y206 53×51 22 109 X53Y203 46×44 35

22 X57Y208 40×36 29 66 X52Y206 48×42 32 110 X54Y203 43×43 34

23 X57Y207 36×32 29 67 X52Y205 55×42 29 111 X53Y204 53×49 36

24 X57Y207 44×41 21 68 X51Y205 63×60 24 ll2 X53Y203 42×42 31

25 X57Y207 30×25 26 69 X51Y204 　　　　『

9×39 36 113 X53Y203 43×38 23

26 X58Y207 38×35 27 70 X51Y204 38×38 32 114 X53Y203 41×38 37

27 X58Y207 23×22 18 71 X51Y205 45×41 35 115 X53Y203 37×37 19

28 X56Y207 31×29 11 72 X51Y205 50×47 37 116 X52Y203 41×33 32

29 X56Y207 25×24 11 73 X51Y205 83×66 79 117 X52Y203 47×35 31

30 X56Y207 32×31 11 74 X52Y205 53×48 52 118 X52Y203 39×36 27

31 X56Y206 73×59 27 　サ

5 X51Y204 52×40 31 119 X48Y207 36×32 22

32 X55Y206 36×36 33 76 X53Y205 57×57 23 120 X48Y209 36×36 21

33 X55Y206 39×34 23 77 X53Y205 65×61 36 121 X49Y207 32×30 10

34 X55Y207 47×43 31 78 X53Y205 51×48 31 122 X48Y202 36×34 19

35 X54Y207 45×33 26 79 X53Y205 50×42 69 123 X48Y202 26×23 30

36 X54Y207 30×27 21 80 X52Y204 41×40 12 124 X48Y204 78×32 87

37 X55Y207 23×22 14 81 X52Y204 45×40 40 125 X48Y204 32×25 75

38 X55Y207 31×30 20 82 X53Y204 47×42 25 126 X40Y203 28×26 18

39 X55Y208 42×36 18 83 X53Y204 43×40 27 127 X40Y204 34×30 36

40 X55Y209 22×20 19 84 X53Y204 48×48 79 128 X40Y204 26×22 35

41 X55Y209 26×22 28 85 X53Y204 44×41 38 129 X40Y’204 33×26 40

42 X55Y209 33×26 12 86 X53Y204 41×38 71 130 X40Y204 30×26 24

43 X50Y208 39×39 56 87 X53Y204 49×43 20 131 X39Y206 70×56 43

44 X52Y210 48×46 23 88 X52Y204 44×41 19 132 X39Y207 40×30 40

IV 溝

　　1号溝（遺構：Fig．119、PL．64●67）

位置：X39Y207グリッド～X49Y202グリッド。北側及び南側は調査区外。検出状態：北側は明確に遺構の状

態を確認できたが、南側に向かうにしたがい徐々に浅くなり調査区南端ではようやく範囲を把握できる程度
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の残存状態であった。検出範囲の総延長は約60mである。走向方向：北から南に向かいX48Y203グリッド

付近で西方向へと緩やかに屈曲。X45Y203グリッドで2条に分岐し、X41Y203グリッドで再び南方向へ屈

曲し1条になっている。底面の標高は、北端部が123．04m、西方向への屈曲部（X48Y203グリッド）が

122．94m、分岐点（X44Y203グリッド）が123．41m、南方向への屈曲部（X41Y203グリッド）が123．22m、

南端部が123．08mである。断面形態：底面が細くなる漏斗状であるが、先述したように南側は浅くなり逆台

形～皿状となっている。規模：上端幅は0．60m～2．10m、下端幅0．15m～0。30m。残存深度：北端部で77cm。

遺構埋没状態：北端部付近の埋没状態は2・3層が西方向から、4層が東方向から埋没しているものと想定

される。2層及び4層には砂粒の含有がやや多く認められた。遺物出土状態：埋没土中から少量の近世陶磁

器が出土している。備考：埋没土に砂粒の含有が認められたものの、遺構の形態や走向状態等から用水路と

は想定しがたい。本溝以西では1号・2号土坑が検出されているが、本溝との関連性については明確ではな

い。また、「伊勢宮」の小字名や近接地に残る小字「江戸屋敷」との関連性についても現時点では判断しが

たい。ここでは何らかの区画溝であるという可能性を示すに留めたい。時期：近世。

遺物：近世陶磁器（肥前系染付碗等）片を少量確認している。掲載遺物、0点。

V　遺構外出土遺物　（Fi呂131・132、pL71・72）

　ここでは、遺構外及び古墳時代以降の遺構から出土した縄文土器・石器類、遺構外から出土した古墳時代

以降の遺物を概括する。縄文時代の遺物は1号溝以西にも散見されたが、出土量は1号溝以東が多い。なお、

縄文土器片の出土量の多さが目立つものの、本遺跡では当該期の遺構は検出されていない。

　縄文土器片は、前期黒浜式83点・諸磯a式57点・諸磯b式19点・十三菩提式3点、中期初頭～中葉（阿玉
　　　　　　　　　　　　　　　ヂ
台式土器が中心）37点・中期後半457点、不明176点、土製円板1点を確認している。中期後半の土器が圧倒

的に多く、中でも加曽利E2式土器が多かった。

　石器類は、磨石・凹石7点（輝石安山岩2・安山岩5）、打製石斧12点（頁岩10・砂質頁岩1・ヒン岩1）、

残核2点（頁岩1・黒色安山岩1）、敲石1点（絹雲母片岩1）、調整のある剥片36点（頁岩30・黒色安山岩

2・砂岩1・輝石安山岩1・安山岩2〉、剥片133点（頁岩89・黒色安山岩6・砂質頁岩9・チャート1・鉄

石英1・珪岩1・黒曜石1・ヒン岩1・絹雲母片岩1・輝石安山岩7・安山岩16）、礫40点（内33点は被熱

痕のある輝石安山岩）を確認している。掲載遺物、土器類25点、石器類8点。

　また、遺構外から土師器・須恵器片や砥石、中・近世陶磁器、古銭等が出土している。砥石（34）は1号

土坑に伴う可能性がある。掲載遺物、3点。
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粘土層。しまり非常に強く硬い。

ロームブロック微量、F　A微量、炭化粒微量、焼土粒微量、粘土微量。
しまり強く、粘性がある。

焼土層。しまりやや強い。

炭化粒微量、焼土粒微量、粘土少量。しまりやや強く、粘性がある。
ローム粒少量、F　A微量、焼土粒微量、粘土やや多量。しまりやや強
く、粘性がある。

ローム粒・ブロック（φ～10㎜）少量。しまり強く、粘性がある。
灰層。焼土粒微量。しまり弱い。

ローム粒・ブロック微量、炭化粒微量、焼土粒微量。しまり強く、粘
性がある。

米占土層。しまり強い。

ロームブロック微量、焼土粒微量、粘土微量。しまりやや弱く、粘性
あまりない。

粘土層。しまり強い。
12層：暗褐色土　ローム粒・ブロック微量、F　A微量、炭化粒微量、焼土粒微量、粘土

　　　　　　　微量。しまり強く、粘性がある。
13層：暗褐色土　ローム粒・ブロック微量、炭化粒少量、焼土粒少量、粘土少量。しま
　　　　　　　り強く、粘性がある。
14層：黄灰色土　粘土層。ローム粒・ブロック微量、FA微量。しまり非常に強く硬い。
15層：暗褐色土　ローム粒・ブロック（φ～40㎜）少量、FA微量、炭化粒微量。しま
　　　　　　　り強く、粘性がある。掘り方充填土。

⑭
菌

ノ○

カ

ク

ン　Bノ
ン

調

登

腐

塚

ω

N

一

10

B

lQ　B
　123．60m

5

lo

“

　　　　恥

S
2

カ

ク　旦
ラ

ン

1

iΩ
Bノ

卜

1層：黒褐色土
2層：暗褐色土

3層：黒褐色土

4層：暗褐色土

降

ローム粒微量、FA微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、FA微量、炭化粒
微量。しまり強く、粘性がある。

ローム粒・ブロック微量、FA微量。しまりやや強く、粘
性ややある。

ローム粒やや多量、ロームブロック（φ～20㎜）少量。
しまりやや強く、粘性がある。 、H－6号住居跡

1層：暗褐色土

2層：黒褐色土

3層＝赤褐色土
4層＝暗褐色土
5層＝褐色土

ローム粒・ブロック微量、FA微量、焼土粒微量。しまり
強く、粘性がある。

ロームブロック微量、FA微量、炭化粒微量、焼土粒微量。
しまり強く、粘性がある。

焼土層。しまり弱い。

ローム粒やや多量。しまりやや弱く、粘性ややある。
ローム粒多量、FA微量、焼土粒微量。しまり非常に強く
硬い。

0
1m（カマド図）

2m

Fig，121　H－1号住居跡②・H－6号住居跡
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2層1暗褐色土

3層：褐色土

4層：黒色土

ローム粒微量、FA少量、炭化粒微量。しまり強く、粘性がある・
ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量、焼土粒微量。しま
り強く、粘性がある。

ローム粒やや多量。しまりやや弱く、粘性ややある。
ローム粒微量、FA微量。しまりやや強く、粘性ややある。

　　　　　　　Fig．122　H－2号住居跡①
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2層：暗褐色土

3層：暗褐色土

4層：褐色土

5層：赤褐色土
6層；黒灰色土
7層；榿褐色土

8層：暗褐色土

9層：褐色土

10層：褐色土
11層：暗褐色土

12層：暗褐色土

13層1暗褐色土

粘土層。ローム粒微量、FA微量、焼土粒微量。しまり
非常に強く硬い。

ローム粒微量、FA少量、炭化粒微量、焼土粒微量。し
まり強く、粘性がある。

FA微量、焼土粒微量、粘土少量。しまりやや強く、粘
性がある。

FA微量、焼土粒微量、粘土多量。しまり強い。
焼土多量、粘土やや多量。しまりやや弱い。
灰層。焼土粒微量。しまり弱い。

焼土やや多量、灰少量。しまりやや弱く、粘性あまり
ない。

ローム粒少量、FA微量。しまりやや強く、粘性ややあ
る。

焼土微量、粘土多量。しまり強い。

粘土層。FA微量、焼土粒微量。しまり非常に強く硬い。
ローム粒・ブロック微量、FA微量、炭化粒微量。しま
り強く、粘性がある。

ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量、炭化粒
微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック（φ～40㎜）少量、FA微量。しま
り強く、粘性がある。
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1層：黒褐色土　ローム粒・ブロック微量、FA少量。しまり強く、粘性がある。
2層；暗褐色土　ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまり強く、粘性がある。
3層：黒褐色土　ローム粒少量。しまりやや強く、粘性ややある。

1m（カマド図）

2m
H－4号住居跡

3層：赤褐色土
4層：灰褐色土
5層：黄灰色土
6層：灰褐色土
7層：暗褐色土
8層：黒褐色土

9層：明黄褐色土

10層：褐色土
11層：褐色土
12層　：日音褐色土

Bノ

0

ロームブロック微量、FA微量、炭化粒微量、焼土粒
微量。しまり強く、粘性がある。

ローム粒微量、FA微量、焼土少量。しまり強く、粘
性がある。

焼土層。しまり強い。
ローム粒微量、灰多量。しまりやや弱い。
灰層。焼土粒微量。しまり弱い。
灰層。焼土粒微量。しまり弱い。
ローム粒やや多量。しまりやや強く、粘性がある。

ローム粒微量、焼土少量。しまりやや弱く、粘性あま
りない。

ローム粒多量、FA微量、焼土粒微量。しまり非常に強
く硬い。

ローム粒微量。しまり非常に強く硬い。
ローム粒微量、焼土粒微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒微量。しまりやや強く、粘性ややある。

Fig．123　H－2号住居跡②・H－4号住居跡
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ローム粒微量、FA少量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒少量。しまりやや強く、粘性ややある。
ローム粒微量、FA微量。しまりやや強く、粘性ややある。
ローム粒少量、ロームブロック微量、FA微量。しまり強
く、粘性がある。

ローム粒微量。しまりやや強く、粘性がある。
ローム粒・ブロック（φ～20㎜）少量。しまりやや弱く、
粘性ややある。

ローム粒・ブロック（φ～30㎜）少量、FA微量。しまり
強く、粘性がある。掘り方充填土。
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7層：暗褐色土
8層：灰褐色土

ローム粒微量、FA微量、炭化粒微量、焼土少量。しまり強
く、粘性がある。

ローム粒微量、焼土やや多量。しまりやや強く、粘性やや
ある。

焼土層。しまりやや強い。

FA微量、焼土少量。しまりやや強く、粘性がある。
ローム粒微量、焼土少量。しまりやや弱く、粘性ややある。
ローム粒少量、焼土微量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒微量、焼土粒微量。しまり非常に強く硬い。
ローム粒微量、焼土粒微量。しまり強く、粘性がある。
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1m（カマド図）
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Fig．124　H－3号住居跡
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ローム粒少量、FA微量、炭化粒少量、焼土粒微量。
しまりやや強く、粘性ややある。

ローム粒少量。しまりやや強く、粘性がある。
ローム粒少量、焼土多量。しまりやや強い。
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ローム粒微量、炭化粒微量、焼土粒微量、粘土
少量。しまり強く、粘性がある。

ローム粒微量、FA微量、粘土微量。しまり強く、
粘性がある。

粘質土。しまり強い。

焼土層。しまり強い。

焼土少量。しまり強い。

焼土やや多量、灰少量。しまりやや強く、粘性
ややある。

ローム粒微量、焼土粒微量。しまりやや強く、
粘性ややある。

ローム粒微量、炭化材やや多量、焼土粒微量。
しまりやや弱い。

ローム粒微量、焼土少量。しまりやや弱く、粘
性ややある。

ロームブロック少量。粘土やや多量。しまり非
常に強く硬い。

ローム粒微量、焼土粒微量。しまりやや強く、
粘性ややある。

焼土少量、粘土少量。しまりやや強く、粘性や
やある。

粘土層。ロームブロック微量、炭化粒微量。し
まり非常に強く硬い。

焼土少量、粘土少量。しまりやや強く、粘性や
やある。

ローム粒微量、FA微量、炭化粒微量。しまり非
常に強く硬い。

ロームブロック（φ～20mm）少量、FA微量。し
まり強く、粘性がある。
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1m（カマド図）
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Fig．125　H－5号住居跡

一193一



毒
　等

㎏、 mi

A A！

　　A
123．50m

2

q箕、

1

A！ mI

9　8

3

6

4
　　5

7

1層：明黄褐色土

2層：灰褐色土

3層＝暗褐色土

4層：にぶい褐色土

5層：明黄褐色土

6層：にぶい褐色土
7層：にぶい褐色土
8層：にぶい褐色土
9層：明黄褐色土

10層；にぶい褐色土

ローム。しまり強い。

ローム粒微量、浅間B軽石微量、FA微量。しまり強く、
粘性がある。

ローム粒少量、浅間B軽石少量、FA微量。しまり強く、
粘性がある。

ローム粒やや多量、浅問B軽石微量、FA微量。しまり
やや弱く、粘性ややある。
ローム。しまりやや弱い。

ローム。B』P微量。しまりやや弱い。

ローム。B』P微量。しまり弱い。

ローム。B？少量。しまりやや弱い。
ローム。しまりやや強い。

ローム。しまり弱い。
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5層：にぶい褐色土
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7層：にぶい褐色土
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9層：にぶい褐色土
10層：黒色土

11層：黒褐色土
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Cノ

ローム粒微量、浅問B軽石少量、F　A少量。しまり強く、
粘性ややある。

ローム粒少量、浅間B軽石微量、F　A微量。しまり強く、
粘性ややある。

ローム粒多量、ロームブロック微量、浅間B軽石微量。し
まりやや弱く、粘性ややある。

ローム粒少量、ロームブロック微量。しまりやや強く、粘
性ややある。

ローム粒多量。しまりやや弱い。
ローム。しまりやや弱い。

ローム粒多量、ロームブロック微量。しまりややある。
ローム粒少量。しまり強く、粘性がある。
ローム粒多量、ロームブロック微量。しまりややある。
ローム粒微量、浅間B軽石少量、F　A少量。しまり強く、
粘性がある。

ローム粒少量。しまりやや強く、粘性がある。
ローム。しまりやや弱い。

Fig．126　土坑
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　　　　　　　　　五代伊勢宮1遺跡遺物観察表
H－1号住居跡（Fig。128・129、PL68）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器 器高：332・口径：222・

径：a5／ほぼ完形

長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナ

、胴部ヘラナデ。／カマド懸架材。全体に粘土付着。

にぶい黄榿

0YR6／4

角閃石・石英・白

粒・チャート 2

2
土師器 器高：36．6・口径：

2．5・底径：3．5／5／6

長胴甕。外面、口縁部ナデ、月同部ヘラ削り。内面、口縁部ナ

、胴部ヘラナデ。／カマド懸架材。全体に粘土付着。

にぶい黄榿

0YR6／4

角閃石・石英・白

粒・チャート 3

3
土師器 器高：28．6・口径：

9，4／ほぼ完形

丸底。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、

部ヘラナデ。／カマド左袖。下半部に粘土付着。

にぶい黄榿

0YR6／4

角閃石・石英・白

粒・チャート
9

4
土師器 器高128．1・口径：

0。8／ほぼ完形

丸底。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、

部ヘラナデ。／カマド右袖。下半部粘土付着著しい。

榿7．5YR6／6 角閃石・石英・白

粒・チャート
10・カ

5
土師器 器高：164・口径：

5。6・底径：8，0／完形

底部丸みを持つ。胴部最大径15。2cm。外面、口縁部ナデ、胴

ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

にぶい榿

5YR7／4

角閃石安山岩粒・

英・チャート
4

6
土師器

甑）

器高：1＆6・口径・

7．0・底径：8．1／ほ

完形

甕の底部を打ち欠いて甑に転用。外面、口縁部ナデ、胴部ヘ

削り、胴部中位付近に帯状のハゲ。内面、口縁部ナデ、胴

ヘラナデ。／カマド右脇から鉢（7）上に重なって出土。

にぶい褐

5YR5／4

粗砂粒・チャー

・黒色鉱物
7

7
土師器 器高：10．4・

径：1撮／完形

丸底でやや尖り気味。口縁部下に稜。外面、口縁部ナデ、体

・底部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、月同部ヘラナデ、黒色

理。／上に転用甑（6）が重なって出土。

灰黄褐

0YR5／2

角閃石・石英・

色粒
8

8
土師器

不

器高14．8・口径：

34／ほぼ完形

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ。／燥し焼成気味。

にぶい榿

．5YR6／4

微砂粒・白色粒・

色粒
1・5

9
土師器 器高：4．7・

径：ll．6／完形

丸底。口縁部と体部との境に面を持つ稜。外面、口縁部ナデ、

部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。／内外面黒色物付着。

榿5YR6／6 微砂粒・白色粒・

色粒
6

H－2号住居跡（Fig．129、PL69）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

盤

器高：3．9・

径：17．1／1／2

丸底。口縁部大きく開く。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘ

削り・内面、ナデ・／内外面黒色物付着・

にぶい榿

5YR6／4

石英・白色粒・黒

鉱物
4

2
土師器

圷

器高：37・

径：11．0／1／2

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り。内面、ナデ。／紛れ込み遺物か。

燈5YR6／6 黒色鉱物・赤褐色
一

3
土師器

圷

器高：3．7・

径：12．6／完形

丸底。口縁部短く立ち上がる。外面、口縁部ナデ、体部・底

ヘラ削り。内面、ナデ。

明赤褐

YR5／6

角閃石・石英・白

粒
6

4
土師器

圷

器高：3．7・

径：11．2／完形

丸底。口縁部やや内湾。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ

り後、体部を一部ナデ。内面、ナデ。

にぶい榿

YR6／4

石英・チャート・

色粒・黒色鉱物
7

5
須恵器

甕）
／胴部片

外面、破片上半回転ナデ、下半格子目叩き。内面、破片上半

転ナデ、下半同心円状当て具痕後ナデ。

灰N5／ チャート・黒色鉱
一

6
須恵器

盤）
口径：（215）／口縁部片 ロクロ成・整形。内面のロクロ目強い。

灰5Y6／ 石英・白色粒・黒

鉱物
一

7　臼　玉　径：1．35cm×1．25cm・厚さ：0。6cm・孔径：0．3cm、残重：1．60g。石材：滑石。／1／3ほどを欠損。 15

H－3号住居跡（Fig．129、PL69）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
須恵器

甕

口径：（312）／

縁部片
口縁端部下方に延びる。内外面ともナデ。／内面に灰かぶり。

灰N4／ チャート・黒色鉱
5

2
須恵器

圷

器高：3．8・口径：

3．0・底径：7，2／5／6
ロクロ成・整形。底部、回転糸切り無調整。

灰黄

．5Y6／2

片岩・石英・チャ

ト・黒色鉱物
1

3 砥石残長：19．2cm・幅：8．2cm・厚さ：5．8c皿、残重：14979g。石材：ヒン岩。／2面を使用。 6
4 砥石残長：45cm・幅：3，4cm・厚さ：3。3cm、残重：64．8g。石材1流紋岩。／4面を使用。上面から側面への潜り穴状の孔2か所。

且一4号住居跡①（Fig．130、PL69・70）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

土師器 器高：296・口径：198・ 長胴甕。外面、口縁部ナデ、胴部ヘラ削り。内面、強いヘラ にぶい黄褐 粗砂粒・角閃石安
1 31

甕 底径：50／ほぼ完形 ナデ。 10YR5／3 山岩粒・石英

土師器 器高：4。0・ 丸底。口縁部外反して大きく開く。外面、口縁部ナデ、体 榿 角閃石安山岩粒・
2 21

盤 口径：16．8／完形 部・底部・ヘラ削り。内面、ナデ。 5YR6／6 石英

土師器 器高：41・口径： 丸底。口縁部外反して大きく開く。外面、口縁部ナデ、体 明赤褐 角閃石・石英・チ
3 10

盤 16．9／ほぼ完形 部・底部・ヘラ削り。内面、ナデ・／外面に煤付着。 5YR5／6 ヤート・白色粒
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H－4号住居跡②

No． 器種 計測値（c皿）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

4
土師器

盤

器高：3．7・

径：165／2／3

丸底。口縁部外反して大きく開く。外面、口縁部ナデ、体

・底部・ヘラ削り。内面、ナデ。

明赤褐

YR5／6

角閃石・石英・チ

ート・白色粒

23～

5・27

5
土師器

圷

器高：44・

径：14．1／完形

丸底。口縁部短く内湾。外面、口縁部ナデ、体部・底部ヘラ

り。内面、ナデ。

明赤褐

．5YR5／6

角閃石・石英・チ

ート・白色粒
8

6
土師器

圷

器高：3．9・

径：12．0／完形

丸底。口縁部内湾。外面、口縁部・体部上半ナデ、以下ヘラ

り。内面、ナデ。

燈5YR6／6 角閃石・石英・チ

ート・白色粒
19

7
土師器

圷

器高：3．8・

径：12．1／4／5

丸底。口縁部短く内湾。外面、口縁部・体部上半ナデ、以下

ラ削り。内面、ナデ。

榿2．5YR6／8 角閃石・石英・チ

ート・白色粒
11

8
土師器

圷

器高：3．9・

径：11．9／5／6

丸底。口縁部短く内湾。外面、口縁部・体部上半ナデ、以下

ラ削り。内面、ナデ。

榿7．5YR6／6 微砂粒・角閃石・

英
28

9 薦編石 長さ：13．0・幅：5．3cm、重さ二515。9g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 6
10 薦編石 長さ：113・幅：4．6cm、重さ：341．4g。石材：安山岩。／写真のみ掲載。 1
11 薦編石 長さ：13．5・幅：5．2c皿、重さ：382。9g。石材＝ヒン岩。／写真のみ掲載。 7
12 薦編石 長さ：11．4・幅：5，7cm、重さ：300．6g。石材：輝石安山岩。／写真のみ掲載。 2
13 薦編石 長さ：13。3・幅：7。Ocm、重さ：747．2g。石材：石英安山岩。／写真のみ掲載。 12

H－5号住居跡（Fig．130、PL．70・71）

No． 器種 計測値（cm）／残存 成・整形の特徴／備考 色　調 胎　土 注記

1
土師器

付甕

器高：23．4・口径l

65・底径：147／5／6

脚部外反して開く。内外面とも器面荒れ、脆い。外面、脚部

はナデ、胴部はヘラ削りと思われる。

にぶい黄褐

0YR5／3

角閃石安山岩粒・

英
31

2
土師器 器高：168・口径：

1．2・底径：6．2／完形

底部丸みを持つ。胴部最大径16．3cm。外面、口縁部ナデ、胴

・底部ヘラ削り。内面、口縁部ナデ、胴部ヘラナデ。

にぶい榿

，5YR6／4

チャート・赤褐色
1

3
土師器 器高：9。4・

径：（190）／1／3

丸底。口縁部下にわずかな稜。外面、口縁部ナデ、体部・底

ヘラ削り。内面、・ナデ。

榿7．5YR6／6 チャート・赤褐色
6～8

4
土師器 器高：4．7・

径：12．3／5／6

丸底。口縁部内傾し、体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、

部・底部ヘラ削り。内面、ナデ。／燃し焼成気味。

褐灰

0YR4／1

角閃石・石英・チ

ート・白色粒
13

5
土師器 器高：4。6・口径：

l7／ほぼ完形

丸底。口縁部と体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体部・

部ヘラ削り・内面、ナデ・

榿5YR7／8 チャート・赤褐色
4

6
土師器 器高：4。0・

径：13，6／1／2

丸底。有段口縁で体部との境に稜。外面、口縁部ナデ、体

・底部ヘラ削り。内面、ナデ。

榿7．5YR7／6 角閃石・石英・チ

ート・白色粒
一

7 薦編石 長さ：16．0・幅：5．8c皿、重さ：565．4g。石材：輝石安山岩。／被熱痕有り。写真のみ掲載。 29

8 薦編石 長さ：14・3・幅：6・4cm・重さ：536・3g・石材：石英安山岩。／被熱痕あり。写真のみ掲載。 30

9 薦編石 長さ：15．6・幅：7．Ocm、重さ：713．9g。石材：安山岩。／写真のみ掲載。 28

10 薦編石 長さ：16。2・幅：8．Ocm、残重：1070．6g。石材：ヒン岩。／一部欠損。被熱痕あり。写真のみ掲載。 25

11 薦編石 長さ：15．7・幅：8．5cm、重さ：886．O　g。石材：ヒン岩。／被熱痕有り。写真のみ掲載。 27

12 薦編石 長さ：124・幅：＆8c皿、重さ：875。4g。石材：輝石安山岩。／被熱痕有り。写真のみ掲載。 24

13 薦編石 長さ：138・幅：6．6c皿、重さ：6479g。石材：安山岩。／写真のみ掲載。 26

14 薦編石 長さ：144・幅：＆Oc皿、残重：7073g。石材：石英安山岩。／一部欠損。被熱痕あり。写真のみ掲載。 12

15 薦編石 長さ：15．2・幅：6．5c皿、残重：6794g。石材：輝石安山岩。／一部欠損。被熱痕あり。写真のみ掲載。 10

16 薦編石 長さ二14．6・幅165cm、残重：62a8g。石材1輝石安山岩。／一部欠損。被熱痕あり。写真のみ掲載。 9
17 薦編石 長さ：14・9・幅：6・8cm、残重：802・8g。石材：輝石安山岩。／一部欠損。被熱痕有り。写真のみ掲載。 11

18 薦編石 長さ：13．6・幅：α3cm、重さ：6021g。石材：石英安山岩。／被熱痕有り。写真のみ掲載。 23

19 薦編石 長さ＝163・幅二75cm、重さ：7272g。石材1ヒン岩。／写真のみ掲載。 22

20 薦編石 長さ：16．6・幅：5．5cm、重さ：794．6g。石材：石英安山岩。／被熱痕有り。写真のみ掲載。 14

21 薦編石 長さ：15．0・幅：52cm、残重：372．5g。石材：ヒン岩。／一部欠損。写真のみ掲載。 15

22 薦編石 長さ二15．0・幅16．5cm、重さ：678．7g。石材1ヒン岩。／被熱痕有り。写真のみ掲載。 20

23 薦編石 長さ：148・幅：6．3cm、重さ：60臥2g。石材：輝石安山岩。／被熱痕有り。写真のみ掲載。 16

24 薦編石 長さ：13．4・幅：60cm、重さ：547。4g。石材：ヒン岩。／被熱痕有り。写真のみ掲載。 19

25 薦編石 長さ：16．1・幅17．Ocm、重さ1682。8g。石材二輝石安山岩。／被熱痕有り。写真のみ掲載。 17

26 薦編石 長さ：15。2・幅：7．2cm、重さ：67臥2g。石材：安山岩。／被熱痕有り。写真のみ掲載。 21

遺構外①（Fig．131・132、PL．71・72）

No． 器種 計測値（c皿）／残存 器形・文様等の特徴／備考 色調 胎土／注記

1 縄文土器 ／口縁部片 縄文後、コンパス文。 灰褐 繊維・石英／Wl

2 縄文土器 ／胴部片 格子目状に沈線。 明赤褐 繊維・片岩／X30Y202G

3 縄文土器 ／胴部片 単節縄文を（菱形状に）施文。 榿 繊維・石英／H2

4 縄文土器 ／胴部片 R　L縄文。 明赤褐 片岩・チャート／一
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遺構外②

No。 器種 計測値（cm）／残存 器形・文様等の特徴／備考 色　調 胎土／注記

5 縄文土器 ／胴部片 縄文後、変形爪形文。 にぶい黄榿 角閃石・石英／一

6 縄文土器 ／胴部片 縄文後、低い浮線文に斜位の刻み目。 明赤褐 角閃石・チャート／H2

7 縄文土器 ／口縁部片
横位集合沈線後、縦位紐状の貼付文。口唇部と内面口縁部に

付文。
灰黄褐 角閃石・石英／X30Y202G

8 縄文土器 ／口縁部片 横位集合沈線後、円形貼付文。 榿 角閃石・チャート／D2
9， 縄文土器 ／胴部片 横位集合沈線後、結節浮線文・円形貼付文。 にぶい黄榿 角閃石・石英／X39Yl99G

10 縄文土器 ／胴部片 半裁竹管状工具による集合沈線を渦巻き状に施文。 明黄褐 角閃石・チャート／W1

11 縄文土器 ／口縁部片 口縁部外反。結節のあるL　R縄文。／赤色塗彩痕。 明黄褐 粗砂粒・石英／一

12 縄文土器 ／口縁部片
Y字状・X字状・逆U字状の貼付文。半織竹管状工具による

続刺突・短沈線。
榿 角閃石・チャート／一

13 縄文土器 ／胴部片 外面に輪積み痕残し、ヒダ状。 榿 雲母・チャート／一

14 縄文土器 ／胴部片 外面ヒダ状。 にぶい褐 雲母・チャート／X31Y200G

15 縄文土器 底径：67／底部片 底部に網代痕。 明赤褐 雲母・チャート／X30Y202G

16 縄文土器 ／口縁部片 口縁部波状文上下に交互刺突文。横位沈線下に縄文・沈線。 明黄褐 角閃石・石英／一

17 縄文土器 ／口縁部片 口縁部波状文上下に交互刺突文。横位沈線下に縄文。 浅黄 角閃石・白色粒／D1

18 縄文土器 ／口縁部片 口縁部波状文上下に交互刺突文。胴部縄文。 燈 角閃石・チャート／一

19 縄文土器 ／口縁部片 波状口縁。縄文後、沈線。 浅黄 角閃石・石英／一

20 縄文土器 ／口縁部片 渦巻き文。口縁部隆線区画内にL　R縄文。 にぶい黄榿 石英・黒色鉱物／一

21 縄文土器 ／口縁部片 口唇部平坦。口縁部隆線区画内に短沈線。 暗灰黄 角閃石・白色粒／一

22 縄文土器 ／口縁部片 口縁部隆帯下に矢羽根状に太い短沈線。 にぶい黄榿 角閃石・白色粒／一

23 縄文土器 ／突起部片 頂部は渦巻き状。 浅黄 角閃石・石英／一

24 縄文土器 ／胴部片 RL縄文後、沈線懸垂文。 明黄褐 角閃石・石英／D2

25 土製円板 径：3．1c皿×30cm・厚さ：α9cm。／縄文施文土器再利用。 にぶい黄榿 角閃石・石英／Wl

26 磨　　石 長さ：12．Ocm・幅：8．7cm・厚さ：3．9cm、重さ：6457g。石材：輝石安山岩。ノ凹石→磨石。新しい擦痕。 ／W1
27 磨　　石 長さ：1Z9cm・幅：69cm・厚さ：38cm、重さ：526。6g。石材：黒色安山岩。 ／D1

28 凹　　石 長さ：8。6cm・幅：7．2c皿・厚さ：5．4cm、重さ：347．8g。石材：輝石安山岩。 ／H5

29 打製石斧 長さ：95cm・幅二62cm・厚さ：1．6cm、重さ：954g。石材：砂質頁岩。 ／D2

30 打製石斧 残長：124cm・幅：5．1cm・厚さ：2．2c皿、残重：129．4g。石材＝頁岩。 ／H1

31 敲　　石 長さ：10．4cm・幅：3．1cm・厚さ：0．9c皿、重さ：7a9g。石材：絹雲母片岩。／上下端部に敲打痕。 ／D2

32 R　　F 長さ：68cm・幅：5．6cm・厚さ：2．1cm、重さ：102．9g石材：頁岩。／調整のある剥片。 ／D1

33 R　　F 長さ：7．8cm・幅：6。2cm・厚さ：1，8cm、重さ：54。Og。石材：頁岩。／調整のある剥片。 ／X50Y206G

34 砥　　石
長さ：99c皿・幅：2。4cm・厚さ：28cm、残重：992g。石材：流紋岩。／3面使用。図右側面に

目。1号土坑に伴う可能性がある。
／D1

35 砥　　石 長さ：9。Ocm・幅：4，1cm・厚さ：3．4cm、重さ二117．7g。石材：流紋岩。／3面使用。図右側面に鋸目。 ／一

36 古　　銭 径：2．4cm・方孔：0．7cm。／「元豊通宝」（真書）。北宋。初鋳1078年。 ／一
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第4章　調査のまとめ

　今回調査を実施したのは五代竹花遺跡・五代木福1遺跡・五代伊勢宮1遺跡の3遺跡である。3遺跡は同

一の台地上に近接して位置しており、本章では3遺跡を総合して各時代ごとに若干の補足説明を行い、調査

のまとめとしたい。

　なお、今回の調査では縄文時代、古墳時代後期、奈良・平安時代、中・近世、近・現代の遺構・遺物が検

出されているが、旧石器時代、弥生時代及び古墳時代前・中期に関わる遺構・遺物は検出されていない。

縄文時代

　検出された遺構は、五代竹花遺跡J－1号・2号住居跡、五代木福1遺跡J－1号住居跡及び13号土坑で

ある。五代木福1遺跡の」一1号住居跡は前期黒浜式～諸磯a式期に比定されるものでC区において検出さ

れたが、他に当該期の遺構は検出されていない。地山と埋没土との識別が困難であることから、見落として

いる可能性は否定できないものの、調査区内において当該期遺物はそれほど多くはなく、大規模な集落が展

開していたとは想定しがたい。

　一方、五代竹花遺跡においては、中期後半の住居跡2軒が調査区西側において検出されている。比較的遺

構検出は容易な状態であったが、」一2号住居跡の東側及び南側には当該期の遺構の分布はみられなかった。

五代伊勢宮1遺跡では遺構は検出されなかったものの、中期後半を中心とする遺物が遺構外から多く出土し

ている。このような遺構・遺物の分布状態から勘案して、五代竹花遺跡の西方及び五代伊勢宮1の北方に、

中期後半を中心とする集落跡が存在する可能性が高い。しかしながら、五代竹花遺跡の」一1号・2号住居

跡がやや離れて位置していることから推測して、それほどの遺構の密集性はないものと考えられる。

古墳時代

　3遺跡合わせて40軒の竪穴住居跡が検出されている（Tab．6）。概ね6世紀後半代を中心とする集落跡で

あるが、幾つかの単位に分かれるようである。五代木福1遺跡ではA区南端～D区にかけて当該期の遺構が

分布しており、C区の大形住居跡であるH－9号住居跡を中心とした集落が構成されていたようである。こ

れらの住居跡は、ほぼ主軸方位が一致している。

　カマドは、東壁に付設されるものが大半であったが、五代木福1遺跡H－9号住居跡のように当初から北

壁に付設されたものもみられた。また、五代木福1遺跡H－7号・17号・19号・27号・36号・50号住居跡及び五代

伊勢宮1遺跡H－5号住居跡ではカマドの造り替えが行われていた。カマドの残存状態から同時存在したも

のではなく、東側から西側もしくは東側から北側へとカマド付設位置を変更している。カマド造り替えに併

せて貯蔵穴も移動している住居跡も散見された。各カマドは粘土及び粘質土で構築され、袖部や懸架材に土

師器甕もしくは石を使用しているものがある。なお、五代竹花遺跡H－4号住居跡及び五代木福1遺跡H－

21号・38号住居跡のカマド袖部は地山のローム掘り残しである。煙道部は急傾斜で立ち上がるものと水平方

向に長く延びるものとが認められた。

　主柱穴が検出されたものは推定も含めて3遺跡で17軒にすぎず全体の半数以下である。いずれも主柱穴は

4基で、例外はあるものの基本的には床面積20㎡以上のやや規模の大きい住居跡において検出されている。

　出土遺物は、土師器がほとんどで須恵器は極めて少ない状態にあった。また、各住居跡からは薦編石の出
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Tab。6　古墳時代住居跡一覧表

遺跡名 遺構番号 規模（m） 面積 掘り方 主柱穴
カマド おもな出土遺物

時期
構築材 煙道部 造り替え 土師器 須恵器 その他

竹　花 H－1 一×5．35 不明 一 一 粘土・粘質土 急傾斜 一 甕・圷 甕片 鉄鍍 6C後

竹花 H－2 4。75×4，65 21。4㎡ 有 4 粘土・甕 段差 一 甕・高圷・圷 甕片・圷、他 6C後

竹花 H－3 480×4，78 21．6㎡ 一 4 粘質土・甕 急傾斜 一 甕・鍋・鉢・圷 薦編石 ～7C初

竹　花 H－4 3．05×3．03 不明 一 一 地山残し 水平 ｝ 甕・甑・圷 小片 切石 6C後

竹　花 H－8 不明 不明 『
（4）

一 一 一 甕・圷 甕片 臼玉・土玉 6C後

竹　花 （H－9） 不明 不明 一 一 粘質土 急傾斜 一 甕・甑・圷 6C後

竹花 H－16 不明 不明 一 一 一 一 一 甕・圷 圷 6C後

木福 H－1 1．70×一 不明 有 ｝ 一 一 一 甕・圷 6C後

木福 H－6 5．20×5．40 27．6㎡ 有 4 粘土・甕・石 急傾斜 一 甕・高杯・圷 6C後

木福 H－7 6．20×5．95 36。8㎡ 有 4 一 急傾斜 東→北 甕・椀・圷 瓶片・圷 薦編石 6C後

木福 H－9 7．50×7．85 59．0㎡ 有 4 粘土・粘質土 急傾斜 一 甕・甑・鉢、他 甕片・蓋片 薦編石 ～6C後

木福 H－10 3．95×3．60 14．0㎡ 一 一 粘質土 水平 一 甕・圷 薦編石 7C前

木福 H－15 4．25×4．20 17．7㎡ 有 4 粘土・粘質土 急傾斜 一 甕・圷 薦編石 ～7C初

木福 且一16 4。05×4。05 16．0㎡
一 一 粘土・甕 水平 一 甕・圷 薦編石 6C後

木福 H－17 5．85×6．00 35．2㎡ 一 4 粘土・粘質土 水平 東→北 甕・鉢・圷 甕片 刀子・薦編石 6C中

木福 H－18 不明 不明 一 『 一 一 一 甕・杯 一

木福 H－19 6．30×6．05 不明 有 4 粘土・粘質土 （水平） 東西北 甕・椀・圷 薦編石 6C後

木福 H－21 3，00×3．00 91㎡ 一 一 地山残し 水平 一 甕・高圷・圷 6C後

木福 H－22 5．20×5．40 不明 一 4 粘土・粘質土 急傾斜 一 甕・高圷・圷 高圷・圷 薦編石 6C後

木福 H－23 不明 不明 一 一 粘土・粘質土 急傾斜 『 甕・圷 臼玉 一

木福 H－24 6．15×5．70 340㎡ ｝ 4 粘土・石 一 一 甕・圷 薦編石 6C後

木福 H－25 5．85x5．50 31．5㎡ 一 4 粘土・粘質土 急傾斜 一 甕・圷 薦編石 6C後

木福 H－27 440×4。65 20。2㎡ 一 一 粘土 （水平） 東→西 甕・甑・鉢・圷 薦編石 6C後

木福 H－29 4ユ5×4ユ5 不明 一 一 粘土・甕 一 一 甕・甑・圷 耳環・紡錘車 ～7C初

木福 H－30 495×4．70 22．9㎡ 一 4 粘質土 急傾斜 一 甕・鉢・圷、他 高圷 薦編石 6C後

木福 H－31 465×4、70 21．7㎡ 一 4 粘土・粘質土 水平 一 甕・高圷・圷 甕片 砥石・薦編石 6C後

木福 H－32 455×一 不明 一 一 粘土・粘質土 急傾斜 一 甕・圷 鉄製品 6C後

木福 H－33 345Xl，95 6．1㎡ 有 一 一 一 一 甕・高圷・圷 6C後

木福 H：一34 3．75×3．15 11．3㎡
一 一 粘土・粘質土 （水平）

一
甕・j不 一

木福 H－35 2．00×1．75 3．0㎡ 一 一 一 一 一 甕・圷 甕片 薦編石 一

木福 H－36 5．00×5，05 不明 一 一 ローム・粘土 一 東→西 甕・椀・圷 破片 土製品 6C後

木福 H－37 5．60×5．50 29．9㎡ 一 4 一 一 一 甕・圷 甕片・圷 薦編石 6C中

木福 H－38 415×2，90 11．2㎡ 一 一 地山残し 一 一 甕 一

木福 H－39 6．00×6．10 36．2㎡
一 4 右袖地山残し 一 一 甕・鉢・圷 圷 薦編石 6C後

木福 H－40 不明 不明 一 一 一 一 一 破片 一

木福 H－47 435×4．90 不明 一 一 粘土・粘質土 一 一 甕・圷 甕片 薦編石 7C前

木福 H－50 ヱ15×一 不明 一 『 一 一
（東→北） 甕・杯 甕片 砥石 6C後

木福 H－51 不明 不明 一 一 『 一 一 破片 一

伊勢宮 H－1 430×4ユ6 16．8㎡ 一 4 粘土・甕 急傾斜 一 甕・甑・鉢・杯 6C中

伊勢宮 H－5 3．35×3，55 12．1㎡
一 一 粘土・石 水平→急 東→西 台付甕、他 薦編石 ～7C初
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Tab．7　奈良・平安時代住居跡一覧表

遺跡名 遺構番号 規模（m） 面積 備考
カマド おもな出土遺物

時期
構築材 煙道部 造り替え 土師器 須恵器 その他

竹　花 H－5 3．40×3．95 11，7㎡ 棚状施設 一 急傾斜 一 甕・圷 甕片・蓋・圷 ～9C後

竹花 H－6 不明 不明 粘土・粘質土 急傾斜 一 甕・圷、他 蓋・椀・圷 鉄製品・鉄津 8C後

竹花 H－7 2，72×4。04 1（瓦8㎡ 南側にカマド 粘質土 急傾斜 一 甕・圷 壷・圷 9C中

竹　花 H－10 2．50×3．65 ＆2㎡ 粘土・粘質土 緩傾斜 一 甕・圷 甕片・蓋・圷 砥石 8C後

竹花 H－11 3．10×4．25 12．8㎡ 粘質土・石 緩傾斜 一 甕・圷 圷・椀 灰粕陶器 9C後

竹花 H－12 226×2．72 5．7㎡ 粘土・石 急傾斜 一 甕・圷 蓋・椀・圷 鉄鎌・刀子 9C中

竹花 H－13 2．50×4，55 11．2㎡ 棚／墨書土器 一 緩傾斜 一 甕・圷 甕片・蓋・圷 紡錘車・鉄津 9C前

竹花 H－14 2．80×3，90 不明 粘質土 一 一 甕・圷 瓶片・圷 砥石 8C後

竹花 H－15 一×2．70 不明 一 一 一 甕・杯 椀・圷 9C中

木福 H－2 3．40×一 不明 一 一 一 破片 蓋・圷 刀子 ～9C前

木福 H－3 3。75×4．05 14．4㎡
｝ 一 ｝ 圷 椀 鉄製品・鉄津 10C前

木福 H－4 一×2．95 不明 一 一 一 甕片・圷片 圷 9C後

木福 H－5 1．80×一 不明 一 一 一 甕片・圷片 圷片 一

木福 H－8 3．20×3．85 12．0㎡ 粘土・粘質土 緩傾斜 一 甕・台付甕 甕片・椀・圷 薦編石 9C後

木福 H－11 3．10×2．80 8．5㎡ 墨書土器出土 粘土・粘質土 緩傾斜 一 甕 椀・圷 砥石 9C後

木福 H－12 3．00×4．25 12．4㎡ 粘土・粘質土 緩傾斜 東→東 甕・台付甕 椀・圷 刀子 9C後

木福 H－13 2，75×3．75 9．7㎡ 粘土・粘質土 急傾斜 ＿　　　　　再 甕・圷片 甕片・杯・皿 刀子 9C後

木福 E－14 a35×2．80 8．9㎡ 粘土 緩傾斜 一 甕 圷 薦編石』 9C後

木福 H－20 一×3．85 不明 一 一 一 甕 甕片・圷片 灰粕陶器片 9C後

木福 H－26 3．10×一 不明 一 一 一 甕 9C後

木福 H－28 1．80×2．70 47㎡ 粘土・粘質土 急傾斜 一 甕 甕片・椀 土錘 9C後

木福 H－41 3．95×3．65 14．6㎡ 粘土・粘質土 一 一 甕 鉢・圷 砥石 7C後

木福 H－42 不明 不明 一 一 一 甕片 椀・圷片 紡錘車 8C後

木福 H－43 3．70×3．05 11，6㎡ 出入り口施設 粘土・粘質土 緩傾斜 一 甕片・圷 甕片・蓋 鉄製品 8C前

木福 H－44 3．35×4．20 144㎡ 粘土・粘質土 緩傾斜 一 甕・高杯・圷 瓶片・椀・杯 砥石・火打金 8C前

木福 H－45 3．15×4．65 14．8㎡ 粘土・石 一 一 甕片・杯片 甕片・椀・圷 薦編石 10C前

木福 H－46 3．75×5．05 18．5㎡ 床面の造り替え 粘土・粘質土 急傾斜 一 甕・圷 甕片・圷 鉄製品 9C後

木福 H－48 3．25×4，40 15．7㎡ 墨書土器出土 粘土・ローム 緩傾斜 一 甕・壷・圷 甕片・圷片 銅鈴・臼玉 8C前

木福 H－49 1．85×2．55 4。5㎡ ローム・粘質土 急傾斜 一 甕・台付甕 甕片・椀・圷 9C後

木福 H－52 5．15×5．75 29．6㎡ 粘土・粘質土 一 一 甕・杯 甕片・蓋・圷 土錘 8C後

木福 H－53 不明 不明 一 一 甕片・圷 甕片・圷片 一

木福 H－54 1。75×2．75 5．1㎡ 一 一 一 峯片・杯片 一

伊勢宮 H－2 5．60×4．30 20．5㎡ 主柱穴4基 粘土・粘質土 急傾斜 一 甕・盤・圷 破片 臼玉 8C前

伊勢宮 H－3 2．41×3。91 9．0㎡ 特異な砥石 粘質土 緩傾斜 一 甕片・圷片 甕片・圷 砥石 8C後

伊勢宮 H－4 3．17×3．50 10．5㎡ 粘質土・石 急傾斜 一 甕・盤・圷 甕片 薦編石 8C前

伊勢宮 H－6 2．80×一 不明 粘質土・石 緩傾斜 一 圷片 圷片 一

一207一



灘

⑪

審

⑪

繋

⑪

繋 繋

⑫　　）　。　　3cm
　　　　　一

Fig．134　藤ノ木古墳出土銀製鍍金楯子形空玉　（文献1より転載）

土が多くみられ、五代木福1遺跡H－15号住居跡や五代伊勢宮1遺跡H－5号住居跡などでは薦編石が並べ

られた状態で集中出土していた。

　五代竹花遺跡H－8号住居跡からは総計43点の土製玉類（土玉）が出土している。同住居跡は残存状態が

悪かったが、これらの遺物はカマド向かって左側の地点に集中していた。撹乱等により散逸しているものも

あると思われるが、検出された土玉の総延長は55．7cmである。土玉は、ほぼ球形のもの34点、側面に切れ込

み（凹線）のある蜜柑玉状のもの（14・15）2点、中央部が膨れる土錘状のもの5点、円筒状のもの2点が

ある。色調は黒褐色基調のものが多いが、側面に切れ込みのある2点は、にぶい黄褐色及び褐灰色であり、

表面は丁寧に研磨されていた。この2点は群馬県内において類例が見出せなかったものの、外見上は銀製鍍

金楯子形空玉と呼称されるものに類似している。全国的に著名な奈良県・藤ノ木古墳（文献1）では、54点

の銀製鍍金楯子形空玉（Fig。134）が出土している。稜が8のもの（八割玉）と9のもの（九割玉）がある。

径は双方とも2．1cm前後で、本遺跡出土の2点はその半分程度の大きさである。推定の域をでないが、側面に

切れ込みのある土玉2点は、この銀製鍍金楯子形空玉を模したものと推定しておきたい。また、土錘状の土

玉は水晶製切子玉を模した可能性も考えられよう。

奈良・平安時代　　　　　　　　り

　3遺跡合わせて36軒の竪穴住居跡が検出されている（Tab．7）。今回は7世紀後半代は広義の意味で本時

期に含めたが、時期別にみると、五代竹花遺跡と伊勢宮1遺跡から五代木福1遺跡A区に掛けての範囲に8

世紀代の住居跡が、五代竹花遺跡と五代木福1遺跡C区に9世紀後半代の住居跡が多い傾向が認められる。

　五代竹花遺跡H－5号・13号住居跡には棚状の施設がみられた。墨書土器は、五代竹花遺跡H－13号住居跡

及び五代木福1遺跡且一ll号・48号住居跡から出土している。この内、五代木福1遺跡H－48号住居跡から

は銅鈴も出土している。

　中・近世

　五代木福1遺跡では、良好な遺存状態の地下式坑4基（3号・6号・19号・20号土坑）が検出されている。前橋

市内では、西大室遺跡群の昭和56年の発掘調査で地下式坑6基が検出され、明徳4年（1393年）銘の板碑・

北宋銭・青磁碗が人骨とともに出土しており（文献2）、地下式坑が墓である可能性を示す顕著な例といえる。

また、道や区画の可能性のある溝の評価については、残念ながら今後に残された課題と言わざるを得ない。

【文献】

1〉前園実知雄　卜部行弘他　1995『斑鳩　藤ノ木古墳』第二次・三次調査報告書，奈良県立橿原考古学研究所・斑鳩町教育委員会

2）前原　豊　1989　「赤城山麓の墓あと」『よみがえる中世』5，平凡社
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付章　自然科学分析

五代木福1遺跡・五代竹花遺跡の火山灰分析

株式会社古環境研究所

1．はじめに

　群馬県域に分布する後期更新世以降に形成された地層の中には、赤城、榛名、浅間など北関東地方とその

周辺の火山、中部地方や中国地方さらには九州地方などの火山に由来するテフラ（火山砕屑物，いわゆる火

山灰）が多く認められる。テフラの中には、噴出年代が明らかにされている示標テフラがあり、これらとの

層位関係を遺跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるようになって

いる。

　そこで、年代が不明な土層や遺構が検出された五代木福1遺跡および五代竹花遺跡においても、地質調査

を行い土層層序を記載するとともに、テフラ分析や屈折率測定を行って示標テフラの層位を把握し、土層や

遺構の年代に関する資料を収集することになった。調査分析の対象となった地点は、五代木福1遺跡20号土

坑西側壁面および五代竹花遺跡1号溝の2地点である。

2．土層層序

（1）五代木福1遺跡20号土坑西側壁面

　五代木福1遺跡20号土坑西側壁面では、下位より若干赤みがかった褐色土（層厚20cm以上）、成層したテ

フラ層（層厚34cm）、しまった褐色土（層厚17cm）、褐色土（層厚7cm）、榿褐色軽石混じり褐色土（層厚5

cm，軽石の最大径8㎜）、褐色土（層厚14cm）、わずかに灰色がかった褐色土（層厚20cm）、灰色石質岩片混

じり暗灰褐色土（層厚18cm，石質岩片の最大径13㎜）、灰色石質岩片混じりでやや色調が暗い灰褐色土（層

厚23cm，石質岩片の最大径14㎜）、褐色土（層厚16cm）、榿色軽石層（層厚5cm，軽石の最大径4㎜）が認め

られる（図1）。

　これらのうち成層したテフラ層は、下位より風化が進んだ黄白色軽石層（層厚4cm）、風化が進んだ褐色

粗粒火山灰層（層厚2cm）、風化が進んだ黄白色軽石層（層厚7cm〉、黄色軽石層（層厚16cm，軽石の最大径

52㎜，石質岩片の最大径16㎜）、緑灰色粗粒火山灰層（層厚5cm）から構成される。このテフラ層は、その

層相から、約4．1～4．4万年前＊1に榛名火山から噴出した榛名八崎軽石（且r－HP，新井，1962，鈴木，1976，

大島，1986）に同定される。

　その上位の褐色土中に含まれる榿褐色軽石については、周辺においても認められてはいるものの、正式な

名称はつけられていない。岩相から給源は浅間火山と考えられるが、詳細についてはまだ不明なことから、

ここでは仮に五代テフラ（Gd）と呼ぶことにしたい。

　暗灰褐色土や比較的色調が暗い灰褐色土中に含まれる灰色石質岩片についても、詳細については不明であ

る。層位から、約3．1～32万年前に赤城火山から噴出した赤城鹿沼テフラ（Ag－K，新井，1962，鈴木，1976，

町田・新井，1992）や、約2．5～3万年前に榛名火山から噴出した榛名箱田テフラ（Er－HA，早田，1996）に
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由来する可能性が考えられる。

　最上位の榿色軽石層については、層位や層相などから約1．9～2．4万年前＊1に浅間火山から噴出した浅間板鼻

褐色軽石群（As－BP　Group，新井，1962，早田，1996，未公表資料）の中・上部に同定される可能性が高

い。したがって、そのすぐ下位の褐色土中に約2。4～2．5万年前＊1に南九州の姶良カルデラから噴出した姶良

Tn火山灰（AT，町田・新井，1976，1992，松本ほか，1987，池田ほか，1995）の層位があると推定される。

（2）五代竹花遺跡1号溝

　道路の可能性が考えられている五代竹花遺跡1号溝の覆土は、下位より亜円礫を含む灰色土（層厚llcm，

礫の最大径37㎜）、亜円礫混じり黄灰色砂層（層厚4cm，礫の最大径13㎜）、暗灰色土（層厚4cm）、黄灰色

砂層（層厚0．4cm〉、暗灰色土（層厚4cm〉、灰色砂層（層厚3cm）、暗灰色砂層（層厚3cm〉、白色砂層（層

厚2cm）、灰色砂層（層厚12cm）、』砂混じり褐色土（層厚5cm）、褐色砂質土（層厚18cm）からなる（図2）。
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図1　五代木福1遺跡20号土坑西側壁面の土層柱状図 図2　五代竹花遺跡1号溝覆土の土層柱状図

　　　（数次はテフラ分析の試料番号〉
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3．テフラ検出分析

（1）分析試料と分析方法

　五代竹花遺跡1号溝の層位と年代に関する資料を得るために、基本的に5cmごとに設定された試料のうち

12点を対象にテフラ検出分析を行った。分析の手順は次の通りである。

1）試料10gを秤量。

2）超音波洗浄により泥分を除去。

3）80。Cで恒温乾燥。

4）実体顕微鏡下で観察し、テフラ粒子の量や特徴を把握。

（2）分析結果

　テフラ検出分析の結果を表1に示す。五代竹花遺跡1号溝覆土断面から採取された試料には、比較的よく

発泡した淡褐色軽石（最大径3．8㎜）が多くあるいは比較的多く含まれている。軽石の班晶には、斜方輝石

や単斜輝石が認められる。また試料10、試料8、試料2をのぞくいずれの試料にも、さほど発泡の良くない

白色軽石（最大径3．2㎜）が少量ずつ含まれている。この軽石の班晶には、角閃石や斜方輝石が認められる。

4．屈折率測定

（1）測定試料と測定方法

　五代竹花遺跡1号溝の層位を求めるために、覆土最下位の試料16と軽石が比較的多く含まれている試料13

のテフラ粒子について、温度一定型屈折率測定法（新井，1972，1993）により、テフラ粒子の屈折率測定を

行ったQ

（2）測定結果

　屈折率測定の結果を表2に示す。試料16に含まれる火山ガラス（n）の屈折率は、1．525－1．531である。重

鉱物としては、斜方輝石や単斜輝石が多く含まれており、ほかに角閃石がごく少量認められる。斜方輝石

（γ）の屈折率は、1。707－1．710である。また試料13に含まれる火山ガラス（n）の屈折率は、1．525－1。532で

ある。重鉱物としては、斜方輝石や単斜輝石が多く含まれており、ほかに角閃石がごく少量認められる。斜

方輝石（γ）の屈折率は、1．707－1。710である。

5．考察

　五代竹花遺跡1号溝におけるテフラ検出分析により検出された軽石のうち、淡褐色軽石については、その

岩相から1108（天仁元）年に浅間火山から噴出した浅間Bテフラ（As－B，荒牧，1968，新井，1979）に由

来すると考えられる。実際に屈折率測定を行った覆土最下部の試料16や試料13についても、火山ガラスや斜

方輝石の屈折率から、多くのAs－Bに由来するテフラ粒子の混入が認められる。これらのことから、1号溝

を埋めた堆積物が構築後に除去されていないかぎり、1号溝の層位はAs－Bより上位にある可能性が高いと

考えられる。なお分析により検出されたもう一方の白色軽石については、その岩相やテフラの分布と本遺跡

の位置関係などから、6世紀初頭に榛名火山から噴出した榛名ニツ岳渋川テフラ（Hr－FA，新井，1979，

坂口，1986，早田，1989，町田・新井，1992）に由来する可能性が高いと思われる。
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表1　五代竹花遺跡1号溝におけるテフラ検出分析結果

試料　軽石の量　軽石の色調　軽石の最大径

2
4
5
6
8
9
10

11

12

13

14

15

16

十十十

十十十

十十

十十十

十十

十十

十十十

十十十

十十十

十十十

十十

十十

十十

　淡褐

淡褐＞白

淡褐＞白

淡褐＞白

　淡褐

淡褐＞白

　淡褐

淡褐＞白

淡褐＞白

淡褐＞白

淡褐＞白

淡褐＞白

淡褐＞白

2．9

3．7，2．0

3．6，2．1

3．5，2。8

2．6

2．9，2．0

3．5

3．8，1．8

3．1，1．3

2．2，3．1

2．3，32

1．6，1．8

1。7，1．8

＋＋＋＋：とくに多い，＋＋＋：多い，＋＋：中程度，＋1少

ない，　：認められない．最大径の単位は，㎜．

表2　五代竹花遺跡1号溝における屈折率測定結果

試料　　火山ガラス（n）　　重鉱物 斜方輝石（γ）

13 1．525－1．532　0px＞cpx，（ho〉 1．707－1．710

16 1．525－1．531　　　0px＞cpx，（ho） 1．707－1．710

屈折率の測定は，温度一定型測定法（新井，1972，1993）によ

る．opx：斜方輝石，cpx：単斜輝石，ho：角閃石。（）は，量が

少ないことを示す．

6．まとめ

　五代木福1遺跡および五代竹花遺跡において、地質調査、テフラ検出分析、屈折率測定を行った。その結

果、下位より榛名八崎軽石（Hr－HP，約4．1～4。4万年前＊1〉、五代テフラ（Gd）、赤城鹿沼テフラ（Ag－K，

約3．1～3．2万年前）あるいは榛名箱田テフラ（Hr－HA，約2。5～3万年前）、浅間板鼻褐色軽石群（As－BP

Group，約1．9～2．4万年前＊1）の中・上部、榛名ニッ岳渋川テフラ（H：r－FA，6世紀初頭）、浅間Bテフラ

（As－B，llO8年）などのテフラ層やテフラ粒子を検出することができた。五代竹花1遺跡において検出さ

れた1号溝の層位については、As－Bより上位にある可能性が指摘された。

＊1放射性炭素（14C）年代．
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H－14号住居跡全景（西→）

　　＾1懸・

H－15号住居跡掘り方全景（西→）

H－16号住居跡カマド（東→）

　　　　　　磁

・海

　　　　　　　　　　　　　舗

H－17号住居跡北側カマド煙道部（南→）

．職



五代木福1遺跡

H－18号住居跡全景（北→）

H－20号住居跡全景（西→）

　　　　　　　　　　　・ぶ魏難
　　　　　　　　　　蟹磯

H－21号住居跡全景（西→）

H－21号住居跡カマド（西→）

PL．27

騨与シ

H－19号住居跡全景（南→）

『．き

曳

H－20号住居跡貼り床（西→）

ン1撫菊

触

H－21号住居跡カマド土層（南西→）

・、、1摯＼‘

，て＼

H－21号住居跡カマド袖断ち割り状態（南→）



PL．28

H－22号住居跡全景（西→）

　　　H－23号住居跡全景（西→）

、』綾毒一愈聖・ξ諏

賭　匂■眺．．船．

　　i量濠鞭華．、

　ロ臼晦墨・一

贈■鴫．一1

1蟹・．，灘も：硅、

　　　　　H－24号住居跡全景（西→）

景
慶

H－25号住居跡全景（西→）

五代木福1遺跡

H－22号住居跡カマド（西→）

　　　　H－23号住居跡カマド（西→）

樽轡・趣隻3驚酬蹟㌻置”寓糞・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　憩

H－24号住居跡カマド（西→）

H－26号住居跡全景（西→）



五代木福1遺跡
　－配鵡轡機’∴鶴

藻
騒

H－27号住居跡全景（東→）

1・藷

難
騰

痢

∂

’

一｛

4

H－29号住居跡遺物出土状態近景（南→）

　　　　一、・、ミ　　　備幽

H－30号住居跡全景（西→）

●

魁

墜

H－31号住居跡炭化材・焼土検出状態（西→）

、

ド

PL．29

響導

H－28号住居跡全景（西→）

H－29号住居跡全景（西→）

嚢、

1

ll4一

H－30号住居跡カマド（西→）

H－31号住居跡全景（西→）

、・

一専一『4



PL．30

聴欝遡

H－32号住居跡全景（西→）

　　瞥
　　』饗

灘麹1

勤・ゑ

藷翁

H－34号住居跡全景（西→）

繊1

　　　　　一蟹’1契羅

H－36号住居跡全景（東→）

五代木福1遺跡

睡．

　H－33号住居跡全景（東→）

瞬

塚』．

禽

繍繍醸

H－35号住居跡全景（南西→）

　　　蹴燭　轟麟

　二手蜜糞、…1　　　・　1ン』蓄，”

H－36号住居跡西側貯蔵穴粘土塊出土状態（西→）

’麟’

H－36号住居跡カマド（束→）

配藷磁｛・

　　魑　，洗、
凱　　　　、砕「σ　　㍉で評

H－36号住居跡カマド袖断ち割り状態（東→）



五代木福1遺跡

，器職轟轟

H－37号住居跡全景（西→）

　　　　　　　　．，識

H－38号住居跡全景（西→）

い「 　’

脚灘
、・

」

　　灘

　　　～鞭．、、，、・、、凝鶴畜’獣選』L

　　　　H－39号住居跡全景（西→）

　　　　　　　　　　　　　　　　　．藤魍
　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵織

H－39号住居跡内施設検出状態（北→）

PL．31

　瞬●

　　㎏　　　　　　　　　　　多
’ソ／

ン

蜜
ζ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、，

　　H－38号住居跡・15号土坑土層（西→）

　　il

麟　　・』騒滴

15号土坑（西→）

華

H－39号住居跡カマド（西→）

職簿，、・

1嵐網崎

　　電　』“

　　　竿

H－39号住居跡内施設（北→）



PL．32

　　　　　H－40号住居跡全景（西→）

H－42号住居跡全景（西→）

H－43号住居跡出入り口部（北→）

H－44号住居跡全景（西→）

懸1

　　　　　　五代木福1遺跡
　　　』、；一

　　　　　　　　　　　　　｝’凝置・r
　　　　　　　　　　　　　　き一き・、　’肇

　　　　　　　懸魑

H－41号住居跡全景（西→）

H－43号住居跡全景（西→）

』膿

一駆

灘既丁

蔑　、

　亀　■　1一

　甲

蕪懸懸総
H－43号住居跡カマド（西→）

蜜壁

マll∫・

㌣　　・嚇

H－44号住居跡貯蔵穴遺物出土状態（北→）



五代木福1遺跡

卜

レ、㌧，溺．．
y（

H－45号住居跡炭化材検出状態（南→）

噺

H－46号住居跡全景（西→）

　　鞍．』．

H－48号住居跡全景（西→）

¶嘩、P

　　　叢漱夢

H－48号・49号住居跡重複状態（西→）

、も

’図噺

PL．33

卜

　H－45号住居跡全景（西→）

　一『〔D轟こ無認譲薫
二←≧、

　覧．
滋婁耀禁．｝へ

　　　　と騨三、ヨ　挙難

　　　駿．鱗纏轟．

・《
、

　H－47号住居跡全景（西→）

　4も’醸鰯

鷺鷲堅
灘馨

濯　　一録

11

箋

6

H－48号住居跡銅鈴出土状態（東→）

饗羅

H－49号住居跡全景（西→）



PL．34

H－50号住居跡柱状粘土出土状態（東→）

　　　　　　　　　　　轡灘灘

H－51号住居跡カマド端部（西→）

H－52号住居跡遺物出土状態近景①（北東→）

H－52号住居跡掘り方全景（西→）

騨
五代木福1遺跡

◎・ 〆醸潔　

H－50号住居跡全景（西→）

H－52号・53号住居跡全景（西→）

－’』、葛隔

H－52号住居跡遺物出土状態近景②（北→）

　　　　　　　　．蚤・鼠語蠣覇

　　を麹耀繊・

嶺織ξ・

H－54号住居跡全景（西→）



五代木福1遺跡

診

4

『畷

げ

堺

饗
．筏

．懸

1号土坑（北→）

・’
『

10号土坑（東→）

　　　　　騒ず
　　　，，議．」

欝

　　　し

12号土坑（西→〉

㌃も

域・

18号土坑（北→）

繋

9号土坑（北→）

だ～

ぐ

PL．35

11号土坑（南→）

蓼一

鱈
塵嘱

温

16号土坑（東→）

融．、，多蝶▽》

21号土坑（南→）



PL．36

レ．シ

　2号土坑遺物出土状態（西→）

ぜ調㌫

甑邑怨

置
》7

　、輪［

肇

3号土坑土層（東→）

肝一

5号土坑（南→）

　’

堕

6号土坑（北→）

辣

，鱗

　　　騨卜

過．
　　．騰

購畿

五代木福1遺跡

点鷺監’ノ、．．　　　　、

2号土坑（西→）

｝

ヤ’
勾臼

』熱

3号土坑（北→）

護

い

6号土坑土層（東→）

6号土坑（東→）



五代木福1遺跡

7号土坑遺物出土状態（東→）

・轡響　　　　』『『r－

　　　　　　　7号土坑（西→）

PL．37

，拘

8号土坑（北西→）

17号土坑（東→）

ノ四

譲☆㌦

　　1畑－　　5・，1く
頑　　　響モ．1・、よ3㌻こ、1

で

22号土坑人骨出土状態（西→）

4

’

ート

　　　〆、学

14号土坑（北東→）

　　肇

㌧拳一

蟹イご．

筥ド

22号土坑古銭出土状態（東→）

23号土坑人骨出土状態（東→）



PL38

斑

ひズ『

　五代木福1遺跡

鑑’∵響懸
螺

・儲歯冠
『　　・、1、．．

　　機、、

妻

蕪

、1・．

19号土坑（北→）

19号土坑遺物出土状態近景（西→）

　『・ド・一聯彫宍

　　厭轍

20号土坑土層（北→）

駅、ヂー・

ら簸み㌧二，

ずド、

黒

19号土坑出入り口部（南→）

』）

』ウ㌧．

20号土坑（西→）



五代木福1遺跡

慧盤 雛1号・2号砂鉄ピット検出状態（東→）

2号溝（北→）

9 ！

ぬヨー．一強・面’・・’　　㌧

20号溝（北→）

麟．顎，｛．難　．　鼠　∀

　　　　　　　調査状況

“r7 一

PL．39

りξ憾　 一

ド’・マニ．鳥〔　　、

ρブ、・“

1号・2号砂鉄ピット断面（東→）

饗飛・＿

4号溝（東→）

C区基本土層（北→）

言周査状況



PL40

灘

3

！：昭’

ン・
’1・，「

1艇

膿
頑

五代木福1遺跡

ニコゆ

灘

々

・劉・

び

灘

灘
擁』

ヌちド

麟騰 羅

8

　　　　9

◎，

J－1号住居跡出土遺物①



五代木福1遺跡

蝋驚

、　叉

コL一！4．』 ～い 　　火，・

PL．41

冨・

のドザノ

㌧銑

讐

，勢パ

13

15

16

17

J－1号住居跡出土遺物②

織，

　　　｝

　　　　　2
13号土坑出土遺物



PL42　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五代木福1遺跡

　　　　　》欄酵㌦1住1　　色2住、驚卜2住2

　　　　　　　　　　H－1号・2号・3号・4号住居跡出土遺物

薦

H－6号住居跡出土遺物

曼聾騰桑一・』“幽

H－7住2

H－7住1

H－8住1

H－7住3

　H－7号・8号住居跡出土遺物

、」聲

　　H－8住2

8住3
H－8住4



五代木福1遺跡

矯

11

1

16

12

慾一）2

17

13

18

14

PL．43

8

諺
　濁

’ご一．

10

19

H－9号住居跡出土遺物



P、44

　1

2

．．＿一＿」、一

　　　●

1

H－10号住居跡出土遺物

　　　　＼

H－11号住居跡出土遺物

」■匪

晶＿跡出土遺物

五代木福1遺跡

　　　　　　　　　　5

　　　　　　　　　　4

　　　　　　　　　　3

齢　　　　4

留

　　　　　　　　　　4

　6

H－13号住居跡出土遺物

7



五代木福1遺跡 PL．45

；く・

遙

畷
，入

、－

2

H－14号住居跡出土遺物

義

3

6

9

4

0

11
12 13

14

H－15号住居跡出土遺物



PL46

1

5 6

五代木福1遺跡

　2

　　　1」，

H－16号住居跡出土遺物

4

、筆

　7

10

　H－17号住居跡出土遺物

　　　　　2

H－19号住居跡出土遺物①

嵐受

3

口1瞬12

9



五代木福1遺跡 PL．47

5

10

6

11

覇

，’

！『ヨ

12

9

H－19号住居跡出土遺物②

1

嘱

3

H－20号住居跡出土遺物

’　，

三亀　、

蒙

転

1

嘉

2

一一
把・一　　彫、6

H－21号住居跡出土遺物



PL．48

覧『

☆●

湾
へ

窒
1“∫轟燃’

5

9

16

！

臨
、膨ノ

　　1

10

23

17
18

12

五代木福1遺跡

6

∂一愚
　　　　　　　8

モ、　5ン24　　　25
H－22号住居跡出土遺物

19

　　13

パ

　　　2尋

1雛1

26

14

21

27



五代木福1遺跡

〉，

，至1，轍

搬1、

　　麟

1’ヤ

1

ア

働　■

，窺

4

3

　　　　⑤、

H－23号住居跡出土遺物

5

甲ぞi’。

6

　　又；

H－24号住居跡出土遺物

7

撫

’雛㌧

PL49

劉陰．

1、2

一・／

9

10



PL．50
㌧も，

騨
≦4

14

9

5

10

べ

鐙6

11

16

2

・凝プ’

難
灘

五代木福1遺跡

7

12

17

4

8

’惚熱メ

　1二

雛

13

18
H－25号住居跡出土遺物



五代木福1遺跡
二？』：

≠’ノ

｛1

」匹2

PL．51

H－26号住居跡出土遺物

、

磁澱

同’一

．舞距

，．ン

℃臨4

、＼

》

一L＿

煙

2

6

辮
7

惣聾翻8

9
H－27号住居跡出土遺物



PL．52

』オ

轡
1

五代木福1遺跡

H－28号住居跡出土遺物

　■「rで

騰

，議、

・，瓢1’

隔

ヤ

1，トぞ杷

繍’

灘

H－29号住居跡出土遺物①

』醐

’，

寒

磨



五代木福1遺跡

！～罵ノ

繋1ぺ・．

　PL．53

　　！

睡1欝
　　ゴ

　　　　9
H－29号住居跡出土遺物②

8

璽

1

16
17

5

1尋

㌧

ぎ11

18

2

■6

13

19

1，

4

14

20
H－30号住居跡出土遺物



PL．54

懲、

’遡■r2

7

奮3

8

4

澤，

10

五代木福1遺跡

5

撲
1へ1

姦

11

H－31号住居跡出土遺物

4＿、編』，
　　　　　　　　　　　　　　　H－33住1

贈H＿32住2

・藻

遡醐9
　　　H－33住4

・遡麟一33住3H『33住2

　　　　H－32毎・33号・34号住居跡出土遺物

薙2

2

曹，

1

　　　　嚇5

H－36号住居跡出土遺物

4 5

＼

’，哩∵

蝋

写

6

｝6

H－34住1

4

H－37号住居跡出土遺物



五代木福1遺跡

舞
菩

　　　　8

　　　41住1

　　－41住2

－H－41住3
羽■臥

ノ

H一39号住居跡出土遺

　　　　　　H－41住4

H－41号・42号住居跡出土遺物

　　　　　　　　　2

講住居跡出土遺易

5

PL．55

6

1．獣i：

磯．難
糠．1㌦

　　　　　　　　　　　11

　　　　　　　響

　　　　　　　　癖

　　　　　　　　H－42住2

嚇5

4



匹56

囎

　　　　　　2

　　　　　　　　3

欄匿
H－44号住居跡出土遺物

ず、

H－45号住居跡出土遺物

．82

五代木福1遺跡

　　　　覇，

五
　　　　6

拶，

H－46号住居跡出土遺物

5

麟9

6

2

10 11

3

12
13

H－47号住居跡出土遺物



五代木福1遺跡

●．

o．

，うi

’1

　　26

1

醗．

癖．

22

灘．

23

　　　　　講

　　　　　　ヂダ　　隔

　　　　　　・据ピ2827

　　H－48号住居跡出土遺物

PL．57

24

輔

29

5

11

20

、舞1
多、陶r　b　I　ら・

1醗
　　　25

30



PL．58

1

五代木福1遺跡

H－49号住居跡出土遺物

1

2

1

H－50号住居跡出土遺物

　　　　　　　　　　2

　4

睡

3

5

7

H－52号住居跡出土遺物

　　　遡勝1　　　　　　　　－

H－53号住居跡出土遺物

10



五代木福1遺跡 PL．59

3

2号土坑出土遺物

“7－

　　　　3土1

7土1

無

10土1

17土1

3号・7号・10号・17号土坑出土遺物



PL60 五代木福1遺跡

・樋’

や　　，ド

粍、

　　し

炉二

1

。　で㌔

～，轟・

・薄

4

19号土坑出土遺物①

縢’憂一謬脚

6



五代木福1遺跡

7

PL．61

轟．

10

19号土坑出土遺物②

土12

2土4

2土1

土5

2土2

22土6

22土3

22土7

22土8 2土9 土1

23土2

土3 3土4 土5 土6

6溝1
19号・22号・23号土坑・6号溝出土遺物



PL．62

’5

1

10号溝出土遺物

　翻ゴ2

6

．二耀「

五代木福1遺跡

　　20号溝出土遺物

　　　　　　　　　　　　のゆづ

　　　『錘　　　　　　　　禽．

　　　6

嚢嚢
諜1　　　13

遺構外出土遺物①



五代木福1遺跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PL63

28
一1 9

，躍銑一襲

遺構外出土遺物②



PL．64 五代伊勢宮1遺跡

な　　　　　’
甲『

ら謹・

癬　侮．

　　墜麹　　，蹴．轡一、

額灘－灘叢
　　　￥　識潔羅．勘．、

灘瓠2讐専訟．、

・謙・㌧

遺跡遠景（西→）

遷麟羅　葬　端

鞠灘鵜灘劇　　，

薗隷矯噛澤　　しヂ

▼ぞ　『

竪．

泥　．

，吟藷噌 　　　鷲

叢

遺跡全景（上が北）



五代伊勢宮1遺跡

・滋、t

葱

一紗

PL．65

戴醗

　H－1号住居跡全景（南西→）

‘瀾

H－1号住居跡カマド遺物出土状態（南西→）

　　　　　　　　　　　　　　　黛「『

H－1号住居跡カマド（南西→）

v．、

灘

・艶〆

H－1号住居跡遺物出土状態近景（南→）

H－1号住居跡カマド袖構築状態（南→〉



PL66
『’　　甲』　　，

　り　　．

　　　　　冥屑．一　酵嚢

　　　　　　匠薩慣、㌧
　　　　蛍　夢．』、、脅う　　　　甑

欝痩鴫醜蒸　鯨
　　　　　・4式ゼ・瑠　』恥』諏紘1淀

鎌繕翻』舗
　　　　　　　論鋤無繍麟誕

　　　　　H－2号住居跡全景（西→）

H－3号住居跡全景（西→）

H－4号住居跡遺物出土状態全景（西→）

五代伊勢宮1遺跡

　　H－2号住居跡遺物出土状態近景（北→）

蟹轡ヂ1

瞭

H－3号住居跡カマド（西→）

H－4号住居跡全景（西→）

H－4号住居跡カマド（西→）

：繍

H－4号住居跡カマド袖断ち割り状態（西→）



五代伊勢宮1遺跡

H－5号住居跡遺物出土状態近景（南西→）

H－5号住居跡カマド（北東→）

購轡

護

1号土坑土層（北→）

2号土坑（西→）

ノ
ヂ

H－5号住居跡全景（北東→）

PL67

　　』・ノ

、ム，．

　　　H－6号住居跡全景（西→）

1鷲，　　　　　〆

1号土坑（東→）

’惜．・．△’㌧！嚇・馨・・！，∫、

　　　　　　　　　・㌔

1号溝北側（南→）

・蒸



PL．68

響』

＼㌧

藩蜘

匿

五代伊勢宮1遺跡

薩贈

　　　／

懸ノ

’

〆

9

H－1号住居跡出土遺物



五代伊勢宮1遺跡 PL．69

！

2

』瓶
講騨6

3

櫛，

4

H－2号住居跡出土遺物

2

　　t

4

H－3号住居跡出土遺物

2

6

メ優

7

H－4号住居跡出土遺物①



PL．70

9 10
11

五代伊勢宮1遺跡

12

13

H－4号住居跡出土遺物②

1

5

3

恥

6

9 10 11

イ

4
16

H－5号住居跡出土遺物①



五代伊勢宮1遺跡

　　　22

　　　　　　、薄

欝6

18

♪23

19

24

H－5号住居跡出土遺物②

11

3

20

25

PL．71

　　　26

　　　5

　　　”9

　　　　　　　　　4

　　　　鰐一一8
7

　　　　　　　　　　．　　　’　、
　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　閲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『

　　　　　　　　　　’

14

遺構外出土遺物①



PL72
　1

麺

　■

30

21

34

　　、　　．ダ
　ペ

』　　　　　　”

31

27

五代伊勢宮1遺跡

19

35

28

32

籔

24

20

欝
　　25

33

遺構外出土遺物②



調査資料の取扱いについて

項　　目 内　　容

水洗い 出土遺物すべてについて行った。

微細片及び鉄製品を除くすべての出土遺物を対象に行った。注記にはインクジ

エットプリンターを使用し、遺跡コードー（地区）一遺構略号一遺構番号一遺
注記

物番号の順に記した。なお、微細片は収納ビニール袋に鉄製品は収納ケースに

遺跡名・出土地点等を明記してある。

五代竹花遺跡………12C22

五代木福1遺跡……12C23

注記略号 五代伊勢宮1遺跡…12C26
遺　物

縄文時代住居跡……J　　古墳時代、奈良・平安時代住居跡……且

坑……D　　ピット……P　　溝……W　　カマド……カ　　グリッド……G

可能な限り行った。接合にはセメダインCを、復元には必要に応じてエポキシ
接合・復元

系樹脂（バイサム）を用いた。

あ

各遺構・グリッドごとに、種別・数量を記録した上で、掲載遺物を選別した。
掲載遺物の選別

本報告書では、形態が把握できる遺物については極力掲載してある。

報告書掲載遺物についてのみ行った。実測図は基本的に1／1縮尺で作成した。
実測

また、必要に応じて拓本図を作成した。

写真撮影 報告書掲載遺物についてのみ行い、白黒6×7判フイルムに記録した。

、由 各遺構ごとに検討を加え、一部修正を施した後に報告書使用のものについてトレー

図面
構 ス・版組を行った。また、必要に応じて遺物水平分布図・垂直分布図を作成した。

報告書に使用した遺物と不使用の遺物等に分け、さらに各遺構ごとに分けて遺

物収納箱もしくは専用段ボール箱に収納した。遺物収納の際には、各遺物をミ

出土遺物 ナパックで梱包するなどの保護対策を講じてある。また、各遺物収納箱の小口

には、遺跡名・遺構名・遺物番号（報告書掲載番号）・報告書使用の有無等を

保
明記した。専用段ボール箱外面には収納遺物の写真を貼付してある。

管
図面 遺構・遺物実測図面は、それぞれ各遺構ごとに整理し、図面ケースに収納した。

資
白黒35㎜、白黒・カラー6×6判（空撮）、カラーリバーサル35㎜の3種類、計12冊

料 遺構写真
があり、それぞれのアルバムに整理してある。各写真脇には撮影内容を明記してある。

遺物写真 白黒6×7判、計13冊が る。各写真脇には、遺構名・遺物番号を明記してある。

台帳 遺構図面・写真、遺物図面・写真台帳を作成してある。

発掘調査日誌 発掘調査時の調査内容・所見等を記録してある。
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フ　リ　ガ　ナ ゴダイタケハナイセキ　　ゴダイキフクイチイセキ　　ゴダイイセミヤイチイセキ

書　　　　名 五代竹花遺跡　　五代木福1遺跡　　五代伊勢宮1遺跡

副　　書　　名 五代南部工業団地及び住宅団地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻　　　　　次

シリーズ名

シリーズ番号

編　著者名 齊木一敏・長井正欣・（株）古環境研究所
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発行年月日 西暦2001年3月16日

所収遺跡名 所在　地
コード

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

ゴダィタケハナイセキ

代竹花遺跡
グンマケンマエパシシゴダイマチ

馬県前橋市五代町 10201 12C22

36。

427”

139。

6’

6”

20000901

0010316

4，880㎡

五代南部工

団地及び

宅団地造
事業

ゴダイキフクイチイセキ
代木福1遺跡

グンマケンマエバシシゴダイマチ

馬県前橋市五代町 10201 12C23

36。

4／

1”

139。

6／

2”

11，785㎡

ゴダイイセミヤイチイセキ

代伊勢宮1遺跡
グンマケンマエバシシゴダイマチ

馬県前橋市五代町 10201 12C26

36。

4／

4”

139。

6！

0”

3，800㎡

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

五代竹花遺跡 集落跡 縄文時代

墳時代

良・平安時代

・近世

住居跡　　　　18軒

坑　　　　　6基

　　　　　　4条

ット　　　　254基

縄文土器・石器・土師器・須恵

・墨書土器・紡錘車・鉄製

・土玉・臼玉・鉄製品・砥

・薦編石・陶磁器

E－8号住居跡から土製

玉多量出土。

五代木福1遺跡集落跡

域

縄文時代

墳時代

良・平安時代

・近世

住居跡　　　　55軒

坑　　　　　23基

　　　　　　22条

ット　　　　220基

鉄ピット　　3基

縄文土器・石器・土師器・須恵

・墨書土器・灰紬陶器・瓦塔・

錘車・土玉・臼玉・銅鈴・鉄製

・砥石・薦編石・陶磁器・釜形

器・石臼・板碑・人骨・古銭

縄文時代前期の住居跡1

検出。

墳時代後期住居跡のカ

ドは地山を掘り残して

るものがある。

五代伊勢宮1遺跡 集落跡 古墳時代

良・平安時代

・近世

住居跡　　　　6軒

坑　　　　　2基

　　　　　　1条

ット　　　　132基

縄文土器・石器・土師器・須恵

・管玉・鉄製品・薦編石・陶

器

H－1号住居跡のカマド

き口部は土師器甕を組

で構築。
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